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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
いまず。 

A 

警ち 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
てし、ただきたし、ことです。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

〇 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
だをたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とでず。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

(1>ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ちおることを示してし)まず。 




お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管してください。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1 日 0 km/h を超えたときの車両機 
能や状態などについての記述があ 
りまずが、公道を走行ずる際は、 
必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をお読み< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 六ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.merceaes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アシストグリップ . 219 


アシストグリップ . 219 

アダフティブブレーキランプ . 53 

安をのために . 13 

オートマチック車の取り扱い . 17 

警告ラベル . 13 

モ供を乗せるとき . 16 

こんなことにをミ主意 . 18 

診断ソケット . 13 

走寺する前に . 14 

保証の適巧 . 14 

メルセデス.ベンツ指定サービスエ場 • 14 

イージーエントリー機能 . 86 

クラッシュセンサー連動機能 . 86 

イグニッション位置 . 77 

キーによるイグニッション位置の選択 • 77 
キーレスコ’ースイッチによるイグニッショ 
ン位置の選択（キーレスゴー装備車） • 77 

イモビライザー . 57 

インストルメントパネル . 22 

インテ U ジェントライトシステム . 102 

アクティブライトシステム . 102 

コーナ U ング ライト . 102 

八イウェイモード . 103 

フォグランプ強化機能 . 104 

ウィンタータイヤ . 341 

ウォッシャー液 . 236.337 

ウォッシャー液を補給する . 236 

運乾のヒント . 125 

エアコンディシ ョナー . 188 

AC モード . 190 

AUTO モードの解除 . 190 

エアコンディショナーの取り扱い••-188 

コント□ールパネル . 189 

送風温度の調整 . 191 

送風口の選択 . 191 

送風□の調整 . 195 

送風量の調整 . 192 

通常の使いち . 189 

デフ□スターモード . 192 

独立温度設定機能 . 192 

内気循環モード . 194 


リアデフォッガー . 193 

エアバッグ . 35 

ウインドウバッグ . 39 

運転席/助手席ペルビスバッグ . 38 

運転席/助手席エアバッグ . 37 

運転席二ーバッグ . 38 

エアバッグの作動条件 . 40 

エアバッグの種類と収納場所 . 37 

ヴイドバッグ . 38 

重要な安全事項 . 35 

エマー ジェンシ ーキー . 294 

キーか5エマージェンシーキーを取0外す 

. 294 

エンジン . 247 

エンジンオイル . 230.336 

エンジンオイル容量 . 336 

エンジンオイル量に関するを意 . 230 

エンジンオイル量を点検する . 230 

エンジンオイルを補給する . 231 

使用するエンジンオイル . 336 

添加剤 . 336 

エンジンの始動 . 116 

キーによるエンジンの始動 . 117 

キーレスコ'一操作によるエンジンの始動 

. 117 

シフト位置 . 116 

タッチスタート機能 . 117 

エンジンの停止 . 120 

エンジンルーム . 227.229 

ウオッシャー液 . 236 

エンジンオイル . 230 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 232 

プレーキ液 . 235 

ボンネット . 227 

冷却水 . 232 

エンジン冷却水温度計 . 133 

オイル•液類 . 334 

ウォッシャー液 . 337 

エンジンオイル . 336 

オイル-液類に関ずるま意 . 334 

オートマチックトランスミッションオイル 
. 336 
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燃料 . 33己 

ブレーキ液 . 336 

;令却水 . 337 

応急用スペアタイヤ . 274 


応急用スペアタイヤが車載されている場含 
. 305 

応急用スペアタイヤに空気を入れる- 310 
応急用スペアタイヤを取り付ける■••■309 
車び動を出さないよラに固定する••■•305 


ジャッキアップずる . 306 

ジャッキダウンずる . 311 

タイヤ交換の準備 . 30己 

タイヤの取り外し . 309 

才ートマチックトランスミッション••”124 

E モードの特性 . 127 

運転のヒント . 12己 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 131 

シフト位置 . 124 

シフト位置の選択 . 12己 

セレクターレバー . 12斗 

走行モード . 126 

ティップシフト . 127 

パドルによる操作 . 127 

マニュアルギアシフト . 129 

オートマチックトランスミッションオイル 
. 232.336 

才ーパ’ーヒートしたとき . 234 

オフ□—ド-ドライブ•ブ□グラム •••• 160 

オフ□—ド走巧 

(オフ□—ドパッケージ装備車） . 253 

オフロード走行のま意 . 253 

オフ□ー ドを走行するとき . 253 

'河川などを渡るとを . 257 

坂道を走行ずるとを . 255 

障害物を乗り越えるとき . 256 

砂地を走行ずるとを . 258 

わだちを走行するとき . 258 

オフ□—ド走行装備 . 157 

斗 MAT に . 157 

DSR . 158 


オフ□—ド.ドライブ.プ□グラム •• 160 



外気温度表示 . 134 


夕'!■気温度表示 . 134 

カップホルダー . 215 

センターコンソールのカップホルダー21己 
U アアームレストのカップホルダー • - 215 

可変スピードリミッター . 164 

巧変スピード US ッ ターを辭除ずる-168 
可変スピード US ッ ターを設定ずる-166 

設定速度を変更ずる . 167 

環境保護について . 13 

寒冷時の取り扱い . 245 

寒冷時のミ主意 . 24己 

キー . 62 

解錠時の設定の切0誓え . 67 

キーの トラブル . 68 

キーレスコ f —. 64 

U モコン機能 . 63 

キーの電池交換 . 298 

キーの電池を点検する . 298 

電池の交換手順 . 299 

キーレスコー . 64 

救急セット . 273 

クルーズコント□—ル . 161 

クルーズコント□—ルを解除する… • 164 
クルーズコント□—ルを設定する••-162 
設定速度を変更ずる . 163 

車を運搬ずる . 324 

グ□—ブボックス . 205 

けん引 . 322 

4 MAT に車のけん引に関するミち意••■•324 

押しがけ . 325 

車を運搬する . 324 

けん引時のま意 . 322 

けん引フックの取り付け . 323 

前後輪を接地させてけん引する . 324 

插かるみなどからけん引するとさ325 

けん引防止機能 . 58 

けん引防止機能を解除する . 58 

交換可能な電球について . 301 

テール ランプ . 302 

へッ ドライト . 301 




































































6 


さ < いん 


ライセンスライト . 302 

故障/警告メッセージ . 276 

子供を乗せるとき . 43 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 46 

純正チャイルドセーフティシート……44 
助手席へのチャイルドセーフティシートの 

装着 . 45 

チャイルドセーフティシート . 43 

テザーアンカー . 47 

ル物入れ . 203 

グ□—ブボックス . 205 

シートポケット . 206 

フ□ントアームレストのル物入れ… • 205 

フ□ントシート下のル物入れ . 206 

U アアームレストのル物入れ . 206 

コンビネーシヨンスイッチ . 100 

パッシング . 101 

へッドライトの上向を/下向をの 

切り替え . 101 

ち向指示 . 100 



シー トべ J レト . 92 

シートベルト着巧警告 . 95 

シートベルトの高さ調整 . 95 

シートベルトの着用 . 92 

正しい運転姿勢 . 96 

シートベルトの着用 . 92 

シートベルトを着用する . 94 

シートベルトを外す . 94 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 94 

U ア中央のシートベルトを着用する■■•94 

事故-故障のとさ . 272 

室内センサー . 59 

室内センサーを解除する . 60 

室内装備 . 215 

12 V 電源ソケット . 218 

アシストグリップ . 219 

カップホルダー . 215 

ヴンバイヴー . 216 

灰皿 . 216 

フ□アマット . 220 

ライター . 217 

車がライト残照機能 . 99 


サイドビューカメラ . 173 

サイドビューカ^ラの位置 . 175 

サイドビューカ^ラの映像 . 176 

サイドビューカ^ラの作動と停止 •••• 17日 

サイドビューカメラの表示範囲 . 175 

障害物のあるカーブを巧びるとき •••• 178 

洗車するときのを意 . 175 

路肩などに車を寄せるとき . 177 

サンバイザー . 216 

バニテイミラー . 216 

シート . 79 

シートヒーター . 83 

電動ランバーヴポート . 82 

フ□ントシートの調整 

(4 ウェイパヮーシート） . 80 

フ□ントシートの調整 

(メモリー付パワーシート） . 80 

へッドレストの調整 . 81 

シート位置の記憶 . 91 


車載工具 . 273 

応急巧スペアタイヤび車載されている場含 

. 274 

タイヤフィットび車載されている場合274 

車載品の収納場所 . 272 

応急用スペアタイヤ . 274 

救急セット . 273 

事故.故障のとを . 272 

車載工具 . 273 

停止表示板 . 273 

非常信号用具 . 272 


車速感応ドア□ック . 72 

車速感応ドア□ックの設定/解除 • • • • 72 

車内か5の解錠/施錠 . 71 

ドアごとの解錠/施錠 . 71 

ドア□ツクスイッチ . 71 


車両に保巧されるデータ . 20 

故障データ . 20 

データび保をされるその他の装備……20 


シートヒーター 


83 車両の電子制御部品について 


333 
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収納ネット . 206 

純正部品/純正アクセサ U —. 332 

乗員安を装備 . 32 

NECK PRO アクティブへッドレスト •• 42 

PRE-SAFE® . 42 

SRS (棄員保護補助装置） . 33 

安全上の重要事項 . 32 

エアバッグ . 35 

デ供を乗せるとさ . 43 

チャイルドプルーフ□ック . 49 

診断ソケット . 13 

ステアリング . 84 

イージーエント|」_機能 . 86 

ステアリング位置の調整（手動式）■••8己 
ステアリング位置の調整（電動式）•••85 

スノーチェーン . 240 

スピードメーター . 133 

整備手帳 . 258 

セーフテイネット . 211 


走行装備 . 161 

可変スピードリミッター . 164 

クルーズコント□—ル . 161 

サイドビューカ方ラ . 173 

パーキングアシスト U アビューカメラ179 
パークト□ニック . 168 

走行と停車 . 116 

エンジンの始動 . 116 

エンジンの停止 . 120 

エンジンのトラブル . 122 

重要な安全事項 . 116 

駐車 . 119 

長期間駐車ずるとを . 121 

パーキングブレーキ . 121 

発進 . 118 

ヒルスタートアシスト . 119 


走巧モード 


126 



タイヤ交換およびタイヤ修理の準備‘ •••304 


積載荷物の制限重量 . 338 

セレクターレバー . 124 

前席上方の操作部 . 28 

センターコンソール . 26 

下部センターコンソール . 27 

上部センターコンソール . 26 

走行まを装備 . 50 

ABS. 51 

目 AS. 52 

EBD. 56 

ESP ®. 53 

アダプティブブレーキランプ . 53 

安全上の重要事項 . 50 

走巧時のミち意 . 247 

雨降りや濃霧時の運転 . 252 

エンジンを停止しての走行 . 247 

走行ずるとを . 251 

走行中に異常を感じたら . 251 

タイヤのグ U ップについて . 249 

駐停車するとき . 251 

濡れた路面での走行 . 249 

ブレーキ . 247 

雪道や凍結路面の走行 . 250 


タイヤとホイール . 237.339 

安全に関するま意 . 237 

ウィンタータイヤ . 239.341 

応急用スペアタイヤ . 341 

スノーチェーン . 240 

走行時のミ主意 . 237 

タイヤ空気圧 . 241 

タイヤ空気圧警告システム . 242 

タイヤトレッド . 238 

タイヤの回転方向 . 24斗 

タイヤの清掃 . 24己 

タイヤの選択、装着と交換 . 238 

タイヤの点検 . 237 

タイヤの保管 . 24己 

タイヤ□—テーシヨン . 244 

標準タイヤ . 340 

タイヤフィットげ車載されている場含" 312 

タイヤフィットの準備 . 313 

タコメーター . 133 

正しい運転姿勢 . 96 

チャイルドプルーフ□ック . 49 

U アドアウインドウの 

チャイルドプルーフ□ック . 50 
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リアドアのチャイルドプルーフ□ック • 49 


駐車 . 119 

パーキングブレーキ . 121 

停止表示ホ反 . 273 

ティップシフト . 127 

テールゲート . 73 

車外から自動で開閉する . 74 

車外わ、5手動で開閉する . 73 

車内から自動で開閉する . 75 

テールゲートの開口角度の設定 . 76 

テールゲー トの コートフック . 212 

テールゲートを開いたときの高さ . 338 

電球に関ずるミ主意 . 300 

その他のライト . 300 

バイキセノンへッドライト . 300 

電球の交換 . 300 

交撰巧能な電球について . 301 

電球に関するま意 . 300 

電池の交換手順 . 299 

電動ランパ‘ーサポート . 82 

ドア . 70 

車外む、5のドアの開閉 . 70 

車速感応ドア□ック . 72 

車内からの解錠/施錠 . 71 

車内か5のドアの開閉 . 70 

重要な安全事項 . 70 

ドアの操作部 . 29 

ドアミラー . 87 

施錠時のドア S ラー格納 . 88 

ドア S ラーび無理に外側に巧げ5れにとき 

. 89 

ドアミラーの角度調整 . 87 

ドア S ラーの格納/展開 . 88 

ドアミラーのリセット . 88 

盗難防止システム . 57 

イモビライヴー . 57 

けん引防止機能 . 58 

室内センヴー . 59 

盗難防止警報システム . 57 



慣5し運車5 . 222 


慣5し運輯 . 222 

日常の手入れ . 261 

外装 . 262 

ウインドウの清掃 . 265 

高圧式スプレーガンの使用 . 263 

自動洗車機の使用 . 262 

センサーの清掃 . 266 

洗車時のを意 . 262 

手洗いによる洗車 . 263 

ドア S ラーち向指示巧の清掃 . 266 

塗装面の清掃 . 264 

ノ —キングアシスト U アビユーカメラの 

清掃 . 267 

ホイールの清掃 . 264 

マットペイント塗装車の取り扱し V • 264 

マフラーの手入れ . 267 

ライト類の手入れ . 266 

ワイパーブレードの清掃 . 265 

車内 . 267 

COMAND デイスプレイの清掃•••■268 

ウッドト U ムの清掃 . 269 

シート表皮の清掃 . 269 

シートベルトの清掃 . 269 

ステア IJ ングおよびセレクターレノ く一の 

清掃 . 268 

プラスチックト U ムの清掃 . 268 

ルーフライニングおよびカーぺットの 

清掃 . 269 

手入れに関ずるま意 . 261 

荷物の固定 . 208 

荷物固定用リング . 208 

荷物の積み方/ル物入れ . 203 

カップホルダー . 215 

ル物入れ . 204 

収納ネット . 206 

セーフテイネット . 211 

テールゲートのコートフック . 212 

荷物の固定 . 208 

荷物を積むとさのを意点 . 203 

バッグホルダー . 209 

分割巧倒式 U アシート . 207 


ラゲツジフ□アボード下の収納スペース 
. 213 
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ラゲッジルームカバー . 210 

ルーフラック . 214 

燃料 . 335 

燃料消費について . 335 

燃料タンク容量 . 33己 

燃料計 . 133 

燃料残量警告打 . 133 

燃料の給油 . 223 

燃料と燃料タンクのトラブル . 226 

燃料を給油ずる . 223 


A 


パーキングアシストリアビューカメラ"179 

COMAND ディスプレイの映像 . 180 

力^ラの位置 . 180 

後退駐車モード . 181 

縦列駐車モード . 183 

ノ —キングアシスト U アビューカメラの 

設が . 186 

パーキングブレーキ . 121 

パーキングヘルプ機能 . 89 

パークト□ニック . 168 

インジケーター/作動表示灯 . 170 

センサーの感知範囲 . 169 

パークトロニックセンサー . 168 

パークトロニックの作動 . 170 

パークト□ニックの停止 . 171 

パークトロニックのトラブル . 172 

灰皿 . 216 

フ□ントの灰皿 . 217 

U アの灰皿 . 217 

バッグ ホルダー . 209 

パッテ U —. 317.338 

VRLA バッテ U —. 319 

インジケーター付をバッテ U — . 319 

車載バッテ U — の電圧/容量 . 338 

バッテリー取り扱いの一般的なを意- 317 
バッテリーの位置 . 318 

パッテ U — があげったとき . 319 

パドルによる操作 . 127 


パノラミックスライデイングルーフ • 198 


電動サンシエードの操作 . 201 

パノラ S ックスライディングルーフと 

電動サンシエードの U セット . 202 

パノラミックスライディングルーフの操作 

. 199 

パノラミックスライディングルーフの 

トラブル . 203 

パヮーウインドウ . 110 

コンビニエンスオープニング機能 •••• 113 
コンビニエンスク□—ジング機能 •••• 113 

ドアウインドウの開閉 . 111 

ドアウインドウのトラブル . 115 

ドアウインドウのリセット . 11己 

パンクしたとき . 304 

応急用スペアタイヤび車載されている車種 

. 30己 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備- 304 
タイヤフイットび車載されている車種312 


ビークルデータ . 338 

積載荷物の制限重量 . 338 

ビークルプレート . 333 

エンジン番号 . 334 

オプションコードプレート . 33斗 

車台番号 . 333 

ニューカープレート . 333 

非常時の解錠/施錠 . 294 

運転席ドアの解錠 . 294 

エマージェンシーキー . 29斗 

車両の施錠 . 295 

テールゲートの解錠 . 296 

パーキング□ックの手動解除 . 296 

非常信号用具 . 272 

非常点滅灯 . 101 

ヒューズ . 325 

ヒューズー責 . 327 

ヒューズ交撰についてのミ主意 . 32己 

ヒューズの位置 . 326 

ヒューズを交撰ずる . 326 

ヒューズー覧 . 327 

エンジンルーム内のヒューズボックス327 
ラゲッジルーム内のヒューズボックス328 
ヒューズの位置 . 326 


エンジンルーム内のヒューズボックス326 
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ラゲツジルーム内のヒューズボックス327 


ブレーキ . 247 

下り坂を走行するとき . 247 

凍結防止剤を散巧した路面での 

ブレーキ性能の制限について . 248 

ブレーキ警告口 . 249 

ブレーキシステムに強い負荷び 

かかったとさ . 248 

ブレーキパッドについて . 249 

路面び蕭れているとき . 248 

ブレーキ液 . 235.336 

ブレーキ液の交換 . 235 

ブレーキ液の量を点検する . 235 

フ□ァマット . 220 

分割巧倒式 U ァシート . 207 

へッドライトウォッシャー . 100 

保証の適用 . 14 

ボンネット . 227 

ボンネットを垂直に開く . 228 

ボンネットを閉じる . 228 

ボンネットを開く . 227 



設定項目の初期化 . 156 

メーター . 149 

ライト . 150 

トリップメニュー . 140 

エンジン始動時からの情報表示 • •••140 

基本画面 . 140 

走行可能距離-瞬間燃費表示 . 142 

走行速度表示 . 142 

U セット時からの情報表示 . 141 

ナビメニュー . 142 

ルート案内中の表示 . 143 

ルート案内を行なっていないとき • • 142 
ルート案内を行なっているとき••-143 
マルチフアンクシヨンステアリング • • 135 


マルチフアンクシヨンディスプレイの操作 


. 136 

方イン^ニューとヴプ X ニュー . 139 

方ニューリスト . 138 

方ンテナンスメニュー . 147 

故障表示画面 . 147 

ミラー . 87 

自動防眩機能 . 89 

ドアミラー . 87 

パーキングヘルプ機能 . 89 

ルー ム S ラー . 87 


マニュアルギアシフト . 129 

マルチフアンクシヨンステアリング……25 
マルチフアンクシヨンディスプレイ •••• 135 

TE いニュー . 145 

TEL 方ニューを表示させる . 146 

着信した電話を受ける . 146 

通話を終える . 146 

通話を保留する . 146 

電話帳か5電話を発信する . 146 

発信履歴から電話を発信ずる . 147 

才ーディオ方ニュー . 144 

DVD ビデオのチャプターを選択する 

. 145 

テレビ受信時の表示 . 145 

トラックを選択ずる . 144 

ラジオ局を選局ずる . 144 

胃及がニュー . 148 

コンフオート . 154 

車両 . 152 


メーターパネル . 23、132 

エンジン冷却水温度計 . 133 

外気温度表 . 134 

スピードメーター . 133 

タコメーター . 133 

時計 . 134 

燃料計 . 133 

燃料残量警告口 . 133 

表示灯/警告 灯 . 24 


マルチフアンクシヨンディスプレイと 
方ーターパネルの照度を調整する… • 132 
マルチフアンクシヨンディスプレイの表示 


. 132 

メーターパネルの表示灯/警告灯……287 

メモリー機能 . 91 

シート位置の記憶 . 91 

シート位置の呼び出し . 91 

メルセデス.ベンツ指定サービスエ場 ••• 14 
メンテナンス . 258 
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日常点検 . 258 

メンテナンスインジケーター . 259 

メンテナンスインジケーター . 259 

自動表示機能 . 259 

手動表示 . 259 

表示方ツセージ . 259 


メンテナンスインジケーターのリセット 
. 260 



雪道や凍結路面の走巧 . 250 

滑0やすい路面での走行 . 250 



ライター . 217 

ライト . 97 

インテリジェントライトシステム••-102 

緊急時点好機能 . 106 

コンビネーシヨンスイッチ . 100 

車外ライト残照機能 . 99 

非常点滅好 . 101 

へッドライトウォッシャー . 100 

へッドライトの内側び曇るとき . 104 

ライトスイッチ . 97 

ルームランプ . 10斗 

ライトスイッチ . 97 

才ートモード . 98 

車外ライトの消灯 . 98 

車幅好 . 98 

パーキングライト . 99 

へッドライト/ LED ドライビングライト 

. 98 

I 」アフォグランプ . 99 

ラゲッジフ□アボード下の収納スぺース213 

ラゲッジ ルー ム カバー . 210 

U モコン機能 . 63 

ルーフラック . 214 

ルームミラー . 87 

ルームミラーの角度調整 . 87 

ルームランプ . 104 

乗降用ライト . 106 

点灯モードの切り替え . 104 


ドア赤色灯 . 106 

ドアレバー上方のイル S ネーシヨンライト 

. 106 

U ア読書灯 . 10己 

ルームミラー下部のライト . 106 

ルームランプ/フ□ント読書'な……10己 

お却水 . 232,337 

オーバーヒートしたとき . 23斗 

不凍液の濃度 . 337 

冷却水の量を点検する . 233 

冷却水を補給する . 233 



ワイパー . 107 

フ□ントワイパーの操作 . 107 

U アワイパーの操作 . 109 

ワイパーのトラブル . 110 

ワイパーブレードの交換 . 302 


フロントワイパーのワイパーブレード302 
U アワイパーのワイパーブレード.... 303 



ABS . 51 

オフ□—ド ABS . 52 

ブレーキ操作をずる . 51 


ABS . 51 

オフ□—ド ABS . 52 

ブレーキ操作をずる . 51 



巨 AS . 52 



DSR 




. 158 



EBD . 56 

ESP ®. 53 

4 ETS . 55 

ESP ® の機能の設定/解除 . 55 

オフ□—ド ESP 愈 . 56 
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NECK PRO アクティブヘッドレスト ...AZ 
NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 297 



PRE-SAFE ⑥ . 42 



SRS (乗員保護補助装置） . 33 

SRS 警告：):了 . 33 

シートベルトテンシヨナ ー、 ベルトフオー 
ス US ッターとエアバッグの作動……34 


数字 


12 V 電源ソケット . 218 

ラゲッジルームの 12 V 電源ソケット • 219 
U アの 12 V 電源ソケット . 219 

4 MAT に . 157 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとする環境 
保護対策に取り組んでいまず。環境 
保護のため、お車をご使用になると 
さは(下の点にご協力ください。 


9環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導 
入しています。 


• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料の余分な消費が抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を車に載せたままにし 
ないで < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 



車両には警告ラベルが貼付されてい 
まず。警告ラベルには危険な状況を 
回避するための情報や、車を安全に使 
用するための情報などが記されてい 
ます。警告ラベルは絶対にはがさない 
で < ださい。 


診断ソケット 
A 警告 

診断ソケットに機器を接続すると、車 
両システムの作動に影響を及ぼずお 
それがありまず。これにより、車両 
の安全性が損なわれます。また、事 
故の危険性があ0ます。 

診断ソケットには、いかなる機器を 
接続しないでください。 


• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 


• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 
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A 警告 

診断機器や機器のケーブルを診断ソ 
ケットに接続ずると、ペダル操作の 
障害にな0まず。突然のブレーキ操 
作やアクセル操作の際に機器やケー 
ブルびペダルの間に挟まることびあ 
0まず。その結果、ペダルの動さび 
妨げられ、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

運転席の足元にはいかなる機器や 
ケーブルち接続しないでください。 

。エンジンび停止している状態で 
該断ソケットに機器を接続ずると、 
バッテ1」一を消耗しまず。 

診断ソケットはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び1」セットされ 
るおそれびありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 


メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。上記の内容 
は、特にま全に関わる作業について重 
要です。 


m 下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってくだごしん 

• ま全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 


保証の適用 _ 

車両の操作を行な5とさや車両に損傷 
び発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷に 
ついては、保証の巧象外になりまず。 


走行■ず々刖に 


点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることび法律で義 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けてください。 
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•才ーバーヒートの予防策として、し、 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
に場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

ドアを開< と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異苗ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほひったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

運転席足元にミち意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
ください。ペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でさな<なるおそれび 
ありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 

ウオ ー5 ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
しにままでの暖機運転は必要ありま 
せん。エンジンの始動後は、急加速を 
避けて車をウオーミングアップしてく 
ださい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はでさるだけラゲッジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よラに確実に固定してください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出され 
て、柔員びけびをずるおそれびあり 
まず。 

• ラゲッジ ルームカバーの 上に荷物を 
置かないでください。急ブレーキ時 
や急な進路変更時、事故のとさなど 
に荷物び投げ出されて、柔員びけび 
をずるおそれびあ0まず。 

• 鋭い角のあるをのは、角の部分に必 
ずカノ（一をして < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより 
を、高く積み上げないでください。 



16 はじめに 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
吿などを積まないで< ださい。万一の 
とさに引火や爆発のおそれがあ0まず。 


子供を乗せるとさ 

子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを正 
しく着用し、シートやヘッドレスト 
が正しい位置になってし^ることを大 
人が確認して<ださい。正し<シー 
トベルトが着用でさない小さなモ供 
は、チ ヤイ ルドセーフテイシ ー トを 
使用して < ださい。 

• 乳児やモ供を抱いたり、ひざの上に 
乗せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさなどに、大人 
と車の間に挟まれて重大なけがをず 
るおそれがありまず。 

ルさなテ供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモ供にはチャイルドセー 

フテイシート（>43ページ）を使用ず 

ることが法律で義務付けられてい 

ます。 

テ供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モ供が運転装置に触れ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 


• チャイルドセーフティシートは、必 
ず後席の左ちいずれかに装着して< 
ださい。やむを得ず助手席に装着ず 
るとさは、車の進行方向に向けて 
チャイルドセーフティシートを装着 
し、助手席シートをちっとち後ろの 
位置にして < ださい。 

• 子供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートをちっとち後ろの位置に 
して<ださい。エアバッグの作動時 
に大さな衝撃を受けるおそれがあり 
まず。 

モ供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して<ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをするおそれ 
がありまず。 

• U アドアや U アドアウインドウの 
チャイルドプルーフ□ック（1>49 
ページ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやパノラミックスライ 
ディングルーフ*の開□部か5身体を 
出さない 

モイ共がドアウインドウやパノラミック 
スライディングルーフの開口部から 
身体を出さないように注意してくだ 
さい。けがをずるおそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
がをした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のを意を理解し、正し<操 
作してください。 r 走行と停車」をあわ 
せてお読みください （01 16ページ)。 

才ートマチック車の特性 

ク U - プ現象：エンジンびかかってい 
るとさ、わレクタ ー レバーが m 
EE し U 外に入っていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動さ 
出します。これをク1」ープ現象といし、 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早 < 加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーび [ E に入ってい 
ることを確認して、ブレーキペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動しまず。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• セレクターレバーを HE 、 EE に 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動を出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

また、あ道で発進するとさは、ヒ 
ルスタートアシストち作動しまず 
(…9ページ)。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを HE 
に入れないで< ださい。エンジンブ 
レーキびまったく効ひないため事故 
につなびったり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非苗に大きな力び必要に 
なりまず。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレクター 
レパーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあなどでは、アクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停止状態を 
保たないでください。トランスミッ 
ションに負担びひかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクターレ 
バーを [ Pj に入れないで<ださい。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを [ PJ に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーをか m に戻ずよラに 
むびけてください。 CE に入ってい 
ることを忘れてアクセルペダルを踏 
み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 


こんなことにちま意 


運転ずるときのミ主意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださし、。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるま意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの働 
さをして、乂災び発生ずるおそれび 
ありまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル物 
入れなどに入れたままにしたり、車 
巧に落としたままにしないでくだ 
さい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 
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給油に関ずるま意事項 

給油が自動的に停止したら、それ政上 
は給油しないで< ださい。燃料漏れの 
おそれや、エンジンが不調になった0 
停止するおそれがあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないで<ださい。エンジンを損傷ず 
るおそれがあ0まず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または承認 
されている製品のみを使用して < だ 
さい。エンジン内部の摩耗が進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれがあ 
りまず。故障が発生したとさは、保 
証の対象外になりまず。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反にな0ます。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、ミ主意力が 
散漫になり事故の原因になりまず。安 
全な場所に停車してから使用して<だ 
さし、。 


COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して< ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
<行なラことが必要になりまず。 
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車両に保巧されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異甫時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保をされたデータは、安全装備などび 
作動するとさ、または故障や異常の原 
因の特定、車両開発などに使用され 
ます。データを使用して、車両の動を 
をさかのぼって調べることはでさま 
せん。 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データが保巧されるその化の装備 


COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
日月書」をご覧<ださい。 
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インストルメントパネル . 22 

メーターパネル . 23 

マルチファンクシヨンステアリング 

. 25 

センターコンソール . 26 

前席上ちの操作部 . 28 

ドアの操作部 . 29 



B 賣0> 荒如 
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インストルメントパネル 






名祿 

ぺージ 


ステア U ング調整レ 
バー* 

85 

⑩ 

コンビネーシヨンスイツチ 



万■向指示 

100 


へッドライト 

101 


ワイ パー 

107 


U ァワイパー 

109 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

121 

® 

診断ソケット 

13 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

228 

® 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

121 

@ 

ライトスイツチ 

97 




名称 

ぺージ 

① 

パドル* 

127 

⑤ 

クルーズコント□ール 
レバー 

161 


巧変スピード U 云ッ 
ターレバー 

164 

⑤ 

メーターパネル 

132 

④ 

ホーン 

運転席エアバッグ 

37 

⑤ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯* 

170 

④ 

前席上方の操作部 

28 

@ 

エアコンディシヨナー 
コン 卜□ールパネル 

189 

④ 

エンジンスイッチ 

77 


キー レス3—スイッチ* 

78 

@ 

ステア U ング調整□ッ 
ク解除八ンドル* 

85 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



インストルメントパネル 


B を WS 荒如 
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メーターパ不ル 


メーター八スル 


•リ 1 ;^ V 



を 

が 

化 

炮 



名称 

ぺージ 

① 

燃料計 

133 

③ 

エンジンを却水温度計 

133 

⑤ 

スピードメーター 

133 

④ 

クルーズコント□ール 
インジケーター 

163 


巧変スピード U ミツ 
ターインジケーター 

167 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

135 

® 

タコメーター 

133 

⑦ 

外気温度表示 

134 



名称 

ぺージ 

④ 

外気温度表示/走行速 
度表示 

150 

@ 

シフ h 位置表示 

124 


走行モード表示 

124 


ギアレンジ表示 

127 


ギア表示* 

129 

@ 

※曰本仕様車には装備されません。 


⑩ 

時刻表お 

134 

@ 

メーターパネル照度調 
整ノブ 

132 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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が ! n 巧化 ）I 



名称 

ぺージ 

① 

八イビーム表示灯 

101 

⑤ 

ESP ® オフ表示灯 

289 



290 



291 

⑤ 

へ、ソ ドライト表示灯 

98 

④ 

方向指示表示灯（左） 

100 

⑤ 

ESP ® 表示灯 

289 



290 



291 


方向指示表示灯（ち） 

100 

③ 

《 曰本仕様まには装備されません。 


④ 

SRS 警告灯 

291 



名称 < 

ぺージ 

(D 

ABS 警告灯 

288 



289 

颇 

シートベルト警告灯 

287 

® 

※曰本仕様まには装備されません。 


@ 

U アフォグランプ表示灯 

99 

@ 

を却水警告灯 

292 



293 

@ 

ブレーキ 警告 灯 

288 



289 



291 


エンジン警告灯 

292 

吸 

燃料残量警告灯 

292 









マルチフアンクシヨンステアリング 25 




を称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

13已 

⑤ 

COMAND ディスプレイ 

別冊 

⑤ 

因 

固 

通話開始/終了スイッチ 
(電話） 

田日 

音量スイッチ 

四 

消音スイッチ 

137 

④ 

ふ1 

音青認識スイッチ 

137 



名称 

ぺージ 

⑤ 

回 

U ターンスイッチ/音 
声認識解除スイッチ 

137 

@ 

团因 

スク□ールスイッチ 
(メインメニューの選択） 

囚因 

スク□ールスイッチ 
(サブメニューの選択/ 
リストのスク□ール） 

画 

確定スイッチ 

136 
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を 

が 

化 

功! 



名妳 

ぺージ 

の 

m 非常点滅灯スイッチ 

101 

⑤ 

盗難防止警報システム 
表示灯* 

57 

⑤ 

ぷ曰本仕様車には装備されません。 


④ 

r ^ Esp ® オフスイッチ 

56 

⑤ 

COMAND コント□—ル 
パネル 

別冊 


[ W ] シート ヒーター ス 
イツチ* 

83 


③ 

曰本仕様車には装備されません。 


④ 

固オフ□ー ド-ド 
ライブ-プ□グラムス 
イッチ 

160 


パークト□ニックオフ 
スイッチ（オフ□—ド 
パッケ—ジ非装備車） 

171 

感 

r ^ DSR スイッチ 

158 

⑩ 

[;11|パークト□ニック 
オフスイッチ（オフ□一 
ドパッケージ装備車） 

171 


《曰本仕様車には装備されません。 




センターコンソ ー J レ 


上部センターコンソール 


※オフ□ー ドパッケージおよびオフ□ー ド-ドライブ•プ□グラム、 DSR は、日本仕様に 
は装備されません。 

* オプション作仕様により、異なる装備でず。 
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を 

が 

化 

如 



名称 

ぺージ 

@ 

灰皿 

216 


ライター 

217 

@ 

セレクターレバー 

116 



124 

@ 

センターコンソールの 
カップホルダー 

21已 

@ 

フ□ントアームレストの 
ル物入れ 

205 

@ 

COMAND コント □— 
ラー 

別冊 

© 

走行モード選択スイッチ 

126 
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前席上万の操作部 



を 

が 

化 

贿 



名称 

ぺージ 

⑦ 

< S 9 1室巧センサー解除 
スイッチ* 

60 

④ 

フ□ント読書灯（左 
側）スイッチ 

10斗 

感 

[^フ□ントルームラ 
ンプスイッチ 

10斗 



名称 

ぺージ 

の 

励 U アルームランプ 
スイッチ 

104 

⑤ 

ra 点灯モード切り替 
无スイッチ 

10斗 

⑤ 

フ□ント読書灯（ち 
側）スイッチ 

104 

④ 

阅けん引防止機能解 
除スイッチ* 

58 

⑤ 

SI パノラミックス 
ライディングルーフス 
イッチ* 

199 


ルーム S ラー 

87 



オプションや仕様により、異なる装備でず。 








ドアの操作部 
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名称 

ぺージ 

の 

ドァレバー 

70 

⑤ 

i t >" II i ドア n 、ソクス 

イッチ 

71 

⑤ 

シート調整スイッチ* 

80 

④ 

皿田因回 



><モリースイッチ* 

91 


ポジションスイッチ* 

91 

⑤ 

回ドアミラー選がス 
ィッチ（左側） 

87 


m ドアミラー格納/ 
展開スイッチ 

88 

③ 

のドアミラー選択ス 
イッチ（ち側） 

87 

④ 

区马ドアミラー調整ス 
イッチ 

87 



名称 

ぺージ 

® 

回 ドアウインドウス 
イッチ（フ□ントドア 
ゥィンドゥ） 

111 


ran ドアウインドウス 

イッチ （ U アドアウイ 
ンドゥ） 

111 

⑩ 

面 I 」アドアゥィンド 
ウのチヤイルドプルー 
フ□ックスイッチ 

50 

@ 

な 3テールゲートス 
イッチ* 

76 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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乗員を全装備 . 32 

走備全装備 . 50 

盗難防止システム . 57 


摆骗がが 







32 


柔員ま全装備 


柔員を全装備 


をを上の重要事項 

シートベルトや SRS (柔員保護巧助装 
置）は、础果を局めるために補し^合し、 
連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷ずる可能性を最ル 
限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

• シートやヘッドレストは正ししパな置 
に調整してください(>79ページ）。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい（1>92ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください （03 日 
ぺージ)。 

• ステアリングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることがでさまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員が正し 
<シートベルトを着用している場を 
は、エアバッグが作動してち乗員 
保護効果が高まらないことがあ0 
^ 〇 

UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員が前 
方に投げ出されるのを防ざまず。こ 
れにより、けがの危険性を減らずこ 
とがでさまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮しまず。 


磐骗がが 







乗員巧を装備 
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A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性が損なわれる可能性があり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな< なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあ0まず。 

点検整備や修理などは、ルセデス- 
べンッ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めしまず。 

A 警告 

乗員保護装置のし U 下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトやベルトアンカー、 
シートベルトテンショナ ー、 ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
が作動するレベルに達していてち、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動す 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないで < ださい。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□ールユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


か I SRS 警告口 

イグこッシヨン位置を1にずると点 
灯し、数秒後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点 
灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグこ ッ シヨン位置が 1 か 2 のと 
さは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A 警告 

し U 下のよラなときは、 SRS に異常び 
発生していまず。衝撃を受けてをエア 
バッグや シー トベルトテン シヨナー 
が作動し ない おそれや、不意に作動ず 
るおそれがありまず。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯 [ E が点灯 
しないとさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯因が消灯しない 
とさ 

• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯因が点口したとき 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でただちに点検を受けてください。 


摆骗がが 
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シートベルトテンシヨナー、ベルト 
フォース U 吉ツターとエア/ (ツグの作動 

衝突の最初の段階において、エアバッ 
グコント□ールユニットは、車両の減 
速まには加速に関連ずる下の重要な 
物理的データの評価を行ないまず。 

• 持続時間 
• 方向 
• 強さ 

このデータの評価に基づいて、エア 
バッグはネ刃期の段階で最ネ刃にシートべ 
ルトテンシヨナーを作動させまず。 

〇シー トベルトテンシヨナーは、 
シートベルトの先端びシートベルト 
パックルに正しく固定されていると 
さのみに作動しまず。 

前後方向にさらに高い度合いの車両 
の減速まには加速びあるとさは、運転 
席/助手席エアバッグび作動しまず。 

車両には、衝撃の大ささに応じて展開 
力を2段階に制御ずる、2ステージ式 
の運転席/助手席エアバッグび装備さ 
れています。衝突の際に、エアバッグ 
コント□—ルユニットは車両の減速ま 
たは加速の評価を行ないまず。作動の 
最初の段階で、運転席/助手席エア 
パ'ッグには負傷の危険性を軽減ごせる 
ための乂薬ガスび充慎されまず。1000 
分の数秒の間に2度目の作動のための 
規定値を超えたとさ、運転席/助手席 
エアバッグは完全に作動しまず。 

シートベルトテンシヨナーおよびエア 
パ'ッグの作動規定値は変動し、車両の 
減速まには加速に適応したをのになり 
ます。この作動は本来予防措置でず。 
作動は衝突の開始から適切なタイ S ン 
グで行なわれまず。 


〇 エアバッグはずべての種類の事故 
で作動ずるねけではありません。ま 
た' 事故の際にずベてのエアバッグ 
び同時に作動ずるわけでをありま 
せん。それぞれのエアバッグシステ 
ムは独立して作動しまず。 

エアバッグシステムの作動内容は、検 
知された衝突の強さ、特に車両の減速 
または加速、および(下のよ5な事故 
のお態によ〇ま定されまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後方からの衝突 
• 横転 

車両の減速または加速、および衝撃の 
方向は基本的に LU 下のをのによりみ定 
されます。 

. 事故の間の衝撃の配分 
• 衝撃の角度 
• 車両の変あ特性 
• 車両に衝突した障害物の特性 

衝突の後に発生し、測定された衝撃 
は、エアバッグの作動にミ央定的な役割 
を行なわないだけではなく、エアバッ 
グの作動に指示を与えるをのでをあり 
ません。 


磐骗がが 
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ボンネットやスポイラーなどの車体 
は、エアバッグが作動ずることなく著 
し < 変形ずることがありまず。これ 
は、比較的容易に変形ずるパーツのみ 
で、影響や減速度合いが高<ならない 
場合です。对照的に、車両がほんのか 
しの変形を受けたのみでちエアバッグ 
が作動ずることもありまず。これは、 
縦ち向のボディ ンノ（一などの非常に 
かたい車両部分がぶつかり、結果とし 
て高い減速が発生した場合でず。 


「エアバッグ 


重要な安全事項 


車が一定 iU 上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分 
散-軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯 W が点灯しまず。 


A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するため、 Lu 下の点に注意して 

<ださい。 

. 乗員全員がシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをできるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部がまえられるよラに調整し 
てください。 

• 身長1日 Ocm 未満および12歳未 
満のモ供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動ずる種 i 
撃でけがをするおそれがあ0ます。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとを 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをもっとも後ろの位置に 
して < ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないでく 
ださい。エアバッグの作動が妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをするおそれが 
お0ます。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで<ださい。サイドバッグや 
へ、ソ ドバッグが作動する衝撃でけ 
がをするおそれがお0ます。 


醒骗がが 
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• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• シートのバックレストとドアの間 
に物を置かないでください。 

• 車内にかたい物や説利な物を置か 
ないで < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
U —をドアに取り付けないで<だ 
さい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないでく 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しなくなります。 


A 警告 

政下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取り付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードノ くネル部 
• ドアト U ム 

• シートのバックレスト側面 


A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生することびありますが、火災 
のむ配はあ0ません。 

ただし、ぜんそ<などの呼聴疾患の 
ある方は一時的に呼暇障害を起こす 
おそれがありますので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開き換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

• 関連部品に身体を触れないでくだ 
さい。部品が熱くなっており、火 
傷をずるおそれがありまず。作動 
したエアバッグは、必ずメルセデ' 
ス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。 

• 未作動のエアバッグを廃棄すると 
さは、廃棄専用の処置が必要です。 

ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
ください。 


磐骗がが 
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エアバッグの種類と収納場戸斤 


エアバッグを 

収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステア1」ング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードノ くネル部 

運転席 

二ーバッグ 

運転席足元 

フ□ントヴイ 
ドノ（ッグ 

フ□ントシートの 
バックレスト側面 

U アサイド 
バッグ 

1」ア シー トの 
左ち端部 

ペルビス 
バッグ 

フ□ントシートの 
バックレスト側面 
下部 

ウインドウ 

バッグ 

フ□ントピラー 
と IJ アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


運転席/助手席エアバッグ 

運転席/助手席エアバッグは、運転 
席乗員および助手席乗員の頭部および 
胸部の保護を行ないまず。 



運転席エアバッグ©はステアリング 
前部で、助手席エアバッグ®はグ□一 
ブボックス前部および上部で作動し 
ます。 

運転席/助手席エアバッグは 、 HIT 
のように作動しまず。 

• 衝突の初期段階で車両の縦方向に 
高い度合いの車両の減速または加速 
を伴5とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

• 他のエアバッグとは独立して作動 

車両が横転したとさは、車両の縦方向 
に一定上の衝撃を検知したとさに、 
運転席/助手席エアバッグは作動し 
ます。 

助手席エアバッグ®は、助手席に乗 
車しているとシステムが判断したとき 
にのみ作動しまず。 

Q 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムが助手席に乗員 
がいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグが作動ずることがあり 
ます。作動したエアバッグは修理ず 
る必要があ0まず。 


磐骗がが 
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運転席二ーバッグ 



運転席ニーバッグのは、運転席エア 
バッグに連動してステア U ングの下方 
で作動し、乗員の膝から下への衝撃を 
分散-軽減します。 

サイドバッグ 


A 警告 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないで<ださい。サイドバッグの 
作動び巧げられるおそれびあ0ます。 

サイドパッグび作動ずると、衝撃び発 
生した側の乗員の胸部に巧ずる保護を 
高めます。ただし、し i (下の部分は保護 
しません。 

• 頭部 
• 頸部 
• 腕部 



フ□ントサイドバッグのと U アサイ 
ドバッグ⑤は、シートクッシヨン外 
側で作動しまず。 

サイドパッグはじ(下のよラに作動し 
ます。 

• 衝撃び発生した側で作動 

• 側面衝突のよラに、衝突の初期段階 
で車両の横方向に高い度合いの車両 
の減速または加速を伴5とさ 

• シートベルトの着用とは独立して 
作動 

• 運転席/助手席エアバッグとは独 
立して作動 

• シートベルトテンシヨナーとは独立 
して作動 

車両び横転したとさは、サイドパッグ 
は基本的には作動しません。ただし、 
システムび横方向に高い度合いの車両 
の減速または加速を検知して、作動び 
シートベルトによる保護を高めると判 
断したとさは例外でず。 

運転席/助手席ペルビスバッグ 

A 警告 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。フ□ン 
トヴイドバッグとペルビスバッグの 
作動が妨げられるおそれがありまず。 

運転席/助手席ペルビスバッグは、 
衝撃が発生した側の乗員の保護レベル 
を高めます。 


磐骗がが 
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左側フ□ントシート 


運転席/助手席ペルビスバッグ①は、 
シートクッシヨン外側下部で作動し 
ます。 

運転席/助手席ペルビスバッグは 
下のよラに作動しまず。 

• 衝撃び発生した側で作動 

• 側面衝突のよ5に、衝突の初期段階 
で車両の横方向に高い度合いの車両 
の減速まには加速を伴5とさ 

• シートベルトの着用とは独立して 
作動 

• 運転席/助手席エアバッグとは独 
立して作動 

• シートベルトテンシヨナーとは独立 
して作動 

車両び横転したとさは、運転席/助 
手席ペルビスパッグは基本的には作動 
しません。ただし、システムび横方向 
に高い度合いの車両の減速まには加速 
を検知して、作動びシートベルトによ 
る保護を高めると判断したとさは例外 
です。 


ウインドウバッグ 


ウインドウバッグは、衝撃び発生した 
側の乗員の、胸部または腕部ではな<、 
頭部の保護レベルを高めまず。 


ウインドウバッグは ルー フフ レーム 側 
部に内蔵されており、 A ピラーから C 
ピラーの範囲で作動します。 



ウインドウバッグのはじ(下のよラに 
作動します。 


• 衝撃び発生した側で作動 

• 側面衝突のよラに、衝突の初期段階 
で車両の横方向に高い度合いの車両 
の減速まには加速を伴ラとさ 

• 前席柔員の乗車とは関係な<作動 

• シートベルトの着用とは独立して 
作動 

. 車両の横転したときは、シートベル 
卜による柔員保護を高めるとシステ 
ムび判断したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグとは独 
立して作動 


攫骗がが 
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エアバッグの作動条件 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
こーバッグが作動ずるとさ 

正面衝突など車の前方■左ち 
約3日度し U 巧の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 



かたいコンクリートの壁 . 

などに正面衝突したとき ^ 




運転席/助手席エアバック、運転席 
二ール 
とさ 





斜め前方への衝突のとさ 


運転席/助手席エアバッグ/運転席 
こーバッグが作動しないとさ 



擊骗がが 
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サイドバック、ペルビスバック、ウイいずれかのエアバックが作動する場合 
ンドウパツグが作動ずるとき があるとき 


客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとさ 



サイドバッグ、ペルビスバッグ、ウイ 
ンドウパツグが作動しない場合がある 
とさ 

斜めち向から衝撃を受けたとさ 



客室 1；( 外の側面に衝撃を受けたとさ 

み- 



ク式が一万 V 


中央分離帯や縁石などに 
衝突したとき 



深い穴や溝に落ちたとさ 




床下に強い衝撃を受けたとさ 



磐骗がが 
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PRE - SAFE ® 

PRE - SAFE ® は、車びを険な状態にあ 
ることを感知しにとさに、乗員保護機 
能を高める装置でず。 

PR 卜 SAFE ® は、じ(下のときに作動し 
ます。 

• BAS び作動ずるよ5な急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• 物理的な限巧を超え、強いアンダー 
ステア状態やオーバーステア状態 
になるよラな危機的な状況のとさ 

PRE - SAFE ⑩は、約 30 km/h LiLh で走 
行しているとを、し U 下のよ5に作動し 
ます。 

• 前席シートベルトを引き込み、シー 
トベルトの張力を高めまず。 

• メモ U —付パワーシート装備車で 
は、助手席シートび不適切な位置に 
ある場合は、助手席シートを適正な 
位置に調整しまず。 

.車び横滑りをずると、ドアウインド 
ウとパノラミックスライデイング 
ルーフ*びかし開いた状態まで自 
動的に閉じまず。 

車びを険な状態から脱ずると、引を 
込まれに前席シートベルトの張力び 
緩みます。 また 、助手席シートの位置 
やドアウインドウ、パノラミックスラ 
イデイングルーフの開さ具合を再度調 
整することびでをまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


前席シートベルトの引を&みび解除さ 
れないとを 

►停車しているとをに、シートベル 
卜の張力び緩むまで、バックレス 
卜角度やシートの前後位置を後方 
の位置に動ひしまず。 

シートベルトの張力び緩み、□ッ 
ク機構び解除されまず。 

A 警告 

シートを調整するとさは、後席の棄 
員がけがをしないよラにミ主意してく 
ださい。 

。シート下部や後方に物がない こと 
を確認して<ださい。シートや物を 
損傷するおそれがありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方および上方に動<ことによ 
り、乗員の頭部をより効果的に支持し、 
頭部、頸部の保護度合いを高めまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A 警告 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないで<ださい 。 NECK 
PRO アクティブへッドレストの作動 
が妨げられるおそれがお0まず。詳 
しくはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


磐骗がが 
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事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前方に動いた状態のままに 
なりまず。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい（1>297ページ）。 

リセットをしないと;欠に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部や頸部を保 
護することがでさません。 

このリセット作業は、ルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めしまず。 


モ供を乗せるとさ 
チヤイルドセーフテイシート 


A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 
突時などに、子供が重大なけがや致 
命的なけがをするのを防ぐため、 
下の点にミ主意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとき 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用することが法律で義務付け 
られていまず。 

• 身長1日 0 cm 未満および12歳未満 
の子供は、適切なシートに装着し 
たチャイルド セーフティ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チャ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になりまず。 


• 助手席には後ろ向さに装着ずる夕 
イプのチヤイルド セーフ テイ シー 
卜を装着しないで<ださい。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チヤイルド セーフ テイ シー トを後 
ろ向さに装着しないでください。 
エアバッグが作動する衝撃で致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 

• やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、必ず前向さに装着してくだ 
さし、。 

また、助手席シートをもっとを後 
ろの位置にしてください。 

• 絶対にテ供を膝の上に乗せて走行 
しないで<ださい。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
子供を保護することができな<な 
り、子供が車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけがをする 
おそれがあります。 


A 警告 

チャイルドセーフティシートは、適 
切なシートに正しく装着されること 
により保護機能を発揮します。正し 
く装着されていないと、衝突時や急 
ブレーキ時、急な進路変更時に子供 
の身体を固定ずることがでさず、デ 
供が致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。チャイルドセーフティシー 
卜を装着ずるときは、製品に付属の 
取扱説明書の指示およびチャイルド 
セーフティシートの正しい使用ちま 
に従ってください。 

チャイルド セーフ ティ シー トは禮席 
に装着してください。子供の安全性 
が高< なります。 


醒骗がが 
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チャイルド セーフテイシー トの底面 
全体が シー トクッションに接してい 
る必要がありまず。そのため、チャ 
イルド セーフテイシー トの下にクッ 
ションなどを置かないでください。 

チャイルド セーフ テイシートのクッ 
ションカバーが損傷したとさは、純 
正品と交換してください。 

チャイルド セーフ テイ シー トが損傷 
しているとさは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けたり、損傷 
したわのはモ供を保護でをません。 

モおを乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フテイシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チヤイルドセーフテイシートは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ドセーフテイシートによりモ供の身体 
を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チャイルドセーフテイ 
シートを用意していまず（>44ペー 
ジ)。 

A 警告 

テ供をチャイルドセーフテイシート 
に乗車させている場含でち、子供だ 
けを車内に残して車から離れないで 
<ださい。子供が車内の各部に触れ 
てけがをするおそれがあ0ます。ま 
た、炎天下では車内が高温になるた 
め熱中症を起こしたり、寒冷時には 
車内が低温になるため命にかかわる 
おそれがあ0まず。 


チヤイルドセーフテイシートは直射 
曰光に当てないでください。炎天下 
では車内に置いたチヤイルドセーフ 
テイシートが高温になり、モ供が火 
傷をするおそれがあります。 

子供が誤ってドアを開<と、テ供や 
周囲の人がけがをするおそれがあり 
ます。子供が車外に出てけがをした 
0、車にはね5れて重大なけがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 

荷物が固定されていなかった0適切 
な位置に置かれていないと、し U 下の 
よラな場合に子供がけがをする危険 
性が増加しまず。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むときは、 
確実に固定して<ださし、荷物を積む 
ときの注意点ついて、詳しくは(>203 
ページ）をご覧ください。 


純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モおの体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフティシー 
卜を用意してし''まず。 


磐骗がが 
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選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

ベビー セー 
フプラス 

約 13 kg 政下 

新生児〜 

1己力ち位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力ち〜 

4歳位 

キッド 
フイックス 

1己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


娘チヤイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳し<は販売店におたずね<ださい。 


助手席へのチャイルド セーフ ティ シー 
卜の装着 



助手席サンバイヴーに貼付された警告ステッカー 



チヤイルドセーフテイシートを樓ろ向きに装着 
ずることを禁止する警告ステッカー 


A 警告 

• 助手席エアバッグが作動すると、 
助手席に装着したチャイルドセー 
フティシートに柔車している子供 
が致命的なけがをするおそれがあ 
ります。特に子供が助手席エアバッ 
グのすぐそばに着座している場合 
は、エアバッグが作動ずる衝撃で 
致命的なけがをずる危険性が高く 
な0まず。 

• 絶対に後ろ向さに装着ずるタイプ 
のチャイルドセーフティシートを 
助手席に装着して、子供を乗せない 
で<ださい。後ろ向さで装着する 
タイプのチャイルドセーフティ 
シートは、後席にのみ装着してく 
ださい。 

• やむを得ず前向さのチャイルド 
セーフティシートを助手席に装着 
して子供を乗せるとさは、必ず助 
手席シートををつとわ後ろおよび 
高い位置にして、ヘッドレストを 
ち)つとを高い位置にしてださい。 

• チャイルドセーフティシートに 
関ずるミ主意事項を記載したステッ 
カーが、ダッシュボードと助手席 
側サンバイヴーの両面に貼付され 
ています。 

純正チャイルドセーフティシート 
については、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

後ろ向きに装着ずるタイプのチャイル 
ドセーフティシートを、助手席に装着 
して使用しないで< ださい。 


磐骗が批 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート 固定装置 

左もの後席に、に 0- FIX 对応チャイル 
ドセーフティシート用の固定装置を装 
備しています。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kgl ； i 下の 
テ供を乗車させるとさに使用してく 
ださい。体重の kgl ；^ 上の子供を乗 
車させるとさは、チャイルドセーフ 
テイシートを後席のシートベルトで 
固定して < ださい。 


A 警告 

チャイルドセーフテイシートは、適 
切なシートに正しく装着されること 
によ0保護機能を発揮します。正し 
く装着されていないと、衝突時が急 
ブレーキ時、急な進路変更時にデ供 
の身体を固定する ことが でさず、子 
供が致命的なけがをずるおそれがあ 
りまず。チャイルドセーフテイシー 
卜を装着するときは、製品に付属の 
取扱説明書の指示およびチャイルド 
セーフテイシートの正しい使用方法 
に従ってください。 

安全のため、に 0- FIX 対応チャイルド 
セーフ了イシートは必ず後席左ちの固 
定装置に装着してください。 

正しく装着されていないと、チャイル 
ドセーフテイシートが外れ、子供と 
他の乗員が致命的なけがをするおそ 
れがありまず。チャイルドセーフテイ 
シートを装着したとさは、必ず左ち 
の固定装置に確実に装着されている 
ことを確認してください。 


A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
<なるおそれがあります。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
更時に、子供が致命的なけがをする 
おそれがお0ます。 

そのため、事故で損傷したり強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちに;ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 

H チヤイルドセーフテイシートを装 
着するとさは、中央後席のシートべ 
ルトを挟み込まないよラにま意して 
<ださい。 



► カバー®を開きまず。 


► 固定装置のにチヤイルドセーフ 
テイシートを装着しまず。 


擊骗がが 
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テザーアン カー 


に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故のとをなどにチヤイルドセーフ 
テイシートの前方への移動を抑えるこ 
とびでさまず。 


テヴー アンカーは1」 アシー トバックレ 
ストの背面にありまず。 



►ヘッドレスト⑤を上げまず。 


► 製品に付属している取扱説日月書の指 
示に従い、テヴーベルトとに 0 -FIX 
対応チヤイルドセーフテイシートを 
取り付けまず。 



Hi *№41 

►へッドレスト⑤の2本の支柱の間 
にテヴーベルト®を通しまず。 


► ラゲッジ ルーム カバー①とバック 
レスト⑤との間にテヴーベルト (D 
を通しまず。 

► テヴーべルト©のテヴーフック⑤ 
をテヴーアンカー④にかけまず。 

じ(下のことを確認してください。 

• 図のように、テヴーフック⑤び 
テヴーアンカー④にかかってい 
ること 

• テヴーベルト®びねじれてい 
ないこと 

• ラゲ ッジルームカバーのび 取り 
付けられているとさは、テヴー 
ベル ト ©び バックレスト⑤と 
ラゲ ッジルームカバーのの 間を 
通っていること 

• セーフテイネットび取り付けられ 
ているとさは、テヴーベルト® 
びバックレスト⑤とセーフテイ 
ネットの間を通ってし)ること 

► 必要であれば、ヘッドレスト⑤を 
かし下げまず。テヴーベルト®の 
動さび妨げられていないことを確認 
します。 


醒骗が批 
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装着でをるに 0-FIX 対応チャイルドセーフティシート 

に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティシート固定装置には、カテ3‘リー I のサイ 
ズ等級 A 、 B または B 1 に属している、ユニバーサル（ミ凡用）に 0- FIX 対応チャ 
イルドセーフティシートを装着できまず。 

詳し<は、お買い上げの販売店またはルセデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

〇 チヤイルドセーフティシートのカテゴリーやサイズ等級については、チヤ 
イルドセーフティシート本体に装着されているステッカーやチャイルドセー 
フティシートの取扱説明書をご覧<ださい。 


カテゴリー 
(適応体重） 

サイズ等級 
(装着器具タイプ） 


キヤ U コット 
(携帯式ベッド） 

G ( IS 0/ L 2) 

F ( IS 0/ L 1) 

装着ずることはで'きま 
せん。 

0 

(10kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 

ユこバーサル （ミ凡用） 
IS 0- FIX 対応であって 

0+ 

(13kg まで） 

C ( IS 0/ R 3) 

D ( IS 0/ R 2) 

E ( IS 0/ R 1) 

ち、固た置で着す 
ることはでさません。 

I 

(9 〜 18 kg ) 

C ( IS 0/ R 3) 

D ( IS 0/ R 2) 



A ( IS 0/ F 3) 

巨 ( IS 0/ F 2) 

B 1( IS 0/ F 2 X ) 

ユこバーサ ル（ミ凡用） 
IS 0- FIX 対応であれば、 
固定装置で装着するこ 
とがで'さまず。 


磐骗がが 
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チヤイルドプルーフ□ック 


A 警告 

子供が後席に乗車するとさは、チヤ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。子供がリアドアや U アドア 
ウインドウを開くと、事故やけがの 
原因になりまず。 


A 警告 

• 子供をチャイルド セーフ テイ シー 
卜に棄車させている場合でも、子 
供だけを車巧に残して車から離れ 
ないでください。子供が車内の各 
部に触れてけがをするおそれがお 
りまず。また、炎天下では車内が 
高温になるため熱中症を起こした 
り、寒冷時には車内が低温になる 
ため命にかかわるおそれがあり 
ます。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。が 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
テ供が火傷をするおそれがあり 
まず。 

•子供が誤ってドアを開くと、子供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
ありまず。テ供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをずるおそれがありまず。 


リアドアのチャイルドプルーフ□ック 

リアドアのチャイルドプ□ーフ□ック 
により、それぞれのドアを独立して 
□ックずることができまず。チャイル 
ドプ□ーフ□ックにより□ックされた 
ドアは、車内のドアレバーを引いてち 
開<ことがでさません。車両が解錠さ 
れているとさは、車がのドア八ンドル 
を引いて開 < ことがでさまず。 



左側 U アドア 


設定ずる 

► レバーを矢印©の方向に上げます。 
►車内のドアレバーを引いて、チヤイ 
ルドプルーフ□ツクが設定されてい 
ることを確認します。 

解除ずる 

► レバーを矢印®の方向に下げます。 


モ供が後席に乗車ずるとさは、 Li (下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• リアドアのチャイルドプルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 


攫涨がが 
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リアドアウインドウのチヤイ ル ドプ 
ルーフ□ツク 



U アドアのスイッチによる1」アドアウ 
インドウの操作びでさなくなりまず。 


► スイッチ⑤を押しまず。 

表示灯のび点灯/消灯しまず。 

表示灯のび点灯しているとさは、 
運転席ドアのスイッチのみで1」アド 
アウインドウを操作できまず。 

〇 表示灯の点灯/消灯にかかわら 
ず、運転席ドアのスイッチでは U ア 
ドアウインドウを操作できまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を 0 にした 
り、エンジンスイッチからキーを 
抜いてを、チャイルドプルーフ□ッ 
クの設定は記憶されまず。 


走巧ま全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ 
1」ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
ノてワー.デイスト U ビューシヨン） 


を全上の重要事項 
A 警告 

スピードの出しすぎなどの無謀な運転 
をすると、事故の危険性が非常に高ま 
ります。カーブを走行するとさや、'；! 
れた路面または滑0やすい路面を走 
巧するとさ、先行車への車間距離が 
短すざるとさなどは、特に危険でず。 
本書に記載されている走行安全装備は 
事故の危険性を低減するをのではあり 
ません。また、各システムの機能には 
物理的な限界がありまず。 

運転者は、路面や天候の状況に合わせ 
て常に憤重に運転してください。周囲 
の交通状況に注意しなが5、十分な車 
間距離を確保してください。 


擊骗がが 









走行まま装備 


ID 


0 走行ま全装備は、タイヤび路面を 
十分にグ1」ップしているとさにのみ 
最大限に効まを発揮しまず。「タイ 
ヤとホイール」0237ぺージ）に 
記載されている、タイヤや溝の深さ 
などに関連ずる情報に特にま意を 
仏ってくださし、。 

〇 雪道や凍結路を走行ずるときは、 
ウインタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウイン 
タータイヤやスノーチェーンを装 
着することで、走行安全装備の効果 
が発揮されまず。 


ABS (アンチ□ック-ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ぎ、ステアリングでの 
車両操縦性を確保しよラとずる装置 
です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 Skm / h を超えると作動でき 
るよラになりまず。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 警告 

ブレーキ操作をするとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
りまず。 


A 警告 

ABS はブレーキ操作を補助する装置 
で、無謀な運転からの事故を防ぐを 
のではあ0ません。 

ABS が適切に作動してを、車両操縦 
性や走行安定性の確保には限界があ 
ります。常に路面や天候の状況にミ主 
意し、十分な車間距離を確保して運 
転してください。 

また、タイヤのグ I 」ップが失われた 
状況では効果を発揮しません。 

ABS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 
ABS に異常があるとさは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤは 
□ックします。その結果、ステアリ 
ングでの車両操縦性が制限され、制 
動距離が長<なるおそれがあります。 
故障により、 ABS の機能が解除され 
たとさは、 BAS と ESP ® の機能ち解 
除されまず。特定の状況では、車が 
横滑りずるおそれがありまず。 

路面や天候の状況にミ主意し、十分な車 
間距離を確保して運転して<ださい。 


ブレーキ 操作をずる 

ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に振動を感じることがありまず。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 

強い制動力び必要なとを 

► ブレーキぺ夕 V レをいっぱいまで踏み 
込んで < ださい。 


醒骗がが 
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ブレーキペタルの振動は路面状況がち 
険であることを知らせるちのであり、 
より慎重に運転ずることを喚起させる 
機能です。 

A 警告 

ブレーキ操作をするとさは、ブレー 
キペダルをしっか0と踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
0まず。 

Qabs は制動距離を短 < ずる装置で 
はありません。 iu 下のよラな路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン装着時 
〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありまずが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 

〇バッ テリー電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能も元に戻りまず。 


オフ□ー ド ABS 


オフ□ー ド ABS は、未舗装路やめか 
るみなどの悪路でブレーキペダルを 
踏んだとさにフ□ントタイヤを強制的 
に□ックさせ、制動力を向上させる才 
フ□ー ド専用のシステムでず。 

オフ□ー ド ABS は、オフ□ー ド-ドラ 
イブ-プ□グラムを作動させたとさに、 
約 30 km / h 政下の速度でブレーキぺダ 
ルを強<踏むと自動的に作動しまず。 


A 警告 

オフ□ー ド ABS は未舗装路、城かる 
みなどの悪路でのブレーキ時の制動 
力を高める装備で、無謀な運転から 
事故を防ぐをのではありません。才 
フ□ー ド ABS が適切に作動してち、 
制動力には限界がありまず。 

オフ□—ド ABS の作動時は、フ〇 
ントタイヤが□ツクするため車両操 
縦性に影響をおよぼずおそれがあり 
ます。慎重に運転することをむがけ 
て < ださい。 


BAS 

BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
でず。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 


磐紙が化 


《オフ□ー ド ABS およびオフ□ー ド-ドライブ-プ□グラムは、曰本仕様には装備されません。 
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► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 
ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏み続け 
て< ださい。 

ABS により、車輪の□ックが抑え 
られまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 警告 

臣 AS は緊急ブレーキの操作を補助す 
る装置で、無謀な運転からの事故を 
防ぐちのではありません。 BAS が作 
動してを制動距離の短縮には限界が 
あります。また、タイヤのグリップ 
が失われた状況では効果を発揮しま 
せん。 

臣 AS に異常があるとさを ブレーキは 
通常通0作動しますが、緊急ブレー 
キ時には大きな制動力を確保でさず、 
制動距離が長くなるおそれがあり 
まず。 

臣 AS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任がありまず。 

OBAS に異常があると、 ABS ち正し 
<作動しな < なることがあ0まず。 

〇 バッテリー電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


アダプ ティブブレーキ ランプ 

約 50 km / h _ Ui (上からの急ブレーキ時 
に巨 AS が作動ずると、ブレーキラン 
プが点滅し、後方の車両にミ主意を促し 
まず。停車ずると、ブレーキランプは 
点火了に変わりまず。 

また、約 70 km / haU 上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車ずると非常点滅灯が自動的 
I し 点:;威しま^ 〇 

自動的に点滅した非苗点滅灯は、非常 
点滅灯スイツチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 10 km / h け上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP ® 

ESP ® (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行ま定性を確保しよラとする 
システムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
び点滅しにときは、 ESP ® び作動し 
ています。 


A I ESP ® 表示口 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


醒骗がが 
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走行ま全装備 


A 警告 

ESP ® 表示灯[ X ]が点滅したときは、 
じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 発進ずるとをは、アクセルペダル 
を必要し U 上に踏み込まないで<だ 
さし、。 

• 路面と天候の状況にをわせて運転 
してください。 

車輪が空転したり、車が横滑りする 
おそれがあ0まず。 


A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転か5の事 
故を防ぐちのではありません。 ESP ® 
が作動してを、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界があります。また、 
タイヤのグ U ップが失われた状況で 
は効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任がありまず。 

P ダイナモ><一夕一を使用してパー 
キングブレーキの検査を行なラとさ 
は、イグこッション位置を0にし 
て<ださい。 ESP ® によりブレーキ 
が作動し、ブレーキシステムや駆 
動系部品を損傷ずるおそれがあり 
ます。 


〇フ□ントまたは U アをつり上げに 
状態でけん引しないでください。駆 
動装置などを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

Pesp ® び故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
ます。走行び困難なとさは、ずみや 
かにま全な場所に停車し、メルセデ' 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させにり、駐車場のらせん状のアブ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に ESP ⑩に関する故障/警告メッ 
セージび表示され、 ESP ® 表示灯や 
ABS 警告灯び点灯ずることびあり 
まず。 

このよ5なとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動してくだ 
さい。しばらく走行ずると、メッセー 
ジや表示灯、警告灯は消灯しまず。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動ずることびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯び点滅したままになり 
まず）。 


磐骗がが 
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4 ETS 


ETS は、 ESP ® の機能の一部でず。 

ETS は、駆動輪が空転したときに個々 
の車輪に ブレーキを 効かせまず。これ 
により、滑りやずい路面での発進や加 
速を可能にしまず。さらに、駆動し 
ている車輪により強い駆動力が伝達さ 
れます。 

ESP ® の機能が解除されている場合で 
も、 ETS の機能は解除されません。 

A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走巧安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界があ0まず。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任があります。 

ESP ® の機能の設定/解除 

エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

m 下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラが走行しやずい場合が 
ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行する 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 

このときは ESP ® の機能を解除し 
ます。 


A 警告 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行ま定性を 
確なしようとずることびでをまはん。 

ESP ® の機能び解除されると、し U 下の 

状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行ま定性を確保しようとずることび 
でさな< な0まず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転ずることびありまず。 
車輪の空転により地面を掘ること 
で、より強い駆動力び得られる場合 
びありまず。 

• トラクシヨンコント □ —ルシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを 効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 

タイヤの空転や横滑りを検知ずると、 

ESP ® 表示灯 m び点滅しまずび、 

ESP ® は作動しません。 


醒骗がが 
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オフ□—ド ESP ® 


オフ□ー ド ESP ⑥は、オフ□ー ド-ド 
ライブ-プ□グラムを作動させにとさ 
に ESP ® の作動び自動的に悪路走行に 
適しに制御になる、オフ□ー ド専用の 
システムでず。 


ESP ® の機能を解除ずる 

► ESP ® オフスイッチのを押しまず。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯屈 □ び点灯しまず。 


未舗装路やめかるみなどの悪路でアン 
ダーステアや オー ノ（ーステアび起こり 
車び不安定な状況になると作動し、車 
両操縦性や走行ま定性を確保しよラと 
し 9 〇 


EBD 


ESP ® を待機:!犬態にずる 

► ESP ® オフスイッチのを押しまず。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯屈 □ び消灯しまず。 


EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとずるシステムでず。 


41 ESP ⑥オフ表示な 

ィグニッション位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表示な届：]び点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されています。 
ESP ® 表あな m と ESP ® オフ表示 
灯 [3 ZI び点打しているとさは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除されてい 
まず。 

特定の状況では、車び横滑りするお 
それびあります。 

路面と天候の状況に合わせて運転し 
て < ださい。 


A 警告 

EBD に異常びあるとをちブレーキは 
通常通0作動しますび、急ブレーキ時 
などには後輪び□ックずるおそれび 
あるため、車のコント□ールを失し、、 
事故の原因にな D ます。車両操縦性 
の変化にミ主意して懷重に運転してく 
ださい。 


《オフ□-ド ESP ® およびオフ□—ド-ドライブ-プ□グラムは、日本仕様には装備されません。 
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盜難防止システム 


イモビライザー 


キーレスゴー 
を作動させる 


盗難防止警報システム 


例えば、ドアを開いて警報が作動した 
後にドアを閉じてち、警報は停止しま 
せん。 


イモビライヴーは、正規のキー iU 外で 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能です。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 


によりイモビライザー 



►イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 


盗難防止警報 システムが 待機状態のと 
さに LU 下の状況を検知ずると、サイ 
レンが約30秒間鳴り、非常点滅口が 
通苗の2倍の速さで約日分間点滅し 
ます。 

• ドアび開けられにとさ 

• エマージェンシーキーに より、ドア 
び解錠され、開けられたとさ 

• テールゲートび開けられたとを 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 


待機状態にずる 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

表示灯®び点滅し、約15秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示 
灯のび点滅を続けまず。 

〇 システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じているこ 
とを確認して<ださい。ボンネット 
の □ ックび解除された状態でシステ 
ムを待機状態にしてを、ボンネット 
び開けられたとさに警報は作動しま 
せん。 

待機状態を解除ずる 

► U モコン操作まにはキーレス=1一操 
作*で車を解綻しまず。 


'オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


摆骗がが 
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盜難防止システム 


キーを使用して警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 

または 

► キーの ffi ： ボタンまには m ボタ 
ンを押しまず。 

キーレスゴー操作*で警報を停止ずる 

► キーび左ち側またはテールゲート側 
のキーレス3—アンテナの検知範囲 
064ぺージ）にあるときに、ドア 
八ンドルに触れるかテールゲート 
の八ンドルを引くかテールゲート 
のキーレス3—スイッチ*を押し 
ます。 

. キーび車 室内の キー レス3’ーアン テ 
ナの検知範囲にあるときに、エンジ 
ンスイツチに取り付けた キー レス 
3—スイッチを押します。 


けん引防止機能 _ 

車を施綻して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとをは、車両の傾をを検 
知すると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非甫点滅灯び通苗の2倍の速さで約5 
分間点滅しまず。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動しまず。 

待機げ態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を施読しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 


待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を解淀しまず。 

けん引防止機能び自動的に解除され 
ます。 

キーを使用して警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
9 〇 

まには 

► キーの ffi ： ボタンまには CE ボタ 
ンを押しまず。 

キーレスコ’一操作*で警報を停止ずる 

► キーび左ち側またはテールゲート側 
のキーレス ZJ —アンテナの検知範囲 
064ページ）にあるときに、ドア 
八ンドルに触れるかテールゲート 
の八ンドルを引くかテールゲート 
のキーレス3’ースイッチ*を押し 
ます。 

. キーび車 室内の キー レス3’ ー アン テ 
ナの検知範囲にあるときに、エンジ 
ンスイッチに取り付けた キー レス 
3—スイッチを押しまず。 

けん弓 I 防止機能を解除ずる 


誤作動を防止ずるために、(下のよ5 
な状況で車を施綻ずる場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとを 

• 力ーフエ U - や車両運搬車に載せて 
移動するとを 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 


磐骗がが 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 



► けん引防止機能解除スイッチのを 
押します。 

表示灯⑤び数秒間点灯し、その後 
消灯して、けん引防止機能び解除 
されます。 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

けん弓 I 防止機能び解除されまず。 

けん引防止機能は、け下の操作を行な 
ラまで解除ごれたままになりまず。 

• 車を解旋する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施錯する 


室内センサー 

車を施綻して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車巧で物体の動さを 
検知すると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非甫点滅灯び通常の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内 I こ腕を伸ばしたときなどに警報び作 
動します。 


待機が態にずる 

► じ(下のことを確認して < ださい。 

• ドアウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• パノラミックスライデイングルー 
フ*び完全に閉じていること 
• ルーム S ラーやアシストグ1」ッ 
プにマスコットなどをかけてい 
ないこと 

► U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作*で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機が態を解除ずる 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を解錠しまず。 

キーを使用して警報を停止ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
9 〇 

または 

► キーののボタンまたは田 □ ボタ 
ンを押しまず。 

キーレスコ’一操作*で警報を停止ずる 

► キーび左ち側または テールゲー ト側 
のキーレス3—アンテナの検知範囲 
(064 ページ）にあるときに、ドア 
八ンドルに触れるか テールゲー h 
の八ンドルを引<か テールゲー ト 
のキーレス3’ースイッチ*を押し 
まず。 

. キーび 車室内の キー レス 3— アン テ 
ナの検知範囲にあるときに、エンジ 
ンスイッチに取り付けた キー レス 
3’ースイッチを押しまず。 


攫骗がが 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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盜難防止システム 


室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止するために、 Li (下のよ5 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンサーを解除してください。 

• 車内に人や動物が残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 

• パノラミックスライデイングルー 
フ*をかし開いた状態で車から離 
れるとさ 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグこッシヨン位置を0にし 
ます。 



► 室内センサー解除スイツチのを押 
します。 

表示灯®が数秒間点滅し、その後 
消灯して、室内センサーが解除さ 
れます。 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

室内センサーが解除されまず。 

室内センサーは、政下の操作を行な5 
まで解除されたままになりまず。 

• 車を解錠する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施錠する 

* オプション作仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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室内装備 . 215 



I 

























62 


キ— 


キ— 


U モコン機能付さのキーが2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用しまず。 

また、 それぞれの キーには エ マージェ 
ン シーキーを 収納していまず。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。車が施錠されていて 
も、誤って車巧からドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故がけが 
をずるおそれがあります。 

また、キーが車室内またはドア付 
おなどの車外にあるとさは、キー 
レス3—スイッチ*を押ずことに 
よりエンジンが始動し、事故の原 
因になります。 

• 短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯して < ださい。 


A 警告 

エンジンスイツチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要!; I 上に大さな 
物、ステア I 」ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーがステア U ングなどに接触ず 
ることでキーがまわると、エンジン 
が停止して事故を起こすおそれがあ 
0まず。 


H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちに^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施錠して<だ 
さい。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

B 車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを強い電磁波にさらずと、1」 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のちのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3—操作*を行なラと、作動しな 
かった0、誤作動ずるおそれびあ0 
9 〇 

Q 磁気を発生ずる電化製品の近< に 
キーを置かないでください。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
キーの表示灯び点灯せず、1」モコン 
操作やキーレス3—操作*びでさ 
な<なりまずび、エンジンスイッチ 
にキーを差し込むことによるイグ 
ニッシヨン位置の選択とエンジンの 
始動はでさまず。 


リモコン機能 



EASY - PACK 自動開閉テールプート酱備車 
①田□施錠ボタン 
⑤ E ] テールゲー ト開閉ボタン 
⑤ m 解錠ボタン 

解結したとさは方向指示灯び1回点滅 
します。施綻しにとをは方向指示灯び 
3回点滅しまず。 

周囲び暗いとき、マルチファンクショ 
ンディスプレイで設定しているとさ 
は、解錠時点灯機能び作動しまず(>64 
ページ）。 


アンサーバック機能*を設定している 
とさは、車種や仕様により、し i (下のよ 
ラに確認音び鳴りまず。 

• 施錠したとさに1回確認音び鳴り 
9 〇 

または 

• 解湿したとをに1回、施淀したと 
をに3回確認音び鳴りまず。 

アンサーバック機能はマルチフアン 
クシヨンデイスプレイで設定および 
解除することびできまず0154ペー 
ジ)。 

解綻ずる 

► 解蟲ボタンを押しまず。 

〇 解淀後約40秒し U 内にし U 下のいず 
れかの操作をしないと、再び施淀さ 
れ、盗難防止システムび待機状態に 
なりまず。 

• ドアを開< 

• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解淀スイッ 
チ）を押ず 

• キーび車室内にあるときに 、X 
ンジンスイッチに取り付けた 
キーレス3’ースイッチを押ず 
(キーレス3’一装備車） 

施綻ずる 

► 施錠ボタン CE を押しまず。 


《アンサーバック機能は、曰本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 


I 
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テールゲートを開く* 

► テールゲー トび開を始めるまで、 
テールゲー ト開閉ボタン [ s を押 
し続けまず。 

テールゲー トび自動で開さまず。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があり、身体や 
物に接触ずるおそれのないことを確 
認してください。 

テールゲートを閉じる* 

► テールゲー トが閉じ始めるまで、 
テールゲー ト開閉ボタン E ] を押 
し続けまず。 

テールゲー トび自動で閉じまず。 

锅綻時点打機能 


周囲び暗いとさ、 U モコン操作で解 
結すると、車幅灯、 LED ドライビング 
ライト、テールランプ、ライセンスラ 
イトび点灯しまず。 

点灯したライトはじ(下のとをに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 点灯してから約40秒経過したとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーび車室巧にあるとさに、エンジ 
ンスイッチに取り付けたキーレス 
3—スイッチ*を押したとを 

この機能の設定と解除については 
(^1 51ページ）をご覧ください。 


キー レス ゴー * 



①ち側アンテナの検巧範囲 

③ 左側アンテナの検巧範囲 

⑤テールゲート側アンテナの検知範囲 

④ 車室内アンテナの検ミ日範囲 

キーレス3’一は、キーを携帯ずること 

により、 キーとキー レス3—アンテナ 

び電波の送受信を行ない、 U モコン操 

作をしなくてを、車の解錠/施話や 

エンジンの始動を行な5ことびでさ 

まず。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは、キーレス3’一操 
作はでさません。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいないとさち、エンジンがか 
かっているとさやイグこツシヨン位 
置が2のとさは、キーレス3’ 一 操 
作で施錠でさません。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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キーの位置により、キーレスニ!一操作 

で行な5ことびでさる操作びし i (下のよ 

ラに異なりまず。 

キーび 左ち測アンテナまたは テール 

ゲート側アンテナの検知節囲にある 

と走 

• キーびある側のドア八ンドルに触れ 
ると、車の施綻/解綻びでさまず。 

• テールゲートの八ンドルを引くと、 
テールゲートのみを解綻して開くこ 
とびでさまず。 

• テールゲートの キー レス3—スイツ 
チ*を押して、テールゲートを閉 
じて車を施錠ずることびでさまず。 

キーび車室内アンテナ①検知節囲にあ 

るとを 

•イグニツシヨン位置の選択びでさ 
ます（>78ぺージ）。 

• エンジンの始動びでさまず（[>117 
ページ)。 

〇 ドア付おや ルーフの 上、ボンネツ 
卜の上などの車がにキーびあるとさ 
を、車室内アンテナにキーび検知さ 
れることびありまず。 


A 警告 

• 埋め込み型む臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、その他の医療用電 
テ機器を使用されているちは、車 
を使用する前に、あらかじが医師 
や医療用電子機器^一力一などに 
キーレスづ一による電波の影響に 
ついてご相談くださし、。 

• 埋め込み型む臓ペース一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちは、キーレス3—アン 
テナから約 22 cm し U 巧にお付か 
ないよラにしてください。キーレ 
スづ一操作で車を解錠/施錠する 
とさやテールゲートを開閉すると 
き、エンジンを始動するときなど 
は、キーとアンテナの間で電波が 
送受信されるため、埋が)込み型む 
臓ペース^ーカーおよび埋め込み 
型除細動器の作動に影響を与える 
おそれがありまず。 

P 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠/施錠しない 
ことがありまず。 

P キーが左ち側アンテナまたはテー 
ルゲート側アンテナの検知範囲にあ 
るときに、ドア八ンドルを清掃した 
り、ドア八ンドルに雨粒や水しぶさ 
がかかった0物などが触れると、車 
が解錠/施錠されることがありまず 
のでま意してください。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 キーを車から遠ざけたときは、 
キーレス3—操作を行なうことはで 
きません。 

〇 車を長期間使用しなかったとを 
は、ドア八ンドルを引いてからキー 
レス3—操作を行なってくださし、。 

〇 キーレスゴーアンテナの検知範囲 
にキーびあるとさは、キーを携帯し 
ていない人でを、キーレス3—操作 
を行な5ことびできまず。 

〇 車のバッテ U —びあびったとさ 
は、 キーの 電池び正甫でを キー レス 
Hi 一操作はでをません。 

解綻しにとさは方向指示灯び1回点滅 
します。施綻したとさは方向指示灯び 
3回点滅しまず。 

アンサーバック機能*を設定している 
ときは、車種や仕様により、 m 下のよ 
5に確認音び鳴りまず。 

• 施淀したとさに1回確認音び鳴り 
まず。 

まには 

• 解蟲したとさに1回、施錠したと 
さに3回確認音び鳴りまず。 

アンサーバック機能*はマルチファ 
ンクシヨンデイスプレイで設定および 
解除することびできまず（>154ぺ一 
ジ）。 


解錠ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

〇 解淀後約40秒し i (巧に！;■(下のいず 
れかの操作をしないと、再び施錠さ 
れ、盗難防止システムび待機状態に 
なりまず。 

• ドアを開< 

• テールゲー トを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠スイッ 
チ）を押ず 

• キーび車室内にあるとさは、ェ 
ンジンスイッチに取り付けた 
キーレス: U —スイッチを押ず 


テールゲート のみを解綻して開く 

►テールゲートの八ンドルを引さ 
ます。 



左側フ□ントドア 


施錠ずる 

► ドア八ンドルの施錠操作部©に触 
れます。 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸 e 恒冊 
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コンビニンスク□-ジング機能を作動 
させる。 

► コンビニエンスオープニング機能び 
作動するまでドア八ンドルのコンビ 
ニエンスク□—ジング操作部⑤に 
触れます。 


解綻時の設定の切り替え_ I 

U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*での解綻時に、運転席ドアと燃料 
給油フラップのみを解湿するよ5に設 
定でさまず。 

► 解淀ボタン [ s と施淀ボタン m 
を同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

〇 車両のおくで U モコン機能の切り 
替えを行なラと、キーの解錠ボタン 
または施錠ボタンを押したとさに、 
車両を解綻まには施錯されまず。 

この状態では(下のよ5に作動し 
ます。 

運転席ドアと燃料給油フラップを解 
錠ずる 

► 解綻ボタン [ Z ] を1回押しまず。 

ずべてのドアとテールゲート、燃料給 
油フラップを解錠ずる 

► 解綻ボタンを2回押しまず。 

車を施錠ずる 

► 施綻ボタン CE を押しまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


キーレスコー*ではじ(下のよ5に作動 
しまず。 

運転席ドアと燃料給油フラップを解 
綻ずる 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
まず。 

ずべてのドアとテールゲート、燃料給 
油フラップを解錠ずる 

► 助手席ドアまたは U アドアのドア八 
ンドルの裏側に触れまず。 

車を施錠ずる 

► いずれかのドア八ンドルの施錠操作 
部に触れまず。 

解錠時の設定をネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
解錠ボタン [ S と施錠ボタン四 □ 
を同時に約6秒間押し続けまず。 


I 
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キーの トラブル 


トラブル 


I 」モコン操作で施錠/ 
辭錠でさない。 


キーレスコ f 一操作で施 
歸/解綻でをない。 


キーを紛失した。 


エマー ジェン シー 
キ一を紛失した。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► リモコン機能を使用して、再度車両を施錠/解錠してください。キー 
の先端部を運輯席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から CE / 
rsn ボタンを押してください。 

1」モコン操作びでさないとを： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換して<ださい。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを施錠/解錠してください（1>294、 
295ぺージ)。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを施錠/解錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

車両を長期間解錠しなかったため、キーレスゴーび待機モードになって 

いる。 

► ドア八ンドルを引さ、イグニッション位置を2にしてください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► リモコン機能を使用して、再度車両を施錠/解錠してください。キー 
の先端部を運輯席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から CE / 
rsn ボタンを押してください。 

キーレス zr —び故障している。 

► リモコン機能を使用して、再度車両を施錠/解錠してください。キー 
の先端部を運輯席ドアのドア八ンドルに向け、ま近距離から/ 
rsn ボタンを押してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を黃けてください。 

U モコン操作びでさないとを： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換して<ださい。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを施錠/解錠してください（1>294、 
295ぺージ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 
さし、。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

►必要であればキーシリンダーを交換してください。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシリンダーを交換してください。 


B を邸 S 恒冊 
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トラブル 


キーに よるエンジン 
始動びでをない。 


キーび 車内に ある 状 
態で、 キー レス ゴー 
スイッチを巧して 
ち、エンジンび始動 
しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

バッテ IJ 一の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとを： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテリーを電源として始動してください（1>319ページ）。 
または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ステア IJ ング□ックび効いている。 

► ステアリングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチからキー 
を抜を、再度差し込んでください。 

ドアび開いているため、キーび認識されに<<なっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレスコ[ースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 
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A 警告 

-ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたが不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアが開くおそれがあ 
ります。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

• 子供だけを残して車から離れない 
で < ださい。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをず 
るおそれがありまず。 

-短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ず施錠して<ださい。 

Q ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよ5にミ主意して < ださい。 
車の周りにモおがいるとさは、特に 
ま意して < ださい。 

〇 助手席ドアとリアドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されまず。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークが 表示されまず。 


車がか5のドアの開閉 



開< 

► ドア八ンドルのを引きまず。 

閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に閉 
じます。 


車内か5のドアの開閉 



開< 

► ドアレバー®を矢印の方向に引さ 
ます。 

ドアが施錠されているときは、□ッ 
クノブのが上がり、解錠されまず。 

〇 車び施淀されているとさを、車 
内のドアレバーを引くとドアを開 
<ことびでさまず。 


B を邸6恒冊 
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ただし、 u アドアのチャイルドプ 
ルーフ□ックび設定されているとさ 
は、車内のドアレノ く一を弓 I いてを U 
アドアを開 < ことはでをません。 

閉じる 

►インナーグ U ップ⑤を持って確実 
に閉じまず。 


車内か5の解綻/施綻 


A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
モ供を乗せているとさは特にミ主意し 
て < ださい。 

H 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

Q □ックノブび完全に下びってい 
ないドアびあるとをは、そのドア 
をいったん開を、再度閉じてから施 
結してください。 

ドアごと①瞄錠/施綻 

解綻ずる 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引さ 
ます。 

このとさドアを開さまず。 

施綻ずる 

► □ックノブのを押しまず。 


ドア□ツクスイッチ 



すべてのドアと テールゲー トを解綻/ 
施錠でさまず。 


燃料給油フラップの解蟲/施錠はで 
きません。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにありまず。 

解綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）©を 
押します。 

□ックノブび上びりまず。 

施綻ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）⑤を 
押します。 

□ックノブび下びりまず。 

〇 なのよ5な場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施蟲でさません。 

• U モコン操作またはキーレス3— 
操作*で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 運転席ドアび開いているときは、 
ドア□ックスイッチで助手席ドアと 
テールゲートの解結/施綻びでさ 
ます。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







車速感応ドア□ック 


走行速度が約 15 km / hLi (上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押ずとをやタイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとさ、ダイナモ 
メーターで パーキングブレーキを テ 
ストするとさなどは、イグニッシヨ 
ン位置を0にしてください。車輪 
び回転ずると施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびありまず。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠され 
ているとさを、車内のドアレバーを 
引いてドアを解錠して開くことびで 
さまず。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 


車速感応ドア□ックを解除ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）のを 
約5秒間押して保持しまず。 

車速感応ドア□ックび解除され、確 
認音び鳴りまず。 

〇 ドア□ックスイッチを押して保持 
してを確認音び鳴らないとさは、そ 
の設定びずでに選択されていまず。 

〇 車速感応ドア□ックはマルチファ 
ンクシヨンデイスプレイでち設定/ 
解除できまず0153ページ）。 



車速感応ドア□ックを設定ずる 

► ドア□ックスイッチ（施話）⑤を 
約5秒間押して保持しまず。 


を邸 S 恒冊 


車速感応ドア□ックが設定され、確 
認音が鳴0まず。 
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^ ールゲート 


ラゲ ツジルームにキーを 残したままに 
しないで<ださい。閉じ込みのおそれ 
がありまず。 

A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないでください。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれがあり 
ます。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があり、身体や 
物に接触ずるおそれのないことを確 
認して < ださい。 

Q 強風のとさにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートが 
不意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にミ主意して < ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちっ 
ているときち同様にミ主意してくだ 
さい。 

P ラゲ ツジルームには 乗車しないで 
<ださい。事故のとさ、けがをずる 
おそれがあ0まず。 

〇 テールゲートをいっぱいまで開い 
たときの高さについては(>338 
ぺージ）をご覧< ださい。 

〇 テールゲートが完全に閉じてい 
ない状態で走行ずると、警告音が鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マークが表示されます。 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
非装備車 

• 車外から手動で開閉でさまず。 

• 車巧からエマージェンシーキーで解 
錠でさます。 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備車 

• 車がから手動で開閉でさまず。 

• 車がから自動で開閉でさまず。 

• 車内から手動で開閉でさまず。 

• テールゲートの開口角度を制限でさ 
9 〇 

• 車巧からエマージェンシーキーで解 
錠でさます。 


車がか S 手動で開閉ずる 
開< 


A 警告 

テールゲートを開くとさは、テール 
ゲートの動きにを意してください。 
テールゲートのずぐ後ちにいると、 
テールゲートに接触して、けがをす 
るおそれがあります。 


B を習恒冊 










ールゲート 


► キーの解錠ボタンを押しまず。 



► テールゲー ト八ンドルのを引さ 
ます。 

► テールゲー トを上げまず。 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備車 

テール ゲー ト八ンドル®を引いたま 
まにずると、テールゲートを手動で開 
くことびでをまず。八ンドルから手 
を放すと、テールゲートは自動で開さ 
ます。 

閉じる 


A 警告 

テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラに十分ミ主意して 
ください。 



► グ U ツプ①に手をかけてテール 
ゲートを引を下げまず。 

►外側ひらテール ゲー トを押さえ 
ます。 

►必要であれば、キーの施淀ボタン 
ren またはキーレスづ一機能*を 
使用して、車両を施淀しまず。 

〇 キー レス3—装備車は、ラゲツジ 
ルームにキーび 検知されたとさは、 
テールゲー トは施錠されません。 


車夕1•か5自動で開閉ずる 


A 警告 

身体や物び巧まれないよラにテール 
ゲートの動をにを意してください。開 
開動作を停止するとさは、テールゲー 
卜のスイッチを押すか、テールゲー 
卜のノ V ンドルを引いて < ださし、。 


開< 


キー または テールゲー トの八ンドルを 
使用して、 テール ゲートを開くことび 
でさまず。 

テールゲートを途中の位置で停止した 
とさは、テールゲートを自動で全開ま 
には全閉してください。 

► テールゲー トび開を始めるまで、 
キーのテールゲー ト 開閉 ボタン 
^を押し続けまず。 

まには 

► テールゲートび解錠されているとを 
に、テールゲートの八ンドルを引い 
て、ただちに八ンドルから手を放し 
9 〇 


を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 










75 


〇 テールゲートが完全に開いている 
ときは、手動で閉じることちでき 
ます。 

Q テールゲートを自動で開いてから 
手動で閉じるときは、かしの間待つ 
て < ださい。 

閉じる 


キーまたはテールゲートのク□一 
ヴースイッチ*、またはテールゲート 
のキーレス3’ースイッチ*を使用し 
て、テールゲートを閉じることがでさ 
ます。 



左円内：キーレス3—非装備車 
ち円内：キーレス3—装備車 


閉じる 

► テールゲートのク□ーヴースイッチ 
のを押しまず。 

または 

► テールゲー トが閉 じ 始めるまで、 
キーのテールゲー ト開閉ボタン 
^を押し続けまず。 


閉じて同時に施錠ずる 

► テールゲートのキーレス3—スイツ 
チ®を押しまず。 

〇 テール ゲートは、エンジンスイツ 
チにキーが差し込まれていないとさ 
にのみ、キーにより開閉でさまず。 

〇 テールゲートが閉じているときに 
障害物に接触ずると、テールゲート 
は停止し、開きまず。 

〇 キー レス3’ 一 装備車は、ラゲ ツジ 
ルームにキーを 残したままのと さ 
は、 テールゲー トは施錠されません。 
キーが 検知されていないときは、 
テールゲー トは閉じません。 


車内か5自動で開閉ずる 
A 警告 

身体や物が挟まれないよラにテール 
ゲートの動さにま意してください。開 
閉動作を停止するときは、運転席ド 
アのテールゲートのスイッチを押す 
か、引いてください。 

車両が停車していて、解錠されている 
ときに、運転席ドアのスイッチでテー 
ルゲートを開閉でさまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 









76 


ールゲート 


1 



《スイッチの絵柄は、予告なく変更されること 
びあります。 


開< 

►テールゲートスイッチのを引さ 
ます。 

閉じる 

► イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

►テールゲートスイッチ©を押し 
ます。 


テールゲートの開□角度の設定 

テールゲートの開口角度を設定でさ 
ます。約半分ほど開いた位置から全 
開位置の約 20 cm 下の間で設定でき 
ます。 

〇テールゲートの開□角度を設定ず 
るとをは、テールゲートび全開して 
を十分な空間びあることを確認して 
ください。テールゲートを損傷ずる 
おそれびありまず。開□角度の設定 
は、でさるだけ屋外で行なってくだ 
さし、。 


設定ずる 


► テールゲートび開閉しているとを 
に、し：■(下のいずれかの操作を行なっ 
て、設定したい角度でテールゲート 
を停止させます。 

• テールゲート八ンドルを引く 
• キーのテールゲート開閉ボタン 
の を押す 

• 運転席ドアのテールゲー トス 
イッチを操作ずる 

• テー ル ゲートのク□—ヴース 
イッチ*を押ず 

• テー ルゲートの キーレス 3— ス 
イッチ*を押ず 

► 確認音び1回鳴るまで、テールゲー 
卜のク□ーヴースイッチを押して保 
持します。 

開□角度び設定されまず。 

なにテールゲートを開いたとさは、 
設定された開□角度で停止します。 

〇 テールゲートを全開するには、 
テールゲートび自動的に停止した後 
に、テールゲート八ンドルを引さ 
まず。これにより設定した角度び解 
除されることはありません。 

〇 テールゲートの角度によっては、 
その開□角度に設定でさないことび 
ありまず。 

解除ずる 

► 確認音び2回鳴るまで、テールゲー 
卜のク□ーヴースイッチを押して保 
持します。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 







イグニッシヨン位置 
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イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 

しッ下のようにイグニッシヨン位置び 
変更されます。 


キーの 
位置 

イグニッシヨン位置 

面 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

の 

1 :イグニッシヨン位置び 

1 になりまず。 

回 

2 :イグニッシヨン位置び 

2 になりまず。 

回 

3 :エンジンび始動しまず。 


エンジンスイツチからキーを巧かず 
に 0 の位置で長時間放置してし^る 
と、キーびまわせな<なることびあ0 
ます。また、ステア1」ングび□ツクさ 
れます。このとさは、キーをいったん 
なさ、再度差してからまねしてくだ 
ごし、。 


〇バッテ1」一あび0を防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを巧いてくだ 
ごい。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
をを、エンジンスイッチをまわせる 
ことびありまずび、エンジンスイッ 
チの位置の選択や、エンジンの始動 
はでさません。 

タッチスタート 


エンジンスイッチに差し込んだキー 
を 3 の位置までまねずと、手を放し 
てを自動的にスターターび作動し続 
け、エンジンび始動しまず。 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニッシヨン位置の選択* 

キーレス3’一装備車には、キーレス 
3—機能を内蔵したキーと、着脱可能 
なキーレスゴースイッチび装倫され 
ていまず。 

キーレス3’ースイッチをエンジンス 
イッチに取り付けてあり、車内にキー 
びあることを確認してください。 

ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
は、キーレス3—スイッチを押ずこと 
により、イグニッシヨン位置を選択で 
さまず。 

ブレーキペダルを踏んでいるときは、 
キーレス3—スイッチを押ずことによ 
り、エンジンを始動でさまず。 


B を邸〇恒脚 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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イグニッシヨン位置 



イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキ ペダルを踏んでいないとさ 
に キーレスコー スイッチ①を押ず 
と、し U 下のようにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスゴース 

イグ ニツシ ヨン 

イツチの操作 

位置 

1回押ず 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


〇 イグニッシヨン位置び1のとさ 
に、運転席ドアを開くと電力供給 
び遮断されまず。 


〇イ グニッシヨン位置び2のとさ 
に、キーレス3—スイッチを1回 
押してから運転席ドアを開くと、 
電力供給び遮断されまず。 

エンジンを始動ずる 

► ブレーキ ペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスコースイッ チ①を押し 
ます。 


〇 車室巧にキーびないとさにキー 
レス3’ ー スイッチを押ずと、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
II キーを認識でをません" または 
"スタートボタンを外しキーを入 
れて<ださい" と表示されまず。 

キーレスコ‘ースイッチを取りがず 

エンジンスイッチからキーレス3’ース 

イッチを取り外し、キーを使用ずるこ 

とびでさまず。 

〇 車両から離れるときは、エンジン 
スイッチからキーレス3—スイッチ 
を取り外ず必要はありません。 



► エンジンスイッチ⑤からキーレス 
ゴースイッチのを取り外しまず。 
〇 エンジンスイッチにキーレスゴー 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレス3’ースイッチでのイ 
グニッシヨン位置の選択やエンジン 
始動びでさません。 


B を邸6恒冊 







シ— 


A 警告 

エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいないとさやイグニッション位置 
が0のとさを、シート調整スイッチ 
に触れるとシートが動量出しまず。 
そのため、テ供だけを車内に残して 
車から離れないでください。シート 
を作動させて身体を挟まれ、けがをす 
るおそれがあります。 


A 警告 

運転席シートの調整は、必ず停車し 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあります。 


A 警告 

シートを調整するとさは、身体や物 
などが挟まれないよラに注意して< 
ださい。 

シートを調整ずるとさは、エアバッグ 
に関するま意をお読みください（[>3日 
ページ）。また、モおを乗車させると 
さは（[>43ページ）のミ主意をお読み 
ください。 


A 警告 

ヘッドレストは、ヘッドレストの中 
央が目の高さになるよラに調整して 
ください。事故などのとさに、重大 
なけがをずるおそれがあります。 


シ— 


A 警告 

シートベルトは、バックレストがほぼ 
直立していて、乗員の身体が起きた 
状態で座っているときに、適切な保 
護性能を発揮できます。シートべル 
卜を正し<着用でさないよラなシー 
卜位置は避けてください。バックレ 
ストをなるべく起こし、後方に倒しず 
ざないよラにしてください。事故や急 
ブレーキのとさに致命的なけがをす 
るおそれがありまず。 

Q シートやシートヒーター*の損傷 
を防ぐため、下の点にミ主意して< 
ださい。 

•長時間、シートに液体が付着し 
たままにしないで < ださい。 

-シー ト カバーが 蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー ト ヒーターを 使用しなし''で 
<ださい。 

•シートの上に重し H 巧を載せなし^ 
で<ださい。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフや工具な 
どの鋭利な物を置かないで<だ 
さい。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シート ヒーターの 使用中は、ブ 
ランケットやコート、バッグ、 
シートカバー、チャイルドセー 
フテイシートなどにより 、シー 
卜を覆わないで <ださい。 

。シ_卜を調整ず ると きは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して<ださい。シートや物を損 
傷するおそれがありまず。 


B を習恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






シ— 


。シートを後方に移動したり、バッ 
クレストを後方に倒ずときはリア 
シートと接触しないよ5にま意して 
ください。シートやシートバックポ 
ケットの収納物を損傷するおそれび 
ありまず。 

〇 フ□ントシートには NECK PRO ア 
クテイブへッドレスト(>42ぺージ） 
び装備されているため、ヘッドレス 
卜を取りがずことはできません。 


フ□ントシートの調壁 （4 ウェイパ 
ワ—シ—卜） 



ち側シート 

①バックレストの角度の調整 

③ シートの高さの調整 

⑤シートクッシヨンの角度の調整 

④ シートの前後位置の調整 


フ□ントシートの調壁（メモ U — 付 
パワーシート） 



ち側シートのスイツチ 


①へッドレストの高さの調整 

③ シートクッションの角度の調整 
⑤シートの高さの調整 

④ シートの前後位置の調整 

⑤ バックレストの角度の調整 

〇 助手席シートび不適切な位置にあ 
るときに PRE - SAFE ⑩び作動したと 
さは、助手席シートび適切な位置に 
自動的に調整されまず。 

〇 シートのメモ U — 機能については 
091ページ）をご覧ください。 


〇 太をを部分び軽く支えられるよラ 
に、シートクッションの角度を調整 
して < ださい。 
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リアへツドレスト 


►へッドレストの下部を持って矢印の 
方向に動かしまず。 


►へッドレスト上部を押ず、または 
弓 I いて好みの位置にしまず。 


4ウェイパワーシート 


► スイッチを矢印®の方向（1>80ペー 
ジ）に操作しまず。 

へッドレストの角度の調壁 


へッドレストを上げる 


► 好みの高さにへッドレストを引さ上 
げまず。 


へッドレストを下げる 


► □ック解除ボタンのを押して、好 
みの高さにへッドレストを押し下げ 
9 〇 


へッドレストの角度の調豊 


頭部になるべく近づくよラにヘッドレ 
ストを調整しまず。 


左ちシートのみへッドレスト角度を調 
整でさまず。 


へッドレストを上げる 


► 好みの高さにへッドレストを引さ上 
げまず。 


へッドレストを下げる 


► □ック解除ボタン®を押して、好 
みの高さにへッドレストを押し下げ 
ます。 


メモ U — 付パワーシート 


ヘッドレストの調壁 














シ— 


リアへッドレストの脱着 
A 警告 

リアシートに乗車ずるとさは必ず 
へッドレストを取0付けてくださし、。 
事故のとさ、重大なけびをずるおそ 
れびあ0ます。 



IJ アへッドレストを取りがず 

►へッドレストを停止ずるまで引を上 
げまず。 

► □ック解除ボタンのを押しなびら、 
へッドレストを引き巧をまず。 

IJ アへッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある方の支せびち側の取 
り付け巧に入るようにして、ヘッド 
レストの支柱を取り付け巧に差し込 
みます。 

► へッドレストを押し下げて、確実に 
□ックしまず。 



ち側シートのスイツチ 

①⑤ラン バーサ ポートの位置の調整 
⑤ランノ（ーヴポートの強さの調整（弱) 
④ランノ（ーヴポートの強さの調整（強) 


ランバー（腰部）のサポートを調整で 
をまず。 

フ□ントシートに装倫されていまず。 

ヴポートの位置を調壁ずる 

►スイッチのまたは⑤を押して、サ 
ポートの位置を調整しまず。 

ヴポートの強さを調壁ずる 

►スイッチ⑤（弱）まには® (強） 
を押して、サポートの強さを調整 
しまず。 

〇 ち側シートはスイッチ⑤（弱）と 
@ (強）の位置び逆になりまず。 


を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 







シ— 



シートヒーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

►シートヒータースイッチ©を押 
します。 

シートヒータースイッチのを押ず 
ごとに点灯ずる表示灯③の数が変 
わ0、シートヒーターの作動が切0 
替わりまず。 


表示灯の 
点灯数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動しまず。 


約8分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シー トヒーターが 
中で作動しまず。 


約1日分後に自動 
的に弱に切り替わ 
りまず。 

1 

シー トヒーターが 
弱で作動します。 


約2日分後に自動的 
に停止しまず。 

0 

停止していまず。 


シートヒーターを停止ずる 

►シートヒータースイッチのを押し 
て、表示灯®を消口させまず。 


を邸 S 恒脚 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステアリング 


A 警告 

• シートヒーターを強で連続して使 
用しないで<ださい。また、つ一 
卜や厚手の衣服を着用している状 
態や、毛布などの保温性の高いち 
のをシートにかけた状態でシート 
ヒーターを使用しないでください。 
異常過熱による低温火傷（紅斑、 
水ぶくれ）を起こしたり、シート 
ヒーターが故障ずるおそれがあり 
まず。 

. し U 下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざたり、低温火傷をするおそれが 
ありますので、十分に注意してく 
ださし、。 

◊乳幼児、お年寄り、病人、身体 
が不自由な方 

◊皮膚の弱い方 
◊疲労の激しい方 
〇眠気を誘ラ薬を服用されたち 
◊飲酒したち 

Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因にな0 
ます。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
0バッテ U —の電圧が低下ずると、 
シートヒーターが停止して、表示灯 
が消灯ずることがありまず。また、 
シートヒータースイッチを押して 
ち、点灯した表示口がずぐに消口ず 
ることがありまず。電圧が回復ずる 
と、再び自動的に作動し、表お口が 
点の' します。 


ステアリング 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なって<ださし、走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こずおそれがあり 
まず。 


A 警告 

運転中はステア U ングのパッド部を 
持たないでください。万一のと量、 
運転席エアバッグの作動を妨げるお 
それがあります。 

ステアリングのパッド部にカバーを 
した0、バッジやステッカー、オー 
ディオの U モコンなどを貼0付け 
ないでください。運転席エアバッグ 
の作動を巧げたり、作動時にけがをす 
るおそれがあります。 

〇ステア1」ングをいっぱいにまわ 
しに状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ず 
るおそれびありまず。 

Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引ずるとさは、十分ま意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通常のときに比べてステア U ング操 
作に非常に大さな力び必要でず。 
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ステアリング 
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ステア U ング位置の調壁（手動式) 



①□ック解除八ンドル 
⑤上下位置の調整 
⑤前後位置の調整 


► □ック解除八ンドルのを矢印の方 
向に押し下げまず。 

ステア U ングの□ックび解除され 
ます。 

► ステア U ングを前後上下に動かし 
て、正しい位置に調整しまず。 

► □ック解除八ンドルのを引さ上げ 
て□ックしまず。 

► ステア U ングび完全に□ックされ 
ていることを確認、しまず。 

A 警告 

ステア1」ングび □ ックされていない 
が態で走巧しないでください。車の 
コント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあります。 


ステアリング位置の調壁（電動式) 



①上下位置の調整 
③前後位置の調整 


A 警告 

エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていなくてちステア U ング位置を 
調整でさるため、モ供だけを車内に 
残して車から離れないでください。 
ステア1」ング調整レバーを操作して 
ステア U ングに挟まれるおそれびあ 
0ます。 


上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバーをのの方 
向に操作しまず。 

前後位置を調舊ずる 

► ステア U ング調整レバーを⑤の方 
向に操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶させることびでさまず 
091ページ）。 


I 
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ステアリング 


イージーエント U - 機能 _ 

イージーエント U —機能は、運転席へ 
の乗り降りを容易にずる機能でず。 

次のいずれかの操作をずると、ステア 
U ングび上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

•イグニッシヨン位置び0か1のと 
さに運転席ドアを開く 

ステア U ングは、なのいずれかの操作 
をすると元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアび閉じた状態で、エンジ 
ンスイッチにキーを差し込む 

• イグニッシヨン位置び0のときは、 
運転席ドアを閉じてからイグニッ 
シヨン位置を1にずる 

• イグニッシヨン位置び1のときは、 
運転席ドアを閉じてイグニッシヨン 
位置を2にずる 

この機能の設定と解除については 
0154ページ）をご覧ください。 

〇 ステア U ングび上方の位置にある 
ときは、イージーエント U —機能は 
作動しないことびありまず。 

クラッシュセンヴー連動機能 

イージーエント U —機能を設定してい 
るとさは、事故などのとさに、クラッ 
シュセンサーに連動してイージーエン 
トリー機能び作動しまず。事故などの 
とさに運転席ドアを開くと、イグニッ 
シヨン位置に関わらずステア1」ングび 
上方に移動して、車がへの脱出と柔員 
の救出を容易にしまず。 


A 警告 

モ供だけを車内に残して車か S 離れ 
ないで<ださい。イージー エン ト1」一 
機能び作動して、ステア U ングに身 
体を挟まれるおそれびあ D ます。 
イージー エン ト1」一機能び作動し 
ているときは、乗員の身体び挟まれ 
ないよラにミ主意してください。 

身体び挟まれそラになったとさは、 
liTF の操作をしてください。 

• ステア U ング調整レバーをいずれ 
かの方向に操作する 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ091ページ）を押ず 
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巧一 


A 警告 

s ラー類は必ず走行前に、後方が十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こず 
おそれがありまず。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
がありまず。車線変更をずるとさな 
どは、必ずルーム S ラーおよびドア 
S ラーで後ちを確認してください。 
また、肩ごしに直接斜故後方を確認 
して < ださい。 

Q ルーム S ラーやドア三 ラーの ミちれ 
を取るときにガラスク U —ナーを使 
用するとさは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色するおそれがあり 
ます。 


ルームミラー 
ルーム S ラーの角度調整 


► 手で ルーム5ラーの 角度を調整し 
ます。 


ドア巧一 


A 警告 

ドア吉ラーに写った像は実際よ0ち 
遠くにあるよラに見えまず。車線を 
更をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後ちを確認してください。 

〇ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ていまず。ずれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行をなどに十分ミ主意 
して < ださい。 

〇 より広い視界を確保ずるため、ド 
アミラーの外側部分は凸面になっ 
ていまず。 

〇 ドア S ラーにはヒーターび装着さ 
れています。外気温度びほいとさに 
U アデフォッガーを使用したとき 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドア S ラーの角度調整 



►イグこツシヨン位置を1か2にし 
ます。 


I 
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巧一 


► 調整ずる側のドアミラー選択スイッ 
チ①または®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

何ち操作を行なわないと、表示口は 
約1日秒後に消灯しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示口が 
点灯しているとさに、ドア S ラー 
調整スイッチ③を操作してドア S 
ラーの角度を調整します。 

〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜の位置やステアリングの位置と 
併せて記憶させることがでさまず 
091ページ）。 


ドア S ラーの格納/展開 



► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


► 格納/展開スイッチ④を押しまず。 
ドアミラーが格納/展開しまず。 

Q ドアミラーは手で格納/展開し 
ないでください。ドア S ラーを損 
傷するおそれがありまず。 

Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
に注意してください。車の周りにモ 
おがいるとさは、特にま意して<だ 
さい。 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


〇洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 

〇 走行中はドア S ラーを完全に展開 
させて<ださい。ドア S ラーが振 
動することがありまず。 

ドア S ラーの リセット 


バツテ U —の接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドア S ラー格納が作 
動しないことがありまず。このとさは、 
ドア S ラーを U セツトして<ださい。 

► イグニツシヨン位置を1にしまず。 

► 格納/展開スイッチ®を押しまず。 

施錠時のドア S ラー格納 


U モコン操作やキーレス3’一操作*で 
施錠したとさに、ドア S ラーち併せて 
格納することができまず。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開 < と展開します。 

この機能の設定と解除については 
(1>1日日ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してからリモコン 
操作やキーレス3’一操作*で施錠し 
たときは、フ□ントドアを開いても、 
ドア S ラーは展開しません。 
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ドアミラーび無理に外側に曲げ 5 れた 
とを 

ドアミラーが無理にが側に曲げられた 
ときは、じ(下のようにしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイツチ 
(1>88ページ）を、ギアが晒み合ラ 
音が聞こえるまで押しまず。 

ドア S ラーユニツトのギアが陋み合 
ラと、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよラになります。 



A 警告 

荷物を非常に高<積んでいるとさな 
ど、ルーム S ラーのセンサーに後続 
車のライトが照射されないとさは自 
動防肢機能は作動しないことがあり 
まず。 

後続車のライトにより胺惑されるお 
それがありまず。これにより、交通 
状況から注意がそれ、事故の原因に 
な0ます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


周囲が暗<、イグこッシヨン位置が1 
か 2のと さに、 ルーム三ラーの セン 
ヴーのが後続車のライトを感知ずる 
と、 自動的に ルーム S ラーと 運転席側 
のドア 三ラーの 色の濃度が変わり、眩 
しさを防止しまず。 

〇 セレクターレバーが [ E に入つ 
ているとさは自動防眩機能が解除さ 
れまず。 


パーキングヘルプ機能* 


後退時の助手席測ドア S ラー角度を記 
憶させる 




セレクターレバーを EBJ に入れたと 
さに、助手席側ドア三ラーの角度があ 
らかじめ記憶させていた角度になり、 
車両後方の視界を確保して、後退を容 
易にしまず。 

►停車して、イグこッシヨン位置を2 
にしまず。 

►助手席側ドアミラー選択スイッチ 
® を押しまず。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 

助手席側ドア三ラーの角度が、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
ます。 


I 
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巧一 


► ドアミラー調整スイッチ③で、助 
手席側ドア S ラーを後退時に後方が 
確認しやすい角度に調整しまず。 

調整した角度が新たに記憶され 
まず。 

〇 メモ U —スイッチ®により、後 
退時の助手席ドア S ラー角度を記憶 
させることをでさまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
の表示灯び点灯しているとさに、ド 
アミラー調整スイッチ⑤で、後退 
時に後方を確認しやずいち度に助手 
席側ドア S ラーを調整しまず。 

► 運転席ドアのメモ U —スイッチ④ 
を押します。 

►約3秒し U 内にドアミラー調整スイッ 
チ⑤をいずれひの方向に押しまず。 

このとさ助手席側ドア S ラーび動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

〇 助手席側ドア S ラーび動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► ドアミラー調整スイッチ⑤で、走 
行時の角度に助手席側ドアミラーを 
調整します。 

P 走行ずる前に、必ずドア S ラーの 
角度を後方び十分確認できるよ5に 
調整してください。 


記憶させた助手席側ドアミラーち度の 
呼び出し 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
⑤を押しまず。 

►セレクターレバーを CE に入れ 
まず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あら 
かじめ記憶ごせていに角度になり 
9 〇 

助手席側ドア S ラーはなのいずれかの 
とさに元の角度に戻りまず。 

• 走行速度び約 lOkm/hii (上になつ 
たとさ 

• セレクターレバーを CE から他の 
位置に入れて約10秒経過したとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
①を押したとさ 

〇 パーキングヘルプ機能び作動し 
ているとさは、助手席側ドア S ラー 
選択スイッチ⑤の表示灯び点灯し 
まず。 
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メモリー機能 


シート位置の記憶 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていな<てち^モリー機能は作 
動するため、モ供だけを車内に残し 
て車から離れないで<ださい。シー 
卜やステア U ングが動き出し、身体 
が挟まれるおそれがあります。 


A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
必ず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがありまず。 

><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

(下の項目がひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置 

• 運転席側は、ステアリングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 



左側ドアのスイッチ 


►正しいシート位置に調整しまず 
080ページ）。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置08日ページ）、ドアミラーの 
角度（杉87ページ）を調整しまず。 

ドア三ラーの角度を調整ずるとさ 
は、イグニッション位置を1か2 
にしまず。 

► モリースイッチ" M " を押しまず。 

► 3秒 LU 内にポジションスイッチの 
I 111 I 、"2'|、'ぶ'のいずれかを押しまず。 

ピッといラ確認音が鳴り、そのポジ 
シヨンスイツチにシート位置などが 
記憶されます。 


シート位置の呼び出し _ 

〇バックレストを大さく後方に傾け 
ているとさは、記憶位置を呼び出ず 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さい。シートを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シートベルト 


► 呼び出したいポジションスイッチ 
" 1 "、" 2 "、11311のいずれかを押し続 
けまず。 

シートなどが動さはじめ、あらかじ 
め記憶させた位置になると停止し 
まず。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止し 
ます。 


シートベルト 


シートベルトの着用 


A 警告 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されずに、致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷やミちれがないことを確認 
してくださし、。 

. 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させ、ね 
じれのないよラ I こ着用してください。 

• コートなどの厚手の巧類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のできるだ 
け低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとがった物やこわれ 
やすい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

. 1本のシートベルトを2人し U 上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで <ださい。 
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• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
に子供を保護ずることがでさず、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがあります。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のモ供は、シートベルトを 
正しく着用することができません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、モ供 
のま全を確保してください。 
詳しくは043ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供が着用すると量は、着用状態 
を運転者が確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格の子 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着ずるときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないで<ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい位置で、乗 
員が上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをするおそ 
れがあります。 


A 警告 

• シートベルトがし U 下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに 
致命的なけがをするおそれがあり 
まず。 

〇シートベルトび損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトに大き 
な衝撃がかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシー h ベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷ずるおそれがありまず。 

• シートベルトがドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てくださし、シートベルトを損傷ず 
るおそれがあ0ます。 

• シートベルトを改造したり分解し 
ないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトび大さな衝 
撃を受けたとさは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品！;外のシー h ベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるため、清 
掃ずるとをはじ(下の点に注意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカリ性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり 、染 
色しない 

• シートベルトに損傷がないか、定 
期的に点検してください。 
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シートベルト 


シートベルトを着用ずる 



►フ□ントシートは、シートを調整 
し、バックレストをできるだけ垂直 
に近い角度にしまず。 


► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆつ < りと引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆつ < り引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認して、肩を通るベルトが肩の 
中央に、腰を通るベルトが腰骨ので 
さるだけ低い位置にかかるよ5にし 
ます。 

►プレート©の先端をバックル® 
に差し込みまず。 

フ□ントシートは、テンション自動 
調整機能が作動しまず。 

►必要であれば、シートベルトの高 
さを調整します（杉95ページ）。 


►必要であれば、肩を通るベルトを上 
ちに引いて、シートベルトを身体 
に密着させまず。 

フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能が装備されていまず。 

イグニッション位置が2のとさに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトが身体に密着ずるよ 
ラに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 

この機能の設定と解除については 
(1>1日日ページ）をご覧ください。 

リア中央のシートベルトを着用ずる 

左側リアシートのバックレストを倒し 
た後にバックレストを元の位置に戻し 
たとさは、リア中央のシートベルトが 
□ックして引さ出せないことがあり 
9 〇 

このときは iiTF のようにしてシートべ 
ルトの□ックを解除してください。 

► シートベルトをいったん下方に強< 
引いてから約 2 cm 程度巻き取らせ、 
再度引き出しまず。 

シートベルトをがず 

►手でプレ…卜@を持ち、バックル 
③の解除ボタン④を押して、シー 
トベルトをゆっぐり巻さ取らせ 
9 〇 
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H シートベルトを夕 i したときは、シ 
ートベルトが完全に巻さ取られてい 
ることを確認してください。シート 
ベルトがドアやシート作動部に挟ま 
れることがありまず。これにより、 
ドアやドアトリム、シートベルトを 
損傷するおそれがありまず。損傷し 
たシートベルトは、保護性能を十分 
に発揮ずるでさないため、必ず^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
交換して < ださい。 


そのままの状態で約60秒間走行ずる 
か、または停車したときは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重し)荷物などを積んでいる 
と、エンジンびかかっているとさに 
シートベルト警告び行なわれること 
びありまず。 


r シートベルト着用警告 


シートベルトの高さ調壁 


ij シートベルト警告'灯 


イグこッシヨン位置を2にずると点 
灯し、エンジン始動後に消灯しまず。 

点灯しないとさは警告口の異常でずの 
で、すみやかにルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないときは、シートベルト 
警告口が点灯しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 

走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / h 政上になったと 
さに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたときは、 
シートベルト警告灯が点滅して、断続的 
な警告音ち鳴0まず。 



フ□ントシートベルトは、高さを調 
整ずることがでさまず。 

シートベルトが首に当たったり、肩わ、 
らがれたりしないように高さを調整し 
ます。 

高さは5段階に調整でさまず。 

シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、ベルトアンカー 
をそのまま上げまず。 

►下げるときは、□ック解除ボタン 
© を押しながらベルトアンカーを 
下げます。 


I 









96 


シートベルト 


調整後はベルトアンカーが確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さし、。 


正しい運転姿勢 
A 警告 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に含った正しいシート位置 
に調整して < ださい。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 


A 警告 

ステアリングの調整は、必ず運転前に 
行なってください。また、ステアリン 
グが確実に□ックされていないとさは 
走行しないでください。ステアリング 
が □ ックされていない状態で走行する 
と、車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれがあります。 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあ0ます。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命 
的なけがをずるおそれがあ0ます。 



► iu 下のことにま意して、シート⑤ 
とへッドレストを調整しまず。 


• 運転席エアパッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• バックレストはできるだけ垂直に 
して、正しい姿勢で着座している 

• シートベルトが正し<着用でさる 

• 大腿部がシートクッションに軽く 
支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
に支えられてし^ることを確認ずる 
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► liTF のことにま意して、ステアリン 
グ©を調整しまず。 

• ステアリングを握ったときに、 
腕に適度な余裕がある 

• 足を自由に動かせる 
• ーターパネルのすべての;>< 一 

ター 類やマルチ フアン クシ ョン 
ディスプレイ、警告灯や表示口 
を確認でさる 

► 1；( 下のことに注意して、シートベル 
卜 ® を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし^る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行ずる前に、道路や交通状況が十 
分確認でさるようにルームミラーと 
ドアミラーを調整しまず。 

モリー機能で、シートとステアリ 
ングの位置、ドアミラーの角度を記 
憶させます。 

P シートを調整しているときは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないで<ださい。挟まれ 
てけがをずるおそれがあ0まず。 

P シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それ政上操作しない 
で < ださい。 

P 誤ってシー ト調整スイッチに触 
れるとシートが動さ、乗員がけが 
をするおそれがありまず。モ供を乗 
せているとさは十分ミ主意して<だ 
さし、。 


ラ - r 卜 


「ライトスイツチ 




位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングライトび 
点灯 

回 

固 

ち側パーキングライトび 
点灯 

团 

1ミ〇〇; 1 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスライト、 X - 
ターノ（ネルの照日月が点火了 

因 

lAUToj 

才ートモード' 

回 

回 

へツ ドライト、 LED ド 
ライビングライトが点口 

© 

团 

U アフォグランプス 
イッチ 


P バッテ U —があがりを防ぐため、 
車から離れるときは、車がライト 
を消灯して < ださい。 

〇 ライトスイッチが昼固の位置で、 
エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていないかキーレス3’一操作でイ 
グニッシヨン位置を0にしている 
とさは、運転席ドアを開< と警告音 
が鳴り、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに "ライ トを消して<だ 
さい" と表示されまず。 
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〇 車から離れるとさに警告音び鳴つ 
たとをは、ライトび消灯していま 
せん。ライトスイッチを因巧の位 
置にしてください。 

車夕 I •ライトの消 I 灯 


►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さや、エンジンびかかっているとさ 
は、ライトスイッチを医司または 
W の位置にしまず。 

〇 へッドライトび点灯しているとを 
に、エンジンを停止ずるか、イグニッ 
シヨン位置を1にずると、ヘッド 
ライトは消口しまず。 

さらにイグこッシヨン位置を0に 
して運転席ドアを開<か、エンジン 
スイッチからキーを抜くと、車幅灯 
などち消口しまず。 

車幅な 

車幅 I 灯を点灯ずる 

► ライトスイッチを I ミ〇〇; I の位置にし 
ます。 

へッドライト/ LED ドライビングラ 
イト 

へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを点口ずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチを I 乘 I の位置にし 
ます。 

メーターパネルのへッドライト表示 
灯が点灯しまず。 


才ートモード 


周囲が暗いとさ、車がライトが自動的 
に点口しまず。 

A 警告 

霧の中を走行するとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に 
点口しなかったり点口してし''たライ 
卜が消口ずることがあるため、事故 
を起こずおそれがありまず。霧の中 
を走行ずるときはライトスイッチを 
间 の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援する機能です。ライトの点灯/消 
灯に関する責任は運転者にあります。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は日月るさを感知ずるセンサーがあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、オートモードが作動 
しな< な0まず。 

才ートモードにずる 

► ライトスイッチを | a …〇1 の位置にし 
ます。 

イグこッシヨン位置を1にずると、 
周囲の明るさに応じて、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスライト 、木一 
ターパネル、スイッチの照明などが 
自動的に点灯/消灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加え 
てへッ ドライト/ LED ドライビン 
グライトち自動的に点灯し 、木一 
ターパ ネルのへ ッ ドライト表示灯が 
点の' しまず。 
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リアフオグランプ 


A 警告 

霧の中を走行するとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に点 
灯しなかった0、点灯していたライ 
卜が消灯して事故を起こずおそれが 
ありまず。霧の中を走行するとさは、 
手動でライトを点灯してください。 

〇リアフォグランプは、霧などの 
悪天候で、十分な視界び確保でさ 
ないとさ LU 外には使用しないでくだ 
さい。後続車の迷惑になりまず。 

U アフォグランプを点:打ずる 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ライトスイッチを I •…〇1 または I *0 
の位置にしまず。 

► 1」アフォグランプスイッチ®を押 
します。 

メーターノ くネルの U アフォグランプ 
表示灯び点灯しまず。 

〇 オートモードで車外ライトび消灯 
しているとさに1」アフォグランプを 
点灯させると、車幅灯やへッドライ 
卜などち点灯しまず。 

リアフォグランプを消':打ずる 

►再度、 U アフォグランプスイッチ 
④を押しまず。 

メーターノてネルの U アフォグランプ 
表示灯び消灯しまず。 

〇 ライトスイッチを | P ; H か 卜 P ミ I の 
位置にして車がライトを消口させる 
と、 U アフオグランプは消灯します。 


パーキングライト 


暗がりでの駐車時に車の存在を知らせ 
るため、片側の車幅口とテールラン 
プがパーキングライトとして点口し 
まず。 

イグこッシヨン位置が0のとき、ま 
たはキーを差し込んでいないとさに点 
灯ずることがでさまず。 

パーキングライトを点むずる 

► ライトスイッチを | P ;* I の位置にし 
cA 9 〇 

ち側の車幅灯とテールランプが点口 
します。 

または 

► ライトスイッチを I イミ I の位置にし 
cA 9 〇 

左側の車幅灯とテールランプが点口 
しをす。 


車がライト残照機能 _ 

周囲が暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、 iU 下のライトが点口しまず。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 
• テールランプ 
• ライセンスライト 

点灯したライトは、ドアや テールゲー 
卜を開いて閉じた後、約1日秒経過ず 
ると消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>151ページ）をご覧ください。 
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〇 ライトが消灯ずるまでの時間は、 
ドアやテールゲートを閉じてから消 
灯ずるまでのおよその時間で'ず。 

〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じにままにずる 
か、開いてそのままにしてひら約 
60秒後に、ライトは消灯しまず。 

車がライト消'な遅延機能を一時的に 

解除ずる 

► エンジンを停止した後に、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 


へツトフイトウオツシヤ— 

エンジンがかかっていてへッドライト 
が点灯しているとさに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャー（[>108ぺージ） 
を約1日回噴射させると、ヘッドライ 
トウォッシャーがへッドライトに向け 
て2回噴射されまず。 

その後、ウインドウウォッシャーを約 
10回噴射させるたびに、ヘッドライ 
トウォッシャーがへッドライトに向け 
て2回噴射されまず。 

。へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇 状況によっては、最初にウインド 
ウウォッシャーを噴射ごせたとさ 
に、ヘッドライトウォッシャーび噴 
射されることびありまず。 

〇 エンジンを停止ずると、ウインド 
ウウォッシャーを噴射させた回数は 
I 」セツ トされまず。 


〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ミ主意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①へッドライト（上向さ） 

⑤ち向指お（ち側） 

⑤バッシング 
④ち向指お（左側） 

イグニッション位置び 1 か 2 のとを 
に点滅ごせることびでさまず。 

方向指示 I 灯を短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅しまず。 

方向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
には④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
まず。 
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ステア u ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーシヨンスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないときは手で戻してくだ 
ごい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 

〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、非苗 
点滅灯び点滅しまず。再度、非甫点 
滅灯スイッチを押ずと、方向指示灯 
に切り替わりまず。 

へッドライトの上向を/下向をの切 
り曾え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 または | WT 0| 
の位置にしまず。 

► コンビネーシヨンスイッチをのの 
位置にしまず。 

へッドライトび上向きで点灯し、 
メーターノ くネルの八イビーム表示灯 
岡 び点灯しまず。 

ライトスイッチび I * …〇1 の位置のと 
をは、周囲び暗 <、エンジンびかかつ 
ているときにのみ、へッドライトび 
上向さで点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街化を走 
行するときは、ヘッドライトを上向 
さで点灯しないで < ださい。 


へッドライトを下向きにずる 

► コン ビネーショ ンスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーターノ くネルの八イビーム表示灯 
[1 国び消灯しまず。 

パッシング 

►イグニッション位置を1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ m ] び点灯しまず。 

コンビネーシヨンスイッチから手 
を放すと元の位置に戻りまず。 



非甫点滅灯は、 iiTF のとさに自動的に 
点滅します。 

• エアバッグび作動したとさ 

•約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさ 


I 
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が常点滅'灯を使用ずる 

► 非苗点滅灯スイッチ®を押しまず。 

すべての方向指示灯び点滅しまず。 
コンビネーションスイッチを操作し 
て方向指示の操作をすると、その側 
の方向指示灯のみび点滅しまず。方 
向指示灯び消灯ずると、再び非甫点 
滅灯に切り替わりまず。 

が常点滅'灯を消'打ずる 

► 非苗点滅灯スイッチ®を押しまず。 

急ブレーキを効かせて点滅した非甫点 
滅灯は、車両の速度び約 lOkm/hLU 
上になると自動的に消灯しまず。 

〇 非苗点滅灯は、イグニッシヨン位 
置び0のとさやエンジンスイッチ 
からキーを巧いているとさを点滅さ 
せることびでさまず。 


インテ U ジェントライトシステム 

インテ1」ジェントライトシステムは、 
走行時や天候の状況に合わせてヘッド 
ライトを自動的に調整ずるシステム 
です。 

走行速度や天候状況などに応じて路面 
の照射を向上させる効果びありまず。 

システムには、アクティブライトシス 
テム、 コーナ 1」ングライト、八イウェ 
イモード、フォグランプ強化機能び含 
まれます。インテ1」ジェントライトシ 
ステムは、周囲び暗いとさにのみ作動 
します。 

この機能の設定と解除については 
0151ページ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



へッドライトび下向さで点灯している 
とさ、走行中にステア U ングを操作ず 
ると、操作した方向にへッドライトの 
向さび変わりまず。 

〇 ヘッドライトの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドライトの角度はル 
さいため、変化びねかりにくいこと 
びありまず。 


コーナ IJ ングライト 



エンジンびかひっていてへッドライト 
を点灯しているとさに、方向指お灯の 
点滅、またはステア U ング操作に連動 
して、コーナ1」ングライトび点灯し 
ます。 
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コーナ リングライトの点な 

► 走行速度び約 40 km / hii (下のとさ 
に方向指示灯を点滅させるひ、ステ 
ア U ングを操作しまず。 

方向指示灯を点滅ごせに側、または 
ステア U ングを操作した側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

コーナ U ングライトの消'灯 

コーナ U ングライトはけ下のときに消 

灯しまず。 

• 走行速度び約 40 km / hl ； ■(上になっ 
たとさ 

• 方向指お灯の操作を終えたとさ 

• ステア U ングを直進位置に戻した 
とを 

0 方向指お灯を点滅させたとさ、セ 
レクターレバーび CE に入ってい 
るとさは、コーナ U ングライトは 
点灯しません。 

〇 ステア U ングを操作したとを、セ 
レクターレバーび HE に入ってい 
るときは、ステア U ングを操作し 
た側と逆側のコーナ U ングライトび 
点灯します。 

〇 点滅させた方向指お灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
さは、方向指示灯と同じ側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

〇 コーナ U ングライトはゆっくり消 
灯ずるにめ、一時的に左ち両側の 
コーナ U ングライトび点灯ずること 
びありまず。 

〇 点灯したコーナ U ングライトは約 
3分後に自動的に消灯しまず。 


八イウェイモード 



へッドライトの照度や照射節囲を自動 
的に調整しまず。 


下のとさに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 

•約 IIOkm / hLi (上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 

• 走行速度が約 130 km / h を超えた 
とさ 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

走行速度が約 80 km / hii (下になると、 
八イウェイモードは停止しまず。 
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フォグランプ強化機能 



へッドライトび道路の協を照射ずる 
ことで視界を確保し、眩しごを軽減し 
ます。 


走行速度び約 70 km / hLU 下のときに 
U アフォグランプを点灯ずると作動し 
ます。 

走行速度び約 100 km / h を超えるか、 
U アフォグランプを消灯ずると、フォ 
グランプ強化機能は停止しまず。 

&上記は、車両の機能の説明です。公道を 
を行する際は、必ずを定ま度や制限速度 
を遵守してください。 


へッドライトの内側び量るとを 

外気の湿度び高いとさは、へッドライ 
卜の巧側び曇ることびありまず。 

► へ、ソ ドライトを点灯して走行してく 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト内側の曇りび取れない 
場合は、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



バノラミックスライディングルーフ装備き 
の商リアルームランプスイッチ 
⑤ CS 点なモード切り替えスイッチ 
⑤ [$] フ□ント読書な（ち側）スイッチ 

④ S フ□ントルームランプスイッチ 

⑤ [$] フ□ント読書な（左側）スイツチ 


点打モードの切り替え 


自動点なモードにずる 

► 点灯モード切り替えスイッチ 
を押して、スイッチび押されてい 
ない状態にしまず。 

自動点灯モードになり、しツ下のとさに 
フ□ントルームランプと U アルームラ 
ンプ、ラゲッジルームランプび点灯し 
cf^ ^ 〇 

• U モコン操作またはキーレス 3— 操 
作*で解錠したとさ 

点灯したルームランプなどは約40 
秒後に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧し、に 
とさ 

点灯したルームランプなどは約20 
秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については、 
(>152 ページ）をご覧ください。 
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• ドアやテールゲートを開いたとさ 

ドアを開いたとさは、フ□ントルー 
ムランプと U アルームランプが点灯 
します。 

テールゲートを開いたとさは、ラ 
ゲッジ J レームランプが点灯しまず。 

イグこッシヨン位置が2のとさは、 
点灯した ルーム ランプやラゲ ッジ 
ルーム ランプは消灯しません。ド 
アまたは テール ゲートを閉じると、 
ルーム ランプまたはラゲ ッジルーム 
ランプはただちに消灯しまず。 

イグこッシヨン位置が2政がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点口したルー 
ムランプやラゲッジルームランプは 
約5分後に消口しまず。ドアまた 
はテールゲートを閉じると、ルーム 
ランプやラゲッジルームランプは約 
1日秒後に消灯しまず。 

• 開いていたドアやテールゲートを閉 
じたとさ 

点灯したルームランプやラゲッジ 
ルームランプは約1日秒後に消灯し 
ます。 

常持消'打モードにずる 

► 点ロモード切り替えスイッチ [S 
を押して、スイッチが押された状 
態にしまず。 

下のいずれかの操作をしてち、フ 
□ントルームランプとリアルームラ 
ンプ、ラゲッジルームランプは点火了 
しません。 

• リモコン操作またはキーレス一操 
作*で解錠ずる 

• エンジンスイッチからキーを抜く 


• ドアを開閉する 
• テールゲートを開閉ずる 

) レームランプ/フロン ト読書打 

フ□ントルームランプを点'打/消 
灯ずる 

► スイッチ S を押しまず。 

リアルームランプを点灯/消 I 打ずる 

► スイッチ^を押しまず。 

フ□ント読書'打を点灯/消灯ずる 

► スイッチ I 苗 I を押しまず。 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作*で施錯ずると、点灯してい 
たフ□ントルームランプと U ア 
ルームランプ、フ□ント読書灯は 
消灯しまず。 

仕様により、なに U モコン操作ま 
にはキーレス3’一操作*で解淀し 
たとを、施錠前に点灯していたフ 
□ン トルーム ランプと 1」 ア ルーム 
ランプ、フ□ント読書灯は再度点 
灯しまず。 


U ア読書な* 



① CEU ア読書打（ち側）スイッチ 
③ CEU ア読書打（を側）スイッチ 


I 
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リア読書灯を点 I 打/消けずる 

► スイツチ I 苗 I を押しまず。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作*で施錠ずると、点灯してい 
た U ア読書灯は消灯しまず。次に U 
モコン操作またはキーレス 3 ’ 一 操 
作*で解錠したとさ、施錠前に点 
灯していた U ア読書灯は再度点灯し 
ます。 

ルーム S ラー 下部のライト 


周囲が暗いとさ、車がライトが点灯ず 
ると点灯し、車列ライトが消口ずると 
消灯しまず。 

ドア赤色打* 


ドアを開 < と点灯しまず。 

•イグこッシヨン位置が2のとき 
は、点灯したドア赤色灯は消灯し 
ません。 

• イグこッシヨン位置が 2 LU がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したドア 
ホ色口は約5分後に消口しまず。 

乗降用ライト* 

ダッシュボード左ち下部に乗降用ライ 
卜がありまず。 

• ドアを開 < と、明るい照度で点灯 
します。 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを開いたままにずると 
点口した乗降用ライトは消灯し 
ません。 

また、ドアを閉じると、暗い照 
度で点口しまず。 


クイヴこッシヨン位置が2 iU が 
のとさやエンジンスイッチから 
キーを抜し''てあるとさ、ドアを 
開いたままにずると点灯した乗 
降用ライトは約日分後に消灯し 
まず。 

また、ドアを閉じると、暗い照 
度で約10秒間点口した後に消灯 
します。 

• イグこッシヨン位置を2にずると 
暗い照度で点口し、イグニッシヨ 
ン位置を2 がにずると約10秒後 
に消口しまず。 

ドアレノ（一上方のイルミネーシヨンラ 
イト* 

ドアレノ（一上方にイルミネーシヨンラ 
イトがありまず。 

車外ライトが点灯ずると点口しまず。 

車外ライトが消口してから約3分後 
に消灯しまず。 

緊急時点 I な機能 

事故などのとさに大さな衝撃を受ける 
と、ルームランプが自動的に点口し 
9 〇 

自動的に点灯したルームランプを消 
巧ずる 

► 非常点滅ロスイッチを押しまず。 
または 

► キーの施錠ボタン m を押した後 
に解錠ボタン cs を押します。 
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ワイ パー 


A 警告 

ワイパーブレードのづムが劣化する 
と、ウインドウの水滴を十分に拭き 
取ることがでさません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を把握でさず、事 
故の原因になりまず。 

ワイパーブレードは年に2回の目安 
で交換して < ださい。 

Q ウインドウが乾いているときはワ 
イパーを使用しないで<ださい。ウ 
インドウの表面に細かい傷が付いた 
り、ワイパーブレードを損傷ずるお 
それがあ0まず。ウインドウがミちれ 
てし''るときは、必ずウォッシャー液 
を噴射してからワイパーを使用して 
<ださい。 

P 自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してちウインドウに油膜 
が残るときは、ウインドウにワック 
スや洗浄液などが付着している可能 
性がありまず。自動洗車機で洗車し 
た後は、ウォッシャー液を噴射して 
ウインドウを清掃してください。 

B ウインドウを拭くときなどは、必 
ずコンビネーションスイッチを停止 
の位置にして<ださい。つイパーが 
作動して、けがをずるおそれがあり 
ます。 

U ワイパーやウォッシャーを使用ず 
るときは、歩行者に水しぶきや 
ウオッシヤー液がかからないよラに 
ミ主意して < ださい。 


フ□ントワイパーの操作 



コンビネーションスイッチ 


位置 

作動内容 

のの 

停止 

回田 

オートモード I 

回日 

オートモード n 

才ートモード I よりち 
かなし'' 雨滴量で作動し 
ます。 

因日 

ほ速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、間欠作動になり 

〇 

回呂 

高速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、低速作動になり 
^ 〇 


® ウインドウウオツシ巾一 

の噴射 


ワイパーを作動させる 

►イグこッション位置を1か2にし 
9 〇 

► コンビネーションスイッチをまわし 
て、作動内容を選択しまず。 


I 
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ワイパー 


丘^まには巨:^の位置では、雨滴量 
に応じてワイパーの作動間隔び自動 
的に調整されまず。巳司の位置では、 

I ••• I の位置に比べ、よりかない雨滴 
量に反応し、ワイパーの作動間隔ち短 
<なりまず。 

〇 フ□ントウインドウび請れてし、な 
<てを、オートモード I またはオー 
トモード n にずると、ワイパーび1 
回作動します。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選がずると作動ずること 
びありまず。 

〇才 ートモード I または才ートモー 
ドロでワイパーび作動していると 
さ、停車時にフ□ントドアを開くと 
ワイパーは停止しまず。ワイパーは 
し U 下のときに作動を再開しまず。 

• セレクターレバーびまたは 
HE に入っている場合は、フ〇 
ントドアを閉じて、セレクター 
レバーを他の位置にしたとさ 

• セレクターレバーび CE または 
HE に入っている場合は、フ〇 
ントドアを閉じにとさ 

レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーびありまず。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイン 
センサーび正し<機能しな<なり 
ます。 


P フ□ントウインドウび請れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを停止位置にしてください。 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーび作動ずるおそれびあ 
りまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
方向に軽く押しまず。 

ウォッシャー液び噴射せずに、ワイ 
パーび1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウび;'!れ 
ているときにだけ使用してください。 

ウォッシャー液びかからないよ5にま 
意してください。 

フ□ントウインドウウォッシャーの 
晴射 

►イグニッション位置を1か2にし 
9 〇 

► コンビネーションスイッチを⑤の 
方向にいっぱいまで押しまず。 

押している間、ウインドウウォッ 
シャー液び噴射してワイノ く一を作動 
しまず。 

。ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で < ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜やミちれの付着を防ぐ効果びあ0 
ます。 
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Q 冬季にはウインドウウォッシャー 
液の濃度にミ主意し、冬用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してく 
ださい。 

〇 エンジンびかかつていて、ヘッド 
ライトび点灯しているとさに、ウ 
インドウウォッシャーを約10回 
噴射すると、ヘッドライトウォッ 
シャーび噴射されまず。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約10回噴射させるたびに、ヘッド 
ライトウォッシャーび2回噴射し 
ます。 


U アワイ パーの 操作 



の画ノブ 

因 [ M ] テールゲート ウインドウ ウォッ 
シャー 噴射の位置 
团作動の位置 
田停止の位置 

回®] テールゲー トウインドウ ウォッ 
シャー 噴射の位置 

イグニッシヨン位置び1か2のとを 
に作動しまず。 



リアワイ A ’一 を作動させる 

► ノブ®を持って、作動の位置回 
に合わせまず。 

U アワイパーび間欠で作動し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに U 
アワイパーインジケーター®び表 
示されます。 

〇イ グニッシヨ ン位置び 2 でフ□ン 
トワイパーび作動しているとさにセ 
レクターレバーを CE に入れると、 
U アワイノて一びし U 下のよ5に作動し 
ます。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とさは間欠で作動しまず 

• フ□ントワイパーびほ速あるし、 
は高速作動のとさはほ速で作動 
しまず 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を噴射ずる 

► ノブのを持って、 テールゲー トウ 
インドウウォッシャー噴射の位置 
№1に合わせて保持しまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、1」 
アワイパーび数回作動しまず。 


I 
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パワーウインドウ 


ワイ A ’一 のトラブル 


ワイ )(-の作動び巧げられている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているため、ワイパーの作 
動び巧げられている。ワイパーモー 
ターの作動び停止している。 

►ま全のため、エンジンスイッチから 
キーを巧をまず。 

または 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

► 障害物を取り除さまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でワイパーの点検を受けてくだ 
ごい。 

ウインドウウォッシャー液の晴射ノズ 
ルの角度び適切でない 

ウインドウウォッシャー液びフ□ント 
ウインドウの中央に噴射されない。ウ 
インドウウォッシャー液の噴射ノズル 
のち度び適切でない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で噴射ノズ j レの角度を調整してく 
ださい。 


パワーウインドウ 


A 警告 

ドアウインドウを開<とさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないでください。ドアウインド 
ウとドアフレームとの間に身体が引 
さ込まれて、けがをずるおそれがお 
0ます。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるとさは、身 
体や物が挟まれないよラに注意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイッ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 


A 警告 

子供が車内からドアウインドウを開 
開ずると、けがをずるおそれびあ0 
まず。モ供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でち)、車か 
ら離れるときは、キーを携帯してく 
ださい。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

子供をチャイルドセーフティシート 
に乗車させている場をでち、子供だ 
けを車内に残して車か5離れないで 
<ださい。 

• 車内の各部に触れて、重大なけが 
や致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがあります。 
子供が誤ってドアを開くと、子供や 
周囲の人がけがをずるおそれがあり 
まず。子供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをず 
るおそれがあります。 

子供を柔せるとさは、後席に乗車さ 
せ、 U アドアやリアドアウインドウ 
のチャイルドプルーフ□ックを使用 
してください。走行中にドアやドア 
ウインドウが開くと、子供や周囲の 
人がけがをずるおそれがあります。 


ドアウインドウの開閉 



運転席ドアのスイッチ 

①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
©ちフ□ントドアウインドウスイッチ 
⑤ちリアドアウインドウスイッチ 
④左 U アドアウインドウスイッチ 


パワーウインドウスイッチは各ドアに 
ありまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのドアウインドウが完全 
に閉じていることを確認してくだ 
さい。 

〇 PRE - SAFE 愈（[>42ぺージ）が作 
動したとさは、ドアウインドウが自 
動で閉じ、わずかに開いた状態で停 
止しまず。 

〇 ドアウインドウは、リモコン操作 
で開くことができまず0113ペー 
ジ)。 

〇 ドアウインドウは、 U モコン操作 
またはキーレスゴー操作*で閉じ 
ることができまず（[>113ページ）。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 巧ーウイン 


〇 運転席ドアのチャイ ル ド プルーフ 
□ックスイッチで、 U アドアにある 
リアドアウインドウスイッチを操作 
でさな<ずることがでさまず （050 
ぺージ)。 

〇イ グこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約日分間は、ドアウインドウ 
を開閉できまず。約日分(内にフ 
□ントドアを開< と、ドアウインド 
ウの開閉はでさな<なりまず。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさにドアウインドウスイッ 
チを操作すると、ドアウインドウは 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席ドアやリアドアのスイッチで 
開閉中のドアウインドウを操作ずる 
ことはできません。 

挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるときは十 
分ミ主意して < ださい。 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止しまず。ス 
イッチから手を放ずと、その位置から 
かし下降しまず。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
まず。 

このとさに挟み込みなどの抵抗がある 
と、ドアウインドウはただちに停止し 
て、スイッチから手を放ずと、その位 
置からかし下降しまず。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、ドアウインドウは挟み込み防止 
機能が作動しない状態で閉じまず。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約2秒 LU 内に再度ド 
アウインドウを閉じたとさは、ドアウ 
インドウは自動で閉じな<なりまず。 

このとさにスイッチを引さ続けてドア 
ウインドウを閉じると、挟み込み防止 
機能は作動しません。 
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コンビニエンスオープニング機能 

車内び暑くなっているときなど、乗 
車する前に車内の空気を換気したい 
とさは、 U モコン操作でし iTF の各部を 
開< ことびでをまず。 

• ドアウインドウ 

• パノラ S ックスライデインクリ[^フ * 

• 電動サンシェード* 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、作動しなひったり、誤作動ずる 
ことびありまず。 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行なラこと 
びでをまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルの近くから行なってください。 

コンビニエンスオープニング機能を作 
動させる 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの解淀ボタン [ S を押し続け 
ます。 

すべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライデイングルーフ*び 
開さまず。 

電動サンシェード*び閉じている 
とさは、電動サンシェード*び開 
をます。 

電動サンシェード*び全開になった 
後、解錠ボタンから指を放し、 
再度押し続けると、パノラミックス 
ライディングルーフ*び開きまず。 


コンビニエンスオープニング機能を中 
断ずる 

► キーの解淀ボタン [ S から指を放 
し 9 〇 


コンビニエンスク□—ジング機旨 g 

U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*により、車外から(下の各部を 
閉じることびでさまず。 

• ドアウインドウ 

• パノラ S ックスライディンクリ[^フ * 

• 電動サンシェード* 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 

A 警告 

車外からドアウインドウやパノラ 
ミックスライディングルーフ*を閉 
じているとさに身体などが挟まれそ 
ラになったとさは、似下の操作を行 
なって < ださい。 

• U モコン操作の場合は、施錠ボタ 
ン EC から指を放してください。 
そして、解錠ボタン US を押し続 
けて、ドアウインドウとパノラミッ 
クスライディングルーフ*を開い 
て < ださい。 

• キーレス3—操作*の場含は、コ 
ンビニエンスク□ージング操作部 
から指を放してください。そして、 
ただちにドア八ンドルを引さ続け 
て < ださい。 

ドアウインドウとパノラミックス 
ライディングルーフ*が開さまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 巧ーウイン 


〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作またはキー 
レス3—操作*を行な5と、作動 
しなかったり、誤作動ずることびあ 
りまず。 

〇ドアウインドウやパノラミックス 
ライディングルーフ*を閉じると 
さは、開□部に異物びないことを確 
認してください。 

〇車ひら離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとパノラミックスライ 
ディングルーフ*び閉じているこ 
とを確認してください。 

リモコン操作での作動 

〇 操作は運転席ドア八ンドルの近く 
から行なってください。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの施錠ボタン CE を押し続け 
ます。 

すべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライディングルーフ * び 
閉じまず。 

パノラ S ックスライディングルー 
フ*び閉じているとをは、電動サ 
ンシェード*び閉じまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ*び全閉した後、施湿ボタン 
因□から指を放し、再度押し続け 
ると、電動サンシェード*び閉じ 
ます。 

コンビニエンスク□ージング機能を中 
断ずる 

► キーの施湿ボタン m から指を放 
します。 


キーレスゴー操作での作動 


キーび 車夕 I にあり、ずべてのドアび閉 
じているとさに操作でさまず。 



ち側フ□ントドア 


► ずべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライディングルーフび閉じ 
るまで、ドア八ンドルのコンビニエ 
ンスク□—ジング操作部のに触れ続 
けまず。 

〇 コンビニエンスク□ージング操作 
部のみに触れていることを確認して 
<ださい。 

パノラミックスライディングルー 
フ*び閉じているとさは、電動サ 
ンシェード*び閉じまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ * び全閉した後、コンビニエン 
スク□ージング部から指を放し、再 
度触れ続けると、電動サンシェー 
ド*び閉じまず。 

コンビニエンスク□—ジング機能を中 
断ずる 

► コンビニエンスク□ージング操作部 
から指を放しまず。 
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ドアウインドウのリセット _ 

ドアウインドウが全閉しないときは、 

ドアウインドウのリセットを行なって 

<ださい。 

► ずべてのドアを閉じまず。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ドアウインドウスイッチを軽く引い 
て、ドアウインドウを全閉します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持します。 

ドアウインドウが再びかし開くときは 

► ただちにドアウインドウスイッチを 
軽く引いて、ドアウインドウを全閉 
します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持します。 

スイッチから手を放したときにドアウ 

インドウが閉じていれば、ドアウイン 

ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 

るとさは、再度上記の操作を行なって 

<ださい。 


ドアウインドウのトラブル 


ドアウインドウに障害物びあり、ドア 
ウインドウを閉じることびでさない 
とを 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドアウインドウを閉じることびでを 
ず、原因び分か5ないとき 

A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能が作動しない 
状態でドアウインドウを閉じるとき 
は十分ミ主意してください。閉じてい 
るドアウインドウに身体が挟まれる 
と、致命的なけがをするおそれがあ 
ります。 

閉じているドアウインドウが停止し 
て、かし開くときは、じ(下のようにし 
て < ださい。 

► ドアウインドウが停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引さ続けて 
<ださい。 

強い力でドアウインドウが閉じ 
ます。 

閉じているドアウインドウが再度停止 
して、かし開くときは、じ(下のように 
して < ださい。 

► ドアウインドウが停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引さ続けて 
<ださい。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、ドアウインドウが閉じまず。 
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走巧と停車 


走行と停車 


エンジンの始動 


重要な安全事項 
A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれびあります。 

フ□アマッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してくださし、。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 


重要なを全事項 


A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を聴い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、意識 
不明になったり死 t するおそれがあ 
0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れがあ0ます。 


A 警告 

滑りやすい路面では、シフトダウン 
操作でエンジンブレーキを効かせ 
ないでください。駆動輪びグリップ 
を失い、車両びス1」ップずるおそれ 
びあ0ます。これにより車両のコン 
卜□ールを失い、事故の原因になり 
まず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないで< 
ださい。 

セレクターレバーは停車していると 
をにのみ、操作してください。 

滑りやずい路面で発進ずるとさは、 
駆動輪び空転しないようにしてくだ 
ごい。駆動系部品を損傷ずるおそれ 
びありまず。 


B エンジンを始動ずるとさは、ァク 
セルぺダ>1レを踏まないでください。 

〇 エンジンを始動してから約30秒 
間は、触媒コンバーターを暖めるた 
め、エンジン作動音び高まることび 
ありまず。 

シフト位置 



セレクターレバー 
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シフト 

位置 

作動内容 

田 

パーキング位置 


駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 


完全に停車していないと 
をは、 [ E にしないでく 
ださい。 


シフト位置び [ PJ のとさ 
にのみ、キーを巧くこと 
びでをまず。シフト位置 
びのとさは、セレク 
ターレ パーび□ックされ 
ます。 

面 

U バース 位置 

後退するとさの位置でず。 

完全に停車していないと 
さは、 CE にしないでく 
ださい。 


□U ニュートラル位置 


動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してち 
ら5ことで、車を移動で 
をます。 

〇走行中はシフト位置 
を ESH にしないで<だ 
さい。トランス S ツシヨ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

曲 ドラィブ位置 

走行するとをの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 


[I エンジンはセレクターレバーび 
rm に入っているとをを始動でさ 
ますび、ま全のため、必ずセレクター 
レバーをにして、ブレーキぺ 
ダルを踏んで始動して< ださい。 

キーによるエンジンの$台動 


►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認しまず。 

►セレクターレバーび HE に入つ 
ていることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイツチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放しまず。 

エンジンび始動しまず。 

タッチスタート機能 


エンジンスイッチを3の位置（1>77 
ページ）までまわずずと、手を放して 
を自動的に スターターび 作動し続け、 
エンジンび始動しまず。 

キーレスコ’一操作によるエンジンの始 

動* 


A 警告 

キーが車内にあるとさは、キーレス 
づースイッチによりエンジンを始動 
でをまず。そのため、モ供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 
短時間でを、車か5離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、キー 
を携帯してください。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


〇 キーレス ZJ — スイッチ077ぺ一 
ジ）により、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことな<、エンジンを始 
動することびでさまず。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認しまず。 
►セレクターレバーび [ E に入っ 
ていることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押します。 

エンジンび始動しまず。 

P エンジン始動後はキーを携帯しに 
人び車から離れてを、エンジンは停 
止しません。車から離れるときは、 
短時間でを必ずエンジンを停止し 
て、車を施綻して <ださい。盗難の 
おそれびあ0まず。 

Q エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、約5 
秒間警告音び鳴りまず。また、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイび 
ホ<な0 " キーを認識でさません" 
と表示されます。 

さらに、ドアやテールゲートを開 
閉するたびに、この警告は繰り返し 
行なわれまず。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動できません。また、 
車を施綻することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 


Q ドア付近や ルーフの 上、ボン ネッ 
卜の上などの車がにキーがあると 
さちエンジンは始動でさることが 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 


発進 _ 

P セレクターレバーを EE に入れ 
るときは、完全に停車してくださし、。 
トランスミッシヨンを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

。エンジンが暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないで<だ 
さい。 

U 発進ずるとさは、車輪を空転させ 
ないよつ I ししてくたさい。駆動系部 
分を損傷するおそれがありまず。 

〇イ グこッシヨン位置が2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないと、セレク 
ターレバーを rc から動かずこと 
はでさません。 

► ブレーキペダルを踏んで保持し 
まず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを rE または CE 
に入れまず。 

A 警告 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないでくだ 
さい。車が急発進したり、オートマ 
チックトランスミッシヨンを損傷ず 
るおそれがあります。 
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►パーキンクブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルから足を放しまず。 
► 慎重にアクセルペダルを踏みまず。 

〇 車速感応ドア □ ツクび設定さ 
れているとさは、走行速度び約 
15 km / hLi (上になると自動的に車 
び施淀されまず。 

車速感応ドア□ツクの設定/解除 
については （072 ぺージ）をご覧 
<ださい。 

〇 エンジンび;ちえているとさは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれまず。これにより、排 
気ガスをを化する触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 

ヒル スター トアシスト 


あ道での発進時に車び後退まには前 
進するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

A 警告 

ヒルスタートアシストび作動して車 
び停止していてち、絶巧に車から離 
れないでください。約1秒後にはヒ 
ルスタートは解除され、車び動を出ず 
おそれびあります。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前道ずるのを防ざまず。 


じ(下のときは、ヒルスタートアシスト 
は作動しません。 

• 傾斜していない路面や下りおで発 
進するとさ 

• セレクターレバーび H 田に入つ 
ているとさ 

• パーキングブレーキび効いている 
とさ 

• ESP ® び故障しているとさ 


駐車 


重要な安全事項 


A 警告 

• 停車ずる前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを H のに入れ、バー 
キング ブレーキを 確実に効かせ、 
エンジンを停止してくださし、。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをした0、事故の原因に 
なります。 


A 警告 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいちのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 
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走行と停車 


〇短時間でを車から離れるときは、 
ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*を閉じて、車 
を施錠して < ださい。 

確実に駐車ずるために、し U 下のことを 
確認してください。 

• パーキングブレーキび確実に効い 
ていること 

• セレクターレバーび [ E に入っ 
ていて、エンジンスイッチからキー 
びなかれていること 

キーレス3—装備車ではイグニッ 
ション位置び0になっていること 

• あ道で駐車するとさは、前輪び歩道 
方向に向いていること 


エンジンの停止 


重要なを全事項 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力び必要にな0まず。 

車のコント□ールを失って事故を起 
こし、乗員びけびをするおそれびあ 
0ます。 

そのため、走行中はエンジンを停止 
しないでください。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却し 
てから、エンジンを停止してくだ 
ごし、。 


エンジンを停止ずる 


► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを江！!に 
入れます。 

B セレクターレバーびな□し分外に 
入っているとさをエンジンを停止で 
さまずび、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて、セレクターレバーを 
rpi に入れて<ださい。 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 

ているとを 

►キーをまわし、イグニッシヨン位置 
を0にして、キーを巧さまず。 

イモビライヴーび作動しまず。 

〇 セレクターレバーが [ E に入っ 
ているときにのみ、キーを抜くこと 
びでさまず。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 

イッチ*を取り付けているとを 

►キーレス3—スイッチを押して、エ 
ンジンを停止しまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを巧してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 
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A 警告 

走巧中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かなくなった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 

〇 走行中にキーレス3—スイッチを 
押してエンジンを停止しにときは、 
セレクターレバーを HE に入れて 
再度キーレス3—スイッチを押すと 
エンジンび始動しまず。 


パーキングブレーキ 



パー キングブレーキを解除ずる 

► ブレーキ ペダル⑤をいっぱいまで 
踏みます。 

► 解除八ンドルのを手前に引さまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
ra ] び消灯しまず。 


パー キングブ レーキを 効かせる 

►ち足でブレーキペダルを踏み、左 
足でパーキングブレーキペダル⑤ 
をいっぱいまで踏み込みまず。 

メーター パネルの ブレーキ警告 灯 
rwi び点灯しまず。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 


長期間駐車ずるとを 

約4週間 LU 上駐車したままにずると、 

パッテ U —び完全放電して損傷ずるお 

それびありまず。このようなときは、 

じ(下のようにしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続してくだ 
ごぃ。 

〇 バッテ U —充電器については、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間 LU 上駐車したままにずると、 

不具合び発生ずるおそれびありまず。 

このよラなとさは、別途対応び必要 

です。 

► 対応について、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 
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走巧と停車 


エンジンのトラブル 


トラブル 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にするとスター 
ターモーターの音び 
ずる。 


エンジンび始動し 
ない。スターター 
モーターの 音びず 
る。燃料残量警告灯 
び点灯していて、燃 
料計の指針び日をお 
している。 


エンジンび始動しな 
し)。スターターモー 
夕一の音びしない。 


エンジンの回輯び滑 
らかでなく、 S スフア 
イアも起きている。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

• エンジンの電気システムに異萬びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置にまわすか、 
方ーターパネルの表示口 /警告灯び消なずるまで、キーレス Z1’ ースイッ 
チを押してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリーびあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みても、エンジンび始動しないとさ： 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ U —の電圧 
び低< なっている。 

►他車のバッテ U —を電源として始動してください0319ページ)。 
エンジンび始動しないとさ： 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により スターターモーターび 過熱している。 

► スターターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずぎないでください。 

触媒を損傷ずるおそれびありまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 
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トラブル 


冷却水温度び約 
120むを超えている。 
冷却水警告灯び点な 
し、警告音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

リヴープタンクの冷却水量び非常に不足している。冷却水の温度び高ずぎ 
て、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかに安全に停車し、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと冷却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時の注意事頂を読んでから、;令却水を補給してください（[>232 
ぺージ)。 

冷却水量び正萬なとさは、ラジェターの冷却フアンび故障している可能性 
びある。冷却水の温度び高すぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 
► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで走行を続けることびでをます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 








才ートマチックトランス S ツ 



オートマチックトランス S ッシ 


シフト位置表示/走す5モード表示 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセル 
ペダルの下に物が入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれがありまず。 
フ □アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 



©シフト位置表示 
©走行モード表示 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びグ1」ップを失って車 
両びス1」ップし、事故を起こすおそ 
れびあ D ます。 


因パーキング位置 
困 U バース 位置 
回ニュートラル位置 
固ドライブ位置 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、現在のシフト位置のと走行モー 
ド②び表示されまず。 


シフト位置 


シフト位置作動内容 



パーキング位置 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 

完全に停車していない 
ときは、 EE にしない 
で < ださい。 

シフト位置び [ pj の 
とさにのみ、キーを巧 
<ことびでをまず。 

シフト位置び [ PJ の 
とさは、セレクター 
レ パーび □ ックされ 
まず。 


を邸 S 恒冊 
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EBJ リバース位置 

後退ずるとさの位置 
です。 

完全に停車していなし、 
とさは、 EE にしない 
_で < ださい。 

ENJ ニユートラル位置 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引して 
をらラことで、車を移 
動でさまず。 

〇走行中はシフト位 
置を fi のにしない 
で< ださい。トラ 
ンスミツシヨンを損 
傷するおそれびあり 
ます。 

LDJ ドライブ位置 

走行するとさの位置 
です。 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 


A 警告 

走行中はセレクターレバーを EE に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こずお 
それびあ0まず。また、駆動系部品 
を損傷するおそれびあ0まず。 


シフト位置の選択 

オートマチックトランス S ッシヨン 
は、シフト位置び CE のとさ、 m 下 
の状況に合わせて自動的にギアを変速 
し ^ 〇 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード （01 26ぺージ） 

• アクセルペダルの踏み具を 
• 走行速度 

運転のヒント 
アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアが変速ずるタイ S ングが変化し 
ます。 

• 軽く踏んだときはシフトアップずる 
タイミングが早くなります。 

• 深く踏み込んだときはシフトアッ 
プするタイ三ングが遅 < なりまず。 

キックダウン 

急な加速が必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
低いギアに変速し、素早<加速し 
ます。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 


I 












才ートマチックトランス云ッ 



。キック ダウンずるとさは、周囲の 
状況にミ主意しなびら操作して < だ 
ごい。事故を起こずおそれびあり 
ます。 


走行モード 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションのギアの変 
速特性を選択でさまず。 


走行モードの選択 



► 走行モード選択スイツチ®を押し 
ます。 

E モードー S モードー E モードと 
切り替わりまず。 

走行モードの選択（マニュアルギアシ 
フト装備車） 



► 走行モード選がスイツチ®を押し 
9 〇 

E モード — S モード— M モードー 
E モードと切り替わりまず。 

走行モードの選択（オフ□-ドパッ 
ケージ装備車） 



走行モード選択スイッチのを押し 
ます。 

押すたびに、オートマチックギアシ 
フトとマニュアルギアシフトび切り 
替わります。 


走行モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済性を重視 
したモードです。 

S モード 

スポーテイな走行に適 
したモードです。 


マこユアルでギアを 

M モード* 

選択でさまず（1>129 
ぺージ)。 


〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとをは E モードにな 
りまず。 


B を邸6恒冊 


ぷオフ□ー ドパッケージは曰本仕様には装備されません。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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パドルによる操作 



①左側パドル 
⑤ち側バドル 


走行モードび M モード*(外のとさ 
は、パドルを操作して、オートマチッ 
クトランスミッションの変速範囲を変 
えることびでさまず。 

マニュアルギアシフト （0129 ぺージ） 
を選択しているとさは、パドルまたは 
セレクターレバーを操作してギアを選 
おすることびでさまず。 

〇 パドルによる操作は、セレクター 
レバーび HE に入っているとさの 
み行なえまず。 


E モードの特性 _ 

走行モードび E モードのとさは 、 LUT 
のよラになりまず。 

• エンジンとオートマチックトランス 
S ッシヨンび快適性を重視した制御 
になりまず。 

• オートマチックトランス云ッシヨン 
び早めにシフトアップするため、燃 
料消費び抑えられまず。 


• 前進-後退とをに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進しまず。 

•滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行ま定性び向上しまず。 

• オートマチックトランス云ッシヨン 
び早めにシフトアップするため、ェ 
ンジン回転数びほくが P えられ、車輪 
び空転しにくくなりまず。 


テイップシフト _ 

セレクターレバーび HE に入ってい 
て、走行モードび E モードか S モー 
ドのとをに、 オートマチックトランス 
ミッションのギアの変速範囲（ギアレ 
ンジ）を変えることびでをまず。 



①ギアレンジ表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイ下 
部のギアレンジ表示のに、選択した 
ギアレンジび反転して表示されまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 












128 


才ートマチックトランス S ッ 


ギア 

レンジ 

作動内容 

曲 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜6速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜5速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜4速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜3速の範囲で自動 
的に変速しまず。緩やか 
な坂道などを走行ずると 
きに使用します。 

圆 

1速〜2速の範囲で自動 
的に変速しまず。急な坂 
道やエンジンブレーキび 
必要なときに使用しまず。 

励 

1速に固定されまず。エ 
ンジンブレーキび最大に 
作用します。 


〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではあ0 
ません。 

〇 シフトダウンしたとさにエンジン 
の許容回転数を超えるおそれびある 
ときは、エンジン保護などのため、 
シフトダウンごれません。 

〇 エンジンの許容回転数に近づく 
と、自動的にシフトアップされ、高い 
ギアレンジび選択されまず。 


〇 オフ□ー ドパッケージ装備車は、 
オフ□ード-ドライブ-プ□グラム 
を作動ごせているとさにエンジンの 
許容回転数に近づいてを、自動的に 
シフトアップされず、高いギアレン 
ジち選択されません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさは、 
操作を行なってを、選択したギアレ 
ンジに変わらないことびありまず。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
りまず。 

テイツプシフトにずる 


► セレクターレバーを左側 D - に操作 
し 9 〇 

または 

►左側パドルを引をまず。 

オートマチックトランス S ッシヨ 
ンびシフトダウンし、対応したギ 
アレンジになりまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを左側 D - に操作 
しまず。 

または 

►左側パドルを引をまず。 

高いギアレンジを選択ずる 


► セレクターレバーをち側 D + に操 
作しまず。 

まには 

► ち側パドルを引さまず。 


B を邸 e 恒冊 


《オフ□ードパッケージは曰本仕様には装備されません。 
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テイップシフトを解除ずる 


► ギアレンジ表示に" D " び表おされる 
まで、セレクターレノ（一をち側 D + 
に操作して保持しまず。 

または 

► ギアレンジ表示に" D " び表おされる 
まで、ち側パドルを引いて保持し 
ます。 

テイップシフトび解除ごれ、ギアレン 

ジび CE になりまず。 

最適なシフトレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを左側 D - に操作 
して保持します。 

まには 

► 左側パドルを弓 I いて保持しまず。 

そのとをの加速や減速に最を適したギ 

アレンジび選択されまず。 

〇 テイツプシフトにしていないとさ 
にセレクターレバーをち側 D + に操 
作ずるひ、ち側パドルを引くと、走 
行速度やエンジン回転数に応じてシ 
フトアップび行なわれまず。 


マニュアルギアシフト 


マニュアルギアシフト①選択 


①ギア表示 
⑤走行モード表示 


マニュアルギアシフトは走行モード 
選択スイッチを押して選択するこ 
とびでさまず。セレクターレバーび 
EE に入っているとさに、セレクター 
レノ（一またはパドル*を操作して、ギ 
アを選択でさまず。 

► マルチフアンクションディスプレイ 
の走行モード表示⑤に " M " び表示 
されるまで、走行モード選択スイッ 
チ（>126ぺージ）を繰り返し押し 
ます。 

マルチフアンクションディスプレイ下 
部のギア表示®に、選択したギアレ 
ンジび反転して表示されまず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP ® 
の機能を解除しないで走行ずること 
をお勧めしまず。 



I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なってを、 
選択したギアに変速しないことびあ 
りまず。 

高いギアを選択ずる 

►セレクターレバーをち側 D + に軽 
<操作しまず。 

または 

► ち側パドルを弓 I きまず。 

ほいギアを選択ずる 

► セレクターレバーを左側 D - に軽く 
操作します。 

または 

► 左側パドルを引きまず。 

キックダウン 

マニュアルギアシフトを選択している 
ときにを、キックダウンを行なうこと 
びでさまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速しまず。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチを押して、 
S モードまには E モードを選択し 
まず。 


〇 左側パドルを引いて保持ずると、 
そのとをの加速や減速に最を適した 
ギアび選択されまず。 


〇 セ L 

曲 


レクターレバーび I 了 


N 


のいずれかに入っているとさ 
は、パドルによる操作を行な5こと 
びでをません。 

〇 エンジンの許容回転数に近づく 
と、自動的にシフトアップされまず。 

〇 オフ□ー ドパッケージ装備車は、 
オフ□ード.ドライブ.プ□グラム 
を作動させているとさにエンジンの 
許容回転数に近づ'いてを、自動的に 
シフトアップされず、高いギアレン 
ジを選択されません。 

〇 シフトダウン操作をしなくてを、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンずること 
びありまず。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
を、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車ずると、ギアは1速にシフト 
されまず。 

〇 停車時は1速と2速を選択でさ 
まず。 


B を邸6恒冊 


《オフ□ードパッケージは曰本仕様には装備されません。 












才ートマチックトランス S ッ 


131 


オートマチックトランスクッションのトラブ J レ 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッショントランスミッションオイルび減っている。 

び正し<変速しない。^ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けてください。 

加速性能び悪化してトランスミッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
いる。 2速ギアか U バースギアで走行でさる場合びありまず。 

トランスミッションが停車してください。 

び変速しない。 ^シフトポジションを巧 J にしてください。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10秒 UUi 待ってから、エンジンを再始動しまず。 

► シフトポジションを LE にします。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

IJ バース ギアになりまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッションの 
点検を受けて < ださい。 


I 
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メー ターパネル 


メー ターパスル 


メーターノ（ネルの各部の名称について 
は（[>23ページ）をご覧ください。 

A 警告 

；><ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障ずると、走 
行速度や外気温度、警告口/表示灯 
や故障/警告^ッセージなどが表示 
でをなくなることがありまず。また、 
車両操縦性に影響を与えるおそれが 
ありまず。十分ま意して走行してく 
ださい。 

また、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場に連絡してください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
LU 下のとさに表示されまず。 

• イグこッシヨン位置を1か2にし 
たとさ 

0 の位置にしてから約3日秒後に表 
示が消えまず。 

• パーキングライトがの車がライト 
が点灯したとさ 

車がライトが消口してから約3日秒 
後に表示が消えまず。 


また、 liTF のとさに表おされて約30 
秒後に表示が消えまず。 

• U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠したとさ 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 開いている運転席ドアを閉じたとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
とメーターパネルの照度を調整ずる 



► 乂ーター} くネル照度調整ノブのを 
時計回りまたは反時計回りにまわ 
し 〇 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の照度が変化しまず。 

^ーターパ ネルが点灯して いるとさ 
は、^ ーターパ ネルの照度ち変化し 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 
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エンジン冷却水温度計 _ 

メーターパネルの左側にあ0まず。エ 
ンジンの/令却水温度を表 7 J \ しまず。 

指定の冷却水を適切な混合比で使用し 
ているとさは、約120でまでは才一 
ノ (ーヒートは起こしません。 

暑い曰や上り坂が続< とさなどに、冷 
却水温度の表示が120で付近を示ずこ 
とがありまずが、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告ッセー 
ジが表おされない限り、故障ではあり 
ません。 


燃料計 

燃料の鶏量を表示します。 

燃料タンクの容量は約66リツトル 
です。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告灯 _ 

燃料の鶏量がかな < なると点灯し 
ます。 

警告灯が点口したとさの残量は約8 
U ットルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 


义 t - —。メー ッ — 

車の走行速度を km / h で表示しまず。 
スピード^ーターの内側には、ク 
ルーズコント□ールインジケーター 
(>163 ぺージ）および可変スピード 
リミッタ ー ^^インジケーター(>167 
ぺージ）がありまず。 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

[I 指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のにめ、燃料供 
給が行なわれな < なりまず。 

9環境 

必要政上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気ミち染の原因になり 
まず。 


B を邸 s 恒掛 
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メーター パネル 


夕1■気温度表示 _ 

外気温度を表おしまず。 

が気温度の上昇や下降は、かし遅れて 
表示に反映されまず。 

が気温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、が気温度表示は路面 
からの顧射熱などの影響を受けまず。 
したがって、が気温度表示が実際のが 
気温度と異なることがありまず。 

A 警告 

外気温度表示が日で！;でち、路面が 
凍結していることがあります。走行 
には十分注意してください。 


時計 _ 

時計の時刻は、 COMAND システムの 
時刻に連動しまず。 

時刻を調整ずるとさは、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


B を邸6恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作して<ださい。注意がそれ、運 
転に集中することができず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

ーターパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示灯、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性わあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況に合わせて<だ 
さし、。 

また、ただちに^ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示します。そ 
のため、車両が安全に使用できるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさな< 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた;ルセ デス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず方ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイツチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア I 」ングをまわしな 
がら操作すると、事故を起こすおそ 
れがおります。 


マルチフアンクシヨンステアリング 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステアリングのスイッチで行 
ないます。 

ステア U ングのスイッチでは、 
COMAND システムの一部の操作を 
行なラこともできまず。詳しくは、 
COMAND システムの別冊取扱説明書 
をご覧 < ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
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r スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のぉ作 _ 

イグニッシヨン位置を1にずると、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイは作 
動します。 


マルチファンクシヨンステアリングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンディスプレイを操作しまず。 



①マルチフアンクシヨンディスプレイ 


⑤ち側キーパッド 
⑤音声認識スイッチ 

④ U ターンスイッチ/音声認識解除ス 
イッチ 

⑤ を側キーパッド 


を側キーパッド 




機能 

团 

因 

スク□—ルスイッチ 

インこューおよび 
ニュー U ストの呼び出し 

囚 

田 

スク□—ルスイッチ 

輕< 押ず： 


• 1」ストのスク□ール 


• サブメニューまたは機能の 
選お 


•オーディオ こュー：ラジ 
才の手動選局、トラックの 
選択、 DVD ビデオのチャプ 
夕一選択 


•電話メニュー：電話帳の表 
示および電話帳の名前また 
は電話番号の選択、発信履 
歴の選択 


押して保持する： 


•オーディオメニュー：ラジ 
才の自動選局、トラックの 
早送り/早戻し、 DVD ビ 
デオの早送り/早戻し 


•電話メニュー：電話帳のス 
ク□ール 


回 U 確定スイッチ 


• 選択した項目の確定やメッ 
セージの確認 


•電話 メニュー： 電話帳の表 
示および電話の発信 

•オーディオメニュー：選局 
操作の停止 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 











マルチフつ 
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ち側キーパッド 
機能 

^通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳/発信履歴を閉じる 

[S 通話開始スイッチ 

• 電話の発信 
• 発信履歴の表お 

I + 1 音量スイッチ 

d • 音量の調節 

m 消音スイッチ 

オーディオやナビの音青案 
内などの消音 

音声認識スイッチ 

機能 

cs 音声認識スイッチ 

• 音青認識の開始 
〇 音声認識の詳細について 
は、 COMAND システムの 
別冊取扱説明書をご覧< だ 
ごし、。 


リターンスイッチ 
機能 

胃 U 夕ーンスイッチ/音声認 
識解除スイッチ 

軽く押す： 

•戻る 

• 音青認識の中止 

•故障/警告メッセージの 
消去、ひとつ前の画面への 
移動 

• 電話帳/発信履歴を閉じる 
押して保持する： 

• 基本画面への移動 


I 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
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r スプレイ 



①表示エ U ァ 
⑤メニュー U スト 

メニュー U スト⑤には、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイのメインメ 
ニューび表示されまず。 

メニューリストを表示させる 

►己]またはを押しまず。 

〇 メニューリストを表おさせてか 
ら約3秒間何を操作しないと、メ 
ニューリストの表示は消えまず。 

基本操作 


メインメニューを選択ずる 

► メニュー U ストび表示されていると 
さに己]またはを押して、メ 
インメニューを選択しまず。 


ひとつ前の画面に戻る 

► を押しまず。 

基本画面（トリップメニュ ー) に戻る 

► 卜 U ップメニューび表示されるまで 
胃を押しまず。 

まには 

► 胃を押して保持しまず。 

選択を確定ずる 

► 应のを押しまず。 

オーディオや通話などの音量を調 
壁ずる 

► m また-は W スイッチをキ申し 
まず。 

消'音ずる 

► [ S を押しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 








マルチフつ 
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メインメニューとサブメニュー 



機能 

① 卜 U ップメ ニュー 0140ページ） 

③ ナビ メニュー （M 42ぺージ） 

⑤ 才ーディ オメ ニュー (01 44ぺージ） 

④ TEL メニュー （01 45ぺージ） 

メンテナンス メニュー （>147 ぺージ） 
n •故障/警告メッセージの表示（>147ページ） 

W •タイヤ空気圧警告システムの表示 （^242 ページ） 

•メンテナンスインジケーターの表示（1>259ぺージ) 

® 設定 メニュー (01 48ぺージ） 


I 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 










トリップメニュ • 


基本画面を表示させる 


卜 U ップ こユーで 表示 
項目は iu 下の通りでず。 


設定でさる 


• 本^I巧が 

• エンジン始動時からの情報表示 
0140ぺージ） 

• リセット時からの情報表示（>141 
ぺージ） 

• 走行可能距離•瞬間燃費表示（>142 
ぺージ） 

• 走行速度表お（>142ページ） 

トリップメニューを表示させる 

►百□またはを押して 、にュー 
リストで" トリッ T II を選択しまず。 

基本画面 


①卜 u ップメーター 
③オド メーター 
⑤時刻表お 

トリップメーターのは、 U セット後 
の走行距離を表示します。 

オドメーター⑤は、これまでに走行 
したお離の総合計を表示しまず。 

時刻表お⑤の時刻は、 C 0 MAND シ 
ステムの時刻に連動しまず。 

〇 時刻を調整ずるとさは、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 


► 基本画面び表おされるまで た I を 
押すか、押して保持しまず。 

または 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► E または ra を押して、基本画 
面を表示させます。 

トリップメーターをリセットずる 

► 基本画面を表示させまず。 


0 K ] を押しまず。 


確認画面が表示されまず。 

► E を押して" はい" を選択し、 
应のを押します。 

エンジン始動時か5の情報表示 

①エンジン始動時か s の走行距離 
⑤エンジン始動時か S の経過時間 
⑤エンジン始動時か S の平均ま度 
④エンジン始動時か S の平均燃費 


エンジンを始動しにとさを起点とした 
情報を表おしまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 


















マルチフ: 



〇 イグニッシヨン位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過ず 
ると、自動的に U セットされまず。 

約4時間じ(巧にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経過後、まには 
9夕 99 km 走行後に自動的に U セッ 
卜されます。 

エンジン始動時か5の情報表示画面を 
表示させる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► E または口□を押して、エン 
ジン始動時からの情報を表おさせ 
ます。 

エンジン始動時か5の情報を手動でリ 
セットずる 

エンジン始動時からの情報は手動で U 
セットすることをでさまず。 

► エンジン始動時からの情報を表おさ 
せます。 


リセツト時か5の情報表示 

f 他画 u|gl 

① u セツト時からの走行距離 

③ 1」セツト時からの経過時間 
⑤ U セツト時からの平均速度 

④ 1」セツト時からの平巧燃費 

U セツトしたときを起点とした情報 
を表しま3。 

リセツト時か5の情報を表示させる 

► 卜1」ツプメニューを表おさせまず。 

►丘！!または口□を押して、1」セツ 
卜時からの情報を表示させまず。 

リセツトずる 

► U セツト時からの情報を表おごせ 
9 〇 


0 K を押しまず。 


互のを押しまず。 

-^^^^^^^^ j 

L - 確認画面び表示されまず。 


確認画面び表示されまず。 

因を押して" はい" を選択し、 
r ^ R ] を押しまず。 


確認画面び表示されまず。 

► 丘！!を押して" はい" を選択し、 
区のを押しまず。 

〇 U セツト後は、9夕99時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に I 」セツ トされまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
















走行可能距離.瞬間燃費表示 


走行速度表示 




①瞬間燃費 
③走行可能距離 

瞬間燃費のは、走行中の瞬間燃費を 
km / l で表示しまず。エンジンびかかつ 
てし''るときに表示されまず。 

走行可能距離⑤は、現在の燃料残 
量で走行可能なおよそのお離を計算 
し、予測値として表示しまず。イグ 
ニッシヨン位置び2のとさに表示され 
ます。 

走行可能距離-瞬間燃費を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表示させまず。 

► E または ra を押して、走行可 
能お離-瞬間燃費を表おさせまず。 

〇 燃料残量びかないとをは、走行可 
能お離の代わりにび表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンドで 
給油してください。 


①走巧ま度表示 

走行速度を表示します。 

走行速度を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► ▼ I または I ▲ I を押して、走行速 
度を表示ごせまず。 


ナビメニユ- 


ナ ビメニ ューを表示させる 

►己]または E を押して、メニュ - 
U ストで" ナピ" を選択しまず。 

ルート案内を巧なっていないとを 



①進巧方向の方位表お 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向の方位のび表示されまず。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 















ルート案内を行なっているとき 


交差点（分岐点）に接近していないとき 


車線変更を伴なラちが時の例 


0 ^ - 124kr 

レ® 


S してぃなぃとき 

①交差点（分岐点）•通過点までの距離 
(2) 翻な赵，車線 


①目的おまでの距離 
⑤交差点（分岐点）.通過点までの距離 
⑤交差点（分岐点）.通過点での進行 
ち向 

車線変更を伴わないちが時の例 

①交差点（分岐点）.通過点までの距離 
⑤交差点（分岐点）-通過点での進行 
方向 


交差点（分岐点）-通過点に接近ずる 
と、音声案内び行なわれ、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに交差点（分 
岐点）.通過点までの距離のと交差点 
(分岐点）.通過点での進行方向⑤び 
表示されます。 


⑤適切な走行車線 
⑤車線変更表お 

複数の車線びある道路を走行している 
とさは、適切な走行車線⑤と車線変 
更表示⑤び表示されまず。 

ルート案内中の表示 

C 0 MAND システムで目的 i せを設定し 
にときやルート案内をしているとき 
は、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにけ下のよ5な表示び行なわれるこ 
とびありまず。 

通過点や目的地に到着したとさに表示 
されます。 

" 目的地周辺で ず" 

目的地び比較的大さな施設のとさなど 
に、目的 i せに到着ずると表示されるこ 
とびありまず。 

" 新 ルート" 

当初の案内ルートから外れたり、渋滞 
び発生した場合などに表おされること 
びありまず。計算後はルート案内に戻 
りまず。 


B を邸〇恒脚 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 









"ルー ト計算 中" 

ルートを計算しているとさに表示され 
ます。 

" 案内ルートタ 卡" 

車が地図に表示されない場所にあると 
さ、または駐車場などの道路がの場所 
にあるときに表示されることがあり 
ます。 

"ルー ト なし" 

目的地までのルート窠内が計算でさ 
ない場をなどに表おされることがあり 
ます。 

〇 ナビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説日月書」 
をご覧ください。 


オーディオメニュー 

〇 オーディオの詳細については、 
COMAND システムの別冊取扱説明 
書をご覧ください。 

ラジオ局を選局ずる 



►己]まにはを押して、メニュー 
1」ストで" 才-テ'' イオ" を選択しまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► E または E を押しまず。 

プ I 」セツ トされたラジオ局び選択さ 
れまず。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► 丘！!または E を押して保持し 
まず。 

受信周波数が動さ、次に受信でさる 
周波数で停止しまず。 

トラックを選択ずる 



の" FMI " または " FM 2" 

" AMT または " AM 2" 

@プ I 」セツト番号/ラジオ局名/ 

受信周波数 

COMAND システムで、ラジオを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 


①音楽 ソース 表示 

( II ディスクメモリ-力-ド 1711 HDD "/ 
"MEDIA INT ." V " 外部入力"） 

@トラック番号/トラック名 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、；><モリーカード、 
ミュージックレジスター、ディアイ 
ンター フてー ス*、外部入力）が音楽 
ソース表示©に表示されまず。 

►白]または EK ] を押して、^こュー 
リストで" 才-テ'' ィオ" を選択しまず。 
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ぷ画面表おや操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 









マルチフ: 



トラックを選択ずる 

ディスク、モ U —力ード、ミュー 
ジックレジスター、ディアインター 
フェース*のいずれかを再生している 
とさは選曲を行なラことがでさまず。 

► E または E を押しまず。 

次または前のトラックが選択され 
ます。 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 


テレビ受信時の表示 




①チャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
ます。 

►百〕またはを押して、こユー 
リストで" 才-テ''イオ" を選択しまず。 

チャプターを選択ずる 

► または E を押しまず。 

次または前のチャプターが再生され 
ます。 


COMAND システムで、テレビを受信 
してし''るときに表示されまず。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 

TEL メニユ ー 

携帯電話を COMAND システムに接 
続ずることにより、八ンズフ U —通話 
がで'さまず。 

0 COMAND システムには Bluetooth ® 
接続で携帯電話を接続でさまず。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説日月書」をご覧< ださい。 

A 警告 

安全のたが、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってきた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けてください。 

どラしてを電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフリー機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


I 


《画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 










TEL メニューを表でさせる 


電話帳か6電話を発信ずる 


► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► [ ZU または E を押して 、乂こ一 
リストで " TEL " を選択しまず。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 電話待ち受け" と表示され 
ます。 

着信した電話を受ける 



怖义 

¥60 

着信中..， が j 

1 

営業部田中さん 1 

卜。 

叫 


発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話が着信ずると上記のよ5な ><ッ 
セージが表示されまず。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を終える（電話を切る） 

► を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 

〇 上記の操作は TEL ^こユーを表示 
していないとさち行なラことがでさ 
ます。 


COMAND システムに登録されている 

電話帳から電話を発信でさまず。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさまず。詳し < は、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」 
をご覧 < ださい。 

►百]または E を押して、こュー 
リストで " TEL " を選択しまず。 


] E または区りを押しまず。 


電話帳が表示されまず。 

► または E を押して、発信先 
を選択します。 

電言舌帳の U ストがスクロールしまず。 

E または E を約 2 秒政上押し 
続けると、電話帳データがスク□一 
ルしまず。 E または nri を約4 
秒政上押し続けると、あかさたな… 
行、および各アルファベットの最 
初の登録項目ごとにスク □ ールし 
まず。 

電話帳データに電話番号び 1 件のみ登 
録されている場合 

►[ S または臣りを押しまず。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に、 "発信中..." の><ッセージと発 
信した電話番号が表示されまず。電 
話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前ち表示されまず。また、発 
信した番号が履歴に登録されまず。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
















まには 

電話帳データに複数の電話番号び登録 
されている場合 

► [ S または区のを押しまず。 

► E または E を押して、発信し 
たい電話ま号を選択しまず。 

► [ S まには区のを押しまず。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に、 "発信中..." のメッセージと発信 
した電話番号び表示されまず。電話帳 
に名前び登録されているとさは、名前 
を表示されます。また、発信したま号 
び履歴に登録されまず。 

または 

電話の発信を止める場合 

► またはを押しまず。 

〇 ステア1」ングの [ S スイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じにとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 

発信履歴か5電話を発信ずる 

►百]またはを押して、メニュー 
1」ストで " TEL " を選択しまず。 

► COMAND ディスプレイに" 電話待 
ち受け" と表示されているとさに、 
[ S を押します。 

発信履歴び表示されまず。 

► 丘！!または E を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S まには区のを押しまず。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
<なりまず。 


または 

電話の発信を止める場合 

► またはを押しまず。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
<なりまず。 



メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目は(下の通りでず。 

• 故障表お 

• タイヤ空気圧警告システム（[>242 
ページ） 

• メンテナンスインジケーター 
(>259ぺージ） 

メンテナンスメニューを表示させる 

►因□または cs を押して、メニュー 
1」ストで" メンテナス" を選択しまず。 

故障表示 

故障や異苗び発生したとさ、故障や 
異苗の内容びメッセージで表おごれ 
ます。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
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r スプレイ 


A 警告 

表示される故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容ち限られています。故障/警 
告メッセージは運転者を支援するち 
のです。発生した故障や異常に対処 
して 車の安全性を確保する責任は運 
乾者にありまず。 

故障/警告;ッセージが表示された 
とさは、必ず分ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

自動表示機能 

故障や異常が発生したとさは、故障/ 
警告 ><ッセージが自動的に表示され 
ます。 

複数の故障や異常があるとさは、故 
障/警告ッセージが約5秒間隔で 
順番に表示されまず。 

><ンテナンス こユーに戻るときは、 
または面。を押しまず。 


故障/警告メッセージを手動で確 

認 ずる 

► [ Z ] または EE ] を押して、こユー 
リストで" メンテナンス" を選択しまず。 

II 日メッセージ" と表示されている 
ときは、故障や異常はありません。 
故障や異常があるとさは、 "2 乂ッ 
セージ" のように故障や異常の件数 
が表示されまず。 

► E または [Z] を押して、 "2 ><ッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
ます。 


〇" メソサ：/ス II を選択して約3秒経過ず 
ると、 II メッセージ "び自動的に選 
おされます。 

►故障や異常びあるとさは、店のを押 
し弓0 

故障や異苗の内容び表示されまず。 

複数の故障や異常びあるとを 
は、 E または E を押して、故 
障/警告メッセージを順まに表示 
させまず。 

► メンテナンスメニューに戻るとき 
は、を押しまず。 

〇 表おされる故障/警告><ッセージ 
については（[>276ページ〜）をご 
覧< ださい。 

〇 故障/警告 ッセージは、イグこッ 
シヨン位置を 0 にずると消えまず。 

ただし、故障や異常の状況が変わら 
ない場合は、なにイグニッシヨン位 
置を 1 か 2 にずるか、エンジンを 
始動したとさに、再び故障/警告 
メッセージび表示されまず。 



設定メニューで設定でさる項目は LU 下 
の通0でず。 

• メーターの 設定 
• ライトの設定0150ぺージ） 

• 車両の設定 （0152 ページ） 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 













マルチフつ 
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• コンフオートの設定 （01 54ページ） 
• 設定項目の初期化56ページ） 

設定メニューを表示させる 

► 百 □ または E を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 

メーター 

し U 下の設定びでさまず。 

• 速度-お離単位 

• ディスプレイ下部の表示 （>149 
ぺージ） 

速度.距離単位の設定 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位を設定でさ 
ます。 

► 設定メニューでまにはを 
押して、 "メーター" を選択しまず。 


► 区のを押しまず。 

設定画面び表示されまず。 



► I OK I を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

km 

表示単位びキ□メー トル 
設定になりまず。 


" km / h ", " km " などで表 
示されます。 

miles 

表示単位びマイル設定に 
なりまず。 


" mph ". " mi " などで表示 
ごれます。 

A 警告 

1マイル （ mph ) は約1 .6 km ( km / h ) 
です。マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイの表示単位がマイル表示になつ 

ていると、 

誤って速度を超過するお 


それびあ0ます。必ず表お単位をキ 
□メー トルにしてください。 

ディスプレイ下部の表示の設定 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
下部に表示される項目の設定びでさ 
まず。 

► 設定メニュー（[>148ページ)で E 
または I ▲ を押して、" メ ーター " 
を選択します。 

► 应のを押しまず。 

►丘！!を押して、設定画面を表おさ 
せます。 


B を習恒化 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 

















► I OK I を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

夕'!気温度 
表示 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ下部に 
が気温度が表示され 
ます。 

速度表示 
[mph]: 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ下部に走 
行速度 imph ) び表お 
されます。 

ライト 


1；( 下の設定がでさまず。 


• へッドライト点ロモード 
• インテ U ジェントライトシステム 
• □ケイタ ー ライティング 
• ルームランプ消口遅延機能 

へッ ドライト点灯モードの設定 

へッドライトの点灯モードの設定がで 
さまず。 

► 設定こユー（[>148ページ）で E 
または I ▲ I を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应口を押しまず。 

設定画面が表示されまず。 


► I 0K I を押して、設定を変更しまず。 

表示 設定内容 

オン 常時点灯モードでず。 

ライトスイッチが |auto| 
の位置にあるとさは、イ 
グこッシヨン位置を1 
か2にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセン 
スライトが常に点灯し 
ます。 

また、エンジンを始動す 
ると、へッドライトと 
LED ドライビングライ 
卜が常に点灯しまず。 

オフ 手動点灯モードでず。 

へッドライトなどを点 
口ずるときはライトス 
イッチを操作しまず。 

日本ではこのモードに設 
定して < ださい。 

〇 安全のため、エンジンがかかつ 
ているときは設定を変更でさま 
せん。このときは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに "エンジンオ 
フ時のみ" と表示されまず。エンジ 
ンを停止してから設定を変更して< 
ださい。 


を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 












マルチフ: 
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〇 甫時点灯モードは、走行中の常時 
点灯び義務付けられている諸国に 
巧応しています。日本では手動点 
灯モードに設定して使用してくだ 
さい。 

常時点灯モードで自動的に点灯ずる 
ライトは、車幅灯、へッドライト、 
LED ドライビングライト、テール 
ランプ、ライセンスライトでず。そ 
の他のライトを点灯するとをは、各 
スイッチを操 fF して < ださい。 

インテリジェントライトシステムの 
設定 


詳しくは （^1 02ページ）をご覧くだ 
さし、。 


□ケイターライティングの設定 


□ケイターライティングの設定びでさ 
ます。 


□ケイターライティングには、周囲 
び暗くライトスイッチび匹巧の位置 
にあるとさに U モコン操作で解錠ずる 
と車外ライトび点灯ずる機能（解錠時 
点灯機能）と、周囲び暗いとさにエン 
ジンを停止ずると車がライトび点灯ず 
る機能（車外ライト残照機能）びあり 



を 

邸 

恒 

Iml 

HDr 


ます。 


インテ U ジェントライトシステムの設 
定びでさまず。 

► 設定メニュ ー0148 ページ）で rri 
または I ▲ I を押して、" ライト" を 
選択します。 


上記の機能で点灯ずる車外ライトは LU 
下の通りでず。 

• 車幅灯 

• LED ドライビングライト 


► 区のを押します。 

► ra を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 



► I 0K I を押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

インテ1」ジェントライト 
システムび作動しまず。 

オフ 

インテ1」ジェントライト 
システムは作動しません。 


• テールランプ 
• ライセンスライト 

► 設定メニュー（[>148ページ）で rri 
まには I ▲ を押して、" ライト" を 
選択しまず。 

► 区のを押しまず。 

► ra を押して、設定画面を表おさせ 
9 〇 



► I 0K I を押して、設定を変更しまず。 


《画面表示や標作ち法などは予をなく変更されることびあります。 







スプレイ 


表示 

設定内容 

表示 

設定内容 

オン 

解錠時点口機能と車がラ 
ィト残照機能が作動し 
ます。 


オン 

ルームランプ消口遅延機 
能が作動します。 



オフ 

ルームランプ消口遅延機 
能は作動しません。 

オフ 

解錠時点口機能と車外ラ 
ィト残照機能は作動しま 
せん。 



詳しくは 

0104ページ）をご覧くだ 


詳しくはい64、99ぺージ）をご覧く 
ださい。 

ルームランプ消な遅延機能の設定 

エンジンスイッチからキーを巧くと、 
ルームランプ（ルームランプび自動 
点灯モードのとさ）やラゲッジルー 
ムランプび点灯ずる機能の設定びで 
をます。 

► 設定メニュー(>148ぺージ)で因 



ごし、。 

車両 


まには ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

应のを押しまず。 

E を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 


が ▲ ウ 

ルーム ランプ 

が 消灯遅延： 亢 

EB 

が DK ボタンでオフ 孤 

_ライト 

が 14:38 20.5で ’ 脚 


[ OKj を押して、設定を変更しまず。 


し U 下の設定びでさまず。 

• ウインタータイヤスピード US ッ 
夕一 

• 車速感応ドア□ック （01 53ぺージ) 

• アンサーバック機能* (1>154ぺ一 
ジ） 

ウインタータイヤスピードリ吉ッター 
の設定 

最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるに 
めの機能でず。 

曰本仕様でを設定はでをまずび、法定 
速度を守つて走行してください。 

► 設定メニュー（1>148ページ）で m 
または口□を押して、 "車両" を選 
おしまず。 


店のを押しまず。 

設定画面び表示されまず。 


B を邸6恒冊 


ぷ画面表おや操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 
















$0 化ひ 

速度制限 

が 樓タイヤ)： 巧 

因 

J 田 0 K ボタンで変更 4 

▼ 車両. 

が 14 J 8 20.5で ’ が0 


区のを押します。 

丘！!または E を押して、設定を 
変更します。 

回りを押しまず。 


表示 



設定内容 

ウインタータイヤス 
ピードリミッターは 
作動しません。 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


車速感応ドア □ ックの設定 

走行速度び約 15 km / hii (上になった 
ときにドアとテール ゲー トを自動的に 
施綻ずる機能の設定びでさまず。 

► 設定メニユー0148ページ）で丘 □ 
または E を押して、" 車両" を選 
おしまず。 

► 区のを押しまず。 

► ra を押して、設定画面を表おごせ 
まず。 


240 km/h 
230km/h 
220km/h 
210km/h 
200km/h 
190km/h 
180km/h 
170km/h 
160km/h 


《上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
を行する際は、必ず法定ま度や制限连度 
を遵守してください。 

〇 ウィンタータイヤスピード U 三ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッター (>164 ぺージ） 
の設定速度の上限は、ウィンタータ 
イヤスピード U 三ッターの設定速度 
になりまず。 



应のを押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 

詳しくは 

ごし、。 

072ページ）をご覧くだ 


B を習恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
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r スプレイ 


アンサーバック機能の設定* 

U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車両を解読/施読しにとさに 
確認音び鳴る機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー （^1 48ページ）で E 
または ra を押して、" 車両" を選 
択します。 

► 区のを押しまず。 


► を押して、設定画面を表おさせ 

ます。 



►凶 i ] を押して、設定を変更しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作時または 
キーレス3—操作時*に 
確認音び鳴りまず。 

オフ 

U モコン操作時または 
キーレス3—操作時*に 
確認音び鳴0ません。 

詳しくは 

ださい。 

(063、66ぺージ）をご覧く 


コンフオート 


m 下の設定びでさまず。 

• イージーエント U — 

• フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能 

• 施錠時のドア S ラー格納 

イージーエントリーの設定 

イージーエント U —の設定びでさ 
ます。 

イージーエント U —を設定ずると 、 LU 
下のとさにステア U ングび上方に移動 
しまず。 

• エンジンスイッチからキーを巧いた 
とさ 

•イグニッション位置び 0 か 1 で運 
転席ドアを開いたとさ 

► 設定メニュー0148ページ）で E 

または E を押して、 "コンフオー 
卜" を選択しまず。 


► 应を押しまず。 

設定画面び表示されまず。 



► I 0K 1を押して、設定を変更しまず。 


B を邸6恒冊 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
ぷ画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 

* オプションや仕様により、異なる装備でず。 









表示 

設定内容 

オン 

イージーエントリーが作 
動します。 

オフ 

イージーエントリーは作 
動しません。 


詳しくは（>86ページ）をご覧くだ 
ごい。 

A 警告 

• テ供だけを残して車か！5離れない 
で < ださい。誤ってエンジンスイッ 
チからキーを抜いた D 、 運転席ド 
アを開くとイージーエント U —び 
作動し、けびをずるおそれびあり 
ます。 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び巧まれないよラにミ主意し 
て < ださし、。 


フ□ントシートべ J レトのテンション自 
動調壁機能の設定 

イグニッション位置び2のとさ、フ〇 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着するよラに、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
びでをまず。 

► 設定メニュ ー01 48ぺージ）で m 
または E を押して、 "コン フオー 
卜 II を選択しまず。 


► L ? J を押して、設定画面を表示させ 
まず。 



► I 0K I を押して、設定を変更しまず。 

表示 設定内容 

オン イグニッション位置び2 
のとさに、フ□ントシー 
卜べ J レトのテンションび 
自動的に調整されまず。 

オフ フ□ントシートベルトの 

テンシヨンは調整され 
ません。 


詳しくは（>94ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

施綻時のドア吉ラー格納の設定 

U モコン操作またはキーレス3’ 一 操 
作*での施錠時にドア S ラーを格納ず 
る機能の設定びでさまず。 

► 設定メニユ ー0148 ぺージ）で m 
または E を押して、 "コン フオー 
卜 II を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 


► 区のを押します。 


《画面表示や標作ち法などはモをなく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 








スプレイ 


E を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 


もな □ック時のミラー格納 ：式 

因 

J 田 OK ボタンでオン ニ 

_ P ンフオート 

が 14:38 20.5で ’ 柳 


I OK I を押して、設定を変更しまず。 




表示 

設定内容 

オン 

施錠時のドア S ラー格納 
機能が作動しまず。 

オフ 

施錠時のドア S ラー格納 
機能は作動しません。 

詳しくは 

(>88ページ）をご覧くだ 


さい。 

設定項目の巧期化 


設定メニューのすべての項目を工場出 
荷時の設定に初期化ずる（戻ず）こと 
びでさまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► 設定メニュー（[>148ページ)で田 
を押して、" 設定ネ刃期 化" を選択し、 
fOKl を押しまず。 

確認画面び表示されまず。 



W 全ての設定を 

iO 初期化しますか？ 


が 

W 14:38 


初期設定 
20.5でバロ 



►丘□を押して、 "はい" を選択し、 
而 を押します。 

初期化び実行され、 II 工場出荷時の 
設定に初期化しました "と表示さ 
れまず。 

"いいえ" を選択ずると、元の画面 
に戻りまず。 

ft ま全のため、走行中は初期化を 
行な5ことびでさない項目びあり 
ます。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびありまず。 
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オフ□-ド走巧装備 


オフ□ー ド走行のための装備には、 

下のちのがあ0まず。 

• 4 MATIC 

車両操縦性や走行安定性を高める 4 
輪駆動システムでず。 

• DSR 

下り坂を走行ずるとさに設定した 
速度を維持しよラとずるシステム 
です。 

• オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 

エンジンの出力特性やギアシフトの 
タイミングなどをオフ□ー ド走行に 
適した設定にしまず。 


4MATIC 

4 MAT には、 ESP ® や ETS とともに滑 
りやずい路面での駆動力の空転を防 
ざ、発進時や加速時の走行安定性を向 
上させ、車両操縦性を確保しよラとす 
る 4 輪駆動システムでず。 

。フ□ントまたはリアをつり上げて 
けん引しないで<ださい。ブレーキ 
システムや駆動装置を損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

Q ダイナモ><一夕一を使用してパー 
キングブレーキをテストずるとさ 
は、イグニッシヨン位置を0か1 
にして、約1日秒間内でテストを 
行なって<ださい。駆動系部品やブ 
レーキシステムを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


P ダイナモ><一夕一上で走行テスト 
を行なうときは、2軸ダイナモ><一 
ターのみを使用して<ださい。駆動 
系部品やブレーキシステムを損傷ず 
るおそれがありまず。詳しくは、；>< 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

A 警告 

4 MAT には車両操縦性や走行安定性を 
高他る装備で、無謀な運転からの事故 
を防ぐをのではありません。 4 MATIC 
車でを、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界があります。 

運転時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任がありまず。 
駆動力が不足して駆動輪が空転した 
とさは、政下の操作を行なってくだ 
さし、。 

• 発進しているとさは、アクセルぺ 
ダルを踏む力をでさるだけゆるめ 
てくださし、。 

• 走行しているとをは、加速を避け 
て < ださい。 

• 道路および交通状況に応じた運転 
をして < ださい。 

〇 積雪路などでは、ウィンタータイ 
ヤ （ M+S タイヤ）や スノーチェー 
ンを装着ずることにより、 4 MATIC 
の効果が最大限に発揮されまず。 


I 


《 DSR およびオフ□ー ド-ドライブ-プ□グラムは日本仕様には装備されません。 








158 


オフ□—ド走巧装備 


DSR 

DSR (ダウンヒル-スピード-レギュ 
レーシヨン）は、下り坂を走行ずると 
さに自動的にブレーキを作動させ、設 
定した速度を維持しようとするシステ 
ムです。 

下り坂の勾配が急になるほどブレーキ 
の効さ具合は強<なりまず。平坦な路 
面やゆるし''勾配の路面を走行するとさ 
は、ブレーキの効さ具合は弱<なるか、 
ブレーキは作動しなくなりまず。 

DSR はセレクターレバーが[のか 
[ E 、 m に入っているときに、走 
行速度を制御しまず。 DSR が作動し 
ているときち、アクセルペダルかブ 
レーキ ペダルを踏むことによって、い 
つでち加減速ずることがでさまず。 

A 警告 

DSR は、下り坂を走行ずるときに運 
転者の操作を補助する装置です。下 
0坂の勾配度をいの判断や、車両の 
操作については、運転者に全責任が 
おりまず。 

下り坂の勾配や、走行速度と DSR ® 
設定速度の速度差によっては 、 DSR 
を作動させているとさに急激にブ 
レーキが作動ずる可能性がありまず。 
また、路面状況や車両に装着されてい 
るタイヤによっては、 DSR が設定速 
度を維持できないことがあります。 
これ5により車両操縦性を失い、事 
故を起こずおそれがあ0ます。 

状況に合わせた速度に設定し、必要 
であれば ブレーキ ペダルを踏んで減 
速してください。 


A 警告 

DSR を作動させているときでもアク 
セルペダルを踏むと車は加速します。 
下り坂を走行しているとさは、アク 
セルペダルか5足を放ずとすぐに、 
DSR はブレーキを作動させます。下 
0坂の勾配や、走行速度と DSR の設 
定速度の差によっては、急激にブレー 
キが作動ずる可能性があ 0、 車両操 
縦性を失い、事故を起こずおそれが 
おりまず。 

Q マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに DSR に関する故障/警告><ッ 
セージが表示されたときは(>282 
ページ）をご覧< ださい。 


DSR の作動と解除 



エンジンがかかっていて、走行速度が 
約3日 km/h Li (下のとさに作動させる 
ことがでさまず。 


DSR を作動させる 

► DSR スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示口のが点口しまず。 


B を邸6恒冊 


《 DSR は日本仕様には装備されません。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイに 
DSR インジケーター@®と設定速度 
が表示されまず。上部の DSR インジ 
ケーター③と設定速度表示は、数秒 
後に消えまず。 

O 30 km / haU 上の速度で走行してい 
るとさは、 DSR を作動させること 
がでさません。このとさはアルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに、 
"最高速度 30 km / h " と表示され 
ます。 

DSR を解除ずる 

► DSR スイッチ⑤を押しまず。 

スイッチの表示灯のび消灯しまず。 

下部の DSR インジケーター④と 
設定速度表示び消えまず。また、上 
部の DSR インジケーター⑤と" 才 
フ II び数秒間表示されまず。 

〇 走行速度が約 35 km/h を超えたと 
きは、 DSR は自動的に解除されまず。 
このとさは、確認音が鳴り、上部の 
DSR インジケーターと" オフ" が数秒 
間表示されまず。 



レバーを操作ずることにより、 4 km/h 
〜1 8 km/h の間で DSR の設定速度を 
変更ずることがでさまず。 

〇 エンジンを停止したとさは、設定 
速度は消去され、初期値 (4 km / h ) 
になりまず。 

OdSR スイッチを押して DSR を角军 
除したとさは、設定速度は記憶され 
まず。エンジンを停止しないで再度 
DSR を設定したとさは、記憶され 
ている速度に設定されまず。 

0 設定速度を変更したとさは、上部 
の DSR インジケーター⑤と設定 
速度び数秒間表示されまず。 

設定速度を上げる 

► レバー⑤を®の方向に操作し 
まず。 

Ikm/h 単位で設定速度が上がり 
ます。 

または 

► レバー®を®の方向にいっぱいま 
で操作します。 


I 


2 km/h 単位で設定速度が上がり 
ます。 
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設定速度を下げる 

► レバー⑤を®の方向に操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバー⑤を®の方向にいっぱいま 
で操作しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 


オフ □ー ド.ドライブ. プ□グラム 


悪路や冠水路などを走行ずるときは、 
オフ□ー ド.ドライブ.プ□グラムを 
作動させて < ださい。 

エンジンの出力特性やオートマチック 
トランスミッションのギアシフトの夕 
イミング、 ABS 、 ESP ®、 ETS などの 
制御び、オフ□ー ド走行に適したをの 
になりまず。 

積雪路や凍結路を走行するとをや、ス 
ノーチェーンを装着しているときは、 
オフ□ー ド.ドライブ.プ□グラムを 
作動ごせないで < ださい。 

〇 オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラ 
ムを作動させているとさは、より 
高いエンジン回転数でシフトアップ 
びなわれることびありまず。 



オフ □ー ド. ドライブ.プ□グラムを 
作動させる 

►イグニッシヨン位置び2の位置の 
とさに、オフ□ー ド-ドライブ■プ 
□グラムスイッチ⑤を押しまず。 

スイツチの表示灯のび点灯しまず。 



マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにオフ□ー ド.ドライブ.プ〇 
グラムインジケーター⑤び表示さ 
れまず。 

オフ □ー ド. ドライブ.プ□グラムを 
解除ずる 

► オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
スイッチ⑤を押しまず。 

スイッチの表示灯のび消灯しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のオフ□ー ド.ドライブ.プ□グラ 
ムインジケーター⑤び消えまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を1にずると、 
オフ□ー ド.ドライブ.プ□グラム 
は解除されまず。 


&オフ□ー ド.ドライブ.プ□グラムは日本仕様には装備されません。 


B を邸6恒冊 
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走巧装備 


走行装備には、(下のちのびありまず。 
• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的 I こ維持して走行で 
をます。 

• 巧変スピードリミッター 

設定速度を超えないよ5に走行で 
をまず。 

• パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

• サイドビューカメラ 

助手席側のフ□ントタイヤ周辺や助 
手席ドア下方の映像を表示しまず。 

• パーキングアシスト1」アビ ュー カ 
メラ 

車両後方の映像と音声案内により、 
車庫入れや縦列駐車などの後退操作 
を補助します。 

ABS 、 BAS 、 アダプテイブブレーキラ 
ンプ、 ESP ®、 EBD については、走行 
ま全装備（杉50ページ）をご覧くだ 
さし、。 


クルー乂」ノトロール _ 

クルーズコント□ールを設定ずること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
を、設定速度を自動的に維持して走行 
でさまず。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用ずることを 
想定したをのでず。市街 i せでは使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は 30 km/h iiLh でず。 

A 警告 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、 クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任がありまず。 
クルーズコント□ールを 使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
ミ主意を払ってください。 


A 警告 

し U 下のよラな場合はクルーズコント 

□ールを使用しないで < ださい。 

• 一定の走行速度を維持でをない道 
路•交通状況の場を（交通量がをい 
場合やカーブが連続している場 
合）。事故を起こすおそれがあり 
まず。 

• 路面び滑0やすい場含。ブレーキ 
や加速によ0駆動輪がグリップを 
失い、車がスリップするおそれが 
あ0ます。 

• 霧や激しい雨、雪などで視界が確 
保でさなし''場合。 



を邸 S 恒脚 
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Q クルーズコント□ールの設定速度 
と、スピード^ーターおよびマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの速度 
表示には、若干の誤差が生じること 
がありまず。 

Q 指定のサイズで4輪とち同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールが誤作動ずるおそれが 
ありまず。 

Q 急な上り坂では速度を維持ずるた 
めにシフトダウンずることがあり 
ますが、設定した速度を維持でさ 
ないとさはアクセルペダルを踏んで 
加速して < ださい。 

Q 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとをなどは、走行速度を維持ずる 
にめに自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それびあります。 


クルーズコント□-ルを設定ずる 



①現在の走行ま度に設定する/設定速 
度を上げる 
⑤表示な 

⑤記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行ま度に設定ずる 

④ 現在の走行ま度に設定する/設定速 
度を下げる 

⑤ クルーズコン ト □ー ルと可変 スピード 
U 5ッターを切り替える 

© クルーズ コント □ー ルを解除ずる 

クルーズコント□ールは、可変スピー 
ドリミッター（1>164ぺージ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示灯③び消灯していることを確 
認しまず。 

表示灯び点灯しているとさは、レ 
ノ（一を⑤の方向に押しまず。 

表示灯び消灯しまず。 

► 設定しにい速度で走行しまず。 

►レノ（一を®または④の方向に操作 
します。 


B を邸6恒冊 


そのとさの走行速度に設定され 
ます。 
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または 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
前回の設定速度に設定されまず。 

前回の設定速度が記憶されていない 
とさは、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

A 警告 

前回の設定速度に設定するとさは、 
周囲が安全な状況であることを確認 
して<ださい。走行中の速度と設定 
速度に大さな差があると、急加速や 
急減速して事故を起こすおそれがあ 
りまず。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

自動的に設定速度を維持しながら走 
行します。 

〇 政下のとさはクルーズコント□一 
ルは設定できません。このときは、 
マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" クルーズコント□ー ル"と 
II —— km / h " が数秒間表示され、 
11---"が点滅しまず。 

•約 30 km/h 下の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP ® の機能を解除しているとき 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

〇 上0坂では設定速度を維持でさ 
ないことがありまずが、平坦な路 
面になると設定速度に戻りまず。 
下り坂では設定速度を維持ずるた 
めに、自動的にブレーキを効かせ 
ることがありまず。 



( u 政が娃度 


感 クルーズコント□ールインジケーター 

クルーズコント□ールが設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" クルーズコント□ー ル"と設定 
速度®が数秒間表示されまず。 

また、設定速度から上の部分のクルー 
ズコント□ールインジケーター®が 
点の' しまず。 

〇 クルーズコント□ールインジケー 
ターの目盛りは日 km / h 単位でず。 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に操作します。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上がりまず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km / h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
まず。 

手を放したとさの速度に設定され 
cK 弓 〇 


I 
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〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとをは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放ずと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、 1 km/h 
単位で下び0まず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位び切り下びり、 10km/ 
h 単位で下びりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを®の方向に下げている 
ときは、シフトダウンしたり、自動 
的にブレーキを効かせることびあり 
まず。 

クルーズコント□ールを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
まには 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

まには 

► レバーを⑤の方向に押しまず。 

レノ（一の表示灯び点灯して、巧変ス 
ピード U ミッターび操作でをる状態 
になりまず。 


LU 下のとさを、クルーズコント□ール 
は解除されまず。 

• 走行速度び約 30 km / hLU 下になっ 
たとさ 

• ESP ® び作動したときや、 ESP ® の 
機能を解除したとを 
• セレクターレバーを rm に入れた 
とさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに" クルーズ 
コント□ール解除" び数秒間表示され 
ます。 

まに、パーキングブレーキを効かせに 
とさをクルーズコント□ールは解除さ 
れます。 

A 警告 

走行中はセレクターレバーを EE に 
入れないで<ださい。エンジンプレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランス'ッシヨンを損傷する 
おそれびあ0まず。 


巧変 スピー ド U 吉ッ ター 

巧変スピード U S ッターを設定ずるこ 
とにより、アクセルペダルを踏んで 
を、設定速度を超えないよ5に走行で 
をまず。 

設定できる速度は 30 km/h から 
21 Okm/h までの間でず。 

&上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定连度や制限ま度 
を遵守してください。 
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A 警告 

走行しているとをは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないで<ださい。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびありまず。 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A 警告 

走行時は法定ま度を遵守して<だ 
さい。可をスピード|」=ッター使用 
時のま全確巧や危険回避については、 
運転ちに全責任びあ0まず。 

P 可変スピード U S ッ ターの 設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびありまず。 


〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るときなどは、走行速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
テイップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最高速度に応じた最高速 
度を設定できるウィンタータイヤス 
ピー ド U ミ ッ ターび装備されてい 
ます。詳しくは0152ページ）を 
ご覧ください。 

ウィンタータイヤスピード1」 S ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードI」 S ッ ターの設定速度の上限 
は、ウインタータイヤスピード1」 
S ッ ターの設定速度になりまず。 

〇 車の最高速度！;■(上に設定してを、 
最高速度し U 上の速度で走行ずること 
はでをません。 

〇 仕様により、設定でさる速度び異 
なる場合びありまず。 

〇 設定速度を維持でさないとさは、 
警告音び鳴0、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" 制限速度超え 
ました" と表示されることびあり 
ます。 
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可変スピードリ吉ッターを設定ずる 



①現在の走行ま度に設定する /30 km/h 
に設定する/設定速度を上げる 
⑤表示な 

⑤記憶されている前回の設定ま度に 
設定する/現在の走行速度に設定ず 
る /30 km / h に設定ずる 

④ 現在の走行ま度に設定する /30 km/h 
に設定する/設定速度を下げる 

⑤ 可変 スピー ドリ 云ッターとクルーズコ 
ント□ールを切り替える 

® 可変スピード U 云ッターを解除する 

巧変スピードリミッターは、クルーズ 
コント□—ル（[>161ぺージ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示灯③び点灯していることを確 
言忍します。 

表示灯び消灯しているとさは、レ 
ノ（一を⑥の方向に巧しまず。 

表示灯び点灯しまず。 


A 警告 

運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード us ッター 
の機能と設定速度を伝えて < ださい。 
可変スピード U S ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでを速度び上がらず、事故を 
起こすおそれがありまず。 

可変スピード US ッターは設定速度 
1;^上に加速ずる必要のないとさに使 
用して < ださい。 

巧変ス ピー ド US ッターを 設定し 
ているとさは、料下の操作を行なつ 
たとさにのみ、設定速度！;上の速度 
にすることがでさます。 

• レバーを 操作す る 
• アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンさせる 

ブレーキ操作により、可変スピード 
リミッターを解除することはできま 
せん。 

►レノ（一を©または④の方向に操作 
しまず。 

• 走行速度が 30 km/hLU 上のとき 
は、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

• 走行速度が 30 km/hL ツ下のとき 
は、 30 km/h に設定されまず。 
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または 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されまず。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hLU 上の 
とさは、そのとさの走行速度に 
設定されます。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hL ツ下の 
ときは、 30 krn / h に設定されまず。 

A 警告 

可変スピード US ッターを設定ずる 
とさは、周囲の安全、特に後方の車な 
どにミ主意しながら操作して<ださい。 
記憶されている前回の設定速度が走 
行速度より低いとさは、記憶されてい 
る前回の設定速度に設定すると、ア 
クセルペダルを踏んでいてを車は減 
速します。 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 

ている前回の設定速度は消去され 

ます。 



Qj 言文/^速度 

( D 巧変スピード U S ッターインジケー 
夕一 


可変スピードリ三ッターが設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 制限速度" と設定速度®が数 
秒間表示されまず。 

また、設定速度から下の部分の可変ス 
ピー ドリ ミッターインジケーター® 
が点灯しまず。 

〇 可変スピードリミッターインジ 
ケーターの目盛りは日 km/h 単位 
でず。 

設定速度を変更ずる 
設定速度を上げる 

► レバーを①のち向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下がりまず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り下がり、 10 km / 
h 単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
9 〇 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


B を邸〇恒掛 







168 


走行装備 


可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
まには 

► レバー を⑤の方向に押しまず。 
レバーの 表示灯び消灯して、 クルー 
ズコント□ールび操作でさる状態に 
なります。 

A 警告 

可変 スピー ド U 吉ッターはブレーキ 
ペダルを踏んでち瞄除でさません。 

し U 下のとさを、可変スピード U ミッ 
ターは解除されまず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音び鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
し iLh ほい速度までは、キックダウン 
してを解除されません。 

• エンジンを停止したとき 


八ークト□ニック 


A 警告 

バークト□ニックは運転ちをす損する 
システムです。運転者はパークトロ 
ニックだけに頼らず、おず周囲の状況 
を確認してくださし、。 


パークト□ニックは、超音波センサー 
による電子式駐車補助システムでず。 
車両と障害物との距離を視覚的、聴覚 
的に示しまず。 

パークト□ニックは、じ(下のとさに自 
動的に作動しまず。 

• イグニッション位置び2のとさ 

• シフトポジションび EE 、 HE 、 
EE のいずれかのとさ 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとさ 

パークト□ニックは、走行速度び約 
1 8 km/h LU 下のときに作動しまず。 
走行速度び約 18 km / hl ； ■(上になると 
作動を停止します。 

フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
リア J (ンノ く一の4個のセンサーび障害 
物などを感知しまず。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントノ（ンノち側の例) 


A 警告 

特に周辺に人や動物びいないことを確 
認してください。 


B を邸6恒冊 











走行装備 


169 


[I センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して、 
約20秒後にパークト□ニックび停 
止することびありまず。センサーに 
損傷をちえないよ5ま意して、定期 
的に清掃してください（[>266ぺ一 
ジ）。 


センサーの感知節囲 



側ちか S 見た感巧範囲 


上ちから見た感巧範ほ 


フ□ントバン A ’一 のセンサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 部 

約 60 cm 〜1日 cm 


リアバン A °— のセンサー 


センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 部 

約 80 cm 〜 1日 cm 


[I バンパーのセンター部で約 20cm 
(巧、コーナー部で約 15 cm Li (内 
にある障害物は感知でをません。 


〇センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取り付けないで<ださい。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷しにり事故につなびるおそれ 
びありまず。 

〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分ミ主意してく 
ださい。これらびを近距離巧にある 
とを、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

〇不整化などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正苗に作動しないこ 
とびありまず。 

〇温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生させる機器び車のお< 
にあるとき、 まに エンジン ルームの 
温度び高いときは、パークト □ニッ 
クび正常に作動しないことびあり 
ます。 
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インジケーター/作動表示な 



フ□ント 


①左側インジケーター 
⑤ち側インジケーター 
⑤フ□ント作動表示な 



U ァ 

①左側インジケーター 
⑤ち側インジケーター 
⑤ U ァ作動表示灯 

パーク ト □ニックの インジケー ター/ 
作動表示灯は、フ□ントは、ダッシュ 
ボード上の図の位置、 U アは、ラゲッ 
ジルーム上方の図の位置にありまず。 


感知飽囲に障害物び入ったとを 

黄色インジケーターび1個点灯し 
ます。 

障害物とのお離びお<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
てし''をます。 

障害物との距離び近くなったとを 

黄色インジケーターに加えて1個目の 
赤色インジケーターび点灯し、警告音 
び断続的に約3秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約3秒間鳴0まず。 


パークト□ニックの 作動 


パークト□ニックは、シフト位置に応 
じて、 m 下のように作動しまず。 


シフト位置 

作動内容 

1 D 1 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯び点灯 
しまず。 

1 R II N 1 

フ□ントと U アのセ 
ンサーが作動し、フ 
□ントとリアの作動 
表示灯が点灯します。 

1 P 1 

パークト□ニックは 
作動しません。 

〇 イグニッシヨン位置を 2 にずる 


と、すべてのインジケーターと作動 
表示灯び一瞬点灯しまず。 
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八ークト□ニックの停止 



①表示な 

⑤バークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックの機能を解除で 
さまず。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさに、 
パークト□ニックオフスイッチ② 
を押します。 

スイッチの表示灯のび点灯しまず。 

A ’ー クト□ニックを作動させる 

► パークト□ニックオフスイッチ② 
を押します。 

スイッチの表示灯®び消灯しまず。 
〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してを、な 
にイグニッシヨン位置を2にして 
パーキングブレーキを解除したと 
さ、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 


パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点灯している。 
約2秒間警告音び 
鳴ごた 。 

約20秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークトロ 
ニックオフスイッチ 
の表示むび点灯した。 

パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点灯している。 
約20秒後に パークト 
□ニックの 機能び解 
除された。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

パークト□ニックの故障のため、機能び觸除されている。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
パークト□ニックの点検を黃けてください。 


パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください0266ページ）。 

►再度、イグニッション位置を2にしてくださし、。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください（1>17日ペー 
ジ)。 











走行装備 


173 


サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装備され 
た力ラにより、助手席側のフ□ント 
タイヤ周辺や助手席ドア下方の映像 
を、 COMAND ディスプレイに表示し 
ます。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助します。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ；><ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認して < ださい。 

A 警告 

サイドビューカメラは運転者を支 
援するシステムです。運転者はサイ 
ドビューカメラだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して<ださい。特 
に周辺に人や動物がいないことを確 
認してください。 


A 警告 

サイドビューカ^ラ使用時において 
も安全確保や危険回避については、 
運転者に全責任があ0まず。 


A 警告 

COMAND ディスプレイの映像にはお 
くにある障害物の遠近感が正し<映 
し出されなかったり、映像が非常に見 
えづ5いことがありまず。 COMAND 
ディスプレイの映像だけを見て発進 
や路肩への幅寄せなどをずると、人 
や他の車、障害物に衝突した0、事 
故につながるおそれがありまず。 

サイドビューカ^ラ使用時において 
を、目視による安全確認を行ないな 
がら運転してください。 

P 乗車人数や荷物の積載量により、 
サイドビューカメラの映像範囲は変 
化し、それに伴いガイドラインの 
示ず位置にち誤差が生じまず。必ず 
自分の目や三ラーで周囲の状況を直 
接確認して < ださい。 

D ボディ側面前方や後方にある物は 
ディスプレイには表示されません。 

U が気温度が低いときは、 COMAND 
ディスプレイが暗 < なったり、日央 
像が薄<なることがありまず。ま 
た、動いている物の映像が歪んだり、 
COMAND ディスプレイに表示され 
ないことがあります。 

P 必ず指定されたサイズのぶイー J レ 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
1；(列のホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 
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y 力 ラや力 ラの周囲に強い衝撃 
を与えないでください。力ラが故 
障した0、力ラの取0付け位置や 
角度がずれるおそれがありまず。 

P ドアミラーや力ラを損傷した 
り、力ラの取り付け位置や角度が 
ずれたときは、ずみやかにルセデ 
ス-ベンツ指定 サービス エ場で力 
ラの修理および調整を行なって < だ 
さし、。 

P 力；>< ラの修理および調整は必ず^ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なって<ださい。お客様自身で 
作業を行なラと、システムが正常に 
作動しな < なるおそれがあ0まず。 

P 力 ラや関連部品の取りがしや分 
解、改造は絶对に行なわないで < だ 
さい。 

P ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれがあるとさや、" ガイ 
ドでさません。オーナーズマこ ユア 
ルを参照ください" といラ^ッセー 
ジが表示されたとさは、ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けて < ださい。 


P iU 下のよ5な場合は、サイドビュー 

力 ラは正常に作動しません。 

• 助手席ドアが完全に閉じてし、 
ないとさ 

• 助手席側ドア三ラーが完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェー ンや応急用スペア 
タイヤを装着しているとき 

• 激しい雨や雪が降っているとさ 
や霧のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用するとさ 

• 力ラにへッドライトや日光の 
反射などの強い光が直接当たっ 
たとさ 

• 董光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさが出ることがあり 
まず） 

• 急激な温度変化があったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入 
るとさなど） 

• 力；>< ラが曇ったり水滴が付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• 力 ラに泥やミちれが付着したとさ 
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巧車ずるとをの注意 


サイドビューカメラの表の節囲 


. 洗車時に高圧式スプレーガンを使 
用するとをは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
ごい。水圧び高いにめ、故障の原因 
になりまず。 

• カメラを清掃ずるときは、きれいな 
水で巧れを落とし、やわらかい巧で 
巧さ取ってください。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

まに、強い力で乾巧さしないでくだ 
さい。変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷ずるおそれびありまず。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
カメラにワックスび付着しないよ5 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正力ーシャン 
プーを混ぜた洗;争液で拭さ取ってく 
ださい。 

サイドビューカメラの位置 




①ヴイドビューカメラの表示範囲 

サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲®を表おしまず。 

サイドビューカメラの作動と停止 

サイドビューカメラを作動させる 

イグニッシヨン位置び2のとさにサイ 
ドビューカメラを作動させることびで 
をます。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
© ボタンを押しまず。 

または 

► アプ U ケーシヨンェ U アの" システム II 
を選択します。 

設定基本画面にな0まず。 


①助手席側ドア吉ラー 
⑤ヴイドビューカメラ 


I 


サイドビューカメラ③は助手席側ド 
ア S ラー®の下部に装備されてし、 
ます。 
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設定基本画面 

► II サ仆''ピュ- カメラ" を選択します。 

サイドビューカメラび作動し、 
COMAND ディスプレイに、サイド 
ビューカメラの映像とガイドライン 
び表示されまず。 


サイドビューカメラを停止ずる 



—4 


► COMAND コント□—ラーを押ず 
か、 COMAND コント□ールパネル 
の©ボタンを押しまず。 

設定基本画面に戻りまず。 

まには 

► COMAND コント□ールパネルのア 
プリケーシヨン選択ボタンか通話開 
始ボタンを押しまず。 

それぞれのボタンに応じた画面にな 
りまず。 

再度 COMAND コント□—ルパネル 
の贷ボタンを押ずと、サイドビュー 
カメラび作動しまず。 


〇 パーキングアシスト1」アビューカ 
メラの起動設定で" 1」バース連動" 
を選択しているとさにセレクターレ 
バーを EE に入れると、パーキン 
グアシスト1」アビューカメラび作動 
しまず。 

その後に COMAND コント□ール 
パネルの©ボタンを押ずと、サイ 
ドビューカメラび作動しまず。 

©COMAND システムをオフにした 
り、イグニッシヨン位置を2 LU 外 
にずると、サイドビューカメラび停 
止しまず。 

再度 COMAND システムをオンに 
したり、イグニッシヨン位置を2 
にずるとサイドビューカメラび作動 
します。 


サイドビューカメラの映像 



Si 


①自車 

⑤助手席側フ□ントタイヤ 

走行速度び約 15 km / h を超えると、 
サイドビューカメラの映像は表示され 
な<な0まず。 

このとさは、デイスプレイに" ま全の 
ため走行中は利用でさません" と表示 
ごれます。 
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走行速度び約1 Skm/h LU 下になると、 
サイドビューカメラの映像は再び表示 
されます。 

ガイドライン 

⑤助手席側フ□ントホイールの 
中む位置を表示ずるガイドラ 
インでず。 

④ 助手席側の車体から約35〜 
40 cm の位置を表示ずるガイ 
ドラインでず。 

⑤ ステア U ングをいっぱいまで 
まわして巧びったとをの、助 
手席側 U アタイヤの軌道の目 
まを表示するガイドライン 
です。 

® 現在のステア U ング操驼角で 
巧びったとをの、助手席側 U 
アタイヤの軌道の目まを表 
示するガイドラインでず。 

ステア U ング操驼ちび変化ず 
ると、角度び変化しまず。 

〇 ガイドライン⑤および®はし U 下 
のとさには表示されません。 

• 助手席方向にまわしたステア U 
ング操驼角び約90°け下のとを 

• ステア U ングび運転席方向にま 
わしてあるとさ 

• セレクターレバーび r のに入つ 
ているとさ 


まに、し U 下のときはガイドライン 
⑤および®ち表示されません。 

• 助手席ドアび完全に閉じてい 
ないとさ 

ディスプレイに "助手席側ドア 
び開いているためガイドでさま 
せん" と約3秒間表示されまず。 

• 助手席側ドア S ラーび格納され 
ているとさ 

ディスプレイに" ドアミラーび格 
納されているためガイドでさま 
せん" と約3秒間表示されまず。 

路肩などに車を寄せるとを 



⑤助手席側フ□ントホイールの中むを表 
おするガイドライン（青色） 

④助手席側の車体か S 約35〜 40 cm の 
位置を表示するガイドライン（青色） 

路肩などに車を寄せるとさに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でさまず。 

►上図のように、ガイドライン④び 
目標物の端に接ずるよ5に車両を幅 
寄せします。 

► ガイドライン④を目標物と平行 
にずることで、目標物に沿って駐車 
でさまず。 


B を邸 Q 恒掛 
















178 


走行装備 


ガイドライン⑤の位置により、助手 
席側フ□ントホイールのおよその位置 
を知ることをでさまず。 


障害物のあるカーブを曲びるとを 



ディスプレイ表示 車両の巧態 


⑤ステア U ングをいっぱいまでまねして 
巧びったときの助手席側 U アタイヤ 
の軌道の目まを表おするガイドライン 
(青色） 

④現在のステア U ング操舶角で巧びった 
とさの、助手席側 U アタイヤの軌道の 
目まを表示するガイドライン（黄色） 

⑦房害物 

〇ディスプレイの表示はあ<まで目 
まです。走行するとさはディスフレ 
イの表示だけに頼らず、必ず周囲の 
状況を直接確認してください。 

助手席側に障害物びあるカーブを巧び 

るとさに、車体の予想進路と障害物と 

の位置関係の目まを確認でをまず。 

► ステア U ングを助手席側にまわし 
ます。 

上図のように、ガイドライン④び 
障害物⑦より外側にくるとさは、車 
体と障害物び接触しない目まになり 
ます。 


ただし、よりステア U ングを助手席 
側にまねし、ガイドライン⑧び障害 
物と重なったり、障害物よりを内側 
にくると、車体と障害物び接触ずる 
おそれびあ0まず。 

ガイドライン®び障害物より外側 
にくるようにステア U ング操驼角を 
調整し、車両周辺を直接確認しなび 
ら走行して < ださい。 

〇ガイドラインは目まを示ずをので 
あり、車両の移動軌道を保証ずるを 
のではありません。ガイドラインは 
目まとして使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認してください。 



上図のよラに、ガイドライン⑤び障 
害物⑦より外側にあるときは、ステア 
U ングをいっぱいまでまわして巧びっ 
てを、車体と障害物び接触しない目ま 
になりまず。 
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パーキングアシストリアビューカ 
メラ _ 

パーキングアシスト U アビューカラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 警告 

車の周囲に人や動物がいないことを 
確認してください。 

A 警告 

U アビューカメラは運転の補助を行 
なラ装備です。状況によっては、障害 
物が歪んで表示されたり、正しく表 
示されなかったり、まった<表示さ 
れないおそれがあります。 U アビュー 
力;ラは、運転者の不ま意を補ラを 
のではありません。し:•(下のちのは、 
リアビューカメラに表示されないこ 
とがあります。 

• リアバンパーのすぐおくにあるち)の 
• リアバンパーの下方にあるち)の 
•テールゲートの近くにあるち)の 

U アビューカメラ使用時の安全確保 
や危険回避については、運転者に全 
責任がありまず。リアビューカメラ 
を使用する際を、常に車両の周囲に 
ま意を払って < ださい。 

絶対に COMAND ディスプレイの映 
像だけを見て後退や車庫入れなどを 
しないでください。必ず自分の目や 
S ラーで後ちや周囲の安全を直接確 
認してください。 


A 警告 

じ(下のときは、リアビューカメラが 

正常に作動しなかったり、機能が制 

限されるおそれがあります。 

• テールゲートが完全に閉じてい 
ないとさ 

• 激しい雨や雪が降っているとさや 
霧のとき 

• 夜間や暗い場所にいるとき 

• カメラにヘッドライトや日光の反 
射などの強い光が直接当たったと 
き（映像に白い縦線が入ることが 
あ0まず） 

• 壁光灯の下で使用ずるとさ（映像 
にちらつさが出ることがありまず） 

• 急激な温度変化があったとを（寒 
冷時に暖房されたガレージに入っ 
たとさや力^ラに;令水や温水がか 
かったとさなど） 

• カメラがミちれていたり、付着物が 
おるとさ 

. 車の後部を損傷したとさ 

車の後部を損傷したとさは 、 >^)b 
セデス-ベンツ指定サービスエ 
場で力ラ位置の点検と調整を行 
なって < ださい。 

上記のよラな場合は、リアビューカ; 

ラを使用して後退操作を行なわない 

でください。人が他の車、障害物に 

衝突したり、事故につながるおそれ 

があ0まず。 


I 
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y 後退駐車または縦列駐車をしてい 
るとさに、 COMAND システムの他 
の機能を作動ごせると、パーキング 
アシスト1」アビューカメラの映像び 
中断されます。 

〇必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
し U 外のホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
びありまず。 

P カメラの周囲に強い衝撃を与え 
ないで<ださい。故障の原因にな 
りまず。 

〇乗員人数や荷物の積載量びを<車 
両びミ尤み込んだ0傾いた0している 
場合は、 C 0 MAND ディスプレイに 
表示されているガイドラインに誤差 
び生じまず。必ず自分の目や S ラー 
で後方や周囲のま全を直接確認して 
<ださい。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

P し U 下のよ5な場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびス1」ップしやずいとを 

• あ道やカーブなどの平坦でない、 
または直線でない道路 


カメラの位置 



カメラのは、テールゲート八ンドル 
の左側に装備されていまず。 


COMAND ディスプレイの映像 



mi 斬 .. • 


後退駐車モー ドの 映像 
①予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、ルームミラーやドアミラー 
で見るのと同じ左ち反転させた鏡像と 
なりまず。 

A 警告 

ま全のため、ガイドラインの色の識 
別び困難なちは、バーキングアシス 
卜1」アビューカメラを使用しないで 
<ださい。 
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Q 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスフ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けで距離を判断せず、おず周囲の状 
況を直接確認してください。 

〇障害物に向かって後退していると 
きは、障害物び 0.25 m ガイドライ 
ン④を越えないよ5にま意してく 
ださい。障害物によっては、 0.25 m 
ガイドライン④まで後退ずる LU 前 
に衝突ずるおそれびありまず。 

〇ステア1」ングをまわしなびら後 
退するときは、車のフ□ント部び他 
の車や障害物に接触しないよラにま 
意してください。 

〇路面に接していない障害物や上方 
の空間にある障害物はガイドライン 
内になくてち接触ずる可能性びあり 
ます。十分にま意して < ださし、。 

〇 テールゲートが開いていたり、売 
全に閉じていない状態でノてーキング 
アシスト U アビューカ^ラを作動さ 
せたとさや、パーキングアシスト 
リアビューカ ラ作動中にテール 
ゲートを開いたとさは、ガイドライ 
ンは表示されません。このとさは 
COMAND ディスプレイに"テー 
ルゲートが開いていまずガイドで 
さません" と数秒間表示されまず。 

〇 セレクターレバーを [ E に入れ 
てから他の位置にしたとさは、数秒 
間ノ（ーキングアシスト U アビューカ 
ラの映像が C 0 MAND ディスプ 
レイに表示されまず。 
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〇 パーキングアシスト U アビユー 
力 ラを作動させているとさに、 
C 0 MAND システムの他の機能を作 
動させると、パーキングアシスト U 
アビューカ^ラの映像が中断され 
9 〇 

後退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車ずるとさに、画面表示で後退操作 
を補助をずるモードでず。 

後退駐車モードにずる 

►パーキングアシスト U アビューカ;>< 
ラの起動設定が" U バース連動" に 
なっていることを確認しまず(>187 
ぺージ)。 

► COMAND システムをオンにし 
9 〇 

►セレクターレバーを EE に入れ 
9 〇 


► COMAND ディスプレイに後方の映 
像が表示されまず。 



①後退駐車 アイコン 


が表示されていないときは、 
後退駐車アイコンご^のを選択 
して、 COMAND コント□ーラーを押 
します。 
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► 後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 


〇" 戻る"を選択して COM AND コン 
卜□ーラーを押ずと、パーキングア 
シスト1」アビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、セ 
レクターレバーを EE じ(外の位置 
に入れて、再度 Fr ] に入れまず。 


ステア U ングをまねさないで、まつず 
ぐを退駐車ずる 



① COMAND デイスプレイ表示の例 
⑤①び表示されているとをの自車位置 

►周囲にミ主意しなびら、まっすぐ後退 
します。 

[I ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などび 
ないことを確認、して < ださい。 


ステアリングをまわしなび5、を退駐 
車ずる 


① COMAND ディスプレイ表示の例 

⑤①び表示されているとさの自車位置 

⑤直進ガイドライン（青色） 

④予想進路ガイドライン（黄色） 

► 予想進路ガイドライン④び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
U ングをまわしなびら、ま意して後 
退します。 

►直進ガイドライン⑤び、駐車し 
よラとしているスペースと平行に 
なったら、ステア U ングを直進位置 
に戻して、後退してください。 

〇ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などび 
ないことを確認してください。 

H ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン④の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン巧に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 
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縦列駐車モード 


路上の駐車スペースなど I こ縦列駐車ず 
るとをに、画面表示と音声案巧で後退 
操作を巧助するモードでず。 


縦列駐車ずる 



置を 0 

国 

©- 

圓 


①自車 

⑤駐車スペース前方の駐車車両 
⑤駐車スペース 


► 駐車スペース前方の駐車車両⑤か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両⑤の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車しまず。ス 
テア U ングは直進状態にしまず。 

〇 駐車スペース⑤の前方に駐車車 
両びないとさは、後退駐車モードで 
駐車することをお勧めしまず。 

►パーキングアシスト1」アビユーカ 
メラの起動設定の U バース連動び 
設定されていることを確認しまず 
018 7ぺージ）。 

► COMAND システムをオンにし 
ます。 

►セレクターレバーを r のに入れ 
ます。 


► COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 



①縦列駐車アイコン 


It 、— I び表示ごれていないとさ 
は、縦列駐車アイコン I 口^- ~ I の 

を選択して、 COMAND コント□—ラー 
を押します。 



► 縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されまず。 


〇 戻る"を選択して、 COMAND コ 
ント□ーラーを押ずと、パーキング 
アシスト U アビユーカメラの映像び 
消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビユーカメ 
ラの映像を再度表示させるには、セ 
レクターレバーを EE じ(外の位置 
に入れて、再度 Fr ] に入れまず。 
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走行装備 



③ 駐車スペース前方の駐車車両 

④ 垂直ガイドライン 

► 垂直ガイドライン④び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両 ⑤ の後端に合5 
までステア1」ングをまわさずに後退 
します。 

► 垂直ガイドライン④び駐車車両の 
後端に合ったら、停車しまず。 

〇垂直ガイドライン④び駐車車両 
⑤の後端から外れていると、正しい 
位置に駐車でさません。 



⑤駐車位置ガイドライン 

垂直ガイドラインび表示されてから 
しばらくずると、駐車位置ガイドラ 
イン⑤び表おごれまず。 


® 駐車位置ガイドライン（道路側） 

⑦駐車位置ガイドライン（縁石側） 

► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）©び駐車車両の夕 
イヤの接化面に接ずるまで、ステア 
1」ングをまねしまず。 

また、このとさ駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑦び、駐車スペース 
の前後の車両や道路の縁石、摄や 
電柱など道路脇の障害物にかかっ 
ていないことを確認しまず。 

〇駐車位置ガイドライン（道路側） 
® び駐車車両のタイヤ部分に交 
わってし''ると、正しし''位置に駐車ず 
ることびでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側） 
⑦び正しい位置に合っていること 
を確認してください。正しい位置に 
合わせないまま後退ずると、駐車車 
両や障害物に衝突ずるおそれびあり 
ます。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑦の位置 
を調整してち、駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）巧に駐車車両や障害物 
び入ってしま5場合は、駐車スペー 
スび狭ずざまず。 そのスペースには 
駐車しないでください。 
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y ステア u ングをまわしずざたとさ 
は "ガイドでさませんステア1」 ン 
グを戻して ください" と表示され 
ます。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）③ 
を正しい位置に合わせにら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

►後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン④、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）®、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑦び消え 
ます。 

〇 周囲のま全を確認しなびら、ゆっ 
くり後退して < ださい。 

〇 し U 下のとさはガイドび中止され 
ます。 

• セレクターレバーを r の Lu がの 
位置に入れたとさ 

• "戻る"、またはごを選択し 
たとさ 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステアリングを操作したとき 

P 後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び人や他の車、障害物など 
に衝突しないよラにミ主意してくだ 
ごし、。 


〇後退をはじめた後は、ステアリン 
グをまわさないで<ださい。ステ 
ア1」ングをまわずとガイドび中止 
ごれ、 " ガイドでをません" まには 
" ガイドでをませんステアリングが 
ずれました" と表示されまず。 

〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおして < だ 
さい。 



⑨ステアリング角度ガイドライン 


►そのままゆっくり後退ずると、ステ 
アリング角度ガイドライン④び表 
おごれます。 

縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テア U ング角度ガイドライン④び 
合ラまでステア U ングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退しまず。 

► ステア U ング角度ガイドライン④ 
び正しい位置に合ったら、停車し 
まず。 


I 













走巧装備 



® 直進ガイドライン（青色） 

⑩予想進路ガイドライン（黄色) 


►ステア U ングを反巧方向にいつ 
ぱいまでまわしまず。 

直進ガイドライン®と予想進路ガ 
イドライン®び表示されまず。 

► 予想進路ガイドライン®び縁石な 
どの駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 


A°— キングアシストリアビューカメラ 
の設定 


► COMAND コント□—ルパネルの 
© ボタンを押しまず。 

または 


► アプリケーシヨンエ U アの" シ方ム 
を選択しまず。 

設定基本画面になりまず。 



設定基本画面 


〇後退ずるとをは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよ5にま意して < ださい。 

►車び、駐車しよ5としているスペー 
スと平 fiM こなったら、ステアリング 
を直進位置に戻しまず。 

H ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なつてください。 


►" システム設定" 一" U アビューカメラ 
を選択しまず。 


■■B 玉 

BLt けさ正 



Ail 


■，がが 
ttt / Ukfl|UiG* 



IJ 7 ビュー巧イラ 

リセット 
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パーキンクアシストリアビューカメラパーキンクアシストリアビューカメラ 
の起動設定 の音声案内設定 

► II リバース連動" を選択しまず。 ► "音声案内" を選択しまず。 


COMAND コント□ーラーを押ずた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークが表示/消去されまず。 


巧ま巧を 
IS 止ピホ宙巧里 
n * で a 巧ぶ 
R 化 Lin 叫コだ 

J 说 五''- '其 

日 I が I 化 "1 拉妄 
■; た••卜 


;リバース通 h 


が K 巧 



〇 エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグこッシヨン位置を0にし 
てち、設定内容は記憶されまず。 


COMAND コント□ーラーを押ずた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークが表示/消去されまず。 


巧 3 なを； 
おこけ巧巧? 

R 化 




日|が|お叫防ミ 

I ホ.I卜 


"パース ■お 

■がが 1 

嘗一 i で 

,‘|3。 


こ巧えづ 


チェック 
マー ク 

内容 

表示 

セレクターレバーを 
CE に入れると、パー 
キングアシスト U ア 
ビューカメラび自動的 
に起動しまず。 

ミ肖去 

パーキングアシストリ 
アビューカメラは表示 
されません。 


チェック 
マー ク 

內容 

表示 

音声案内が行なわれ 


ます。 

消去 

音声案内は行なわれま 


せん。 


〇"音声案内" は、 "リバース連動" 
が選択されているとさのみ選択でさ 
ます。 

〇 音声案内の音量は、ステアリ 
ングスイツチ 1 + 11 — 1 、または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさまず。 
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ナ— 



エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度などに応じて、送風量や送 
風□の組み合わせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちまず。 

A 警告 

エアコンディショナーの設定は、な 
降の説巧に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび曇って事故を 
起こすおそれびあ0ます。 


9環境 

• エアコンディショナーの;令媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境をな護するため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることはま律で 
禁止されていまず。また、すべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラに努めな 
ければな0ません。 

• エアコンディショナーの;令媒の補 
充や交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

B フ□ントウインドウ下部の吸気 □ 
び雪や氷で覆われないよ5にしてく 
ださい。 

送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよラにして < ださい。 


〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
デイシヨナーを作動させる前に換気 
をして < ださい。1」モコン操作で車 
外からドアウインドウとパノラミツ 
クスライデイングルーフ*を開< 
と、短時間で換気でさまず（1>107 
ページ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。水分び排出されてを、故 
障ではありません。 

〇 エアコンデイシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナーの フイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。 

フイルター類び目づまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
9 〇 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 








コント□ールパネル 


① 

送風温度調整ダイヤル（左側） 

⑤ 

AUTO スイッチ 

⑤ 

オフスイッチ 

④ 

独立温度設定機能スイッチ 

⑤ 

AC スイッチ 


デフ□スタースイッチ 

⑦ 

巧気循環スイッチ 

④ 

送風温度調整ダイヤル（ち側） 

@ 

1」アデフォッ ガース イッチ 

⑩ 

送風量調整スイッチ（強） 

® 

送風量調整スイッチ（弱） 

@ 

ディスプレイ 

@ 

送風□選択スイッチ 


A オプションや仕様により、異なる装備です。 


通常の使い方 _ 

〇 エアコンディショナーが停止し 
ているとさは、送風や内気循環ち停 
止します。ドアウインドウやパノラ 
ミックスライディングルーフ*が 
閉じているとさは、エアコンディ 
ショナーの停止は一時的にとどめて 
ください。ウインドウが曇りやずく 
なりまず。 

エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ匹巧を押しまず。 
エアコンディショナーが AUTO モー 
ドで作動しまず。 

AUTO スイッチの表示口が点口し、 
送風口の選択と送風量が自動的に調 
整されるようになりまず。 

または 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

オフスイッチの表示灯が消灯し、エ 
アコンディショナーが停止前の設定 
で作動しまず。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとさは、が気導入モードに設 
定されます。 
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〇 リアデフォッガースイッチ LU がの 
エアコンデイシヨナーのスイッチや 
ダイヤルを操作したとさち、エアコ 
ンディシヨナーは作動しまず。 

エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ臣图を押しまず。 

オフスイッチ画 E の表示口が点 
灯しまず。 


AUTO モードの解除 

エアコンデイシヨナーが AUTO モー 
ドで作動しているとさに LU 下の操作を 
行ないまず。 

►送風量調整スイッチ®または 
W を押しまず。 

AUTO スイッチ匹巧の表示口が消 
灯し、送風量の AUTO モードが解 
除されます。 

ディスプレイに送風量インジケー 
ターが表示されまず。 

または 

► 送風口選択スイッチ^を押し 
ます。 

AUTO スイッチ匹巧の表示灯が消 
灯し、送風口の AUTO モードが解 
除されます。 

ディスプレイに送風ロインジケー 
ターが表示されまず。 


AC モード 

AC モードを設定しているときは、除 
湿/冷房された空気が送風されまず。 

A 警告 

AC モードが解除されているとさは、 
車内の空気が除湿または冷房されま 
せん。ドアウインドウやスライデイ 
ングルーフ*が閉じているとさに AC 
モードを解除ずると、ウインドウの 
内側が曇りやずくなり、交通状況を 
把握でさずに事故の原因になります。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負担び軽減し、燃費び向上しまず。 

〇 除湿/を房された空気は、エン 
ジンびかかっているとをに送風さ 
れます。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ巴司を押しまず。 

AC スイッチ臣日の表示灯び消灯し 
c^' 9 〇 

除湿/冷房されていない空気が送 
風されまず。 

AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ区司を押しまず。 

AC スイッチ区司の表示灯が点灯し 
ます。 

除湿/を房された空気が送風され 
ます。 

Oauto モー ドで エアコンデイシヨ 
ナーを作動させたとさは、自動的に 
AC モー ドになりまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 







エアコンデ- 



Oac モードを解除してを、しばらく 
は除湿/を房された空気び送風さ 
れることびありまず。 

AC モードのトラブル 

AC スイッチ巴日を押したときに、表 
示灯び3回点滅ずるか、消灯したまま 
になりまず。このとさは、 AC モード 
に設定ずることびでさません。 

► メルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場に連絡してください。 


送風温度の調壁 

左ち別々に送風温度を調整でさまず。 

送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤルのまたは④ 
を時計回りにまわしまず。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤルのまたは④ 
を反時計回りにまわしまず。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

〇 ドアウインドウやパノラミックス 
ライディングルーフ*び開いてし、 
ると、設定温度を維持でさません。 


送風□の選択 


送風□選択スイッチ W を押して、 
送風したい送風□マークをデイスフ 
レイに表示させまず。 


送風 □ 
マーク 


の ■ 




が’ 


⑩ • 


: V* 


巧> . 


主に送風される送風 □ 

フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、リア 
中央送風口 

中央送風口、サイド送風 
口、 U ア中央送風口 

中央送風口、サイド送風 
口、 U ア中央送風口、フ 
□ント足元送風口、 U ア 
足元お風口 

サイド送風口、 U ア中央 
送風口、フ□ント足元送 
風口、 U ア足元送風口 

フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、フロ 
ント足元送風□、 U ア足 
元送風 □ 

フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、中央送風口、サイド 
送風口、 U ア中央送風口、 
フ□ント足元送風口 、 U 
ァ足元送風口 

フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、中央送風口、サイド 
送風口、 U ア中央送風口 


B を習恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 表示されている送風□マークに関 
わらず、サイド送風□からは苗に送 
風び行なわれまず。サイド送風□か 
日の送風を停止ずるときは、サイド 
送風□を閉じて < ださい。 

〇 選択した送風 OLU 外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれること 
びありまず。 


送風量の調壁 
送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強） rm を 
押します。 

ディスプレイに表示される送風量イ 
ンジケーターの点灯数び増えまず。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱）回を 
押します。 

ディスプレイに表示される送風量イ 
ンジケーターの点灯数び減0まず。 


独立温度設定機能 _ 

助手席側の送風温度の設定を運転席 
側の送風温度の設定に連動させるこ 
とびでさまず。 

独立温度設定機能を設定ずる 

► 運転席連動モードスイッチ应回を 
押します。 

または 

► 助手席側の設定温度調整ダイヤルを 
操作します。 


独立温度設定スイッチ峰叫の表示灯 
び消灯し、運転席と助手席を個別に調 
整でさまず。 

独立温度設定機能を解除ずる 

► 独立温度設定スイッチ应西を押し 
9 〇 

独立温度設定スイツチ应西の表示 
灯び点灯し、助手席側の設定温度び、 
運転席側の設定温度に連動しまず。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウの外側び凍結し 
ているとをや、フ□ントウインドウま 
たはフ□ントドアウインドウの内側び 
曇っているときに使用しまず。 

〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイツチ S を押し 
9 〇 

デフ□スタースイツチ S の表示 
灯が点灯し、(下の内容でエアコン 
ディシヨナーが作動しまず。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• が気温度によっては、エアコン 
ディシヨナーの送風量が上がり、 
送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とド 
アウインドウ送風口、サイド送 
風口を中必に送風されまず。 

• 内気循環モードが解除されまず。 
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デフ□スターモードを解除ずる 

► デフ□スタースイッチ歷3を押し 
ます。 

デフ□スタースイッチ歷3の表示 
灯び消灯し、送風温度、送風□の選 
択、送風量などび元の設定に戻り 
ます。 

または 

► AUTO スイッチ匹を]を押しまず。 

AUTO スイッチ因巧の表示灯び点 
灯し、デフ□スタースイッチの表 
示灯び消灯しまず。 

エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動し まず。 

まには 

► 送風温度調整ダイヤルのまたは④ 
を操作します。 

または 

► 送風量調整スイッチ®まには®を 
押します。 

〇 デフ□スターモードを解除ずると、 
AC モードを解除していたとをは AC 
モードに設定され、内気循環モード 
にしていたときは内気循環モードは 
解除されます。 

フ□ントウインドウの内測び量るとを 

► AC スイッチ巴日を押して、 AC モー 
ドに設定しまず。 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

►曇りび取れないとさは、デフ□ス 
夕ーモードに設定しまず。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 
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フ□ントウインドウの夕1•側び曇るとを 

► フ□ントワイパーを作動させまず。 

► 送風□選択スイッチを押して、 
ディスプレイに送風□マーク因 D 
または G 亞、因!!を表示ごせまず。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


リアデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 警告 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確巧してください。事故を 
起こすおそれびあ D ます。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置び2になってし、 
ることを確認しまず。 

► U アデフォッガースイッチ K 3 を 
押しまず。 

U アデフォッガースイッチ醒3の 
表示灯び点灯しまず。 

U アデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
閉 を押しまず。 

U アデフォッガースイッチ醒3の 
表示灯び消灯しまず。 

U アデフォッガーは、使用を開始 
してから数分後に自動的に停止し 
9 〇 
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〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 U アデフォツガーび自動的に停 
止するまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なりまず。 

〇 外気温度びほいとをは、 U アデ 
フォツガースイツチを押してをずぐ 
に作動しない場合びありまず。 

リアデフォツガーのトラブル 

U アデフォツガーび短時間で停止した 
り、使用でさないとさは、し U 下のよ5 
にして < ださい。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

バツテ U —の電圧び回復ずると 、 U 
アデフオッガーは自動的に作動し 
ます。 


内気循環モード _ 

トンネル内など、空気がミちれた場所で 
外気を車内に入れた<ないとさに使用 
します。 

内気循環モードに設定すると、車内の 
空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやパノラミック 
スライディングルーフ*を開閉でさ 
ます。 

A 警告 

外気温度が低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくだ 
さい。ウインドウび曇りやず<なり、 
事故を起こすおそれがあります。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ^を押しまず。 

内気循環スイッチ^の表示灯が 
点火了しまず。 

または 

► ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*が閉じはじめ 
るまで、内気循環スイッチを 
押して保持しまず。 

内気循環モードに設定され、ドアウ 
インドウやパノラミックスライディ 
ングルーフ*が自動で閉じまず。 

A 警告 

内気循環スイッチでドアウイン 
ドウやパノラミックスライディング 
ルーフ*を閉じているとさに、挟み 
込みなどの抵抗があると、ただちに 
停止してかし開く機能がありますが、 
身体を挟まれないよラにミ主意してく 
ださい。 

〇 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わり 
ますが、このとさは内気循環スイッ 
チの表示灯は点口しません。約30 
分経過すると、一定の割合で外気導 
入をはじめまず。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過ずると下のよ5にが 
気導入をはじめまず。 
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外気温度が約5で 
下のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 

外気温度が約日で iU 
上のとさ 

約30分後 


内気循環モードを解除ずる 

► 内気循環スイッチ^を押します。 


内気循環スイッチの表示灯が消灯し 
ます。 

または 

► ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*が開さはじめ 
るまで、内気循環スイッチ 1*0^1 を 
押して保持します。 

内気循環モードが解除され、ドア 
ウインドウやパノラミックスライ 
ディングルーフ*が前回開いてい 
た位置まで自動で開さまず。 

A 警告 

内気循環スイッチ^でドアウイン 
ドウやパノラミックスライディング 
ルーフ*を開いているとさは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけたり、 
パノラミックスライディングルーフ* 
や電動サンシェード*に触れないよ 
ラにして<ださい。ドアウインドウ 
とドアフレーム、パノラミックスラ 
イディングルーフ*とルーフ作動部、 
電動サンシェード*とルーフ内張り 
の間に身体が引さ込まれて、けがをず 
るおそれがありまず。 

〇 巧気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやパノラミックスライディ 


エアコンデイシヨナー 


ングルーフ*を、別のスイッチで 
操作した場合、操作したドアウイン 
ドウやパノラミックスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作に連動して開くことはできま 
せん。 

〇 内気循環モードに設定しているとき 
に AC モードを解除ずると、自動的 
に内気循環モードは解除されまず。 


送風□の調整 
A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあり、火傷をずるおそれがあり 
ます。また、暖気が送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれが 
あります。十分にミ主意して<ださし、。 
送風温度を低めに設定してあるとき 
に送風口に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分に注意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにミ主意してください。 

車がの空気を車内へ取り入れるため 
に、下の点にま意して<ださい。 

• フ□ントウインドウ下部の吸気口 
が、氷や雪、葉などで覆われていない 
こと 

• 車内の送風口や吸排気口が覆われ 
ていないこと 

〇 送風効率を上げるため、各送風口 
の向さが中央になるように調整して 
<ださい。 
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中巧送風 □ 



①中央ち風 □ (左側） 

⑤中央ち風口（ち側） 

⑤中央ち風 □ (ち側）開閉ダイヤル 
©中央ち風 □ (左側）開閉ダイヤル 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を上側に 
まわします。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤®を下側に 
まわします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


サイド送風 □ 



左側送風 □ 


送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®を上側にま 
わします。 

徐々に送風口が開さ、送風量が上が 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル③を下側にま 
わしまず。 

徐々に送風口が閉じ、送風量が下が 
りまず。 

送風口開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまわずと、送風口が閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風 □ を完全 
に閉じることはでさません。 

〇 サイド送風□©を閉じてを、ド 
アウインドウ送風□のを完全に閉 
じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 
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グ□ーブボックス送風 □ 


エアコンディショナーが作動している 
ときは、グ□ーブボックス内には、が 
気または冷気が送風されまず。 

送風量はエアコンディショナーの設定 
に連動しまず。 

。エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風口を閉じて < ださい。 

U 外気温度が高いとさは、グ□ーブ 
ボックス送風口を開さ、エアコン 
ディショナーの AC モードを設定し 
て<ださい。収納物を損傷したり、 
ガスライターやボンベなどが入つ 
ている場合は爆発ずるおそれがあり 
ます。 



左八ンドル車 

©開閉ダイヤル 
©送風口 


グ□ーブボックス送風□を開閉ずる 

► 開閉ダイヤルのをまわしまず。 

リァ足元送風 □ 

フ□ントシートの下側に U ア足元送風 
□びありまず。 

〇荷物などで U ア足元送風□を面さ 
びないで < ださい。 


U ア中巧送風 □ 



の1」ア中央ち風□開閉ダイヤル 
⑤ IJ ア中央ち風口（ち側） 

⑤1」ア中央ち風 □ (左側） 


送風□を開< 

► U ア中央送風□開閉ダイヤルのを 
上側にまわしまず。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► U ア中央送風□開閉ダイヤルのを 
下側にまわしまず。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止ずるまで 
下側にまねずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまねしてち、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
まず。 
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パノラミックスライデイングルーフ 


パノラミックスライデイングルー 
フ * 


A 警告 

パノラ S ックスライデイングルーフ 
を開閉ずるとをは、身体や物が挟ま 
れないよラに注意してください。挟 
まれそラになったとさは、ただちに 
パノラ S ックスライデイングルーフ 
スイッチを操作して、パノラミック 
スライディングルーフを開いてくだ 
さし、。 


A 警告 

子供が車内からパノラミックスライ 
ディングルーフを開閉すると、けが 
をするおそれがありまず。子供だけ 
を残して車から離れないでください。 
短時間でも、車から離れるときは、 
キーを携帯してください。 


A 警告 

パノラ S ックスライデイングルーフ 
のガラスは事故のとさに割れるおそ 
れがありまず。シートベルトを着用し 
ていないと、車が横転したとさにパ 
ノラ S ックスライデイングルーフの 
開口部から車外に放り出されて、致 
命的なけがをするおそれびあります。 
柔員全員がシートベルトを着用して 
<ださい。 

Q 走行中はパノラミックスライデイ 
ングルーフから身体を出さないで 
<ださい。けがをずるおそれがあ 
りまず。 


P パノラミックスライディングルー 
フの開口部から、物を出し入れし 
ないで<ださい。パノラ三ックスラ 
イディングルーフの シール 部を損 
傷するおそれがありまず。 

D 降雨後や降雪後にパノラ S ックス 
ライディングルーフを開くときは、 
ルーフ上の水や雪などを取り除いて 
<ださい。車内に水や雪などが入る 
おそれがあ0まず。 

H パノラミックスライディングルー 
フ上に雪や氷が付着した状態で操作 
しないでください。パノラ云ックス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れがあ0ます。 

P パノラミックスライディングルー 
フの開口部に腰をかけたり、荷物を 
載せたりして大さな力を加えないで 
ください。パノラミックスライディ 
ングルーフを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇車から離れるとをや洗車のとを 
は、ドアウインドウとパノラミック 
スライディングルーフび完全に閉じ 
ていることを確認してください。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フは、車外から U モコン操作で開く 
ことびできまず0113ぺージ）。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フは、車外から U モコン操作または 
キーレス3’ 一 操作*で閉じること 
びでをまず0113ページ）。 
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〇 パノラミックスライデイングルー 
フを開いて走行しているとさ、走行 
風の影響などで空気の振動を感じる 
場合は、パノラミックスライデイン 
グルーフの開度を変えるかドアウイ 
ンドウを少し開くと、解消ずること 
がありまず。 

〇 パノラミックスライデイングルー 
フや電動サンシエードが自動で開閉 
しないとさは、パノラミックスライ 
デイングルーフや電動サンシエー 
ドを U セットしてください(>202 
ぺージ)。 

〇 リア シー ト上方のガラス ルーフは 
開閉でさません。 


パノラミックスライディングルーフ 
の操作 


パノラミックスライディングルーフの 
開閉 



①チルトアップする 
@開< 

⑤閉じる/チルトダウンする 


〇 エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
てから約日分間は、パノラミック 
スライディングルーフを開閉でさ 
まず。その間にフ□ントドアを開く 
と、パノラミックスライディング 
ルーフは開閉できなくなりまず。 

開< 

電動サンシエードが開いているとさ 
に、パノラミックスライディングルー 
フを開 < ことがでさまず。 

► スイッチを®の方向に軽く操作し 
cA 9 〇 

操作している間だけ開きまず。 

► スイッチを®の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操 
作ずると、自動で開いているパノ 
ラ S ックスライディング ルーフは 
停止します。 

閉じる 

► スイッチを®の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じまず。 

► スイッチを®の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全閉します。 

スイッチをいずれかの方向に操 
作ずると、自動で閉じているパノ 
ラ三ックスライ デイ ング ルーフは 
停止します。 


イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさまず。 
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パノラミックスライディングルーフ 


チルトアップずる 

パノラミックスライディングルーフ 
は、後部をチルトアップずることがで 
さまず。 

► スイッチを©の方向に軽 < 操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

► スイッチを©の方向にいっぱいま 
で操作ずると、自動でチルトアッ 
プします。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトアップしてい 
るパノラミックスライディング 
ルーフは停止しまず。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フび開いているとさにスイッチ 
を®の方向に操作して保持ずる 
か、いっぱいまで操作ずると、パノ 
ラミックスライディングルーフは閉 
じ、チルトアップした状態になり 
ます。 

チルトダウンずる 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作ずると、自動でチルトダウ 
ンしまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトダウンしてい 
るパノラミックスライディング 
ルーフは停止しまず。 


レインク□-ズ機能 


パノラミックスライディング>1レーフを 
開いた状態で、エンジンスイッチから 
キーを巧くか、イグニッシヨン位置を 
0にしたときは、じ(下のときにパノラ 
S ックスライディングルーフび自動で 
閉じ、チルトアップした状態で停止し 
ます。 

• 降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとを 

• 外気温度び極端に高い、またはほい 
とを 

• エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
てから、約6時間び経過したとを 

• 電力供給に異甫び発生したとさ 

〇 レインク□ーズ機能でスライディ 
ングルーフが閉じているとさに挟み 
込みなどの抵抗を感知したとさは、 
挟み込み防止機能が作動し、スライ 
ディングルーフが停止し、その位置 
からかし開いた状態になりまず。ま 
た、レインク□ーズ機能が解除され 
ます。 

© Li (下のとさは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• チルトアップしているとさ 
• 作動が妨げられたとさ 

• レインセンサーに雨滴がかから 
ないとさ 
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挟み込み防止機能 


パノラミックスライデイングルーフに 
は挟み込み防止機能がありまず。 

A 警告 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
皆、より強い力でパノラミックスラ 
イデイングルーフを閉じるときは、 
身体を挟まないよラにま意して < だ 
さし、。 


スイッチを操作し続けてパノラミッ 
クスライディングルーフを閉じてい 
るとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、その位置からかし開さまず。 

ただし、挟み込み防止機能が作動した 
後に再度操作して、挟み込みなどの抵 
抗を検知したときは、より強い力で閉 
じまず。 

さらに、この状態で再度操作して挟み 
込みなどの抵抗を検知したとさは、挟 
み込み防止機能が作動しないことが 
ありまず。 

自動でパノラミックスライディング 
ルーフを閉じているとを、またはチル 
トダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
さまず。 


電動ヴンシ I ードの操作 _ 

電動サンシェードにより、車巧への曰 
光を遮ることがでさまず。電動サン 
シェー ドはパノラミックスライディン 
グルーフが閉じているとさのみ開閉で 
さまず。 

A 警告 

電動サンシェードを開閉するとさは、 
身体や物が挟まれないよラにミ主意し 
て < ださい。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグこッシヨン位置を0にし 
てから約日分間は、電動サンシェー 
ドを開閉でさまず。その間にフ□ン 
トドアを開<と、電動サンシェード 
は開閉でさな< なりまず。 


電動サンシエードの開閉 



①開く 
@開< 

③閉じる 


I 


イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさまず。 
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パノラミックスライディングルーフ 


開< 

► スイッチを①または®の方向に軽 
<操作しまず。 

操作している間だけ開きまず。 

►スイッチをのまたは®の方向 
にいっぱいまで操作ずると、自動で 
全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で開し''てし''る電動ヴン 
シエードは停止しまず。 

閉じる 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じまず。 

► スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作ずると、自動で全閉しまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で閉じている電動ヴン 
シエードは停止しまず。 

挟み込み防止機能 


電動ヴンシてードには挟み込み防止機 
能がありまず。 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、その位置からかし開さまず。 


パノラミックスライディングルーフ 
と電動サンシエー ドのリセット 

パノラミックスライディングルーフや 
電動ヴンシてードがスムーズに作動し 
ないとさは、パノラミックスライディ 
ングルーフと電動サンシエードの U 
セットを行なって<ださし、。 

► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


►パノラミックスライディンクルーフ 
が約 10 cm 開くまで、スイッチを 
©の方向に軽<操作して、保持し 
ます。 

►パノラミックスライディングルー 
フが完全に閉じるまで、スイッチ 
を®の方向に繰り返し輕く操作し、 
そのまま約2秒 LU 上保持しまず 

► スイッチをのの方向に軽く操作し 
て、電動サンシェードを完全に開さ、 
そのまま約2秒 LiLL 保持しまず。 

► 電動サン シェー ドが約 10 cm 開く 
まで、スイッチを®の方向に軽く 
操作して、保持します。 

► 電動サンシェードが完全に閉じるま 
で、スイッチを®の方向に繰り返 
し軽<操作し、そのまま約2秒 m 
上保持しまず 

►パノラミックスライディングルーフ 
と電動サンシェードが全開および全 
閉ずることを確認しまず。 

►全開および全閉しないときは、リ 
セット作業を繰り返して<ださい。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フと電動サンシェードの U セットが 
でさないとさなどは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 
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パノラミックスライディングルー 
フの トラブル 


荷物の積みち/ル物入れ 




荷物を積むときの注意点 


パノラミックスライディングルーフを 
閉じることびできず、原因びわか5 
ないとを 

A 警告 

強い力でパノラ S ックスライディン 
グルーフを閉じるとをや、挟み込み 
防止機能が作動しない状態でパノラ 
S ックスライディングルーフを閉じ 
るとさは十分ま意してください。閉 
じているパノラミックスライディン 
グルーフに身体が挟まれると、致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 


A 警告 

荷物を積むときは、 ■ LU 降に記載され 
ているま意点を守り、確実に固定し 
て<ださい。急ブレーキや急な進路 
変更時、事故のとさなどに前方に投 
げ出されて、乗員がけがをするおそ 
れがあります。 

「荷物の固定ち法」をご覧ください。 
また、荷物を積むとさのミ主意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをする 
可能性は高ま0まず。 


閉じているパノラ S ックスライディン 
グルーフが停止して、かし開くとさは、 
じ(下のよラにしてください。 

►パノラミックスライディングルーフ 
が停止したらただちに、パノラミッ 
クスライディングルーフが閉じるま 
でスイッチを感の方向に軽<操作 
し続けて < ださい。 

強い力でパノラミックスライディン 
グ ルーフが 閉じまず。 

閉じているパノラ S ックスライディン 
グルーフが再度停止して、かし開くと 
きは、じ(下のようにしてください。 

►パノラミックスライディングルーフ 
が停止したらただちに、パノラ S ッ 
クスライディングルーフが閉じるま 
でスイッチを③の方向に軽<操作 
し続けて < ださい。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、パノラミックスライディング 
ルーフが 閉じまず。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
まず。 

荷物の積み方は車の走行安定性に大さ 
<影響しまず。 iu 下の点にミ主意して< 
ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量 （>338 ペー 
ジ）を超えないようにしてください。 

• 重い物は車の中む近< (ラゲッジ 
ルームの前方）の低い位置に積み、 
確実に固定してください。 

• 荷物を車内に積むとさは、シートの 
バックレストより高<積み上げない 
で < ださい。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


• ラゲッジルームに荷物を積むとさ 
は、 U アシートまたはフ□ントシー 
卜のバックレストに接ずるよラにし 
て < ださい。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• なるベ<乗員のいない席の後方に荷 
物を積んで < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーをして < ださい。 

• 重量が偏らないよラ均等に積んで< 
ださい。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで< ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 

• ウインドウに荷物が当たらないよう 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷したり、リアデフ ォッガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくはルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださし、。 


小物入れ 


A 警告 

荷物が収納されているとさは、小物 
入れを必ず閉じて<ださい。また、 
収納ネットは重い荷物を固定ずるた 
めには設計されていません。 

下のとさに荷物が投げ出されて乗 
員がけがをずるおそれがありまず。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

収納ネットには、鋭利な角のある物や 
こわれがすい物を入れて運搬しない 
で < ださい。 

収納ポケットには、かたい物を入れ 
て運搬しないでください。また収納 
ポケットの上部から、物がはみ出ない 
よラにしてください。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないでください。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれびありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 
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グ□ーブボックス 






グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドルのを引さまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー⑤を押して□ックさせまず。 

〇 グ□ーブボックス内に送風ずるこ 
とびできまず（>197ページ）。 



キーシ1」ンダーにエマージェンシー 
キーを差し込んでグ□ーブボックスを 
施結/解錯でさまず。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
施綻位置回にまわしまず。 

グ□ーブボックスを解錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
解綻位置のにまわしまず。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻して < ださい。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

フ□ントアームレストのル物入れ 

mm 


フ□ント アーム レストを開< 

► 左ちにあるボタン©または®を押 
します。 

アーム レスト カバーが 左ちに開さ 
ます。 

〇 フ□ントアームレスト内には2力 
所にル物入れがありまず。前部のル 
物入れのトレーは取りがすことがで 
さます。 

〇 フ□ントアームレストのル物入れ 
巧には、^ディアインターフェー 
ス用端子*または AUX インター 
フェース用端テ*がありまず。 
ディアインターフェースは、 iPod ® 
や USB 機器などのポータブル音楽 
機器のための接続端モでず。詳し< 
は別冊 rCOMAND システム取扱 
説明書」をご覧< ださい。 

※仕様により、 AUX インターフェース用端 
テの位置び本書と異なる場合びあ0ます。 


I 
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荷物の積み方/ル物入れ 


フ□ントシート下のル物入れ 


A 警告 

フ□ントシート下部のル物入れには、 


〇リアアームレストを収納ずるとき 
は、アームレストカバーを閉じてか 
ら収納して<ださい。再度 U アアー 
ムレストを引さ出すとさに、アーム 
レストのカバーやシートを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 



ハンドル©を引いて、カバー®を 
開さまず。 

リアアームレストの小物入れ 



シートポケットには、重い物やかたい 
物、ビンやち、割れやずい物、鋭利 
なお状の物を入れないで < ださい。 
また、シートポケットから収納物が 
はみ出さないよラにしてください。 


収納ネット 


U アアームレストを引さ出しまず。 
八ンドル©を持ってアームレスト 
のカバー®を開さまず。 


A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやずい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物が投げ出されて、乗員 
がけがをずるおそれがあります。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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助手席足元とラゲツジ J レーム内左側に 
収納ネットびありまず。 


分割巧倒式 U ァシート 

U アシートのバックレストの左ちいず 
れか一方、または両方を倒ずことびで 
さまず。 

A 警告 

ラゲッジルームに重い荷物やかたい 
荷物を積載するとさは、確実に固定 
して<ださい。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどに巧物 
び投げ出されて、乗員びけびをずる 
おそれびあります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで < ださい。 
排気ガスび車巧に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれびあり 
ます。 

[I U アシートのバックレストを前方 
に倒した状態でフ□ントシートを後 
方に動かしたり、フ□ントシートの 
パックレストを後方に倒ずときは、 
U アシートに当たらないようにミ主意 
してください。シートを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

〇 フ□ントシートを大きく後方に動 
かしたり、フ□ントシートのバック 
レストを大きく後方に倒ずときは、 
リアシート のへ ッドレストを取り外 
して < ださい。 

〇 必要のないとさは、リアシートの 
パックレストを起こして□ツクして 
<ださい。 


バックレストを倒ず 



► リアシート のへ ツドレストを最も 
ほい位置にしまず。 


► フ□ントシートび後方の位置にある 
とさは、フ□ントシートを前方に移 
動しまず。 

まに、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているとさは、前方 
に起こしまず。 

〇 1」アシートのバックレストを前方 
に倒ず前に、 U アシートのヘッドレ 
ストび最ちほい位置になっているこ 
とを確認してください。へッドレス 
卜やフ□ントシートなどを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

► □ック解除レバー⑤を引をまず。 

バックレストの□ックび解除され 
9 〇 

► バックレストのを前方に倒しまず。 

►フ□ントシートを動かしたとき 
は、フ□ントシートの位置を調整し 
9 〇 
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荷物の積み万/ル物入れ 


バックレストを起こず 



①バックレスト 
⑤□ックインジケーター 
⑤□ック解除レバー 


► フ□ントシートび後方の位置にある 
ときは、フ□ントシートを前方に移 
動します。 

また、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているときは、前方 
に起こしまず。 

► バックレスト①を起こして□ック 
します。 

B バックレストを起こずときは、 
シートベルトが挟まれていないこと 
を確認して < ださい。 

► □ックインジケーター®が見えない 
状態になっていることを確認しまず。 


A 警告 

バックレストを元の位置に戻したとさ 
は、バックレストが確実に□ックされ、 

□ ックインジケーター®が見えない 
状態になっていることを確認してくだ 
さし、。 

□ ックインジケーター®が見えてい 
るときは、バックレストは確実に□ッ 
クされていません。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなどに 
荷物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

► 必要であれば、リアシートのヘッド 
レストの高さを調整しまず。 

►フ□ントシートを動かしたとさ 
は、フ□ントシートの位置を調整し 
まず。 


荷物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

• 荷物固定用 U ングには均等に力が 
かかるよラにして<ださい。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに荷物が投げ出されて、 
乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 


• 荷物固定用のストラップなどを、 
リアシートバックレスト背面のテ 
ヴーアンカー 047ぺージ）に 
かけないで <ださい。 
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荷物を固定するとさは、下の点にま 
意して < ださい。 

. 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物の移動を防ぐためのちの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 


• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 



リアシート足元の荷物固定用リング 


バッグホルダー 


A 警告 

バッグ ホルダーには 軽い荷物のみを 
かけてください。重い物やとがった 
物、壊れやずい物をかけないでくだ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに荷物が投げ出 
されて、乗員がけがをするおそれが 
あります。 

U バッグホルダーには、約日 kgi ； (上 
の荷物をかけないでください。また、 
荷物固定のためには使用しないで< 
ださい。 



①バ ツグホルダー 


ラゲツジルームの左側2力所とち側1 
力所にバッグぶルダーのがありまず。 


ラゲツジルームおよびリア シー ト足 
元に荷物固定用リングがありまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


ラゲツジ ルームカパー 


A 警告 

ラゲツジルームカバーは、荷物の移 
動を防ぐちのではありません。ラゲツ 
ジルームカバーを使用しているとさ 
ち、ラゲツジルームの荷物は確実に 
固定してください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のときなどに荷物び巧げ出されて、 
柔員びけびをするおそれびあ0まず。 

〇ラゲツジルームに荷物を積むとさ 
は、ラゲツジルーム左ちのウインド 
ウ下端よりを高い位置に荷物を積み 
上げないで < ださい。 

〇ラゲツジ ルームカバーの 上に重い 
荷物を置かないでくださし)。ラゲツ 
ジ ルームカバーを損傷ず るおそれび 
ありまず。 

〇 ラゲツジ ルームカバーの 後端部を 
上方に約45度傾けることびでさ 
ます。 


ラゲツジ ルームカバーを 使用ずる 



► ラゲツジ ルー ムカバーのを引さ出 
し、後端部を左ちの取り付け部にか 
けまず。 


ラゲツジ ルームカバーを 収納ずる 

► ラゲツジ ルームカバー のを左ちの 
取り付け部から取り外し、前方に 
ゆっくり巻さ取らせまず。 

ラゲツジ ルー ム カバーの 取りがし/取 
り付け 



ラゲツジ ルームカバーを 取りがず 

►ラゲツジ ルーム カバーのび収納さ 
れていることを確認しまず。 

► ラゲツジ ルームカバーち 側下部の八 
ンドル⑤を左側に押しまず。 

► ラゲツジ ルーム カバーのを取り外 
し 9 〇 

ラゲツジ ルー ム カバーを 取り付ける 

►ラゲツジ ルームカバーの の左側を 
取り付け部に差し込みまず。 

► 八ンドル⑤を左側に押しまず。 

► ラゲツジ ルームカバー ののち側を 
取り付け部に差し込みまず。 
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セーフティネット 


A 警告 

セーフテイネッ トび上下の取り付け 
部に確実に固定されていることを確 
語してください。 

損傷したセーフテイネットは使用し 
ないで < ださい。 

セーフテイネッ トは重い荷物の移動 
を防ぐことはでさません。重い巧物 
を積載するとさは、確美に固定して 
<ださい。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のときなどに巧物び前ちにおげ出 
されて、乗員びけびをするおそれび 
あ0まず。 


セーフティネットの取り付け位置 



セーフテイネツトはフ□ントシートの 
後方、または U アシートの後方に取り 
付けることびでさまず。 


フ□ントシート後ちに取り付けるとを 

• セーフティネッ ト上部の □ッ ドを、 
フ□ントシート後方の取り付け位置 
①に取り付けまず。 

• セーフティネット下部のフックを、 
I 」アシー ト足元の荷物固定用 U ング 
に取り付けまず（>208ぺージ）。 


リアシート後ちに取り付けるとを 

• セーフテイネット上部の□ッドを、 
リアシート後方の取り付け位置⑤ 
に取り付けまず。 

• セーフテイネット下部のフックを、 
ラゲッジルーム前方の荷物固定用 
U ングに取り付けまず0208ぺ一 
ジ)。 

セーフテイネットは、ラゲッジフ□ア 
ボード下に収納されていまず （^21 3 
ページ)。 

► 両方のベルク□ストラップを開さ、 
セーフテイネットを取り外しまず。 

► セーフテイネットを化げて展開し 
まず。 

セーフテイネットの上下のバーは、 
カチッとい5音びずるまで確実に 
□ックごせてください。 

セーフテイネットの取り付け 



フ□ントシ ー ト後方に取り付けるとさ 

► 取0付け部のにセーフテイネット 
の□ッド③を矢印の方向に差し込 
みます。 

► □ッド⑤を取り付け部®の前方に 
押し込んで固定しまず。 
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セーフテイネットの締め付け 



フ□ントシ ー ト後ちに取り付けるとさ 

►リアシート足元の荷物固定用 U ング 
⑤にフックのを矢印の方向にかけ 
ます。 

► セーフティネットび締め付けられる 
まで、ベルト⑤の端部を矢印の方 
向に引さまず。 

► かしの間走行した後に、ベルトびゆ 
るんでいないことを確認しまず。ベ 
ルトびゆるんでいるときは、ベルト 
の端部を引さ、ベルトを締めまず。 


セーフテイネットを緩める 



フ□ントシ ー ト後ちに取り付けたとさ 


► アジ ヤスターの を矢印の方向に引 
さ上げて、ベルトをゆるめまず。 

► 荷物固定用 U ング⑤ひらフック⑤ 
を外します。 


セーフティネットの取りがしと収納 

► □ッド⑤を押し縮めなびら、□ッ 
ドの端部を取り付け部のから取り 
外します(>211ページ）。 

► セーフ ティネットの上下の バーに あ 
る□ック解除ボタンを押しまず。 

► セーフティネットをキ斤りににんで包 
みまず。走行中のノイズを避けるた 
め、アジヤス ターと フックをセーフ 
ティネットの中に入れた状態で包み 
ます。 

► セーフテイネットをラゲツジフ□ア 
ボード下に収納しまず。 



►収納トレイ①のス□ット⑤に通 
しに両方のベルク□ストラップ③ 
を引さ、セーフテイネットを固定し 
まず。 


テールゲートのコートフック 


A 警告 

テールゲートのコートフックには 
重い物をかけないでください。重み 
でテールゲートが閉じ、身体が挟ま 
れてけがをするおそれがあります。 
テールゲートフックには軽いお類の 
みをかけて <ださい。 


B を邸 e 恒脚 









荷物の積み方/ル物入れ 


213 



① テールゲー トのフック 


ラゲツジフ□アボード下の収納ス 
ぺース 


A 警告 

ラゲツジフ□アボードび開いている 
とをはミ夫して走行しないでくださし、。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のときなどに収納物び巧げ出され 
て、乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 


セーフティネットや応急用スペアタイ 
ヤなどは、ラゲツジフ□アボードの下 
に収納されていまず。 



ラゲツジフ□アポードを開く 

► テールゲートを開さまず。 

► 八ンドルのの矢印の部分を押して、 
八ンドルを起こしまず。 


►八ンドルのを持って、ラゲツジフ 
□アボード⑤を引を上げまず。 



► ラゲツジフ□アボードの背面から 
フック⑤を外しまず。 



►フック⑤をテールゲート開□部④ 
の上部にかけまず。 


〇 ラゲッジフ□アボード下にはラ 
ゲッジトレイ⑤、ラゲッジフ□ア 
ボードち側のカバー下にはル物入れ 
⑤びあり、ルさい物や軽い物、平 
らな物を収納ずることびでさまず。 

〇 ラゲッジトレイ⑤には、セーフ 
テイネットとラゲッジバスケットび 
収納されています。 

。フックをテールゲート開□部の上 
部にかけたままテールゲートを閉 
じないで<ださい。テールゲートや 
フックを損傷しまず。 


I 
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ラゲッジフ□アボードを閉じる 

► テールゲー ト開口部④の上部から 
フック③を外しまず。 

► フック感をラゲッジフ□アボード 
の背面に固定しまず。 

► ラゲッジフ□アボードを下げまず。 

► ラゲッジフ□アボード®が□ック 
されるまで、ラゲツジフ□アボード 
を押し下げまず。 


ルーフラック* 


A 警告 

• 誤った取り付けちによってルーフ 
ラックやスキーラック、収納物な 
どが脱落すると、乗員がけがをし 
たり、事故の原因になりまず。ルー 
フラックやスキーラックを取り付 
けるときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• ルーフの最大積載量（約7日 kg ) を 
超えないよラミ主意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
ときは、車の重む位置が変化し、 
走行安定性に影響を与えます。路 
面や交通、天候にをわせた運転を 
行なってください。 


Q 推奨品 iU がの J レーフラックを取り 
付けると車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだ'と 
さは下記にま意して<ださし、車を 
損傷ずるおそれがありまず。 

• ルーフ後部のアンテナに接触し 
ないこと 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*を開いたとさに接触し 
ないこと 

• テールゲートを開し''たとさに接 
触しないこと 

ルーフラックの取り付け 


► 注意しながらルーフラックをルーフ 
レールに固定しまず。 

► 製品に添付の取扱説明書の指示に 
従って < ださい。 

〇 ルーフラックは Daimler AG の推 
奨品の使用をお勧めしまず。詳し< 
は;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


A 警告 

ルーフキヤ U アを取0付けていると 
きは、パノラミックスライディング 
ルーフ*を閉じてください。乗員が 
けがをするおそれがあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

走行中はカップホルダーを閉じ、使 
用しないで<ださい。似下のとをに 
物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に卷さ込まれたとさ 
カップホルダーのサイズに含ったフ 
夕付さの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがあります。 
熱い飲み物のた故にカップホルダー 
を使用しないで<ださい。火傷をす 
るおそれがありまず。 

〇カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないように注意して<ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれが 
ありまず。 


センターコンソールのカツプホルダー 



リアアームレストのカップホルダー 

[I アームレストの上に座ったり、寄 
りかからないで<ださい。アームレ 
ストを損傷ずるおそれびありまず。 

〇アームレストを元の位置に戻ず前 
に、カップホルダーを収納してくだ 
ごい。カップホルダーやシートなど 
を損傷するおそれびありまず。 



カッ プ ホルダーを 使用ずる 

► U アアームレストを引を出して、力 
八一を開さまず。 

► □ック解除ボタンのを押しまず。 

カップホルダー③び前方に展開 
しまず。 

〇 カップホルダーを使用していると 
さを、アームレストのカバーを閉じ 
ることびでさまず。 

カッ プ ホルダーを 収納ずる 

► U アアーム レストのカバーび開い 
ている状態のとをに、カップホル 
ダー⑤を元の位置に戻して□ック 
します。 


B を習恒掛 


センターコンソールにカップホルダー 
©びありまず。 
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サンバイザー 


A 警告 

走行中は バニテイ吉ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により事故を 
起こすおそれびあ0ます。 



①照日月 
⑤フック 
⑤ク U ップ 

④ バニテイ吉ラー 

⑤ バニテイ吉 ラー カバー 

前方か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 

横ち向からの眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 

► サンバイヴーをフック⑤ひら外し 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわしまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイミラーカバー⑤を閉 
じてください。バニテイ S ラーカ 
ノ（一 や J レーフ内張りを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 


バニテイミ ラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンノ（イヴーを下げまず。 

►バニテイ S ラーカバー ⑤を上方に 
開をまず。 

照日月®び点灯しまず。 

使用後はノ（ニテイミラーカバーを閉 
じまず。 

〇 照日月®はサンノ（イヴーびフック 
にひかっているとさに点灯しまず。 


J 火皿 _ 

〇 の皿を取り外したスペースをル 
物入れとして使用ずることびでさ 
9 〇 

〇灰皿下部のスペースには耐熱性び 
ありません。乂びついたたばこを 
灰皿に置<前に、灰皿び確実に取り 
付けられていることを確認してくだ 
さしん灰皿下部のスペースを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇吸いびらやマッチの乂は確実に消 
して、使用後はカバーを閉じてくだ 
さい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇灰を落とずとさは、灰皿び取り付 
けられていることを確認してくだ 
さい。灰皿の収納部を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 
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フ□ントの灰皿 



灰皿のカ パーを 開く 

► 停止ずるまでカバーのを前方に押 
します。 

灰皿の カバーを 閉じる 

► カバーのを前方に軽く押しまず。 
カバーが後方にスライドしまず。 

灰皿を取りがず 

►灰皿®の両脇をつまみ、矢印®の 
方向に引さ上げまず。 

灰皿を取り付ける 

►灰皿®を元の位置に合わせ、押し 


込がます。 

リアの灰皿 



灰皿を開く/閉じる 
►カバー®の上端を持って開さまず。 
閉じるとさはカノ（一を押しまず。 

灰皿を取り外ず 

►解除ボタン③を押して、灰皿①を 
取り出しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿のを元の位置に合わせ、し^つ 
ぱいまで押し込みまず。 


ライター 
A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をず 
るおそれがあります。 

安全のため、子供を乗車させるとさ 
はライターを抜き取ってくださし、。 

P ライターを使用ずるときは、 
下の点にミ主意してください。ライ 
ターを損傷したり、火災が発生ず 
るおそれがありまず。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。 

• 赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないで < ださい。 

• ライターを改造したり、純正品 
(夕']'のライターを使用しなし^で 
<ださい。 

。ライターが戻らなくなった とさ 
は、エンジンスイッチからキーを抜 
くわ、、イグこッション位置を0に 
して、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 


I 
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ライターを使用ずる 

► イグニッシヨン位置を 1 か 2 にし 
ます。 

ライターのカパ’一を開< 

► 停止ずるまでカバーのを前方に押 
します。 

► ライター⑤を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ライター⑤を引き巧きまず。 

使用後は灰皿に灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

ライターの力八’一を閉じる 

► カバーのを前方に軽く押しまず。 
カバーび後方にスライドしまず。 


12 V 電源ソヶット _ 

〇おず DC 12 V 、 最大消費電流1 5 A 
LU 下（最大消費電力 180 W け下） 
の規格に合った、ライト類や携帯電 
話充電器などの電気製品を使用し 
てください。規格外の電気製品を使 
用すると、ヒューズび切れたり、乂 
災び発生ずるおそれびあ0まず。 

Ol 2 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないでください。 

。ソケット巧に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれびあ0 
ます。 

Q エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 

Ol 2 V 電源ソケットを使用しないと 
さはカノ（一を閉じてください。異物 
び入ったり、水びかかると故障や 
ショートの原因になりまず。 

〇 バッテ U —電圧びほ下したとを 
は、エンジン始動のための電力を確 
保するため、 12 V 電源ソケットは 
自動的に作動を停止しまず。 

1」アとラゲッジルームに 12 V 電源ソ 

ケットを装備していまず。 

イグニッション位置び 1 か 2 のとき 

に使用でさまず。 
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リアの 12 V 電源ソケット 



►カバー⑤の上端を持って開さまず。 

►12 V 電源ソケットのカバーのを開 
をます。 


ラゲツジルームの 12 V 電源ソケット 



►12 V 電源ソケットのカバーのを開 
をまず。 


アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」 ッ プびありまず。コ ーナ 1」ング時の 
姿勢保持などに使用しまず。 

1」アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されていまず。 

A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げ 
た0、作動時に物び巧んで乗員びけ 
びをするおそれびありますので、な 
下の点にを意してください。 

• アシストグリップに A ンガーや 
アクセサリーなど物をかけない 
で < ださい。 

• コートフックには軽く柔らかし、巧 
服 L ツ外の物をかけないでください。 

• コートフックを使用ずるとさは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服を 
直接かけてください。 

〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要 LU 上の大さな荷重をかけ 
ないで<ださい。アシストグ1」ップ 
を損傷するおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転をの視界の巧げになら 
ないよ5にま意して < ださい。 


I 
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フ□アマット 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用す 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部とフ□アマットの凹部で確 
実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル 
操作を妨げるおそれびあります。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないでください。 



運転席のフ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷をまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部③にはめ込みまず。 

運転席側のフ□アマットを取りがず 

► フ□アの凸部⑤からフ□アマット 
を取り外しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でをません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んで < ださい。 
また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさち同様 
です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは iiTF のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して <ださし、。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置 面置、歷君、面]] お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
<ださい。 


走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の交換を行 
なったとさち、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的に低いギアに切り誓わり、エン 
ジンの回転数が上がって素早<加速 
しまず。これをキックダウンといい 
まず。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといし) 
まず。ほいギアのとさほど効さび 
強 < なりまず。 
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A 警告 

給油するとをは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いがするとき 
は、決して火気を近付けないで<だ 
さい。火災が発生するおそれがあり 
ます。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火を近付けたり、 
おくで喫煙をしないで < ださい。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌や衣服に燃料が付着しないよラに 
ミ主意してください。燃料が肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれがあります。 


H 燃料を給油ずるとさは、 iu 下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して<ださい。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 
がの燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用ずると、エ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されてし''る製品のみを使用 
して<ださい。故障の原因にな 
りまず。 

•燃料に軽油を使用したり、無鉛 
プレミアムガソリンに混ぜて使 
用しないで<ださい。か量を混 
ぜただけでちエンジンなどを損 
傷ずるおそれがあ0まず。また、 
このよラな場合は保証の適用が 
になりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで<ださい。軽油が燃料 
系部品全体にまわるおそれがあ 
りまず。誤って給油した場合は 
ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場に連絡してくださし、。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を給油してく 
ださい。 

•燃料給油口には、純正品(がの 
キャップを使用しないで< だ 
さし、。 
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燃料の給油 


P セルフ式のガソリンスタンドなど 

で給油するとさは必ず Li (下の点を守 

0、安全に十分ミ主意して作業を行 

なって < ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をずる人がは燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をずる人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 
放電による火花で燃料に引火し 
た0、火傷をずるおそれがあ0 
ます。 

. 作業中は車内に戻らないで<だ 
さい。帯電するおそれがあ0 
ます。 

• キャップの取りがし/取り付け 
は確実に行ない、火気を近付け 
ないよ5にして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5 
に注意して<ださい。塗装面を 
損傷するおそれがありまず。 

• 給油ノズルは給油口の奧まで確 
実に差し込んで < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


•給油が自動的に停止したら、そ 
れ上は給油しないで < ださい。 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
が不調になったり停止ずるおそ 
れがありまず。 

• 手動で給油しているとさは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっ < りと給ミ由して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さい。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル⑤び貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かに 
については0241ぺージ）をご覧 
<ださい。 

〇 U モコン操作またはキーレス3— 
操作*で燃料給油フラップび解錠 
されないとさは、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場 I こ連絡してくだ 
さい。 

〇 車を施錠ずる前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施錠後に燃料 
給油フラップを閉じよラとしてを、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな< な0まず。 
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①燃料給油フラップ 
⑤ ホルダー 


⑤タイヤ空気圧ラベル 
④燃料種別表示ラベル 

燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 
たはキーレス3—操作*での解錠/ 
施綻に連動して解湿/施錠されまず。 

燃料給油□は車体のち側後方にあり 
ます。まに、メーターパネルには給油 
□の位置をおす I み び表示されてし、 
ます。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチひ 
らキーを巧さまず。 

または 

► エンジンスイッチにキーレス3—ス 
イッチ*を取り付けているときは、 
運転席ドアを開さ、イグニッシヨン 
位置を0にしまず。 

再び運転席ドアを閉じてを、イグ 
ニッシヨン位置は0のままになり 
ます。 


► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップ®びかし開さ 
9 〇 

► 燃料給油フラップのをいっぱいま 
で開さまず。 

► キャップを反時計回りにかしゆるめ 
て、タンク巧の圧力を巧さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまねして取り外しまず。 

►外しにキャップを燃料給油フラップ 
© の裏側にあるホルダー⑤に置さ 
9 〇 

► 給油ノズルを給油□にいっぱいまで 
差し込み、給油を開始しまず。 

給油ノズルび最初に自動停止した時 
点で給油を停止して < ださい。 

〇給油び自動的に停止したら、それ 
け_上は給油しないでください。燃料 
漏れのおそれや、エンジンび不調 
になったり停止ずるおそれびあり 
9 〇 

給油□を閉じる 

►キャップを燃料給油□に合わせ、 
□ ックされに音び聞こえるまで時計 
回りにいっぱいまでまわしまず。 

► 燃料給油フラップのを閉じまず。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンクのトラブル 


トラブル 


車から燃料び漏れて 
し）る。 


臟料給油フラップび 
開かない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を振いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► リモコン操作またはエマージェンシーキーで車を解錠してください 
(1>63、295ぺージ）。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に臭萬びある。 
► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 
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ボンネット 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
ります。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をずるおそれがあります。 


A 警告 

エンジンが停止していてを、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分があります。エンジンルーム内に 
触れるとさは、各部の温度が下がつ 
ていることを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンがかかっているとさ、イグニッ 
ション位置が2のとさは、エンジ 
ンルーム巧には手を触れないで<だ 
さし、。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


A 警告 

エンジンスイッチからキーを抜い 
ているか、イグニッション位置が0 
のとさでち、冷却水の温度が高いと 
さはエンジンファンなどが自動的に 
回転することがありまず。エンジン 
ファンなどの回転部分には身体や物 
を近付けないでください。 

ボンネットを開< 


A 警告 

ボンネッ h を開<とさは、エンジン 
スイッチからキーをあくか、；一夕一 
パネルの表示灯/警告灯が消灯ずる 
までキーレスづースイッチ*を押し、 
ワイパーのスイッチが停止の位置に 
なっていることを確認してください 
(M 07、109ぺージ）。ボンネットを 
開いているとさにワイパーが作動ず 
ると、けがをしたり、車やワイパー 
を損傷するおそれがあります。 

[ I ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

〇強風のとをにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットび 
不意に下びることびありまず。風の 
強い曰は十分にま意してください。 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るとさを同様にま意してください。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジンルーム 


► ワイパーのスイッチび停止の位置 
になっていることを確認しまず 
0107、109ぺージ）。 



► 運転席側のインストルメン h パネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
バー®を手前に弓 I さまず。 

〇 盗難防止警報システム装備車は、 
ワイノ く一び作動しているとさにボン 
ネットの□ックを解除ずると、ワイ 
パーの作動び停止しまず。 



► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ⑤を矢印の方向に押し上げな 
びらボンネットを開さまず。 


ボンネットを約 40 cm ほど持ち上 
げると、ガス封入式ダンパーにより 
ボンネットは自動的に開き、保持さ 
れます。 


ボンネットを閉じる 


A 警告 

走巧前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してくださしん 
走行中にボンネットび開いて事故を 
起こすおそれびあ0ます。 


A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。 

。エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の機器類など 
を損傷ずるおそれびありまず。 

►ボンネットを引を下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm の位置で手を放して閉 
じまず。 

► ボンネットび確実に閉じていること 
を確認します。 

完全に閉じなかったときは、をう一 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 


ボンネットをま直に開く 
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を直位置まで開く 

► 向かつてち側の支せ下部の□ック位 
置⑤にあるホ色の□ックボタンを 
押しなびら、ボンネットを押し上げ 
て垂直の位置にしまず。 

□ ックボタンび支せ上部の□ック位 
置④に移動し、□ックされまず。 

ま直位置か5閉じる 

►ボンネットをかし後方へ押し、支 
せ上部の□ック位置④に移動した 
赤色の □ ックボタンを押しなびら、 
ボンネットを閉じまず。 

〇 垂直に開いたボンネットは、支 
せ上部の□ック位置④に移動した 
□ックボタンを押ごな<てを通常 
の開 < 位置まで下げることはでさ 
ますび、その位置から閉じること 
はでをません。 

一度、垂直に開き、□ックボタン 
を押しなびら閉じて< ださい。 


A 警告 

• イグ ニッシ ョンシステムおよびバ 
イキセノンへッドライトのバルブ 
ソケットや配線に手を触れないで 
<ださい。高電圧び発生している 
ため、感電ずるおそれびあ0ます。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
て、イグニッション位置び0のと 
きでち、冷却水の温度び高いとき 
はエンジンフアンなどび自動的に 
回転することびあります。エンジ 
ンフアンなどの回転部には身体や 
物をち付けないでください。 



9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で巧なつてください。 



① エンジンオイルレベルゲージ 


⑤ エンジンオイルフィラー 

キャップ 

⑤ を却水1」 ヴーブ タンク 

④ ブレーキ液1」ヴーブタンク 

⑤ ウオッシャー液1」ヴーブタ 
ンク 

エンジンルーム内の手入れ 


手作業で巧いてください。乂傷や感電 
にま意して < ださい。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ミきをしないで<だ 
ごし、。 


I 
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エンジンオイル 

〇エンジンオイルは使用している間 
にちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは（[>282ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

エンジンオイル量に関ずるミち意 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

エンジンオイル量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから5分じ(上経 
週している 

• エンジンが温まる前にエンジンを停 
止したとさは、エンジンを停止して 
から約3日分 m 上経過している 



〇 仕様により、エンジンオイルレべ 
ルゲージの形状び異なる場合びあり 
ます。 


► エンジンオイルレベルゲージ®を 
巧を取り、されいにないていっぱい 
まで差し込みます。 

► エンジンオイルレベルゲージをなさ 
取り、付着したエンジンオイル量と 
ミちれ具合を点検しまず。 

オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限⑤と下限⑤の間にあ 
れば正甫でず。 

► エンジンオイルレベルゲージを元の 
位置に差し込みまず。 

► エンジンオイル量び下限かそれ LU 下 
のとさは、エンジンオイルフィラー 
キャップを開いて、指定のエンジン 
オイルを約 0.5 〜1リットル補給 
します。 
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エンジンオイルを補給ずる 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さし、。 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム巧に 
こぼさないで<ださい。エンジンが 
熱いとさにオイルが付着ずると、発火 
して火傷をするおそれがあります。 

P 必ず車両の点検整備用として承認 
されたエンジンオイルとオイルフィ 
ルターだけを使用して<ださい。 

の原因により、エンジンや排気 
システムを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

• 車両の点検整備用として承認さ 
れていないエンジンオイルと才 
イルフィルターを使用すること 

• 指定の交換時期を過ざてからエ 
ンジンオイルとオイルフィル 
ターを交換すること 

• エンジンオイルに添加剤を入れ 
ること 

P エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべ J レゲージの上限を超えている 
ときは、エンジンオイルを巧いてく 
ださい。エンジンや触媒を損傷ず 
るおそれびあ0まず。 



エンジンオイルフイラーキャップの例 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
©を反時計回りにまわして取り外 
しまず。 

► 指定のエンジンオイルを補給しまず。 

エンジンオイル量びエンジンオイル 
レベルゲージの下限かそれ！; TF のと 
きは、エンジンオイルを約 0.5 〜1 
U ットル補給しまず。安全に十分ま 
意して、作業を行なってください。 

► エンジンオイルフイラーキャップ① 
を補給□に合わせ、時計回りにいっ 
ぱいまでまねして取り付けまず。 

エンジンオイルフイラーキャップび 
確実に取り付けられていることを確 
言忍します。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージで 
エンジンオイル量を点検しまず。 

使用ずるエンジンオイルについては 
([>336ぺージ）をご覧ください。 


I 
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エンジンオイ j レの交換時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めしまず。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目まとして<だ 
さい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

P 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧を取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

P エンジンオイルの減りかたび著 
しいとをは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてくださし、。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッションオ 
イルのオイル量を点検ずる必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッションの作動に異甫を感じたとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス S ツシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


を却水 


A 警告 

:令ま P システムには圧力びかかってい 
まず。水温びかしでち高いとさは、 
絶巧にリヴーブタンクのキャップを 
開かないでください。高温の蒸気や 
熱湯び吹き出して、义傷をするおそ 
れびあ0ます。 


A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないよラにしてください。熱くなった 
エンジンに不凍液び付着ずると、発 
火して火傷をするおそれびあります。 

〇冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 
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冷却水の量を点検ずる 


► 水平な場所に停車しまず。 

を却水の量の点検は、水平な場所に 
停車していて、エンジンび十分に;令 
えているとさにのみ行なってくだ 
さい。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► メーターパネルのエンジンを却水温 
度計でを却水温度び十分にをえてい 
ることを確認しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 



► U ヴーブタンク⑤のキャップのを 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧さまず。 


►圧力び巧けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク⑤ 
巧のマーク⑤に達していれば適量 
です。 

を却水び温かいとさは、液面びマー 
カー③より約1 .5 cm 上にあれば適 
量です。 

► 必要であれば、冷却水を補給しまず。 


►キャップのを合わせ、いっぱいま 
で時計回りにまねしまず。 

冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
まず。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧をまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ®をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► 液面の高さにミ主意して冷却水を補給 
します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液をミ居せ' 
て使用しまず。 

車を使用する地域(最ほ気温）によっ 
て濃度を変えまず。 

► キャップ®を確実に閉じまず。 

を却水について、詳しくは（[>337ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

〇を却水の補給は、を却水びをえ 
ているときに行なってください。 

〇を却水にはおず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果ちあ 
りまず。 

〇指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流してください。 
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Q マルチフアンクションデイスプレ 
イに冷却水に関ずる故障/警告 ッ 
セージ0281ページ）が表示され 
たとさは、オーバーヒートしてエン 
ジンを損傷ずるおそれがありまず。 
ただちに安全な場所に停車し 、刃し 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けて < ださい。 

を却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 

まずので、整備手帳に従い定期的に交 

換して < ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずね < ださい。 

オー パーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度が約 i 2 crcLU 上をおし 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に冷却水に関ずる故障/警告^ッ 
セージが表おされる。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 

A 警告 

エンジンルームから蒸気が出ている 
とさや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体が発火して火災が発生する 
おそれがあ0まず。 


A 警告 

冷却水温度が下がるまで、絶対にボン 
ネットや U ヴープタンクのキャップを 
開かないでください。高温の蒸気や熱 
湯が吹き出して火傷をするおそれがあ 
ります。 

〇オーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水が吹さ出している 
状態でエンジンをかけたままにず 
ると、エンジンを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

Q オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 

ラに対処してください。 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイドリング状態で冷却 
します。 

エンジンフアンが停止しているとき 
や、冷却水が吹さ出しているとさ 
は、エンジンを停止して冷却して< 
ださい。 

►エンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、エンジンフアンな 
どを点検します。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
まず0233ページ）。 

。冷却水は、エンジンが熱いときに 
補給しないで<ださい。エンジンを 
損傷するおそれがありまず。 
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I 

ブレーキ液 I ブレーキ液の量を点検ずる_ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにブレーキに関ずる故障/ 
警告ッセージが表示されたり 
(>279 ページ）、ブレーキ警告灯 
([>288、289、291ぺージ）が点灯し 
たとさは、むやみにブレーキ液を補 
給しないでください。補給によって 
故障が解消することはありません。 
安全な場所に停車して、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


A 警告 

必ず指定のプレーキ液を使用してくだ 
さい。指定じ(外のブレーキ液を使用し 
たり、他の銘柄を混ぜると、ブレーキ 
の効さ具含やブレーキシステムに悪影 
響を与え、安全なブレーキ操作ができ 
なくなるおそれがありまず。 


A 警告 

ブレーキ液の補給は、エンジンが冷え 
てから行なってください。また、上限 
( MAX ) を超えないよラに補給してく 
ださい。あふれたブレーキ液がエン 
ジンや排気系部品などに付着ずると、 
発火して火傷をしたり、火災が発生す 
るおそれがあります。 

Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告少ッセージが表示されたとさは 
0279ページ）をご覧ください。 



►ブレーキ液の液面が、ブレーキ液 
リヴーブタンク©のレベルイン 
ジケーター上限 ( MAX ) @と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常でず。 

ブレーキ 液の交換 


定期的に;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて<ださい。詳 
しくはルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 

Q ブレーキ液の減りかたが著しいと 
きは、ただちに^ルセデス■ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

H ブレーキ液の補給や交換は、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 

H 補給のとさは、3’ミや水び U ザ ー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 
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〇レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、走行 
中に漏れて塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。ボディに付着したとさ 
は、ずみやかに水で洗い流して<だ 
さい。 

P ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
な < なる現象のことでず。 


ウオツシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
お付けた0、おくで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

〇 ウインドウウォッシャー液と へッ 
ドライトウオッシヤー液の U ザーブ 
タンクは共用でず。 


ウオッシャー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウオッシャー液と水を適正なミ屋合比 
にミ畳ぜまず。 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップのを開いて補給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 

ウインドウウォッシャー液とへッドラ 

イトウォッシャー液の U ヴーブタンク 

は共用でず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 

て使用しまず。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用ずると、塗装面を損傷ずるお 
それびありまず。 

B へッドライトには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さし、純正け•外のウォッシャーあを 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇マルチフアンクシヨンディスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されにとさは 
([>285ページ）をご覧ください。 
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タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


安全に関ずる注意 


A 警告 

純正品および承認されている製品 !;I 
外のタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤ皆ホイールを正しく装着し 
ないと、車両の安全性を損なラおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

パンクしたタイヤにより、車両の走 
行、ステアリング、制動特性が著し 
く損なわれまず。事故の危険性があ 
りまず。 

• パンクしたタイヤでは走行しない 
で < ださい。 

• ただちに応急用スペアタイヤに交 
換ずるか、ルセデス■ベンツ 
指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないで< ださい。また、スペーサーや 
ダストシールドを使用しないで<だ 
さい。保証の適用がになりまず。 


走行時の注意 _ 

• 走行しているとさは、振動や騒音、 
ステアリングが片方向にとられるな 
どの不自然なステアリングの動さに 
ま意して<ださい。ぶイールや夕 
イヤが損傷しているおそれがあり 
ます。タイヤやぶイールの損傷が疑 
われるとさは、ただちに安全な場所 
に停車して、タイヤとぶイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやぶイールの損傷ち、不自然な 
ステア U ングの動さの原因になり 
ct' 9 〇 

異常び見つからないとさを、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

. 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
や障害物に接触しないよラにしてく 
ださい。 

縁石などを柔り越える必要びあると 
きは、走行速度を落とし、縁石に巧 
してタイヤをできるだけ直角にして 
ください。タイヤを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


タイヤの点検 
A 警告 

損傷しているタイヤは空気圧低下の 
原因になります。その結果、車のコ 
ント□ールを失ラことがあります。 
事故の危険性があります。損傷の兆 
候がないかタイヤを定期的に点検し、 
損傷しているタイヤはただちに交換 
して < ださい。 


I 
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タイヤとホイール 


タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大さな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検し 
まず。ス U ップサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接地面の状態は 
定期的に点検してください。必要で 
あれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいまで切った状態で、タイ 
ヤの内側を点検してください。 

•ほこ0や水分の浸入を防ざノ（ルブを 
保護するため、ホイールパルブの 
キヤップをおず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールパルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キヤップし U 外のをのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを含め、タイヤ 
の空気圧は定期的に点検して<だ 
さい。 

• タイヤに空気を入れてを、ずぐに空 
気圧びほ下ずるとさは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤバルブからの 
空気漏れなどのおそれびありまず。 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 


タイヤトレッド 


A 警告 

し^下の点にま意してください。 

• タイヤの摩耗には十分にミ主意し、 
ス I 」ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみやかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さが約 3 mm し：^下になると著 
しく滑りやずくなり、事故につな 
びるおそれがあ0ます。 

• ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったときは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩辉は均一ではありま 
せん。タイヤの溝の深さや接地面 
の状態は定期的に点検してくだ 
さい。必要であれば、タイヤを片 
方向に向けて、タイヤの内側わ点 
検してください。 


タイヤの遺択、装着と交換 

• タイヤとホイールは、4輪とち同じ 
種類と銘柄のちのだけを装着して< 
ださい。 

• ホイールには指定された正しいサ 
イズのタイヤだけを装着して<だ 
さい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約1 00 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧め 
し 9 〇 
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• トレッドがひど<摩詩したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグ U ップが著しく低 
下し、八イド□プレーこング現象を 
起こすおそれがありまず。 

• 摩耗具合にかかわらず、6年政上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て< ださい。 

• 純正品または承認されている製品政 
がのタイヤやホイールを装着する 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費などに悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷するおそれがあり 
まず。 

• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保証はでさません。 

• 純正品または承認されている製品政 
がのタイヤやホイールを装着する 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

• 前後同サイズのタイヤ/ぶイール 
が指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着ずるとさは、前 
輪に装着してください。 

タイヤの摩耗具合は、 Li (下の条件によ 

0左ちされまず。 

• 運転ち法 

• タイヤ空気圧 


ウィンタータイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとさやが気温 
度が約 rciu 下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着ずることで、 ABS や ESP ⑩な 
どの効果が発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 警告 

ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm し U 下になったときは、必ず新品 
と交換してください。十分なグリッ 
プを発揮でさず、雪道や凍結路の走 
行に適さなくなります。これにより、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になりまず。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

応急用スペアタイヤを装着したとさ 
は、約 80 km / h _ Ui (上の速度で走行し 
ないで < ださい。 


• 走行距離 
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A 警告 

ウィンタータイヤの装着時に、応急 

用スペアタイヤを装着すると、タイ 

ヤのサイズと種類が異なるため、事 

故を起こずおそれがあ0ます。 

政下の事項を守ってください。 

• 状況に合わせて憤重に運転してく 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本！;!上装 
着して走行しないでく ださし、。 

• 応急用スペアタイヤはウィンター 
タイヤとはサイズが異なるため、 
短時間のみ使用してください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤを交換ずると 
さは、最寄りのルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なってく 
ださい。交換ずるタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださい。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 


スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでち走行が困難なと 

きは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 

定品を使用して<ださい。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従ってください。 

スノーチェーンを装着ずるときは、 

下のことに注意して<ださい。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ぶ 
イールにスノーチェーンを装着で 
きない場合がありまず。詳し< は 
(>340 ページ）をご覧ください。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないで<ださい。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
て<ださい。前輪に装着ずると、ボ 
ディやフェンダーの巧側またはサス 
ペンションなどに接触して、タイ 
ヤや車体を損傷するおそれがあり 
ます。 

• スノーチェーン装着時は約日 0 km / 
h UTF の速度で走行して<ださい。 

• 指定品政がのスノーチェーンを装 
着ずると、タイヤからがれたり、車 
体に接触ずるおそれがありまず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を妨げない、安全で平坦な場所で 
行なってくださし、。 

• 路面に雪や凍結がな<なったとさ 
は、スノーチェーンをがしてくだ 
さし、。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほ5が走行しやずい 
場合がありまず。 
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〇 スノーチェーンについて、詳しく タイヤ空気圧ラベル 

はルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


タイヤ空気圧 


A 警告 

タイヤ空気圧が低すぎたり高すぎる 
とさは、料下のよラな危険があり 
まず。 

. 車に重い荷物を積んだとをや高速 
走行したとさに破裂するおそれが 
あ0ます。 

• タイヤが極度に摩辉したり、偏摩 
耗して、タイヤのグリップが善し 
く低下するおそれがあります。 

• 車両の走行、ステアリング、制動 
特性が著し<損なわれるおそれが 
お0ます。 

事故を起こすおそれがあります。 
タイヤ空気圧は下のよラに調整す 
ることをお勧がしまず。その際は、応 
急用スペアタイヤを含が、ずべての 
タイヤの空気圧を点検して<ださい。 

• 少なくとも2週間ごと 
• 荷物の積載量が変わったとさ 
• 長距離走行前 

. 不整地の走行など、使用条件が変 
わったとさ 

必要であれば、指定のタイヤ空気圧 
に調整してください。 



タイヤ空気圧ラベルの例 


タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>225 
ページ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は fkPa (1 00 kPa 二1 bar )」 と fpsij 
で表示されています。 


A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着するなど、純正品 
または承認されたノりレブキヤップ 
外のちのをホイールバルブに装着し 
ないでください。それ5を装着する 
と、バルブが常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になります。 


I 
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A 警告 

タイヤ空気圧が繰0返し低下すると 
さは、ホイールやホイールバルブ、 
またはタイヤが損傷しているおそれ 
があります。タイヤ空気圧が低すざ 
ると、タイヤが破裂するおそれがあ 
りまず。事故を起こずおそれがあり 
ます。 

• タイヤに<ざなどがささってい 
ないか確認して<ださい 
• ホイールやホイールバルブから空 
気が漏れていないか確認して<だ 
さし、。 

問題を解消でをない場含は、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

Q 必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

タイヤ空気圧は、できるだけタイヤが 
冷えているとさに測定して<ださい。 
m 下のときはタイヤは冷えていまず。 

• 直射日光をミ谷びていない場所で、か 
な< とち約3時間上駐車したま 
まのとさ 

• 約1 .6 km U ■(上走行してし^なし'(とき 

周囲の気温び約10で変化ずると、夕 
イヤ空気圧は約 lOkPa (0.1 bar / 
1.5 psi ) 変化しまず。タイヤ空気圧を 
点検するとをは周囲の気温にま意して 
<ださい。 


タイヤ空気圧び高ずざたりほずざる状 
態で走行ずると、し i (下のよ5なことび 
起こりまず。 

• タイヤの寿命び短くなりまず。 

• タイヤの損傷につなびりまず。 

• 車両操縦性や走行安全性に悪影響を 
ちえまず（八イド□プレーニング現 
象び発生しやず<な0まず）。 

〇 かない荷物に対応した空気圧値 
は、良い乗りむ i せををたらずための 
最低空気圧で'ず。 

荷物がかないとさち、多い荷物に対 
応した空気圧を使用することちでさ 
まず。この空気圧値は許容されてい 
る値であり、走行性能に悪影響を与 
えることはありません。 

9 環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料を余計に消費しまず。 


タイヤ空気圧警告システム 

4輪ずベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下ずること 
により他のタイヤとの回転速度に差が 
生じると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告^ッセージを表示し 
まず。 
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空気の入れすざなど、誤ったタイヤ空 
気圧の調整に対しては警告が行なわれ 
ません。燃料給油フラップの裏側にあ 
るタイヤ空気圧ラベルを参照し、必ず 
規定の空気圧に調整して<ださい。 

タイヤ空気圧警告システムは、複数の 
タイヤから同量の空気が漏れた場合な 
どは検知できません。また、タイヤ空 
気圧の点検を行なラシステムではあり 
ません。 

突然の空気圧低下（タイヤに異物が貢 
通した場合など）に対しては警告を行 
なうことができません。このときは、 
急ブレーキや急八ンドルを避け、しっ 
かりステア U ングを支えながら、徐々 
に減速して安全な場所に停車して<だ 
さし、。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
況のとさは作動しません。 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速しているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 
• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとき 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる 


下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやぶイールを交換したとさ 

• 新しいタイヤやぶイールを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （^241 ページ）を参照 
して、ずべてのタイヤが適正な空 
気圧に調整されていることを確認 
して < ださい。 

► タイヤ空気圧に関ずるを意事項を 
守って < ださい。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►ステア U ングの QD または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの^イン;< 
こユーから" メンテナンス" を選択しまず。 

► E を押して、 "タイヤ空気圧" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

"タイヤ空気圧警告システムオ 
ン II と表示されまず。 

〇イ グこッシヨン位置が21；1外のと 
きは、 "タイヤ空気圧警告システ 
ムイグこッシヨンオンで作動でき 
ます" と表示されまず。 

► 应のを押しまず。 

II タイヤ空気圧正常でずか？" と表 
示されます。 
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► を押して" はい "を選択し、 
应のを押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システム再始 
動しました" と表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 

または 

再起動を中断ずる場合 

► ステアリングのスイッチを押 
しまず。 

または 

► II タイヤ空気圧正常でずか？" と表 
示されているとさに、 "キャンセル" 
を選択します。 

► 应のを押しまず。 

前回の再起動時に記憶されたタイヤ 
空気圧の値が弓 I さ続さモこ夕一され 
ます。 


タイヤ□ーテーシヨン 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なる車両でタイヤ□ーテー 
シヨンを行なラと、車両操縦性や走 
行ま定性が確保でさません。ブレー 
キやヴスペンシヨンを損傷するおそ 
れがあります。事故を起こすおそれ 
がお0まず。 

タイヤ □ーテーシ ヨンは、タイヤお 
よびホイールのサイズが前後同一の 
車両にのみ行なってください。 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 

方法、路面状況によって大さ<異なり 
9 〇 

5.000 —10,000 km を目安に摩耗具 

合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 

した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 

なって< ださし、。 

タイヤ□ーテ—シヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤを入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施ずると、タイヤの摩耗を均一化ず 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整してください。タイヤ 
空気圧は、燃料給油フラップの裏側 
に貼付してあるタイヤ空気圧ラベル 
で確認して < ださい。 


タイヤの回転方向 

回転方向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるよラに装着ず 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しにくくし、タイヤの 
性能を発揮ずることがでさまず。 

タイヤの側面に記載された回転ち向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 

応急用スペアタイヤは、どちらの回 
転ち法で'ち装着でさまず。 

応急用スペアタイヤを使用ずるとさ 
は、速度制限および使用期限に従っ 
て < ださい。 
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タイヤの保管 


寒を時の取0扱い 


装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


寒を時のミ主意 


タイヤの清掃 


A 警告 

高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃し ないで <ださい。タイヤ 
を損傷ずるおそれがありまず。 


寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いが必要でず。必ず Li (下のを意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス- ベンツ指定サービスエ 
場で、冷却水の不凍液の濃度が適正 
であることやノ（ッテリーの液量や充電 
状態に不足がないことを点検して<だ 
さい。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用して < ださい。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし、凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま<地域の場を、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 
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ドアや テールゲート のま結 

ドアやテールゲートび凍結していると 

をは LU 下のよ5な方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへら 
などを使用し、ボディやウインドウ 
を損傷しないよ5にま意してくだ 
ごい。 

• ドアやテールゲートび凍結して開か 
ないとさは、開□部周囲にめるま湯 
をかけ、解凍してから開いてくだ 
ごい。また、 キー シ U ンダーにはめ 
るま湯びかからないよ5にしてくだ 
さい。 

• 再凍結を防止するため、ホ分な水分 
はされいに巧さ取って < ださい。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の防 
水シールやウエヴースト U ップを損 
傷するおそれびありまず。 

ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフてンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び付 
着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷しにり、ステア U ング操 
作びでさなくなり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をひけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラにミ主意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 


• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
さは、大きくなる前に取り除いてく 
ださし、。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインド 
ウ、パノラミックスライディングルー 
フ * などび凍結しているとさに、無理 
に動かずとモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してひら操作してください。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落とし 
てから乗車してください。ペダルを 
操作するとをに滑ったり、車内の湿度 
び高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 

A 警告 

マフラーなどが雪に埋ちれた状態で 
エンジンをかけていると、排気ガスが 
車巧に入り一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれがありまず。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
[ E に入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よラにして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


走行時のを意 


エンジンを停止しての走す5 
A 警告 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 

エンジンが停止しているとさは、パ 
ワーステアリングやブレーキの倍力 
装置が作動しません。 

ブレーキやステアリングの操作に非 
常に大さな力が必要になるため、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0ます。 


ブレーキ 


A 警告 

滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。ス 
U ップして車のコント□ールを失い、 
事故を起こずおそれびあります。 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などにち険 
をおよぼすことびないよラにを意し 
て < ださい。 


下り坂を走行ずるとき 


長い下りおや急な下りおではおず 
テイップシフトでほいギアレンジを選 
おし、エンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 
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エンジンブレーキを併用ずることによ 
り、ブレーキシステムへの負荷び減 
0、ブレーキの過熱を防ぐことびでを 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とびでさまず。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピー ド I 」ミッ ターの 作動中を、ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用し 
た減速をエンジンブレーキといい 
ます。ほいギアのとさほど効さび 
強< な0まず。 

ブレーキシステムに強い負巧びかかつ 
たとを 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
バッドび早<摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かなくなった0、 
火災び発生ずるおそれびあ0まず。 

ブレーキに大さな負担びひかったとさ 
は、ずぐに停車ずるのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早くを却ずることびでさまず。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとさなどは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよ5な 
とさは後続車にミ主意しなびら、ブレー 
キの効をび回復ずるまで、ブレーキぺ 
ダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 


路面び濡れているとを 


A 警告 

滑0やすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで< ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こすおそれびあります。 


ま結防止剤を散巧した路面でのブレー 
キ性能の制限について 


A 警告 

ブレーキディスクやブレーキパッド 
に塩分び付着ずると、ブレーキの効 
さび遅れるため、制動距離び大幅に 
長くな0、事故につなびるおそれび 
あります。 

を険を回避ずるため、な下の指示に 
従って< ださい。 

• 凍結防止剤を散巧した道路を走 
行ずるとさは、周囲の交通を巧げ 
ないよラにミ主意しなびら、数回に 
分けてブレーキを効かせて<だ 
さい。ブレーキペダルを踏むこと 
によ0、ブレーキディスクやブレー 
キバッドに付着した塩分を除去す 
ることびでさます。 

. 前車との車間距離を十分に確保し 
て、慎重に運転してください。 

• 駐車する前や発進直後はミ主意して 
ブレーキを効かせ、ブレーキディ 
スクから塩分を除去してください。 


B こな〇芭 s 邮 m 
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ブレーキパッドについて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キバッドは、目まとして走行距離び 
数百 km を超えるまでは制動性能を売 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んでください。 

[I ブレーキび過熱している状態のと 
をは、ブレーキに水びかからないよ 
5にしてください。ブレーキディス 
クを損傷するおそれびありまず。 

おず純正のブレーキパッドを使用して 
ください。純正(外のブレーキパッド 
を使用すると、ブレーキ特性び変わつ 
てま全なブレーキ操作びでさな<なる 
おそれびあ0まず。 


(の)」ブレーキ 警告。 

ィグニッション位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとをは、警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消灯 
します。 

ブレーキ警告灯は、パーキングブレー 
キを効かせているとさはエンジン始動 
後を点灯したままになりまず。 

ノ くーキングブレーキを解除してを消灯 
しないとさや、エンジンびかかってし、 
るとさに点灯ずる場合は、ブレーキ液 
び不足していまず。ま全な場所に停車 
し、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 


〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブ レーキ液ま たはブ レーキパツ 
ドに関ずる故障/警告メ ツ セージ 
び表示されにときは0279ページ） 
をご覧ください。 


タイヤのグ U ップについて 


A 警告 

安全な走行のため、濡れた路面や凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
行ずるとさよりを低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態 
に十分ミ主意して < ださい。路面が凍 
結しているときは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層が形成 
され、タイヤのグリップが大きく低 
下します。 


濡れた路面での走巧 
八イド□プレーニング現象 


一定 LU 上の深さがある水たまりを走 
巧ずるとさは、 iU 下の状態でち、八イ 
ド□プレーニング現象が発生ずるおそ 
れがあ0まず。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
おる 

でさるだけ水たまりや離を避け、ブ 
レーキを効かせるとさは注意して<だ 
さし、。 
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走巧時の注意 


道路び冠水しているとをや車び水没し 

たとを 

やむを得ず冠水した道路を走行すると 

さは、 Li (下の点に注意してください。 

• 許容されてし^る最大水深は約 30 cm 
です。 

• 波が立たないよラな速度で走行して 
<ださい。 

〇前方を走行している車両や、ずれ 
違5車両からち波び発生しまず。こ 
れにより、最大水深を超えることび 
ありまず。 

〇豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったとさはみしてエン 
ジンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エンジ 
ンに重大な損傷を与えるおそれびあ 
りまず。 

B 車び水をした場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 


雪道やま結路面の走行 


A 警告 

車び雪に覆われたとさは、マフラーや 
エンジンをかけた車の周囲から雪を 
取0除いてください。排気ガスび車 
内に入0、一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれがありまず。 


滑りやずい路面での走ネ5 


A 警告 

滑0やすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで< ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こすおそれびあります。 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間距 

離を確保し、いつちより控えめな速度 

で慎重 I こ走行して < ださい。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 LU 下のま意事項を守ってください。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず■(ま用してください。 

• 走行モードを E モードに切り替え 
てください0126ページ）。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪<なるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にま意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽< 踏んで< 
ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風が強いとき 

横風び強<、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとをは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 


走行中に異常を感じた5 

警告なび点打したとをやマルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

た だちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処して<だ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくださし、そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれびありまず。 


ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料 
などび漏れていないか確認してくだ 
さい。漏れやボディ下部に損傷を見つ 
けたとさは、運転を中止してメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
てください。損傷を放置したまま走行 
を続けると、事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車して<ださい。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとき 


駐車ずるときのミ主意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
危険びないことを運転ちび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださし、。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 
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• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレパー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いて<ださい。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

急な坂道で駐車ずるとを 

急な坂道で駐車ずるとさは、セレク 
ターレバーをに 入れ、パー キ 
ングブレーキを確実に効かせて<だ 
さい。さらに輪止めをして、前輪を歩 
道方向に向けてください。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとをは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かした0、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異苗過熱して乂 
災の原因になりまず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとを 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


雨降りや濃露時の運転 _ 

雨び降っていた0、濃霧び発生してい 

るとさは、じ(下の点にま意して、いつ 

をより慎重に運転してください。 

• 路面び滑0やずいため、タイヤの接 
地力び大さくほ下し、通常より制動 
距離を長< な0まず。 

また、見通しび悪いため、歩行を 
や障害物の発見び遅れびちになり 
ます。いつをより速度を下げ、車間 
距離を十分に確イ呆して < ださい。 

• 巧全な視界を確保ずるため、必要に 
応じてデフ□スターや1」アデフォッ 
ガーを作動させて< ださい。また、 
AC モードでエアコンデイシヨナー 
を作動させて車内を除湿してくだ 
さぃ。 

• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、へッドライ 
卜や U アフォグランプを点灯してく 
ださし、ただし、へッドライトを上 
向さにずると、雨や濃霧に反射して 
視界を損なったり、対向車を眩惑ず 
るので、下向さで点灯してください。 

• 濃震のとをは U アフォグランプを点 
灯し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び晴 
れるまでま全な場所に停車して < だ 
さい。 


B こな〇芭6邮田 
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フ□—ド走巧（オフ□—ドパッ 
—ジ装備車） 


オフ□-ド走行の注意 


オフ□ー ドパッケージ非装備車はオフ 
□ ー ドを走行ずることびでさません。 
車を損傷したり、事故を起こずおそれ 
びありまず。 

〇 オフ□ー ド走行は、オフ□ー ド 
パッケージ装備車のみ行な5こと 
がで'さまず。 


A 警告 


オフ□ー ド走行では、砂や泥などが 
混入することにより、ブレーキシス 
テムに影響を与えることがあります。 
オフ□ードを走行した後は、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場でプ 
レーキシステムの点検を受けて<だ 
さい。緊急ブレーキ時などに、十分 
なブレーキ効果が得られないおそれ 
があ0まず。 


A 警告 

オフ□ー ドを走行するときは、普段よ 
り慎重に運転してください。障害物 
などび見つけやすくなることにより、 
事故を未然に防ぐことがでさまず。 
坂が急勾配で上り切れない場合は、 
U ターンせず、セレクターレバー 
を EE に入れて後退して下りて< 
ださい。車が横転するおそれがあり 
まず。 

斜面を斜めに走行しないでください。 
車が横転ずるおそれがあります。斜面 
を斜めに走行ずる必要があり、万一 
横乾しそラになった場合は、ただち 
に鮮面の下り側へステアリングをま 
わし、姿勢を立て直してください。 
セレクターレバーを CE に入れたま 
まで走行しないでください。エンジ 
ン ブレーキが まったく 効かず、ブレー 
キペダルだけで走行速度を調整しよ 
ラとすると、車のコント□ールを失 
ラおそれがありまず。 


オフ□ー ドを走行ずるための特別装備 
には、 UTF のちのがありまず。 

• オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
0160ページ） 

• オフ□ー ド ABS (>52 ページ） 

• オフ□—ド ESP ® 056ぺージ） 

• DSR 0158ページ） 


オフ□ー ドを走行ずるとき 


A 警告 

車の損傷は事故の原因にな0まず。損 
傷しているおそれがあるとさは、； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

9環境 

環境に配慮して走行し、自然破壊を 
しないでください。 




《オフ□ー ドパッケージは日本仕様には装備されません。 
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オフ□—ド走行（オフ□—ドパッケージ装備車) 


一般的な注意事項 


• 走行する前に、停車して、必要に応 
じてオフ□ード-ドライブ-プ□グ 
ラムを作動させて < ださい。 

• 路面の状況を確認し、常に十分な地 
上高を確保して走行して< ださし、。 

• 荷物が確実に収納されていること、 
または確実に固定されていることを 
確認して < ださい。 

• 坂を下るときは、エンジンを停止し 
たり、セレクターレバーを rm に 
入れたまま走行しないでください。 
また、必要に応じて DSR を作動さ 
せて < ださい。 

• ゆつ<りと一定の速度で走行し、必 
要に応じて、人が歩<< らいの速度 
で走行してください。 

• 苗にタイヤが地面に接していること 
を確認して < ださい。 

• 地形や路面の状況がお握でさないと 
さや視界の悪いとさは、走行ずる前 
に車から降りて、危険がないことを 
確認して < ださい。 

• やむを得ずミ巧川などを渡るときは、 
走行前に水深とり I 底の状況を確認し 
て < ださい。 

•岩、巧、木の切り株、溝など、大 
さな障害物を避けて走行して < だ' 
さし、。 

•走行中は、ドアウインドウとパノラ 
ミックスライディングルーフ*を 
閉じて < ださい。 

• ルートを夕1れて走行しなし^で < だ 
さし、。 


オフ□ー ドを走行ずる前に 


• エンジンオイル量を点検して<だ 
さい。エンジンオイル量がかないと 
さは必ず補給して < ださい。 

• ジャッキが正常に動<か点検して< 
ださい。万一のためにけん引用ケー 
つ ')レや折りたたみ式スコップなどを 
車に積んでおいて < ださい。 

• タイヤの溝の深さと空気圧を点検し 
て < ださい。 

• タイヤに損傷がないか点検し、ル石 
などの異物が挟まっている場合は取 
り除いて < ださい。 

• バルブキャップが紛失している場合 
は、取り付けてください。 

• U ムが歪んでいたりぶイールに損傷 
がある場合は交換して < ださい。 

オフ□ー ドを走巧した後に 


オフ□ード走行時は、通常の走行時に 

比べて、車に多 < の負荷がかかりまず。 

オフ□ー ド走行後は、車を点検ずるこ 

とをお勧めしまず。 

► DSR を解除してください。 

► へッドライトやテールランプなどを 
洗浄し、損傷がないか点検して<だ 
さい。 

► ライセンスプレートを洗浄して<だ 
さい。 

► ぶイールやぶイール八ウス、ボディ 
底部、タイヤをスプレーガンなどで 
洗浄し、タイヤに挟まった異物を取 
り除いて < ださい。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► 植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらび挟まっていると乂災のを険 
びあるほか、燃料系部品、ブレーキ 
ホース、アクスルジョイントやドラ 
イブシャフトのカバーなどを損傷ず 
るおそれびありまず。 

►車の底部、タイヤ、ボディ、ステ 
ア1」ング、駆動系部品、排気系部 
品などに損傷びないか点検してく 
ださい。 

► めかるみ、砂の上、水の中などを走 
行した後は、ブレーキディスク、ホ 
イール、ブレーキパッド、アクスル 
ジョイントを点検し、掃除してくだ 
さい。 

► 走行中に強い振動を感じる場合は、 
ホイールの隙間や駆動部などに異物 
びかみ込んでいないか点検してくだ 
さい。 


坂道を走行ずるとを 


アブ□-チ/デパーチヤアングル 



①アプ□—チアングル（フ□ント） 
⑤デパーチヤアングル（1」ア） 


アブ□ーチ 
アングル 

デパーチャー 

アングル 

約23° 

約2日。 


• 坂道はできるだけまっすぐに上り、 
まっすぐに下りてください。 


• 急な斜面を走行ずるとさは、オフ 
□ード.ドライブ. プ□グラムを作 
動させて < ださい。 

• オフ□ード走行時のま意をお読みく 
ださい（1>253ページ）。 

• 速度を上げないで < ださい。 

• アクセルペダルはゆっくり踏み込 
み、タイヤを空転させないよラにし 
て < ださい。 

• 砂 i せやミ尼潭化などの走行抵抗の大 
きい路面し U 外では、エンジン回転数 
を上げ週ざないよ5にして走行して 
<ださし、。 

• あの勾配に応じてテイツプシフトで 
ギアレンジを選択してください。 

• 急な斜面を下るとさは、ギアレンジ 
面五を選択してください。 

〇 急な坂道で発進ずるとさは、ヒル 
スタートアシストび作動し、発進 
をネ甫助します。詳しくは19ペー 
ジ）をご覧ください。 
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オフ□—ド走巧（オフ□—ドパッケージ装備車) 


急勾配の坂道 


路面状態が良い状況では、急勾配の坂 

道を上ることがでさます。 

〇 急勾配の坂で前輪の荷重が不足し 
たとさは、前輪は空転しやず<なり 
ます。このような状況を検知ずると 
ETS が作動し、自動的にブレーキ 
制御を行ないまず。これにより後輪 
へのトルク配分が増えて登坂能力が 
増しまず。詳しくは（杉55ページ） 
をご覧ください。 

坂を上り切ったとを 


坂を上り切る直前にアクセルペダルを 
ゆるめ、車の惰性を利用して上って< 
ださい。 

これにより、車が跳ねたりせず、駆動 
力を失ラことがありません。また、速 
度が上がりずざないよ5にして下り坂 
に備えることもできまず。 

坂を下るとを 


• 低速で走行して < ださい。 

• 斜面を斜めに走行しないで<だ 
さい。車が横転ずるおそれがあり 
ます。斜面を斜めに走行ずる必要が 
あり、万一横転しそラになった場を 
は、ただちに斜面の下り側へステア 
U ングをまわし、姿勢を立て直して 
<ださい。 

• 急な斜面を下るときは、ギアレンジ 
因]]を選択してください。 


• DSR を作動させてください 。 DSR 
による制動力が不十分なときは、 
前輪が斜面に対してまっすぐ下り 
方向を向し''てし''ることを確認して、 
慎重に ブレーキ ペダルを踏んでく 
ださい。 

• 長い下り坂を走行した後は、必ずブ 
レーキを点検してください。 

〇 オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラ 
ムを作動させたとさは、自動的に才 
フ□ー ド ABS になりまず。走行速 
度が約 30 km / h _ UU 下のときは、ブ 
レーキを効かせると前輪が周期的に 
□ックし、地面を掘る効果により、 
オフ□ー ドでの制動距離を短<ず 
ることがでさまず。前輪が□ックし 
ているとさは、車両操縦性が著し< 
低下しまず。 


障害物を乗り越えるとを _ 

木の切り株や大さな石、その他の障害 
物を乗り越えるとさは、下の注意に 
従って < ださい。 

• オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
を作動させて < ださい。 

• エンジンを高回転までまねさないよ 
うにして走行してくださし、。 

• テイップシフトでギアレンジで。 
を選択して < ださい。 

• ご < 低速で走行して < ださい。 

• 障害物に巧して直角になるようにし 
て、まず前輪で障害物の中央を乗り 
越え、次に後輪で乗り越えて< だ 
さし、。 


B こな〇芭 s 邮田 
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[■障害物により、車の底部や車体、 
駆動部を損傷するおそれびあり 
ます。大さな障害物を柔り越えると 
をは、同乗をに車外から誘導してを 
らってください。車を損傷ずると、 
事故を起こずおそれびありまず。 


巧川などを渡るとを 



〇最大許容水深値を超えるところは 
絶巧に走行しないで<ださい。水流 
びあるところでは、最大許容水深値 
はほくなることびありまず。 

• 走行前に水深と水流の状況を確認し 
て < ださい。 

• テイップシフトでギアレンジ因五 
か [ D 2] を選択してください。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
5にして走行してくださし、。 

• 水に入るとさと出るとさは水平な場 
所を選択し、人び歩くくらいの速度 
で走行してください。 


〇水に入るとさは、絶対に加速しな 
びら進入しないでください。波び立 
ちエンジンや車体を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

• ゆっくりと一定の速度を保って走行 
して < ださい。 

• ミ印 II を;度っている途中で停車しない 
で < ださい。 

〇巧川を;度っている途中でドアを開 
ひないで< ださい。浸水ずると、巧 
装や電気装備を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

• 巧川をミ度っている途中で停車した 
り、エンジンを停止ごせないでくだ 
さい。水の中は抵抗び大さく、川底 
を滑0やずいため、発進び困難にな 
りまず。 

• 波を立てないよ5に走行してくだ 
さい。 

• 巧川を;度った後は、タイヤの溝を洗 
ミきし、付着したミ尼などを取り除いて 
<ださい。 

• 巧川を;度った後は、ブレーキの効さ 
び悪くなりまず。ブレーキペダルを 
輕く数回踏んでブレーキパッドを乾 
かして < ださい。 
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メンテナンス 


砂地を走行ずるとを _ 

やわらかい砂地での走行は、スタック 

(立ち往生）しやずいため、下のを 

意に従って < ださい。 

•砂地の状況に合わせて、ティップ 
シフトでギアレンジを選択してく 
ださい。 

• 走行抵抗が大さいため、やや速度を 
上げて走行して<ださい。車が砂地 
に埋まるおそれがありまず。 

• 他の車が残した浅いわだちをなぞっ 
て走行してください。このときは、 
わだちの深さとかたさに注意して< 
ださい。 


わだちを走行ずるとき 

Q わだちと車の底部との間に十分 
な間隔があることを確認してくだ 
さい。車を損傷したり、タイヤが地 
面から離れて走行不能になるおそれ 
がありまず。 

• オフ□ード-ドライブ.プ□グラム 
を作動させて < ださい。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして走行してください。 

• テイツプシフトでギアレンジ直]] 
を選択して < ださい。 

• 低速で走行して < ださい。 

• わだちが深い場合は、左ちどちらか 
の車輪をわだちの間に乗せて走行し 
て < ださい。 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転ずるためには、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検整備を 
受ける必要びありまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
5な点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検壁備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
まず。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定め日れ実施ずるをのでず。 

次の点検時期を示すステツカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

壁備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとをにお客様 
ご自身の判断で実施していただ < 点検 
でず。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異苗び発見され 
た場合は、ずみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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メンテナンスインジケーター 



次のメンテナンス A 
あと36已曰です 



メンテナンス 

20.5 で 柳 


走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
します。 

メンテナンスインジケーターが表おさ 
れたとさは、一力一指定点検整備を 
行なって < ださい。 

Q ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではあ0ません。 

D 一力一指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保 
証などの対象外になることがあり 
ます。 

自動表示機能 

なのメー カー指定点検整備び近づ< 
と、イグニッション位置を2にしたと 
さやエンジンびかかっているとさに、 
メンテナンスインジケーターび自動的 
に表示されまず。 

メンテナンスインジケーターを消し 
にいとをは、ステア1」ングのま 
たは因のスイッチを押しまず。 

〇 ><ンテナンスインジケーターが表 
示される時期は一定ではな<、運転 
スタイルや走行距離などにより変わ 
りまず。 


〇 新車時の走行距離が 30 km を超え 
てから、^ンテナンスインジケー 
ターの点灯時期が適切であることを 
ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で必ず確認して < ださい。 

手動表示 

><ンテナンスインジケーターは、手動 
でち表示でさまず。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►ステア U ングの百□または [ Z ] 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのイン 
こユーから" メンテナンス" を選択しまず。 

► E を押して、 II ^ンテナンス" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

ンテナンスインジケーターが表示 
されます。 

表示メッセージ 

表示><ッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じて iU 下のよラに表示され 
まず。 

点検整備実施前の表示例 

II ; 欠の^ンテナンス A (または B ) あと 
XXX km でず" 

"次の;><ンテナンス A (または B ) あと 
XXX 曰でず" 

点検整備実施時期になったとさの表 
示例 

" ><ンテナンス A (または B ) 期限が 
切れます" 




《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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メンテナンス 


点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

"メ ンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました一 XXX km " 

"メ ンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました一 XXX 曰" 

〇 ' メンテナンス A " または "メンテ 
ナンスが、 およびそれらに続く义 
字や数字は、な回のメーカー指定 
点検整備の範囲び、点検項目のか 
ない点検整備または総合的な点検 
整備のどちらに該当ずるひをおず 
をのです。 

ただし、日本では法定点検びあるに 
め、これらの範囲と法定点検の範囲 
は異な0まず。 

〇 ブレーキパッドは;欠回の メーカー 
指定点検整備し U 前に摩耗の限巧に 
達することびありまず。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で巧 
談の上、け下のよ5に巧処してくだ 
さい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 


メンテナンスインジケーターの U 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でメンテナンスインジケーターを1」 
セットして<ださい。 

U セット後、巧回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期をな回のメーカー指定点検 
整備時期として表示しまず。 

Q メンテナンスインジケーターの 
表示などに異甫びあるとさは、ず 
みやかにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 


B こな〇芭6邮田 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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曰常の手入れ 


手入れに関 ずる注意_ 

定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG がす旨 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

一部のを成クリーナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれているこ 
とがあります。カーケア用品を使用す 
るとさは、必ず添付の取り扱い上の 
を意を読み、指示に従って<ださい。 
車内でカーケア用品を使用するとき 
はドアやドアウインドウを開き、十 
分に換気してください。有機溶剤に 
よる中毒を起こしたり、静電気が可 
燃性ガスに引火して火災を起こずお 
それがあ0まず。 

車の手入れをずるとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
ります。 

カーケア用品は、子供の手が届くと 
ころや火気の近<に置いたり保管し 
ないで < ださい。 

B 車の手入れをずるとさは、 LU 下の 
をのを使用しないでください。 

• 乾いた巧や目の粗い巧、かたい 
巧など 

• 研磨剤を含むクリーナー 
• 有機溶剤 

• 有機溶剤を含むクリーナー 


まに、強くこずったり、 スクレーパー 
などのかたい物び塗装面や保護フィ 
ルムなどに触れないよラにしてくだ 
さい。塗装面や保護フィルムなどを 
損傷したり、こずり傷び付くおそれ 
びありまず。 

9環境 

使用済みのカーケア用品は、環境に 

配慮して廃棄してください。 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷ずると、 
鐘の原因になりまず。早めに補修を 
行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 凍結防止剤び散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー巧を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強く当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよ5なとさに、塗装面の手入れ 
をずると、塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 
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B 車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールク U —ナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどが 
腐食するおそれがありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行して<だ 
ごい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドが 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 


が装 

洗車時のま意 


洗車をするとさは、(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水が凍るよ5な寒いとさや直射日光 
が強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットが熱<なっているよ5な 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で < ださい。ブレーキディスクが 
熱いとさに急激に冷やずと、ディス 
クを損傷するおそれがありまず。 

• ぶイールには酸性のぶイールクリー 
ナーを使用しないで < ださい。ホ 
イールやホイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


• ぶイールク U —ナーなどでぶイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 
9 〇 

このよラなときは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどを乾燥させて < ださい。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効さが悪くなることがあります。ブ 
レーキディスクやブレーキパッドが乾 
くまでは、十分ま意して走行してくだ 
さし、。 

車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車ずる前に水洗いをして<だ 
さい。 

D 高圧洗浄を行な5自動洗車機は使 
用しないで<ださい。車内に水が浸 
入ずるおそれがありまず。 

D 自走式の自動洗車機を使用する 
とさは、わレクターレバーが rm 
に入っていることを確認して<だ 
さい。車を損傷するおそれがあり 
ます。 

Q U (下の点に注意してください 

. 自動洗車機が車のサイズにをっ 
ていることを確認してください。 

• ドアウインドウとパノラミック 
スライディングルーフ*が完全 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止して<ださい 
(>1日7、109ページ)。 


B こな0岳 s が田 
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• 洗車前にドアミラーを格納して高圧式スプレーガンの使用 
ください。 


• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付さ、塗装面の光沢 
び失われたり、劣化を早めるお 
それびあ0まず。 

自動洗車機で洗車した後は、フ□ント 
ウインドウやワイパー ブレー ドに付着 
した洗ミきあを巧さ取ってください。フ 
□ントウインドウに残った残留物によ 
る汚れを防ざ、ワイパーノイズをほ減 
させます。 

手洗いによる洗車 


• 熱湯を使用しないでください。また、 
直射日光び当たっているとさは洗車 
をしないで < ださい。 

• 柔らかいスポンジで洗車してくだ 
ごい。 

• 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
ミ争あを使用してください。 

• ボディ全体にほ圧で水をかけまず。 

• 外気取り入れ□付近には直接水をか 
けないで < ださい。 

• 十分な量の水を使用して、スポンジ 
で洗い流しまず。 

• されいな水で洗い流し、セーム巧な 
どで水滴を拭さ取りまず。 

• 塗装面に洗;争液びある状態で乾ひ 
ないで < ださい。 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び 
高いため、タイヤを損傷ずるおそれ 
びあ0ます。 

〇車両と高圧式スプレーガンのノズ 
ル間には、甫に最ほでを 30 cm の 
間隔を確保して < ださい。 

高圧式スプレーガンのノズルは円を 
描くように動かしてください。 

高圧式スプレーガンのノズルを直 
接、 m 下の物に向けないでください。 

• タイヤ 

• ドア接合面やジョイントなど 
• 電気装備 
• バッテリー 
• コネクター 
• ライト 
• シール部 
• 卜1」ム部品 
• 吸気 □ 

シール部や電気装備や塗装面び損 
傷することにより、車巧への水の浸 
入や故障につなび0まず。 


B 三養芭 S が中 


冬季に車両を使用したとさは、ずみや 
かに凍結防止剤を T 寧に取り除いて< 
ださい。 
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ホイールの清掃 

Q ぶイールには酸性のぶイールク 
U ーナーを使用しないで < ださい。 
す、イールやホイールボルト、ブレー 
キ構成部品を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

B 車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールク U —ナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどが 
腐食するおそれがありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行して<だ 
さい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドが 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださし、。 

塗装面の清掃 


不適切な手入れによる傷や腐食、損傷 

は完全に修復ずることはでさません。 

；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

で補修することをお勧めしまず。 

►不純物は、強くこずることな<、た 
だちに取0除いて < ださい。 

► 虫の死がいはインセクトリムーバー 
で取0除さ、周囲をよ<洗い流して 
<ださい。 

►鳥のふんは水で落とし、周囲をよ< 
洗い流して < ださい。 

►油脂類、樹液、オイル、燃料、グ 
リースなどは、ベンジンまたはライ 
ター用オイルを染み込ませた巧で軽 
<ふいて < ださい。 

► タールはタール U ムーバーで取り 
除いて < ださい。 


► ワックスはシ U コン U ムーバーで取 
り除いて < ださい。 

Q 塗装面に iu 下のちのを貼付しない 
で < ださい。 

• ステッカー 
• フイルム 
• マグネットなど 

塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 

マツトペイント塗装車の取り扱い 


マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されていまず。 

非常にデ U ケートな塗装のため、曰常 
の手入れなどで独特の質感を損なラお 
それがありまず。詳しくはルセデス 
•ベンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてち、同様の手入れを行なって< 
ださい。 

〇塗装面を磨かないで<ださい。 

〇 (下のことは塗装面に光沢を持た 
せたり、マット塗装の質感を損なわ 
せるおそれびありまず。 

• 不適切な素材で力強<こずること 
• 頻繁に洗車を行な5こと 
• 直射日光下で洗車を行な5こと 

〇塗装面の手入れには、ワックスや 
研磨剤、光ミ尺剤のよラなペイント保 
護剤は使用しないでください。質感 
を損なったり、塗装面を損傷ずるお 
それがありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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H 塗装面にミちれが付着したとさ 
は、ずみやかに取り除いてくださし、。 

P 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷ず 
るおそれがありまず。 

〇つックスなどのミちれが付着したと 
きは、シリコン除去剤を使用して、 
軽 < たたさながらミちれをす式さ取っ 
て < ださし、。 

Q タールなどのミちれが付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して軽< 
たたさながらミちれをす式さ取って< 
ださい。 

P 高圧式スプレーガンやスチーム 
クリーナーは使用しないで<だ 
さい。塗装面を損傷するおそれが 
ありまず。 

H 塗装の修復などは、^ルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
<ださい。 

〇 洗車は、柔らかいスポンジとカー 
シャンプー、十分な水で、手洗し） 
で行なラことをおすずめしまず。 

ウインドウの清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃するとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてください。ワイパーが作動し 
てけがをずるおそれがありまず。 

► ウインドウのが側と内側を水で湿 
らせた柔らかい巧で清掃して<だ 
さい。 


H ウインドウの内側を清掃ずるとき 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤 
を含むク U —ナーなどを使用しない 
で< ださい。また、かたい物でこず 
らないでください。ウインドウを損 
傷するおそれがありまず。 

Q フ□ントウインドウおよび1」アウ 
インドウの排水□にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃してくだ 
ごい。排水□び目詰まりを起こし、 
腐食の原因になりまず。 

ワイ パー ブ レー ドの清掃 


A 警告 

ワイパーブレードを清掃するとをは、 
必ずエンジンスイッチからキーを巧 
くか、イグニッシヨン位置を0にし 
て < ださい。ワイパーが作動してけ 
がをずるおそれがあ0まず。 

Q ワイパーブレードを起こずとき 
は、ワイパーを垂直の位置で停止さ 
せた状態のとさ I このみ行な ってくだ 
さい。ワイパー アームと ボンネット 
が接触して損傷ずるおそれがあり 
9 〇 

〇ワイパーブレードを引っ張らない 
で<ださい。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこずったりしないで<ださい。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイ パーアームを 起こしまず。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽く巧をまず。 








266 


曰常の手入れ 


► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷ずるおそれびありまず。 

ライト類の清掃 

〇ライト類の清掃には、樹脂製レン 
ズに適したク U —ナーと巧を使用 
し、有機溶剤や強アルカ1」洗剤など 
を使用しにり、乾いた巧などで強く 
こずらないで < ださい。 

► 湿らせにスポンジと力ーシヤンプー 
を混ぜた洗ミき液で、ライト類の樹脂 
製レンズを清掃しまず。または、清 
潔な柔らかい巧でライト類の樹脂製 
レンズを清掃しまず。 

ドア吉ラーち向指示なの清掃 

[I ドア S ラー方向指示灯の清掃に 
は、樹脂製レンズに適したクリー 
ナーと巧を使用し、有機溶剤や強ア 
ルカ U 洗剤などを使用したり、乾い 
たななどで強 < こずらないで < だ 
ごい。 

► 湿らせたスポンジと力ーシヤンプー 
をミ居ぜた洗ミき液で、ドア S ラー方 
向指示灯の樹脂製レンズを清掃し 
ます。または、清潔な柔らかい巧で 
ドア S ラー方向指示灯の樹脂製レン 
ズを清掃します。 


センサーの清掃 



► 流水または水とカーシャンプーをミ居 
ぜた洗を液でパークト□ニックセン 
サー®を清掃しまず。 

B パーク ト □ニック センサーを清 
掃ずるとをは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾巧さし 
ないで<ださい。センサーを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しないでください。 
センサーや塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 


B こな〇芭6邮田 
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パーキンクアシストリアビューカメラ 
の清掃 



►されいな水でミちれを落とし、やねら 
かい巧で力 ラのレンズのをおさ 
取って < ださい。 

Q 力ラのレンズや力ラ周辺を清 
掃するときは、じ(下のことにミ主意し 
てください。力ラを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

• 高圧式スプレーガンを使用ずる 
ときは、ノズルを力^ラや力 
ラの周囲に近付けないで< だ 
さし、。 

• 強い力で乾枯:さしないで < だ 
さし、。 

. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、力ラにワックスが付着し 
ないようにミ主意してくださし、。 
付着したとさは、水にカーシヤ 
ンプーなどを混ぜた洗浄液で拭 
さ取って < ださい。 


マフラーの清掃 


路面のル石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては、^ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


車内 

A 警告 

清掃するときは、プラスチック部品 
の端部や、シート下部などにある U 
ンケージやヒンジなどの金属部分が 
露出した箇所にミ主意してください。 
触れるとけがをずるおそれがあり 
ます。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよラにま意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 
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• ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
付すると、携帯電話やラジオなど 
の電波に影響をあたえるおそれがあ 
りまず。詳しくはルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► ディスプレイの手入れを行なラ前 
に、必ず COMAND システムを才 
フにして、ディスプレイの表面が熱 
<なっていないことを確認して<だ 
さい。 

► 市販の不織巧とディスプレイクリー 
ナーを使用して、ディスプレイの表 
面を拭さ取0まず。 

► 乾いた不織巧でディスプレイをおさ 
ます。 

〇ディスプレイび熱くなっていると 
をは、をえるまで待ってください。 

yCOMAND ディスプレイを清掃ず 
るとをにじ(下のをのを使用しなし、で 
ください。ディスプレイを損傷ずる 
おそれびありまず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだク1」ーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこずらないで<ださい。デイ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 


プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、スプレー 
式の車内ク U —ナーや有機溶剤を含 
むクリーナーなどを使用しないでく 
ださい。有機溶剤を含むクリーナー 
などで清掃ずると、収納部分の表面 
が劣化し、エアバッグが作動したと 
さにプラスチック部品が損傷して車 
内に飛散し、重大なけがをするおそ 
れがお0ます。 

H プラスチックト U ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックトリムを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

[|プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着し 
ないようにしてください。表面の劣 
化の原因にな0まず。 

► 水で湿らせた不織布でおさ取り 
まず。 

► 頑固なミちれには専用のク U —ナーを 
使用しまず。 

表面の色が一時的に変化しまずが、 
乾 < と元に戻りまず。 

ステアリングおよびセレクターレバー 

の 清掃 

►水で湿らせた巧で全体をす式<か、指 
定のレヴーケア用品を使用して<だ 
さし、。 


B こな〇芭6邮田 
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ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧です式さ取り 
ます。 

► 頑固なミちれには専用のク U —ナーを 
使用します。 

〇有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
きり、ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドト U ムを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

シート表巧の清掃 

"本革、人工皮革またはアルカン 
ターラ®の表皮の清掃には、不織 
巧を使用しないで<ださい。頻繁 
に使用ずると、表皮を損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇清掃ずるとさは、じ(下のことにミ主 
意してください。 

• 本革の表皮は、湿らせた巧でミ主 
意して清掃し、その後に乾いた 
巧で表皮を拭さ取りまず。革 
び;'!れないよ5にま意してくだ 
ごい。硬化やひび割れにつなび 
りまず。承認されたレヴーケア 
用品のみを使用して < ださし、。 
詳細は、ルセデス-ベンツ指 
定 サービス エ場におたずね<だ 
さい。 

• 人工皮革の表皮は、1%の洗剤（洗 
濯液など）を含む溶液で湿らせ 
た巧で清掃します。 


• 巧の表皮は、1%の洗剤（洗濯 
液など）を含む溶液で湿らせた 
不織巧で清掃しまず。拭さ残し 
がないように、ま意深 < こずり、 
シート全体をまんべんな< 拭さ 
ます。その後、シートを乾燥さ 
せまず。清掃の効果は、ミちれの 
種類およびどの程度の期間ミちれ 
ていたかによりまず。 

• アルカンターラ®の表皮は、湿 
らせた巧で清掃しまず。おさ残 
しがなし^ように、シート全体を 
まんべんな<おさます。 

〇 定期的な手入れを行な5ことによ 
り、表皮の見栄えと快適さを長期 
間維持ずることびでさまず。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めに石厳水を使用して 
因:さ取りまず。 

〇化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないで<ださい。また、直射日光 
に当てたり、 80° Cm 上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 

ルーフ ライニングおよび カー ぺットの 

清掃 

►ルーフライニングは、柔らかいブラ 
シを使用して清掃しまず。ひどいミち 
れには、指定のク U —ナーを使用し 
9 〇 

► カーぺットは、指定のクリーナーを 
使用して清掃します 


B 三養芭 S が田 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ただち 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷ち 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置<ことび法律で義務付けられ 
ていまず。追突のおそれびあるため、 
乗員は車内に残らず、ただちに巧全な 
場所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

セレクターレバーを HE に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔 
をや付近の人に救援をホめて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとさは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

セレクターレバーを HE に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いで< ださい。 

〇踏切巧で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用してください。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに装 
倫していまず。 

〇 新品時は電ミ也の自然放電を防ぐに 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な日月るごで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 
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停止表示板 _ 

停止表示板を取り出ず 


► テールゲー トを開さまず。 



► ノブのを矢印の方向にまわして、 
カバーを開さまず。 



► 停止表示板ケース③を取り出し 
ます。 

停止表示板の組み立て 



►スタンド⑤を引き出して、停止表 
示板を地面に立てまず。 

►反射板⑤を開いて、先端のフック 
© をかみ合わせまず。 

※車種や仕様によ0、停止表示板のお状 
び異なる場合びありまず。 


救急セット 


► テールゲー トを開さまず。 



► ラゲツジネットから救急セットのを 
取り出しまず。 


0 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用期限び過ざていないことを確認 
して < ださい。 

車載工具 

車載工具はラゲツジフ□アボード下の 
カノ（一内に収納されていまず。 

► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
([>213ページ）。 


I SGIP 
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車載品の収納場所 


タイヤフイットび車載されている場合 



► ラゲツジルームトレイのを矢印の 
方向に取り出しまず。 

►カバー⑤を矢印の方向に取り外し 
ます。 

応急用スペアタイヤび車載されている 

■ I ■日 

场口 



⑤ホイールレンチ 

④ けん引フック 

⑤ ジャッキ 

® ヒューズ配置表（英文） 

⑦応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
⑤手袋 

® ジャッキ八ンドル 
⑩電動エアポンプ 
⑩バルブ U ムーバー 
@輪止め 


⑤輪止め 

④ ホイ ー ルレンチ 

⑤ けん引フック 
©ジャッキ 

⑦ヒューズ配置表（英文） 

® 手袋 

® ジャッキ八ンドル 
⑩電動エアポンプ 
⑩タイヤフィット 

&タイヤフィットは、日本仕様には装備さ 
れません。 

※仕様によ0、車載工具の配置や内容び異 
なる場合びあ0ます。 


応急用スペアタイヤ 


応急用スペアタイヤはラゲツジルーム 
トレイの下に収納されていまず。 

応急用スペアタイヤを取り出ず 

► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
0213ページ）。 

► ラゲツジルームトレイのを取り出 

I ■ホオ_ 
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〇 タイヤから完全に空気びなけるま 
でには数分間かかりまず。 

► ノ（ルブリ し一 )(一を使用してノ くルブ 
を取り付けまず。 

► パルブキャップを取0付けまず。 

►パルブ U ムーバーを車載工具に収納 
します。 

► 応急用スペアタイヤをラゲッジルー 

►スク U ユー③を反時計回りにまわ ムトレイの下に収納し、スクリユー 

して取り外しまず。 で固定します。 

►応急用スペアタイヤ⑤を取り出し 
ます。 

〇ラゲッジルームトレイや応急用ス 
ペアタイヤを取り出ずとさは、お 
ず保護のにめ手袋を着用して < だ 
さい。素手で作業するとけびをずる 
おそれびあ0まず。 

応急用スペアタイヤを収納ずる 

使用しに応急用スペアタイヤを元の 

位置に収納ずるとさは、(下の手順 

に従ってくださし、。 

この作業はメルセデス-ベンツ指定 

サービスエ場に依頼ずることをお勧 

めします。 

〇応急用スペアタイヤは乾燥した状 
態で収納してください。ラゲッジ 
ルームび;'!れるおそれびあ0まず。 

► 車載工具からバルブ U ムーバー 
0274ページ）を取り出しまず。 

►バルブからバルブキャップを取り外 
します。 

► ノ（ルブリ し一 )(一を使用してノりレブ 
を取り外し、完全に空気を巧さまず。 
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故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージを表示させる 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高い;メッセージは、ホ色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表おされた 
ときは、 Li (降の指示に従ってくださし、。 

A 警告 

• ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告^ ッセージが 表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよ 
ぼずよラな故障や異常が発生した 
場含は内容が確認できないため、 
ただちに^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障が異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容ち限られてい 
まず。故障表示の機能は運転者を 
支援ずる装置でず。発生した故障 
や異常に対処して車の安全性を維 
持する責任は運転者にあります。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作ずるときは、直進時に行なっ 
て<ださい。ステアリングをまわ 
しながら操作ずると、事故を起こす 
おそれがありまず。 


►ステア U ングの I ィ1または w 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの;>< イン^ 
ニューから" メンテナンス" を選択しまず。 

故障や異常がある場合は、ディスプ 
レイに "2 ><ッたージ" のように故 
障や異常の件数が表示されまず。 

故障や異常がない場合は、 "0 メッ 
セージ" と表示されまず。 

► E または ra を押して、 |ツメッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
まず。 

► 匹のを押しまず。 

► S または ra を押して、故障/ 
警告ッセージを表示しまず。 

故障や異常がない場合は、" 故障は 
ありません" と表示されまず。 

故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い;><ッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解 
決するまで、故障/警告^ッセージ 
が繰り返し表示されます。 

一部のッセージは車両に記憶され、 
手動で ><ッセージを呼び出ずことがで 
さまず。 

六ッセージは マルチ フアン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 

► X ッセージが表示されているとさ 
に、ステア U ングの应回または 

スイッチを押しまず。 

※記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点のちのです。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 









故障/警告メッセージ 


ま全装備 


ディスプレイ表示 可能性のある原因/症状および ► 対応 


頓)」け^ 


現在使用でさません 
取披説明書を参照 


腐 ）ろ 


作動でをません 
取破説明書を参照 


A 事故のおそれがありまず 

A 臣 S (アンチ□ック.ブレーキング.システム）、 ESP ® 〔エレクト□ニック- 
スタビリティ •プ□グラム ）、 BAS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ヒ 
ルスタートアシストび一時的に作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプを作動しない。 

さらに、メーターパネルの m と rei ち点! n している。 

自己診断機能び終了していない可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

►約 20 km / h 政上の速度でステア I 」ングを軽く左ちに操作し、注意して 
走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でさ 
る状態になります。 

メッセージび表示されたままのとさ： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび一時的に作動 
しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

さらに、メーターパネルの m と rei ち点： n している。 

電圧び低下している可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪びロックずるおそれびある。 

► 注意して走行してください。 

メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でをる状態になります。 
メッセージび表示されたままのとさ： 

► 注意して走巧してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 A 目 S 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®. ヒルスタートアシストび 
作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

さらに、方ーターパネルの [ M ]、 m 、 および [ S ] を点灯している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪びロックずるおそれびある。 

アテンションアシストは辭除される。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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ディスプレイ表示 


ろ 


現在使巧でさません 
取掘説明書を参照 




作動でさません 
取扱説明書を参照 


IBD] (©) 


面 

作動でさません 
取扱説明書を参照 


可能性のある原因/症がおよび ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

—時的に ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストの機能び作動 
しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプを作動しない。 

さらに、メーターパネルの m と庭□ち点なしている。 

例えばシステムの自己診断び完了していない可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

►約 20 km/hLU 上の速度でステア U ングを軽く左ちに操作し、注意して 
走巧してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でを 
る状態になります。 

六ッセージび消えると、上記の機能は作動でをる状態になりまず。 
メッセージび消えないとさ： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

方ッセージび表示され、同時に方ーターパネルの m び点滅したとさは、 
ETS の機能び解除されている。駆動輪のブレーキび過熱するおそれびある。 
►六ッセージび消え、 m ち消なするまで、ブレーキを冷やしてください。 
ETS は再び待機状態になりまず。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストの機能び 
作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

さらに、六ーターパネルの m と庭□ち点なしている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミ主意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため 、 EBD (エレクト□ニック•ブレーキ•ディスト U ビューショ 
ン）、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストの機能び觸 
除されている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

さらに、方ーターパネルの m と [ E 、 rei び点巧し、警告音も鳴った。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス • ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 
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故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 可能性のある原因/症状および ► 対応 


(©) 


パーキングブレーキ 
解除してください 


(©) 


ブレーキ液レベル 
点検してください 


〇 


ブレーキ パッド摩耗 
点検してください 
プレ セーフ 
作動でさません 
取掘説明書を参照 


か 


SRS システム故障 
工場で点検 


か 


フロント左故障 
工場で点検 
または 

フロントち故障 
工場で点検 


か 


U ア左故障 
工場で点検 
または 
リアち故障 
工場で点検 


パーキングブレーキを辭除しないで走巧している。警告音ち鳴った。 
►パーキングブレーキを解除して < ださし、。 

A 事故のおそれがありまず 

U ザーブタンクのブレーキ液量び不足している。さらに、メーターパネル 
のび点なし、警告音も鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行を続けないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。問題は辭消しません。 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれがありまず 

PRE - SAFE ® の重要な機能に異常びある。エアバッグなど他の乗員保護装 
置の機能は確保されている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれがありまず 

SRS (乗員保護補助装置）に異常びある。メーターパネルの巧 n ち点な 
している。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 

A けびのおそれがありまず 

フ□ント左側、またはフ□ントち側の乗員保護補助裳置に異常びある 。乂一 
ターノ f ネルの [ B ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けがのおそれがありまず 

U ア左側、またはリアち側の乗員保護補助装置に異常びある。メーターパ 
ネルの [ S ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 


se — り 





























ディスプレイ表示 

可能性のある原因/症がおよび ► 対応 


夕 


A けがのおそれがありまず 

左側、またはち側のウインドウバッグに異常びある。メーターパネルの 
巧 n ち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

左ウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 

または 

ちウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 



1) 他のライトび切れたときは、この例 L 分外の;><ッセージび表示されます。 

車がライトのいずれかに異萬び諸生すると、その箇所び表おされます。 

© LED ライトについては、すべての LED び切れたときにメッセージび表示されます。 
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エンジン 


ディスプレイ表示 可能性のある原因/症状および ► 対応 


因 


冷却水を補充 
して<ださい 
取损説明書を参照 




冷却水 
停車して 
エンジンを停止 




だ] 


冷却水量び非萬に不足している。 

► :令却水補給時の注意事項を読み、冷却水を補給してください。 

►通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で冷却システムの点検を受けてください。 

冷却水の温度び高ずざる。 

警告音ち鳴った。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジンを 
停止してください。 

►ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし'!。 

► y ッセージび消えてからェンジンを始動してください。ェンジンを損 
傷するおそれびありまず。 

► ェンジン;令却水温度計023ページ）でを却水温度を点検してください。 

► ;令却水温度び再び上昇する場合は、ただちに六ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

ラジェターの冷却ファンび故障している。 

►冷却水温度び約 izcrcuTF の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運転することびでをます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負荷 
びかかる走巧は避けてください。 

し八下の理由により、バッテリーび充電されていない。 

警告音を鳴った。 

• オルタネーターの故障 

• V ベルトの摩耗 

• 電気システムの故障 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全に停車して、ェンジンを 
停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検して<ださい。 

Vベルトが切れていると さ： 

H 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトが損傷していないと さ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I 



















ディスプレイ表示 



給油の隙 

エンジンオイル量を 
点検して<ださい 


团 

給油してください 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

エンジンオイル量び最低レベルまで減っている。 

警告音を鳴った。 

►遅くとも、次の給油時までにエンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、六ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
受けて < ださい。 

燃料の残量びかなくなっている。 

►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


燃料タンクに燃料びほとんどない。 

►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してくださし、。 


走巧装備 


ディスプレイ表示 

考え 6 れる原因および症状/ ► 対応 

。終 

故障のため、 DSR び辭除している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で DSR の点検を養けてください。 

故障 

クルーズコント□一 

J レと 

可変スピードリ S ッ 
夕_ 

故障 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリ=ッターび故障している。 

警告音ち鳴った。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

制限速度 

- km/h 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込んでキックダウンしているため、可変 
スピード IJS ッターを設定でをない。 

クルーズコント□一 J レ 

- km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km/h 
政下の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►設定可能な状況であれば、約301<171/11^^(上の速度で走行し、クルーズ 
コント□ールを設定してください。 

►クルーズコント□ールの作動条件を確認してください （>161 ページ）。 






































故障/警告メッ叫 


タイヤ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/►対応 

タイ ャ空気圧 A 事故のおそれがありまず 

タイヤを点検 タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検知した。 

してください 警告音も鳴った。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとをは、交通 
状況に注意してください。 

►タイヤを点検し、必要であれば該当ずるタイヤを修理ずるか、交換して 
<ださい。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した横に、またはタイヤを修理ずるか交換し 
た後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください1：1>242ペー 
ジ)。 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その横に再起動び行なわれ 
ていない。 

► ずべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧 タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

警告システム ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

作動でをません 


空気圧点検後 
タイヤ空気圧 
警告 システム 
再始動 


-ジ 


■化：？ 6- り 









車両 



考え5れる原因および症状/ ► 対応 

セレクターレバーび LE または LE に入っているとをにキーレス=1’一操 
作でエンジンを始動しよラとした。 

►セレクターレバーを [ E または [ W ] に入れてください。 

セレクターレバーび [ E に入っていないとさに、キーレス:!] f ースイッチ 
でエンジンを停止するか、イグニッション位置を 0 か 1 にして、運転席ド 
アを開いた。 

または 

上記のとさにキーレス: d ’ 一操作で施錠しよラとした。警告音も鳴った。 
►セレクターレバーを LP ] に入れてください。 

テールゲートび完全に閉じていない状態で走行している。 

► テールゲートを確実に閉じてください。 

A 事故のおそれびありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音ち鳴った。 

► 道路と交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車して<ださい。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音ち鳴った。 

► ドアを確実に閉じて < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

ステアリングのパワーアシストび故障している。 

ステアリング操作にが萬に大さな力び必要になる。 

警告音わ鳴った。 

► 大さな力でステア I 」ングび操作でをるか確認してください。 

を全にステアリング操作ができるとさ： 

► ミち意しなびら、ルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし、。 

を全にステアリング操作がでさないとさ： 

►走行しないでください。最寄りの六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


& 


リザーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください。 

ウォッシャ液を 

補充してください 


モ— 


ディスプレイ表示 考え 5 れる原因および症状/►対応 


キーび違いまず 


キーを交換 
して<ださい 


エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 

► 正しいキーを使用してください。 

キーを交換する必要びある。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 


キーの 電池を 
交換してください 


キーを認識でさま 
せん 

(赤色のメッセージ） 


キーを認識 
でをません 
(白色のメッセージ） 


キーの電池び消拜している。 
► 電池を交換してください。 


車内にキーびないと判断している。 

警告音ち鳴った。 

エンジンを停止ずると、車の施錠和エンジン始動びでさなくなる。 

► 道路や交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してください。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探して < ださい。 

エンジンびかかっていて、キーび検知されないとさは、電磁波などの影響 
により、システムびキーを認識でさない。警告音も鳴った。 

► 道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってく 
ださい。 

システムびキーを認識でさない。 

► キーの位置を変えてください。 

それでちキーびシステムに認識されないとさ： 

►再度、キーの位置を蜜えてください。 

►必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってく 
ださい。 


■化：？ S - り 






























ディスプレイ表示 



キーが 

車内にあります 



スタート ボタンを外し 
キーを 入れて < だ 
さい 



ドアを閉めてから 


□ックしてください 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

施錠時にシステムが車内にキーびあると判断している。 
► キーを車から遠ざけてください。 


システムび一時的に故障しているか異萬びある。 

警告音ち鳴った。 

►エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 
► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

施錠時にいずれかのドアび開いている。 

警告音ち鳴った。 

► ずべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 
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メー ターパネルの表示な/警告な 


シートベルト 


トラブル 


因 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、ホ色のシート 
ベルト警告なび点 
灯する。 


因 

赤色のシートベルト 
警告なび点滅し、警 
告音も鳴る。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用して < ださい。 

シートベルト警普灯び消口しまず。 

A けがのおそれびおりまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消灯します。 

A けがのおそれびありまず 

運転席または助手席の棄員びシートベルトを着用していない状態で走行 
し、速度び約2日 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用して<ださい。 

シートベルト警告灯び消なし、警告音ち鳴り止みます。 

A けがのおそれびおりまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km / h を超 
えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、別の場 
所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消なし、警告音ち鳴り止みます。 


■化：？ S - り 














メー ターパネルの表示灯/警告灯 


ま全装備 


トラブル 


圆 

エンジンびかかつ 
ているとさにホ色の 
ブレーキ警告なび点 
口する。警告音わ 
鳴った。 


圆 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ABS 警告灯び点 
灯ずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

1」 ヴーブ タンクの ブレーキ 液量び不足している。 

► 道路や交通状況にミち意しなびら、ずみやかに安全に停車してください。 

状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加の;><ッセージに 
従って < ださい。 

ブレーキ液を補給しないでください。問題は觸消しません。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）に異萬びあるため機能び 
解除されている。そのため、 ESP ⑥（エレクト□ニック-スタビリティ- 
プ □グラム）、 目 AS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®. ヒルスタートアシ 
スト、アダプティブブレーキランプも解除されている。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► ミち意して走行してください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

ABS のコント□ール ユニッ トに異萬びあるときは、ナビゲーシヨンシステ 
ム传オートマチックトランス S ッシヨンなど、他のシステムにち異萬びあ 
る可能性びある。 


■化：？？り 
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トラブル 


面 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ABS 警苦巧び点 
なずる。 


面 

エンジンびかかつ 
ているときに黄色の 
ABS 警告灯び点灯す 
る。警普音ち鳴った。 


I 脚 irA I 巧 ; f lRe)l 

エンジンびかかつ 
ているときにホ色の 
ブレーキ警告なと黄 
色の ESP ® 表示灯、 
ESP ® オフ表示灯、 
黄色の ABS 警告なび 
点灯ずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ABS の機能び一時的に作動しない。 ESP ®. BAS . EBD 〔エレクトロニック- 
ブレーキ•ディストリビューション）、ヒルスタートアシスト、アダプティ 
ブブレーキランプち觸除されている。 

システムの自己診断び終了していない。 

または 

バッテ IJ 一の電圧び低下している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

► 適切な直線路で、ミち意して約 20 km / hUI 上の速度でステア IJ ングを軽 
く左ちに操作して走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動できる状態になりまず。 

ッセージび表示されたままのとを： 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

EBD に異萬びある。そのため、 ABS 、 目 AS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタート 
アシスト、アダプティブブレーキランプ右作動しない状態になっている。 
ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

A 目 S と ESP ⑥に異常びある。そのため、 BAS 、 EBD 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスター 
トアシスト、アダプティブブレーキランプも作動しない状態になっている。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪びロックする可能性びある。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 


I 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


田 

走行中に黄色の ESP ® 
表示口び点滅ずる。 


田 

走行中に黄色の ESP ® 
表示口び点滅ずる。 


I A II が F I 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ® 表示なと 
ESP ® オフ表示打び 
点なずる。 


r?FF I 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色の 
ESP ® オフ表お灯び 
点巧ずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをずる危険性びあるか、かなくとわ1つの車輪び空転し始めてい 
るため、 ESP ® やトラクシヨンコント□ールなどび作動している。 

クルーズコント□ールの機能は辭除されている。 

► 発進ずるとさは、アクセルペダルを必要切上に踏み込まないでください。 
► 走行中はアクセル操作をより慎重に行なってください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください（雪道などでの走巧を除く）。 

みなくとお1つの車輪び空転していて、駆動輪のオーバーヒートを防ぐた 
めにトラクシヨンコント□ールび解除されている。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加の;><ッセージに 
従ってください。 

ブレーキび冷却されるとすみやかに、トラクシ ヨンコン ト□ールは回復し 
まず。 

ディスプレイのメッセージと m び消灯しまず。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能び解除されている。車び横滑りし始めたときや車輪び空輯し 
始めたとさに、車両操縦性や走行安定性を確保しよラとずることびでを 
なし、。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にできないとき： 

► ^ルセデス•ベンツ指をサービスエ場で、 ESP ® の点検を養けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシスト、アダプティ 
ブブレーキランプの機能び解除されている。車び横滑りし始めたとさや車 
輪び空転し始めたとさに、 ESP ® び車両操縦性や走行ま定性を確保しよラ 
とすることびでをない。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 


■化：？？り 
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トラブル 


I 則 I 石 F I 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ® 表示灯と 
ESP ® オフ表お灯び 
点灯ずる。 


圆 

走行中に赤色のブ 
レーキ警告灯び点 
なする。警告音ち 
鳴った。 


因 

エンジンびかかつ 
ているとさにホ色 
の SRS 警告灯び点 
なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ®、 ヒルスタートアシストび一時的に作動しなし、 
状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

ESP ® の機能び一時的に作動しない。車び横滑りし始めたとさや車輪び空 
転し始めたときに、 ESP ® び車両操縦性や走行安定性を確保しよラとずる 
ことびでさない。 

システムの自己診断び終了していない。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可能性びある。 

► 適切な直線路で、注意して約 20 km / h 攻上の速度でステア U ングを軽 
く左ちに操作して走行してください。 

メッセージび消えれば、上記の機能は作動できる状態になりまず。 
メッセージび表示されたままのとき： 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加の方ッセージに 
従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 
パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

警告灯は消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 

A けがのおそれがありまず 

乗員保護装置び故障している。エアバッグやシートベルトテンショナーび 
不意に作動したり、事故のとをに作動しない可能性びある。 

► 注意して走巧してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 


■化：？ S - り 
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メーターパネルの表示丹/警告好 


エンジン 


トラブル 


四 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色の 
エンジン警告灯び点 
灯する。 


皿 

エンジンびかかつ 
ているとさに黄色の 
燃料残量警告'なび点 
灯する。 


国 

エンジンびかかつ 
ているとさにホ色の 
冷却水警告なび点 
灯ずる。エンジン冷 
却水湿度計の指針び 
下限にある。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

UTF のちのび故障している巧宫目1■生びある。 

• エンジン 制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグ ニツシヨン システム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている可能性びある。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

燃料の残量びみな < なっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


エンジン冷却水温度計のセンサーび故障している。 

;令却水温度を確認することびでをない。冷却水の温度び高ずぎる場合は、 
エンジンを損傷するおそれびある。 

►道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、エンジンを停止し 
てください。状況を問わず走行を続けないでください。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


■化：？？り 










メーターパネルの表示丹/警告丹 


293 


トラブル 


国 

エンジンびかかつ 
ているとさにホ色の 
冷却水警告打び点 
なずる。 


国 

エンジンびかかつ 
ているときにホ色の 
冷却水警告打び点 
なずる。 

警告音わ鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

:令却水量び非常に不足している。 

;令却水量び正萬なとさは、ラジェターへの送風び遮られているか、ラジェ 

ターの冷却フアンび故障している可能性びある。 

:令却水量の温度び高すざて、ェンジンび十分に冷却されない。 

► マルチ フアン クシ ョン ディスプレイに表示される追加の方ッセージに 
従ってください。 

►道路や交通状況にミち意しなびら、ただちに停車して、ェンジンを停止し 
て < ださい。 

► ェンジンと;令却水を冷やしてください。 

► ェンジンと;令却水び冷えた後、点検時のを意事頂を守りなびら;令却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

► 通常よりも頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし、。 

► 冷却水温度び120で政下のとさは、最寄りのルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場まで走巧を続けることびできます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジンへの大をな負荷 
びかかる走巧は避けてください。 

冷却水温度び約120むを超えている。 

ラジェターへの送風び遮られているか、 U ヴーブタンクの冷却水量び非常 

に不足している可能14びある。 

ェンジンび十分に;令却されないため、ェンジンを損傷ずるおそれびある。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従ってください。 

►道路や交通状況にミち意しなびら、ただちに停車して、ェンジンを停止し 
て < ださい。 

► ェンジンと;令却水を冷やしてください。 

► ェンジンと;令却水び冷えた後、点検時のミち意事項を守りなびら;令却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通常よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし、。 

► 冷却水温度び120で政下のとさは、最寄りの六ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場まで走巧を続けることびでをます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジンへの大をな負荷 
びかかる走行は避けてください。 


■化：？ Q >- り 
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非常時の解錠/施錠 


が常時の解館/施綻 


エマージェンシーキー I 

U モコン操作やキーレス3—操作* 
で車両を解錠でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアやテー 
ルゲートを解錯でさまず。 

車を施綻した後にエマージェンシー 
キーで 運転席ドアや テールゲー トを 
解綻して開 < と、盗難防止警報*び 
作動します。 

し U 下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• キーの解錠ボタン CS または施錠 
ボタン m を押ず 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 

キーレス3—装備車は、 iiTF のいずれ 
ひの操作を行なってち、警報び停止し 
ます。 

• キーび左ち側またはテールゲート側 
のキーレス コーァ ンテナの検知範囲 
064ページ）にあるときに、ドア 
八ンドルに触れるか、テールゲー 
卜の八ンドルを引 <、またはテー 
ルゲートのキーレス3—スイッチ* 
を押す 

. キーび車 室内の キー レス3’ーアンテ 
ナの検知範囲にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けた キー レス 
3—スイッチを押ず 
エマージて ン シーキーで 運転席ドアを 
解綻してを、他のドア、テールゲート、 
燃料給油フラップは解錯されません。 


燃料給油フラップを解錠ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 

キーか5エマージエンシーキーを取り 
外ず 



►ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
をキーから引さ巧さまず。 


運転席ドアの解綻 

U モコン操作やキーレス3—操作*で 
車両を解湿でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーを使用して(下の操作 
を行なってくださし、 

エマージェ ン シーキーを 使用して運転 
席ドアを解綻し、開いたとさは、盗難 
防止警報システムび作動しまず。 

► エマージェンシーキーを取り出し 
まず。 

► エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシリンダー 
に差し込みまず。 


■化：？ 0 >1 り 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► エマー ジ てンシーキーを 解湿の位置 
丘]にまわしまず。 


運転席ドアび解淀されまず。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンダーから巧き 
ます。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 


車面の删綻 _ 

U モコン操作やキーレス3—操作*で 
車両を施綻でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーを使用してけ•下の操作 
を行なってくださし''。 

► 運転席ドアを開さまず。 

► 助手席ドアと U アドア、テールゲー 
卜を閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押し 
ます （071 ページ）。 

► 助手席ドアと1」アドアの □ ックノブ 
び下びっていることを確認しまず。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みます。 

► 運転席ドアから車を降りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 



► エマージェンシーキーを取り出し 
まず。 


►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ1」ンダー 
に差し込みまず。 

► エ マージてンシーキーを 施錠の位置 
丘]にまわしまず。 

運転席ドアび施錠されまず。 

► ずべてのドアと テールゲー トび施錯 
されていることを確認しまず。 

ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し下げて施錠したと 
さは、状況によりテールゲートび施 
綻されていないことびありまず。こ 
のとをは車両を完全に施錠ずること 
はでをません。メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に連絡して<だ 
ごい。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

〇 上記の操作で車両を施錠したとさ 
は、燃料給油フラップは施錠され 
ません。また、盗難防止警報シス 
テム*は待機状態になりません。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


■化：？ S - り 
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非常時の解錠/施錠 


テールゲー トの解綻 _ 

U モコン操作やキーレス3’一操作*で 

テールゲートを解綻できないときは、 
(下の操作を行なつてください。 

〇テールゲートを開くとをは、後方 
や上方に十分な空間びあることをお 
認して< ださい。また、テールゲー 
卜の周りに障害物びなく、人や物に 
当たるおそれびないことを確認して 
<ださい。 

〇 エマージェンシーキーで解錠し 
に後にテールゲートを閉じると再 
び施綻されます。キーの閉じ込み 
にま意してください。 

〇 テールゲートを開いたときの高 
さについては0338ぺージ）を 
ご覧 < ださい。 

〇 エマージェンシーキーで解淀し 
た後にテールゲートを閉じると再 
び施綻されます。キーの閉じ込み 
にミ主意してください。 



► テールゲートを後方へ押しなびら、 
エマージェンシーキー③をテール 
ゲート裏側の挿入□①に差し込み 
ます。 


► エマージてンシーキー®を左ちい 
ずれかの方向にまねしまず。 

テールゲートが解錠され、開さまず。 

►さらにテールゲートを押し上げ 
ます。 


パーキング□ックの手動解除 

バッテ U —があがったとさや電気装備 
に故障が発生したとさは、セレクター 
レバーを n 巴から動かずことがでさ 
な < なることがありまず。 

このようなときは、手動でパーキング 
□ックを解除してセレクターレバーを 
m から動かしまず。 



〇カバーを持ち上げるとさは、鋭利 
な物を使用しないでください。力 
ノ く一を損傷ずるおそれびありまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

►カバー®のち端部に、ヘラなど先 
のとびっていない平らなをのを差し 
込み、カパーを持ち上げまず。 

►ノブ⑤を押しなびら、セレクター 
レバーを rpi から動かしまず。 


■化：？ 0 >1 り 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇この方法でセレクターレバーを動 
かせないとさは、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場に連絡して < だ 
ごい。 

P セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス■ベ 
ンッ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 



NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場合、 
リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部-頸部を保護 
でさません。 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
作動は、へッドレストが前方に動さ、 
へッドレストの高さの調整がでさな< 
なることで確認でさまず。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めします。 



►へッドレストの下部を⑤の方向に 
停止するまで押します。 


► ガイドにおってへッドレストを⑤ 
の方向に停止ずるまで押し下げ 
ます。 

►へッドレストの上部をのの方向に 
押して、確実に□ックさせまず。 


■化：？ S - り 
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キーの電池交換 


を5—方の前席へッドレストでを同様 
の作業を行なつてください。 

P ま全のため、追突など後方ひらの 
衝撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けてください。 


キーの 電池交換 


U モコンの作動可能距離が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。^ルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださし、。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 

9環境 

電油には有害物質が含まれています。 
環境保護のため、使用済みの電池を 
廃棄ずるとさは、新しい電池をお買い 
まめになった販売店に廃棄処分を依 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄して < ださい。 


キーの電池を点検ずる 



■ホ：？ 0 >1 り 
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► キーの解淀ボタン CS または施錠 
ボタン m を押しまず。 

キーの表示灯®び一回点滅ずれば 
電池は正常でず。 

〇 車両の近<でキーの電池の点検を 
行なラと、キーのキーの解錠ボタン 
W または施淀ボタン C 8 D を押し 
たとさに、車両を解錠まには施錠さ 
れます。 


電池の交換手順 




► エマージェンシー キー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮を上 
びるまで、 エマージェンシー キーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよ5 
にして<ださし、。カバーび浮を上び 
りません。 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



ストッパー®を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
を巧を取りまず。 


► カバー⑤を取り外しまず。 

► 電池側び下になるよ5にキーを手の 
ひらに柔せて、電池®び外れるま 
でキーを軽 < たたさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ 
5にして、新しい電池を取0付け 
ます。このとさ、脂分を含まないさ 
れいな巧で電池を持つよラにしてく 
ださい。 

► 電池の表面にミちれや脂分び付着し 
ていないことを確認しまず。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジてン シー キー⑤をキーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認しまず。 


I se—^ 
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電球の交換 



バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換することはでさません。電 
球の交換については、必ずルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して < ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生していまず。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致命的なけがをするおそれび 
ありまず。バイキセノンヘッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
ください。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
巧なわないでください。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点灯することを確認して<ださい。 

電球が切れてライトが点口しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したライトが点口し 
ない場をや、ずぐに切れた場合は、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けて < ださい。 


その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が;令えた状態で行 
なって<ださい。火傷をするおそ 
れがおります。 

• 電球はモ供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、子供がけがをずるおそれ 
があ0まず。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれがあります。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているため、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れたり、電球を取り外さないで 
ください。破裂ずるおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換ずるとさは、 
防護眼鏡や手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
ください。 

D 電球の交換はルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行な5ことをお 
勧めしまず。やむを得ずお客様自 
身で交換ずるとさは、 Li (下の注意を 
守って該当箇所の電球を交換して< 
ださい。 


■か：？ 0 >1 り 
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D 電球には素手で触れないよ5にし 
てください。電球の表面にかしでを 
ミちれや脂分び付着ずると、ガラス表 
面で溶けて、電球の寿命び短<なり 
ます。電球に触れるときは、されし、 
な巧や手袋などを使用ずるか、パ 
ルブの金属部を持つよ5にしてく 
ださい。 

D 指定(外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れにとさは、薄めに中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 巧いて < ださい。 

D マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(0280 ページ）をご覧くださし、。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

バイキセノンへッドライトし U 外にちお 
客様自身で交換でさない電球びあり 
ます。お客様ご自身で交換でさない場 
合や、その他の電球の交換について 
は、必ずメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に作業を依頼してください。 


交換可能な電球について 


お客様自身で交換でさる電球はけ下 
の通りでず。交換ずる場合は、おず指 
定された電球を使用してください。 

へツ ドライト 



ライト 

ワット数 
(規格） 

① 

フ□ント 
方向指示灯 

已 W 
(穫色） 

⑤ 

フ□ント 
方向指示灯 

21 W 
(憧色） 

⑤ 

コーナリング 

ライト 

已已 W 

④ 

車幅灯/フ□ント 
パーキングライト 

5 W 


■化：？ S - り 
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ワイパーブ レー ドの交換 


テールランプ 



ライト ワット数 


(規格) 

の ブレーキ ランプ/ 21 W 
テール ランプ/ 

U アパーキングラ 
イト 

⑤ U ア方向指示灯 LED 

⑤バックランプ 21 W 

④ U アフォグランプ 21 W 
(ち側のみ）/テー 
ルランプ 


ライセンスライト 



ライト ワット数 

(規格） 


のライセンスライト 5 W 


ワイ パー ブ レー ドの交換 


フ□ントワイパーのワイパーブレード 
A 警告 

ワイパーブレードを交換するときは、 
必ずエンジンスイッチか！5キーを抜 
くか、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を 0 にしてください。ワ 
イパーび作動してけびをするおそれ 
びあ0まず。 

〇ワイパーブレードの損傷をおける 
ため、ワイパーブレードの3’ム部分 
に触れないよ5にしてください。 

〇ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれびありまず。 

〇ワイパーブレードび取り付けられ 
ていない状態でワイパーアームをウ 
インドウに戻さないでください。 

〇ワイパーブレードを交換ずるとさ 
は、ワイ パー アームを確実に持つ 
てください。ワイパーブレードび取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびウインドウに当たり、ウ 
インドウを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

〇ワイパーブレードの交換はメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
な5ことをお勧めしまず。 


■か：？ 0 >1 り 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ワイパーブレードを取り外ず 

キー レスゴーが装備車 

► イグニッション位置を1または2 
にしまず。 

► コンビネーションスイッチを 円 
の位置にしまず。 

► ワイ パーアームび 垂直の位置になつ 
たとさに、イグニッション位置を0 
にして、キーを巧さまず。 

キーレスコ‘一装備車 

► エンジンを停止しまず。 

► ブレーキペダルから足を放しまず。 

► コンビネーションスイッチを 円 
の位置にしまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス 3- スイッチを2回押し、ワ 
イパーを作動させまず。 

► ワイパーアームび垂直の位置になつ 
たとさに、キーレス3—スイッチを 


〇ワイ パー アームを起こずとさにボ 
ンネットと接触ずるとをは、ワイ 
ノて一を停止ずる位置び不適切でず。 

ボンネットを損傷ずるおそれびあり 
まずので、再度ワイパーを作動させ、 
適切な位置でワイパーを停止させて 
<ださい。 

► ワイパーブレード⑤をまわして図 
の位置にしまず。 — 

►ワイパーブレード⑤を矢印の方向 I 
に動かし、ワイパーアームのの固 
定部から取り外しまず。 ]Jj 

ワイパ~ブレードを取り付ける 手 

►新しし、ワイパーブレードを、 取り付り 
けたとさとは反対の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みまず。 

ワイパーブレードび確実に差し込ま 
れていることを確認してください。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にしまず。 


押します。 



► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇 フ□ントのワイパーブレードは、 
左ちで長さび異なりまず。長い方を 
運転席側に使用してください。 


U アワイ/、‘一のワイパーブレード 


A 警告 


► ワイ パーアーム ©をいっぱいまで 
起こしまず。 


ワイバーブレードを交換ずるときは、 
必ずエンジンスイツチからキーを巧 
くか、キーレスゴー操作*でイグニツ 
シヨン位置を0にしてください。ワ 
イバーび作動してけびをずるおそれ 
びあ0ます。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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パンクしたとき 


ワイパーブレードを取りがず 



► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、 キーレス3’一操作*でイグニツ 
シヨン位置を0にしまず。 


► ワイ パー アームのをいっぱいまで 
起こしまず。 

► ワイパーアームのからワイパーブ 
レード⑤を起こしまず。 

► ワイパー アームの を持ちなびら、 
ワイパーブレード⑤を矢印の方向 
に押し出しまず。 

►ワイパーブレード⑤を取り外し 
ます。 

ワイパーブレードを取り付ける 

► 新しいワイパーブレード⑤をワイ 
パーアーム®にのせまず。 

► ワイパーアームのを持ちなびら、 
ワイパーブレード⑤を取0付け 
たとさとは反対の方向に押し込み 
ます。 

► ワイ パーブレー ド⑤び確実に固定 
されにことを確認しまず。 

►ワイパーブレード⑤をワイパー 
アームのと平行の位置にしまず。 

► ワイ パー アームのを元の位置に戻 
します。 

* オプションや仕様により、異なる装備でず。 


八ンクしたとを 


A 警告 

•パンクしたときは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくだ 
さい。ステアリングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安全 
な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、タイヤが異常に過熱 
して、火災び発生するおそれがあ 
ります。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

►安全を確保でさる、かた<てずベり 
に<い、水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅口を点滅させまず。 

►パーキングブレーキを 確実に効かせ 
ます。 

► ステア U ングを直進の位置にしまず。 

► セレクターレノ（一を m に入れまず。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
まず。キーレス3’ースイッチでエ 
ンジンを停止したとさは、運転席 
ドアを開さまず。 

► キーレス3—*を使用していたと 
さは、エンジンスイッチからキー 
レスゴースイッチを取りがしまず 
078ページ）。 

► 周囲の状況にミ主意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 周囲の状況にま意しながら車から降 
りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことが 
法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤび車載されてい 

る場合 

応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、標準タイヤとサイズが異なるた 
め、必ず 80 km / hau 下で走行してく 
ださい。 

A 警告 

応急用スペアタイヤと標準タイヤで 

はタイヤのサイズと種類が異なるた 

め、走行特性が大さく変化します。 

ま意して走行してください。事故を 

起こずおそれがあります。 

を険な状況を回避してください。 

• 状況に音わせて慎重に運転して< 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本似上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い 
時間にとどがてください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さし、。 

• 応急用スペアタイヤを交換すると 
きは、最寄りのメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場で行なつて< 
ださい。交換するタイヤのサイズ 
と種類び正しいことを確認してく 
ださい。 


H 応急用スペアタイヤは各車種専用 
でず。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 

Q トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出ずとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業ず 
るとけがをずるおそれがありまず。 

タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ない 
まず（1>304ぺージ）。 

► ラゲッジフ□アボード下の収納ス 
ペースから下のちのを取り出し 
9 〇 

•応急用スペアタイヤ 

•応急用スペアタイヤ用ホイール 
ボルト 

•電動エアポンプ 
• ホイールレンチ 
• 輪止め 
• ジャッキ 
•ジャッキ)\ン ドル 

► 車び動さ出ずのを防ぐため、車を固 
定しまず。 

車び動を出さないように固定ずる 

折りたたみ式の輪止めは、タイヤ交換 
などで車び動さ出ずのを防止ずるため 
の追加的な固定方法でず。 


I SG!^ 







306 


パンクしたとき 


ベ 0 

► プレートを引さ起こしまずの。 

► 裏面のプレートを引き出しまず®。 

►裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開口部に差し込みまず 
感。 

H 輪止めを使用ずるとさは、図④ 
の矢印のち向にタイヤがあたるよ5 
にしまず。方向にミ主意してくださし、 



► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 



傾斜地で輪止めをする場合 


► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るとさは、交換ずるタイヤの反对側 
の両輪下0側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ち51個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

ジヤツキアップずる 


A 警告 

ジャッキが交換するタイヤに適した 
位置のジャッキサポートに正しく取 
り付けられていないと、ジャッキアッ 
プした車が落下して、けがをするお 
それがあります。 

ジャッキは、交換するタイヤに適し 
た位置のジャッキヴポートにのみ取 
0付けてください。ジャッキは側面 
から見て垂直になるように取り付け、 
ジャッキの底面がジャッキサポート 
の真下にくるよラにしてください。 



■化：？ 0 >1 り 
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ジャッキアップずるとさは、 iU 下の点 

に注意してください。 

• ジャッキアップずるときは、必ず 
ルセデス-ベンツによりテストされ 
承認された、車載のジャッキのみを 
使用して<ださい。不適切なジャッ 
キを使用すると、ジャッキアップし 
たとさに車が落下ずるおそれがあり 
ます。 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップずる 
ためだけに設計されていまず。車の 
下に入って作業ずるには適していま 
せん。 

• 上り坂や下り坂でのタイヤ交換は避 
けて < ださい。 

• ジャッキアップずる前に、パーキン 
グブレーキを効かせるととちに輪止 
めをして、車が動さ出さないように 
して < ださい。ジャッキアップし 
ているとさは、決してパーキンブ 
レーキを解除しないで<ださい。 

• ジャッキは、かたくて滑りにくし、 
水平な場所で使用して < ださい。 
不整地などでは、荷重を支えるち 
のをジャッキの下に敷<必要があ 
りまず。滑りやずい場所では、ラ 
バーマットなどの滑り止めを使用 
して <ださい。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材な 
どを置いてジャッキアップしないで 
<ださい。ジャッキアップした際の 
高さが制限されるため、本来の耐荷 
重を支えることがでさません。 

• タイヤと地面との間隔が 3 cm 上 
離れないよラにして < ださい。 


• ジャッキアップした車の下には決し 
て手や足を入れないで < ださい。 

• ジャッキアップした車の下には決し 
て横たわらないでください。 

• ジャッキアップしているときは、 
決してエンジンを始動しないで< 
ださい。 

• ジャッキアップしているとさは、決 
してドアやトランクまたはテール 
ゲートを開閉しないで<ださい。 

• ジャッキアップしているときは、車 
の下に人がいないことを確認して< 
ださい。 

• ジャッキに不具をや損傷があるとさ 
は使用しないでください。 

• ジャッキを使用ずる前にジャッキヴ 
ポートを点検し、ミちれが付着してい 
る場をは取り除いて < ださい。 

• ジャッキサポートに亀裂や損傷があ 
る場をは、作業を行なわないで < だ 
さい。 



►ホイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのぶイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 


この時点では、ぶイールボルトを取 
りがしません。 


I se—^ 
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パンクしたとき 


〇ホイールレンチを使用ずるとさに、 
ホイールレンチびホイールボルトか 
ら外れるとけびをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびあり 
ます。じ(下の点にミ主意してください。 

•ホイールレンチを確実に差し 
込んでください。 

•足で踏んでまわごないでくだ 
さい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしなびらまわして 
<ださい。 



ジャッキヴポートは前輪の後方、後輪 
の前方のボディ下部4力所（矢印の位 
置）に設けられていまず。 



►ジャッキ八ンドル④を 、 "AUF UP " 
の文字び手前にくるよ5にして、 
ジャッキ⑤のダイヤル部に取り付 
けまず。 



(ち）正しい取り付けかた 
(ち）誤った取り付けかた 


► ジャッキ③の先端および底面び、 
交換ずるタイヤに近いジャッキサ 
ポート⑤の真下になるよ5に、 
ジャッキ⑤を化面に置さまず。 

► ジャッキ八ンドル④を繰り返し操 
作して、ジャッキ⑤の先端をジャッ 
キサポート⑤に合わせまず。 

このとさ、ジャッキの底面を確実に 
地面に接化させまず。 

► タイヤび化面から最大3 cm 離れる 
まで、ジャッキ八ンドル④を繰り 
返し操作します。 

A 警告 

ジャッキの先端がジャッキサポート 
に正し<取0付けられていることを 
確認してください。ジャッキが外れ 
ると、けがをしたり車を損傷ずるお 
それがありまず。 

H 側面から見て、ジャッキが垂直に 
なるよ5に取り付けて < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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タイヤの取り外し 


► ホイールボルトをがしまず。 

► タイヤを取りがしまず。 

P ぶイールボルトを砂の上やミちれた 
場所に置かないで<ださい。ぶイー 
ルボルトを締めたときに、ホイール 
ボルトのネジ山やぶイール八ブを損 
傷するおそれがあ0まず。 

H タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの列側を下にしないで<だ 
さい。ホイールに傷が付<おそれが 
ありまず。 

H ぶイールをがしたときは、ぶイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲がりは 
空気圧減少の原因にな0、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 

応急用スペアタイヤを取り付ける 
A 警告 

ホイールボルトにオイルやグリスが 
塗布されていたり、ホイールボルト 
やホイール八ブのネジ山に損傷や鐘 
がある場合は、ホイールボルトがゆ 
るむおそれがありまず。走行中にホ 
イールが外れ、事故を起こずおそれ 
があ0まず。 

ホイールボルトには決してオイルや 
グ IJ スを塗巧しないでください。ホ 
イール八ブのネジ巧が損傷している 
とさは、ただちに^ルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場に達絡して<だ 
さい。損傷したホイールボルトやネ 
ジ山は交換しなければなりません。 
決して走行を続けないでください。 


A 警告 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないで<だ 
さい。締め付ける勢いでジャッキが 
外れ、けがをずるおそれがあります。 
ホイールボルトの締故付けは、必ず 
車が着地しているとさに行なってく 
ださし、。 

安全のため、ホイールボルトは必ず車 
両とホイールに適合した純正のぶイー 
ルボルトだけを使用して<ださい。 


W — 


③- 




①標準タイヤ用ホイールボルト 
⑤応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 

〇応急用スペアタイヤの取り付けに 
は、必ず短いホイールボルト⑤を 
使用してください。他のホイールボ 
ルトで応急用スペアタイヤを取り付 
けると、ブレーキシステムを損傷ず 
るおそれびありまず。 

長いホイールボルトのは、パンク修 
理後に標準タイヤを取り付けるとさに 
使用してください。 

► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ \ブの接合面を清掃します。 


I 
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► ぶイール八ブのネジ巧とホイールの 
巧の位置が合5よラに応急用スペア 
タイヤを持ち上げまず。 


► 5本のホイールボルトを取り付け 
て、軽<締め付けまず。 

► 応急用スペアタイヤに空気を入れ 
ます。 

応急用スペアタイヤに空気を入れる 

Q 必ず応急用スペアタイヤに空気を 
入れてからジャッキダウンして<だ 
さい。ホイールリムを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イ 
ラストと異なることびあります。使用ち 
法びわからないときは、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 


► 電動エアポンプの裏面ひら電源プ 
ラグ④とエア ホースを 取り出し 
ます。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プを取り外しまず。 

►エア ホースの ナット©を応急用 
スペアタイヤのバルブに取0付け 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認しまず。 

► 電源プラグ④をライターソケット 
(>217ぺージ）または1 2 V 電源ソ 
ケット0218ページ）に差し込み 
9 〇 

►イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急用 
スペアタイヤに空気び送り込まれ 
まず。タイヤ空気圧は空気圧ゲージ 
⑤で確認でさまず。 

〇電動エアポンプの最大連続作動時 
間を守って<ださい。ポンプび過熱 
して損傷したり、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

最大連続作動時間は、電動エアポン 
プに貼付されているステッカーに記 
載されています。 

ポンプび;ちえれば、電動エアポンプ 
を再び作動させることびでさまず。 

► 規定の空気圧になるまで空気を入れ 
まず。 

規定の空気圧は、応急用スペアタイ 
ヤのホイールに黄色でペイントされ 
ています。 


■化：？ 0 >1 り 
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►規定の空気圧になったら、電動エア 
ポンプの電源スイッチ⑤を0 (停 
止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► イグニッシヨン位置を0にしまず。 

► 規定の空気圧を超えたとさは、規定 
の空気圧になるまで、空気圧調整ボ 
タン⑤を押しまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブから 
エアホースのナット①を取り外し 
ます。 

► 応急用スペアタイヤにバルブキヤッ 
プを取0付けまず。 

► 電源プラグ④とエアホースのナッ 
卜①を電動エアポンプの下部に収 
納します。 

► 電動エアポンプを車に収納しまず。 

P 電動エアポンプを作動させるとさ 
は、電動エアポンプに記載されてい 
る取扱方法を参考にして < ださい。 

P 応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで < ださい。 

P 電動エアポンプを作動させている 
とをはエンジンを始動しないで<だ 
さい。 

P 電動エアポンプやエア ホースは 
作動中に金属部分などび熱<なり 
ます。必ず手袋を着用して作業して 
<ださい。 


ジャッキダウンずる 


A 警告 

• 空気圧のほいタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、乂災を起こすおそれび 
あ0まず。必ず規定の空気圧を守っ 
てくださし、。 

• タイヤに空気を入れすざないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどによ D 
損傷を受けた0バンクしやすくな 
ります。おず規定の空気圧を守っ 
て < ださい。 

►ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び手前にくるよラに取り付け 
ます。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆっくりボディを下げてタイヤ 
を接化させます。 

► ジャッキを外しまず。 

P ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の文字び手前にくるよ5に取り付け 
ないと、ジヤツキダウンでさません。 



► 図の順までホイールボル h を均一に 
締め付けまず。 


ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は 15 kg-m (150 Nm ) でず。 


■化：？ S - り 
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A 警告 

ホイールボルトの締め付けトルクが 
規定値で締故付けられていないと、 
ホイールが緩み、事故を起こすおそ 
れがあります。 

ホイールを交換した後は、ただちに 
；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でホイールボルトの締め付けトル 
クを確認してください。 

P ホイールレンチを使用ずるとさ、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷ずるおそれがあり 
ます。下の点にミ主意して < ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し 
込んで<ださい 

•足で踏んでまわさないで < だ 
さい 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまねして 
<ださい 

また、ぶイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要 iu 上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ホイー 
ルレンチや輪止めなどととちに元の 
位置に戻しまず。 


タイヤフィットび車載されている 
■(■日 

お口 

タイヤの傷が約 4 mm 下のときは、 
タイヤフィットでパンクしたタイヤを 
修理して、一時的に走行ずることがで 
さまず。 

タイヤフィットはが気温度が一20で 
上のとさに使用でさまず。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのでず。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理することがでさ 
ません。他のちまで車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合 

◊タイヤの接地面似外に傷がある 

+口- 

巧口 

◊ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常におかっ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場合 

このよラなとさは、絶対に走行し 
ないでください。メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


► 外したタイヤをラゲツジルーム内。タイヤを修理ずるとさは、必ず手 
に収納しまず。 袋を着用して < ださい。素手で作業 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 を行なラとけがをずるおそれがあり 

行したとさは、タイヤ空気圧警告シ まず。 

ステムは正常に作動しません。 


■化：？ 0 >1 り 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 





パンクしたとを 


313 


B タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

Q 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
で<ださい。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出ずおそれがあり 
ます。 

Q タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で拭 
さ取って < ださい。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換して<ださい。そのまま 
使用することはできません。 

Q タイヤフィットには使用期限があ 
0まず。期限が過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限が週ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► ラゲツジルームトレイの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
します。 



► タイヤフィットに付属の最高速度表 
おのステッカーのをはがし、運転 
者の見やすい場所に貼付しまず。 

► 修理ずるタイヤのパルブ付近にタイ 
ヤフィット使用表示のステッカー 
® を貼付しまず。 

A 警告 

タイヤフィットが身体や眼、衣服に 
付着したり、誤って飲み込まれない 
よラにミ主意してください。タイヤ 
フィットの臭気を聴い込まないでく 
ださい。タイヤフィットは子供の手 
が届かない場所に保管して < ださい。 
けがをずるおそれがあ0まず。 

万一、タイヤフィットが付着した場 
含は、じ(下のよラにしてください。 

• 皮膚に付着した場含は、ただちに 
清潔な水で十分に洗い流して<だ 
さし、。 

• 眼に入った場合は、ただちに清潔 
な水で十分に洗い流してください。 

• 子供がタイヤフィットを飲み込ん 
だ場をは、ただちに水で口を十 
分ずずぎ、水を大量に飲ませてく 
ださい。タイヤフィットを吐かせ 
ないで<ださい。ただちに医師の 
診断を受けてください。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状が出た場含は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 


■化：？ S - り 
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〇 タイヤフイットが漏れ出た場を 
は、そのまま乾燥させてください。 
乾燥すればフィルム状になり、剔 
がずことがでさまず。 


ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イ 
ラストと異なることびあります。使用方 
法びわからないときは、；>< ルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 

► 電源プラグ④とエアホース⑤を取 
り出しまず。 

► エアホース⑤をタイヤフイット① 
のバルブ®に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフイットのバルブに確実に取り 
付けてください。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤフイット①のバルブ⑥を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
③に差し込みまず。 



►パンクしたタイヤのバルブ®から 
JV レブキヤップを取り外しまず。 


►タイヤフィットのホース④を、パ 
ンクしたタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けまず。 

► 電源プラグ④をライターソケット 
(>217ぺージ）または1 2 V 電源ソ 
ケットい218ページ）に差し込み 
まず。 

►イグ ニッシ ヨン位置を 1 にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約 SOOkPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ⑤を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動させ 
まず。空気圧びかなくとを ISOkPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認して < ださい。 


■化：？ 6— り 
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H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

ポンプび;ちえれば、電動エアポンプ 
を再び作動させることびでさまず。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
% psO に達しているときは、（1>315ぺ一 
ジ）をご覧< ださい。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達していないときは、0315 
ページ）をご覧< ださい。 

空気圧び leOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達しない場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
のホースを取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接続 
部にタイヤフィットび入っていた袋 
ひ巧などを被せてください。取り 
外すときにタイヤフィットび漏れ、 
身体や巧服に付着ずるおそれびあり 
ます。 

► タイヤフィットがタイヤ内に行き渡 
るよラに、低速で車を約1日 m 前進 
または後退させまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

約5分後には、空気圧はかな< と 
も 180 kPa ( I.Sbar / 26 psi ) に達 
していなければなりません。 


A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動さ 
せても空気圧び180 kPa ( I . Sbar / 
26 psi ) に達しない場合は、タイヤ 
びかな0損傷しています。それな上 
走行せず、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 


空気圧び ISOkPa (I.Sbar / 26psi) 

に達している場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチ@ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

[I タイヤのバルブひらタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接続 
部にタイヤフィットび入っていた袋 
か巧などを被せてください。取り 
外ずときにタイヤフィットび漏れ、 
身体や巧服に付着ずるおそれびあり 
9 〇 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフ ィッ トの ホースから タイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやず < な 
りまず。 


■化：？ S - り 
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A 警告 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
後は、車両操縦性に変化び現れるこ 
とびあ0まず。高までの走行には適 
していません。事故を起こずおそれ 
びあ0ます。慎重な運転をむびけて 
くださし、 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
場合の最高速度を超えないよラにし 
て < ださい。 

タイヤフイツトでタイヤを修理した場 
合の最高速度は 80 km / h でず。必ず 
タイヤフイツトに付属の最高速度のス 
テツカーを運転をの見やすい場所に貼 
付して < ださい。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホースを f 参理したタイヤ 
のバルブに取り付けて、電動エアポ 
ンプの空気圧ゲージでタイヤ空気圧 
を点検します。 

この時点で、空気圧はかな< とを 
130 kPa (1.3 bar / 20 psi ) に達し 
ていなければなりません。 

A 警告 

空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
liTF になっている場合は、タイヤびか 
なり損傷していまず。それ liLh 走行せ 
ず、メルセデス.ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

► 空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
し U 上の場合は、規定の空気圧に調整 
します。規定の空気圧は燃料給油フ 
ラツプ裏側に貼付されているタイヤ 
空気圧ラべ J レを参照してください。 


空気圧を上げる 

► 電動エアポンプを作動させまず。 


空気圧を下げる 



► 空気圧ゲージ⑩の横にある空気圧調 
整ボタン⑨を押して調整しまず。 


► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンクし 
にタイヤを交換しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でずみやかに新品のタイヤフィッ 
卜に交換しまず。 

9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なってください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
交換して < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 




バッテリー 


バッテリー取り扱いの一般的な注意 


バツテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
リーが常に十分充電されていることが 
必要です。 


車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
てください。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用して < だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 



爆発の危険があ0ます。 


A 


バッテ u —を取り扱ってい 
るときは、火気や裸火、乂 
花などを近付けたり、近< 
で喫煙しないで < ださい。 

バッテ U —液は腐食性があ 
ります。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 


手袋やェプ□ン、マスク 
を着用して < ださい。 


バッテリー液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けて < ださい。 





モ供を近付けないで<だ 
さし、。 

0 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 


A 警告 

安全のため、バッテ U —は必ず指定 
品を使用してください。指定された 
バッテ U —は衝撃保護性能に優れて 
おり、事故などでバッテリーが損傷 
した隙に乗員がバッテ U —液により 
火傷をする危険性を低減しまず。 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 
を取り扱ラとさはし U 下の事項を守つ 
て < ださい。 

• バッテリーをのぞさ込まないでく 
ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの 
上に置かないでください。バッテ 
U 一がショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —が爆発する 
おそれがあります。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カーぺットの上などでバッテ I 」 一 
を引さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 巧などでバッテリーを拭かないで 
<ださい。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発するおそれ 
があります。 


バッテリーを取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さし、。 
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たとを 


9環境 

バッテ U —は家庭用ごみとして廃棄 
しないでください。バッテ U —は環 
境に配慮した適切な方まで処理して 
ください。 

環境保護のたが、使用済みのバッテ 
リーを廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テリーをお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して<ださい。 

P 安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、イグこッショ 
ン位置を0にして、エンジンスイッ 
チからキーを抜いて<ださい。電気 
系部品やオルタネーターを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取りがしてく 
ださい。エンジンスイッチにキーが 
差し込まれているとさはわずかに電 
力が消費され、バッテ I 」一を消耗し 
ます。 

〇 バッテ U —端テの取りがしや、 
バッテ U —の取りがし、充電、交換 
については、^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で作業ずることをお 
勧めします。 

©パ‘ ッテ U —の接続が一時的に断た 
れたとさは、 iu 下のよラな作業が必 
要になることがありまず。 

• COMAND システムの再設定 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*のリセット 

• 施錠時のドア S ラー格納機能の 
U セツト 


バッテ IJ- の位置 _ 

バッテ U —はエンジン j レーム内助手席 
側のエアダクト下部に装備されてい 
まず。 


► ボンネットを開さまず。 



► マイナスドライバーなどの適切なエ 
具を使用して、エアダクト®の 3 
力所のク U ップ⑤を外しまず。 


► エアダクト®を取り外しまず。 

。ク U ップを外ずときは、手にけび 
をしないよ5にま意してください。 



©バッテリー 
⑤ [+] 端子の カバー 
⑤卜]端子 
④ブ U —ヴーホース 


■化：？ 0 >1 り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








パッテリーがあがつたとを 
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VRLA バッテ U- 」 

バッテ U — のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液のレべ J レ点検や補充 
はでさません。 

また、を険ですので分解は絶巧に行な 
わないで < ださい。 

点検についてはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
ターのびあるバッテ U — は、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとをは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、を険ですので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


バッテリーびあびつたとを 


A 警告 

• 作業を始める前に必ずし U 降に記 
載ずる説明を読んでください。説 
明を守らないと、電気装備を損傷 
したり、バッテリーが爆発してけ 
がをずるおそれがお0まず。 

. 他車のバッテリーを電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まなし''で<ださし、万一 
爆発したとさに、けがをするおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

他車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動しているとさは、ガスが 
発生し、爆発の原因になりまず。火 
気や裸火、火花をお付けた0、おく 
で喫煙しないでください。バッテリー 
を取り扱ラときは、安全にミ主意し、 
保護対策を取つてください。 


A 警告 

未燃焼の燃料が排気システムに入る 
と、発火して火災が発生ずるおそれが 
ありまず。エンジン始動操作を長時間 
繰り返して行なわないでください。 


I 
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パッテリーがあがったとを 


P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさはメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

エンジンを始動でさにとさを、ずみ 
やかにメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって< ださし、 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説日月書をお読み < ださい。 

急速充電器によりエンジン始動を行な 
わないでください。バッテ U —の電圧 
びほ下してエンジンの始動び困難なと 
きは、 ブースターケーブルを 使用して、 
他車のバッテ U —または補助バッテ 
U —の電源により始動ずることびでさ 
ます。(下の指示に従ってください。 

• すべての車でバッテ U —に ブース 
ターケーブルを接続でさるとは限り 
ません。バッテ1」 一に ブースター 
ケーブルを接続でさないとさは、補 
助バッテ1」一やエンジン始動用装置 
の電源を使用して、エンジンを始動 
して < ださい。 

• エンジン始動は、エンジンと触媒 
び;ちえているとさに行なってくだ 
さい。 

• バッテ U —び凍結しているときは、 
エンジン始動を行なわないで<だ 
ごい。バッテ U —液を解凍してから 
行なってくださし)。 

. 救援車のバッテ U — び、1 2 V バッ 
テ1」一であることを確認して < だ 
さし、。 


• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つ ブースターケープ 
ルを使用して < ださい。 

• バッテ U —び完全に放電していると 
さは、ケーブルを接続してずぐに始 
動操作を行な5のではな<、数分間 
経過してから行なってください。完 
全に放電したノ くッテ U —に充電び行 
なわれまず。 

• 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してください。 

LU 下を確認して < ださい。 

• ブースターケーブルび損傷してい 
ないこと 

• ブースター ケーブルをパッテ1」 一に 
接続しているときは、 [+] 端子や卜] 
端テび他の金属部分に触れていなし、 
こと 

• ブースターケーブルび ラジェ ターを 
却フアンや回転べルトに巻き込まれ 
ていないこと。 

ェンジンを始動してェンジンびかか 
ると、それらび動 < ことびありまず。 

►パーキングブレーキを 効かせまず。 

►セレクターレバーを HE に入れ 
まず。 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず。 

► ボンネットを開さまず。 


■化：？ 0 >1 り 






パッテリーがあがつたとま 



イラストのバッテ U — ® は、充電さ 
れに救援車のノ くッテ1」一まにはエンジ 
ン始動用装置を示していまず。 

► 自車の [+] 端子のカバーのを矢印 
の方向に動かして開さまず。 

► ホ色 ブースター ケーブルで、自車の 
[+] 端子⑤と救援車のバッテ U — 
® の [+] 端子⑤を接続しまず。 

先に自車の [+] 端モ③から接続し 
ます。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 黒色ブースターケーブルで救援車の 
[-] 端モ④と、自車の卜]端モ⑤ 
を接続します。 

先に救援車のバッテ U — ®の卜] 
端モ④から接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► ブースターケーブルの接続を外ずま 
で、数分間エンジンをかけたままに 
します。 


► 黒色 ブースター ケーブルを両車 
のバッテ U —の [-] 端テから外し 
まず。先に自車の [-] 端モ⑤から 
外します。 

►ホ色 ブースター ケーブルを両車 
のバッテ U —の [+] 端子から外し 
ます。先に自車の [+] 端モ⑤から 
外します。 

► ブースターケーブルを外してから、 
自車の [+] 端子のカバーのを閉じ 
ます。 

► メルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さい。 

〇 他車のバッテ1」一を電源としたェ 
ンジン始動は票急の対応でず。 

〇 他車のバッテ1」一を電源としたェ 
ンジン始動について、不明な点びあ 
るときは、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 
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けん引 



A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキがステアリングの操作に 
非常に大さな力が必要になります。 
必要であれば、ブレーキペダルを 
力いっぱい踏んでください。 

• けん引されるとさは、ステアリング 
をまわずことびでを、□ックされ 
ていないことを確認してください。 

けん引はでさるだけ避けて<ださい。 

自走でさないとさは、専門業者に依頼 

して車両運搬車で移送して < ださい。 

Q -般道では 30 km/h L ツ下の速度 
で、距離は日 OkmLU 内に限り、けん 
引走行ずることがでさまず。距離 
が日 0 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して < ださい。卜 
ランスミッションを損傷ずるおそ 
れがあります。 

。けん引□ープをけん引フック(が 
の場所にかけないで<ださい。 

Q めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇けん引されるとさは、ゆっくり発 
造し、車両に過大な力をかけないで 
ください。車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


〇キーレス 3— 装備車は、けん引さ 
れるとさはキーレス3—スイッチを 
取り外してエンジンスイッチにキー 
を差し込んで<ださい。イグニッ 
ション位置を2にしてからセレク 
ターレパーを m に入れて< だ 
さい。 

そして、イグニッション位置を0 
にして、キーは巧かないでくださし、。 

けん引されるときは、必ずシフトポジ 
ションを CN ] にして < ださい。 

し U 下の理由により、けん引される前に 
バッテ U —び接続されていて、電圧び 
ほ下していないことを確認してくだ 
さい。 

• イグニッション位置を2にずるこ 
とびでさません 

• シフトポジションを rm にするこ 
とびでさません 

セレクターレバーを [ E から動かず 
ことびでさないとさは、手動でパー 
キング□ックを解除してくださし) 
([>296ぺージ)。 

Q エンジンを始動でさないとさは、 
他車のバッテ U —を電源とした始動 
を試みてください。やむを得ず、他 
車にけん引してをらラとさは降に 
記載ずる説巧に従い、最寄りのメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
移送してください。 


■化：？ 0 >1 り 





けん引 
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y けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとをは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをできるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

•□-プの長さは 5 m (巧とし、 
□ープの中巧に白巧 (30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に日月示してくださし、 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
ないよ5にして < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

•走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
て < ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇 けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください（[>72 
ページ）。車輪び回転ずると車び自 
動的に施湿され、車外に閉め出され 
ることびありまず。 

まに、けん引防止警報*を解除して 
ください（>58ページ)。 


けん引フックの取り付け 


けん引フックを取り付ける 


►車載工具 （0273 ページ）からけん 
引フックを取り出しまず。 

A 警告 

U アのカバーを取り外ずとさは、マ 
フラーにを意してください。マフラー 
は高温になるため、 マフラーに 触れ 
ると火傷をするおそれびあ0まず。 

けん引フックの取り付け部はフ□ント 
と1」アのバンパーにありまず。けん引 
フックを取り付けるときはカパーを外 
しまず。 



► カバー®のマーク部を矢印の方向 
に押しまず。 


► カバーの を外しまず。 

► 内部のネジ巧に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、停止ず 
るまで手で締め込みます。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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けん引 


けん引フックを取りがず 


► けん引フックを取りがしまず。 

► カバーのをバンパーに押し込んで 
取り付けます。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


前後輪を接地させてけん引ずる 

前後輪を接地させてけん引ずるとさ 
は、0322ぺージ）のま意事項を守っ 
て < ださい。 

A 警告 

エンジンびかかっていないとをはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大をな力び必要にな D ます。ミ主意 
して操作を巧なってください。 

►非甫点滅灯を点滅させまず （0101 
ページ)。 

〇 非苗点滅灯を点滅させてけん引さ 
れているとをでを、コンビネーショ 
ンスイッチを操作して方向指示灯を 
点滅ごせることびでをまず。このと 
さは、方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

►停止しているとさは、ブレーキぺダ 
ルを踏んだままにしまず。 

► シフトポジションを HE にしまず。 
► ブレーキペダルから足を放しまず。 
►パーキングブレーキを解除しまず。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにを使用でさまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ブレーキ ペダルを踏みなびらセレク 
ターレノ（一を m に入れまず。 

車を積載しにらずみやかにし U 下のこと 

を行ないまず。 

► パーキングブレーキを効かせて、車 
び動かないよラにしまず。 

► セレクターレバーをに入れ 
ます。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► 車を固定しまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固 
定するとをは、固定□ープをサス 
ペンシヨンなどのメンバー部分に 
かけないで < ださい。車体を損傷ず 
るおそれびありまず。 


4MATIC 車のけん引に関ずる注意 

U 4 MAT に車は、フ□ントまたは U 
アのみを持ち上げに状態でけん引し 
ないで<ださい。トランス S ツシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

トランス云ツシヨンまたはフ□ント/ 
U アアクスルを損傷しているときは、 
車両運搬車で運搬してください。 


■化：？ 0 >1 り 
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電気システムび損傷しているとき 

バッテ U —に不具合びあるとをは、セ 
レクターレバーび [ pj の位置に固定 
されます。他車のバッテ1」一を電源と 
しにエンジン始動と同様に、車両の電 
気システムに電力を供給しなくてはな 
りません （>31 9ページ）。 

電力び供給でさない場合は、車両運搬 
車で運搬してください。 


めかるみなどか S けん引ずるとを 

〇めかるみなどで動けな<なったと 
をは、急激に引き出したり、斜めに 
引を出さないで<ださい。引を出ず 
力び強いと、車両を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

めかるみなどで動けな<なったとさ 
は、ま意してけん引して<ださい。 

トレーラーをけん引している場合は、 
絶対にトレーラーを接続したまま車を 
引さ出さないで < ださい。 

でさるだけ走行してさたわだちに沿つ 
て後方へ車両を引さ出して<ださい。 


巧し例ブ 

〇押しびけによるエンジンの始動操 
作は行なわないでください。トラン 
スミッシヨンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

他車のバッテ1」一を電源としたエンジ 
ン始動については（[>319ページ）を 
ご覧ください。 


-ズ 


ヒューズ交換についてのミち意 


A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負巧びかか 
り、火災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

電気装備に異甫び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
まず。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

ヒューズを交換ずるとさは、必ず同じ 
電流値（色）のヒューズと交換してく 
ださい。ヒューズの電流値は「ヒュー 
ズー覧」0327ページ）に記載され 
ていまず。詳しくはメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ヒューズを交換してをすぐに切れると 
さや、ヒューズには異苗びなく電気装 
倫び作動しないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で原因を調 
ベ、修理してください。 

〇おず車両に適合した、正しい電流 
値のヒューズだけを使用してくだ 
ごい。構成部品やシステムを損傷ず 
るおそれびありまず。 


I 
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-ズ 


ヒューズを 交換ずる _ 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しなし、 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（を断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


ヒューズの 位置 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム内運転席側 
• ラゲッジルーム巧 

エンジンルーム内のヒューズボックス 

► ワイパーび停止位置になっているこ 
とを確認します。 

A 警告 

エンジンルーム内のヒューズボック 
スを点検するときは、必ずワイパー 
を停止し、エンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を0 
にしてください。ワイバーび作動す 
るとけびをするおそれびあ0まず。 


► ボンネットを開さまず。 



► カバーに水分や汚れび付着している 
ときは、巧などで巧さ取りまず。 


► ホース ⑤を カバーのク リップから 
外しまず。 

ヒューズボ ックスの九 )(—をがず 

► 2 力所のク U ップ①を外しまず。 

► 前方に向けてカバーを取り外し 
まず。 

P ヒューズボックスのカバーを取り 
がしたときに、ヒューズボックスの 
内部に水などが入らないよ5にして 
<ださい。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 

ける 

► ヒューズボックスカバーのシール部 
が正しい位置にあることを確認し 
まず。 

►後部から先に、 カバーをヒューズ 
ボックスに取り付けまず。 

► ク1」ップ ® でカバーを固定しまず。 

► ホー ス②を カバーの フックに取り 
付けまず。 


■化：？ 0 >1 り 


ボンネットを閉じまず。 









Q ヒューズボックスの巧部に水など 
び入らないよ5に、カバーをお実に 
取り付けて < ださい。 

ラゲッジルーム内のヒューズボックス 

► テールゲー トを開さまず。 


ヒューズー覧 



エンジンルーム内のヒューズボックス 


ヒユーズボ ツクスのた )(-を開く 

► ラゲツジフ□アボード⑤を開き 
ます（1>213ぺージ）。 

► ラゲツジルームトレイのを取り 
出します。 

► カバー⑤を開をまず。 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

2己 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ® 

2 

30 A 

セントラル n ック、乗降用ラ 
イト、ドアホ色な、ドア S 
ラー、パワーウインドウ、前 
席シート調整、ステアリング 
調整、スイッチ照明 

3 

30 A 

セントラル□ック、乗降用ラ 
イト、ドア赤色な、ドア S 
ラー、パワーウインドウ、ス 
イッチ照明 

斗 

20 A 

燃料システム 

5 

7.日 A 

オプション 

6 

10 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ⑩、エン 
ジンエレクトロニクス、燃料 
システム、スターター 

7 

20 A 

スターター 

8 

7.日 A 

エァバッグ 

9 

15 A 

オプション 

10 

30 A 

フ□ントワイパー 

11 

7.己 A 

COMAND ディスプレイ 

12 

7.日 A 

エアコンディショナー、パー 
クト□ニック、シートヒー 
夕一、スイッチ照明 

13 

7.日 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ®、 ホー 
ン、 へッ ドライト、マルチ 
ファンクシヨンステアリン 
グ、方向指示灯、ウインドウ 
ウオツシヤー、 U アウインド 
ウウォッシヤー、フロントワ 
イバー、1」アワイパー 

14 

7.日 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ® 

15 

7.己 A 

エァバッグ 

16 

5 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ®、 才一 

トマチック トランスミッシヨ 
ン、電話 

17 

30 A 

パノラ S ックスライディング 
ルーフ 

18 

7.日 A 

ライトスイッチ、非常点滅な 


I 
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-ズ 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

19 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料システム、イグニッシヨ 
ンロック、 スターター、 ステ 
ア IJ ング□ック 

20 

40 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ® 

21 

7.日 A 

A 目 S / ASR / 目 AS / ESP ®、 ブレー 
キランプ、 グローブボックス 
ライト、電話 

22 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

23 

20 A 

エンジンエレクト n ニクス、 
燃料システム 

24 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

25 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

26 

20 A 

COMAND システム 

27 

7.日 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料システム、イグニッシヨ 
ンロック、 スターター、 ステ 
ア IJ ング□ック 

28 

7.日 A 

；<ーターパネル 

29 

10 A 

へッドライト照射角度調整 

30 

10 A 

へッドライト照射角度調整 

31 

15 A 

ホーン 

32 

40 A 

エンジンエレクト□ニクス 

33 

10 A 

才ートマチックトランス S ッ 
シヨン 

34 

7.日 A 

燃料システム 

35 

- 

未使用 

36 

- 

未使巧 


ラゲッジルーム内のヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

37 

曰 A 

エアバッグ 、 NECK PRO アク 
ティブへッドレスト 

38 

15 A 

1」アウインドウウォッシャー、 

U ァヮィパー 

39 

30 A 

乗降用ライト、ドア赤色打、 
パワーウインドウ、スイッチ 
照巧 

40 

- 未使用 

41 

30 A 

乗降用ライト、ドア赤色な、 
セントラルロック、ドアミ 
ラー、前席シート調整、パワー 
ウインドウ、スイッチ照明 

42 

25 A 

燃料システム 

43 

己 A 

エアコンディショナー 

4斗 

30 A 

前席シート調整 

45 

30 A 

前席シート調整 

46 

7.5 A 

アンテナモジュール、盗難 
防止警報システム、セント 
ラル□、ック、室内センサー、 
けん引防止警報システム 
COMAND システム 

47 

- 未使用 

48 

- 未使巧 

49 

斗 0 A 

U アデフォッガー 

50 

50 A 

PR 卜 SAFE ® 

己1 

50 A 

PRE - SAFE ® 

巳2 

- 未使巧 

53 

- 未使用 

巳斗 

- 未使巧 

巳5 

- 未使用 

56 

- 未使巧 

57 

- 未使用 

58 

- 未使巧 

59 

己 A 

パークト□ニック 

60 

- 未使用 

61 

斗 0 A 

自動開閉テールゲート 

62 

30 A 

前席シート調整、ステアリン 
グ調整 


■化：？ S — り 







O ヒューズ配置表（英文）び、車載 
工具に収納されていまず。ヒューズ 
配置表にはヒューズ容量を記載され 
ていまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告な<変更されること 
びありまず。 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

63 

30 A 

前席シート調整 

64 

- 

ま使用 

65 

- 

未使用 

66 

- 

未使用 

67 

- 

ま使用 

68 

- 

ま使用 

69 

- 

ま使用 

70 

- 

未使用 

71 

15 A 

ライター 

72 

1己 A 

12 V 電源ソケット（ラゲッジ 
ルーム） 

73 

7.5 A 

診断ソケット 

74 

15 A 

キーレスゴー 

75 

- 

ま使用 

76 

1己 A 

12 V 電源ソケット（後席） 

77 

- 

ま使用 

78 

- 

未使用 

79 

- 

未使用 

80 

- 

ま使用 

81 

已 A 

オプション 

82 

- 

未使用 

83 

7.5 A 

パーキングアシスト U ア 
ビューカ;ラ 

84 

7.5 A 

COMAND システム、パーキ 
ングアシスト U アビューカ 
巧 

85 

7.5 A 

COMAND システム 

86 

- 

未使用 

87 

- 

ま使用 

88 

- 

未使用 

89 

- 

未使用 

90 

- 

未使用 

91 

10 A 

または 

20 A 

才ートマチックトランス S ッ 
ション 


se — り 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

承認されていない部品、タイヤがホ 
イール、または安全に関ずるアクセ 
サリーを使用ずると、走行安全性が 
損なわれるおそれがあ0ます。 

これらはブレーキシステムなどの安 
全性に関連したシステ厶の故障につ 
ながる可能性があります。さらに車 
両操縦性を失ラ原因にな0、事故の 
原因になります。 

どのよラな場をでち、純正部品のみ 
を使用してください。また、タイヤ 
やホイール、アクセヴ U —はお客様 
の車両のために承認されたちののみ 
を使用してください。 

9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するたが、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

. ドア 

• ドア ピラー 付近 
• サイドシル付近 
.シ—卜 

• ダッシュボード 
• インストル ントパネル 
• センターコンソール 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 純正部品 LU 外の部品を使用したと 
をは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じてち、保証を適用で 
さないことびありまず。 


■み—も 51.4 
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車両の電子制御部品について 


ビークルプレート 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なって < ださい。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で行 
なってください。車両の使用に対す 
る適合性に影響を与えるおそれがあ 
ります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

〇車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびありまず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着するとさは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場にホ目談してく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
あ0まず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の箇所に記されていまず。 


L 一力ープレート 



運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー 下部に、車台ま号およびカラー 
コードなどを記載したニューカープ 
レートのび貼付されていまず。 


車台ま号 



ち側前席下部のフレームに車台ま号 
③び巧刻されていまず。 


■もふ5—ゎ 















車台ま号を確認ずる 

► ち側前席をちっとを後方の位置にし 
ます。 

► カバーのを開をまず。 

車台ま号⑤び確認でさまず。 

オプションコードプレート 


オイル-液類/パ’ツ: 



エンジン番号 


オイル-液類に関ずる注意 


ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレート 
のが貼付されていまず。 

《オプションコードプレートの貼付位置は、 
予告なく変更されることびあ0まず。 


A 警告 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。また、火 
気の近くには保管しないでください。 

オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。 

オイル■液類が目や粘膜、傷に触れ 
ないようにしてください。万一目に 
入ったり皮膚に付着したとさは、た 
だちに清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けてください。 


9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 


オイル 
^ 〇 


液類には(下のちのが含まれ 


エンジンブ□ックのクランクケースに 
エンジン番号が巧刻されていまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


• 燃料 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッシヨンオイル、 
ノてワーステア U ングオイルなど） 

• 冷却水 
• ブレーキ液 
• ウォッシャー液 
• エアコンデイシ ヨナーの 冷媒 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


■み—も5 1.4 
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〇 指定品政がのオイル-液類を使用 
したときは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 


^料 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラときは、火を近付けたり、 
おくで喫煙をしないで < ださい。 
燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料が皮膚や衣類に触れないよラに 
ミ主意して < ださい。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を聴い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約66 G 

警告打点な時の 
残量 

約8 G 


H 軽油を給油しないでください。か 
量でをガソ U ンと軽油び混じると燃 
料系部品やエンジンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


〇指定 LU 外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷しにり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定(外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料の添加剤は、純正品まには承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。故障び発生したとさは、 
保証の適用外になりまず。 

燃料消費について 


9環境 

C02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因とな0ます。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点 
検■整備を行なうことにより、 C 02 
排出量を最ル限に抑えることびでき 
まず。 

し U 下のよ5な状況では、燃料をより消 
費しまず。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 
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エンジンオイル 

〇エンジンオイルは、使用している 
間に汚れた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 

エンジンオイル容量 


容量 約 7.0 e 

〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む交換時の数値です。 

添加剤 

〇エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないでくだごい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね < ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所のが気温度に合わせて選 
択してくださし、。 



を 


才ートマチックトランス吉ッシヨン 
オイル 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 

イルの交換については、別冊 r 整備手 

帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス S ッシヨン内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランスミッシヨンの作動に異苗を感 
じたとさは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごし、。 


ブレ~キ液 _ 

定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 
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A 警告 

ブレーキ液を補給ずるとさは、 

や水分が IJ ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなでち)、ブレーキが効かな< 
なるおそれがあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化しまず。劣 
化した状態で使用ずると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれがありまず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことです。 


A 警告 

冷却水は可燃性の高い液体でず。冷却 
水を取り扱ラとさは、火気をお付け 
たじ、 おくで喫煙しないでくださし、。 
冷却水をエンジンルームにこぼさ 
ないで< ださい。発火するおそれが 
あ0ます。 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してくださし、詳しくは ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なときは、 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さし、。 


不凍液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約5日％ 

- 4日で 

〇不凍液の濃度は約50%から約 


日5%の間にしてください。濃度を 
約日日％ iU 上にずると、冷却性能が 
低下しまず。 


ウォッシャー液 
A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
でず。ウォッシャー液を取り扱ラと 
き■は、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないでください。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし^るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。純正(列'のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比に混ぜてください。 

H ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水をミ居ぜないでください。液量 
のセンサーを損傷ずるおそれびあり 
ます。 
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ビークルデータ、テールゲートを開いたとさの高さ 


〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウオッシャー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 


バッテリー 


車載バッ テリーの 電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

74 Ah /80 Ah /84 Ah / 
95 Ah 


※バッテリーの容量は、予告なく変更されるこ 
とびありまず。 



ルー フ 75 kg 

〇 ルーフの制限重量には、ルーフラッ 
クやアタッチメントの重量を含まれ 
ます。 


^ールゲートを開いたとさの高さ 



のテールゲートを開いたとさの高さ（外側） 
@テールダートを開いたとさの高さ（内側） 

テールゲートをいっぱいまで開いたと 
さの高さは、 iiTF のよ5になりまず。 

の 約2087 mm 

@ 約1955 mm 

〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やサスペンションの状態など 
により、数値び異なりまず。 
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タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP ® などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずることで 
効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品(外のタイヤやホイー j レを装着した場合は、ま 
全性の保記はでさません。 

〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
車両操縦性や騒音、燃料消費などに影響をちえるおそれびありまず。また、 
指定されたサイズし U がのタイヤやホイールを装着ずると、フェンダーの内側 
やサスペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇再生したタイヤを装着した場合、安全性の保証はでをません。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルび貼付 
してありまず0241ページ）。 

〇 左ちにおず同サイズのタイヤ/ホイールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤなど、異なる種類のタイヤを同時に装着し 
ないで < ださい。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


■もふ5—ゎ 
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タイヤとホイール 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

GLK 300 4 MATIC LITE 

235 / 60 R 17 

7 .引 X 17 

47.5 mm 

GLK 300 4 MATIC 

前輪 

前輪 

前輪 


235 / 50 R 19 

7 .引 X 19 

47 mm 


後輪 

後輪 

後輪 


255 / 45 R 19 

8 .引 X 19 

52 mm 


オプションまたは仕様により、下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

17インチホイール 

235 / 60 R 1 7 

7.引 X 17 

47.5 mm 

前輪235 / 60 R 17 
後輪255 / 55 R 17 

前輪7.引 X 17 
後輪 8.0 J X 17 

前輪斗7.日 mm 
後輪 57 mm 

19インチぶイール 

235 / 50 R 19 

7.引 X 19 

47 mm 

前輪235 / 50 R 19 
後輪255 / 45 R 19 

前輪7.引 X 19 
後輪8.引 X 19 

前輪 47 mm 
後輪 52 mm 

20インチホイール 

前輪235 / 45 R 20 
後輪255 / 40 R 20 

前輪8.引 X 2日 
後輪9.引 X 2日 

前輪 45 mm 
後輪 57 mm 


〇タイヤまたはホイールのサイズび前後で異なる車両は、タイヤ□ーテーシヨ 
ンを行なわないでください。 

U タイヤサイズ 255/55 R 1 7、 255/45 R 19、255/40 R 20 の標準タイヤには 
スノーチェーンを装着でさません。 


標準タイヤ 
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タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

185/75-1 7 

6.00 B X 17 

2已 mm 

2.8 bar /41 psi /280 kPa 


〇応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 

〇 応急用スペアタイヤのタイヤ空気圧は、応急用スペアタイヤのホイ ー. 
黄色でペイントされていまず。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

全車 

235 / 60 R 1 7 M + S 

7.引 X 17 

47.5 mm 


235 / 50 R 19 M + S 

7.引 X 19 

47 mm 


〇 ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 


〇 スノーチェーンはウィンタータイヤの後輪に装着ずることびでさまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス.ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


応急用スペアタイヤ 


ウィンタータイヤ 


-J 


















巧象モデル 


GLK 300 4MATIC 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

ぷこの取扱説明書の内容は、2012年1月現在のものでず。 





総騎入元 

メルセデス-ベンツ日本株式会な 


干 106-8506 索京都港区六本木一了目9蚕9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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